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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　複数の勢力が一堂に会して話し合う。──当然ながら、これが妥だ当とうな時とそうでない時がある。

　互たがいの立場がはっきりしていて思おも惑わくも知れているなら、この選せん択たくは悪くない。要求や提案をぶつけ合って吞のむべきものは吞のみ、撥はね除のけるものは撥はね除のけ、その推移によって今後の動向を決めればいい。結果の良よし悪あしは別にして、互たがいの関係性はあるべき方向に向かうだろう。

　問題は、そうでない場合。──互たがいの立場も思おも惑わくも判然としないまま会談に及およんでしまったケースだと、これは非常にじれったい硬こう直ちよく状態に陥おちいることがままある。互たがいの持ち札のどれが有効なのか判然とせず、何の情報をどの陣じん営えいに明かすべきなのか、あるいは秘すべきなのかも分からない。こうなると、会談はその名を借りた迂う遠えんな探さぐり合あいに終始してしまう。

「──ひとまず、この辺りとしましょうか」

　なので、互たがいの顔合わせが済んだ瞬しゆん間かんにそう言い放ったイェナーシィ・ラプテスマ教皇の判断は、準備期間を設けるという意味で極きわめて妥だ当とうと言えた。──もとより長丁場を見み越こした三国会談。海千山千の為い政せい者しやたちを相手取って初日から核かく心しんに切きり込こめると考えるほど、この場の誰だれも楽観してはいない。

　だが、自じ己こ紹しよう介かいのほかに何ひとつ話せないというのは予想外だった。──少なくともイクタとシャミーユ、カトヴァーナ帝てい国こくの陣じん営えいにとっては。

　なぜなら、前提となる認にん識しきがあったからだ。キオカとラ・サイア・アルデラミンは全面的もしくは部分的な協力関係にあり、その両者はおおまかに同一勢力としてみなせるという。その点を踏ふまえた上でなら、序じよ盤ばんから話せることもいくらかあった。この場には自分と敵しかいないのだから、その構図は至ってシンプルだ。

「なんじゃ、もう解散か？　喋しやべり足りんのぅ」

　しかし、ここに来てそうではない可能性が生じてしまった。それはほかでもない、この老人の登場によってだ。

『科学者』アナライ・カーン。かつて教団の迫はく害がいから逃のがれて帝てい国こくを脱だつ出しゆつし、さらなる研究の場を求めてキオカに亡命した老ろう賢けん人じん。そこまではいい。技術立国を標ひよう榜ぼうするキオカにいる限り、その立場がいち技術者に過ぎない限り、彼かれの存在は場ば違ちがいではない。

　だが、ここはラ・サイア・アルデラミン。「全ての論理の根底には神がいなければならない」とする根本理念そのものが科学者のスタンスと衝しよう突とつするアルデラ教団、その総本山だ。さらには各国のトップが顔を揃そろえた重要極きわまりない外交の場でもある。そんな局面にアナライ・カーンを引っ張り出すという行こう為いが、はたして何を意味するか？

「…………」

　言うまでもなく、挑ちよう発はつである。それも二国間の関係に重大な亀き裂れつを生じさせかねないレベルの。……アリオ・キャクレイという男が何を思ってそれを行ったのか。その思おも惑わくを知ることが、ほか二国にとっては目下の課題となった。
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「……この状じよう況きようを、どう見るべきであろうか」

　三つの勢力の思おも惑わくが渦うず巻まく外交館の中、宛あてがわれた控ひかえの部屋に帰り着いて扉とびらを固く閉とざすと同時に、シャミーユはイクタにそう尋たずねた。黒くろ髪かみの青年は寝しん台だいに腰こしを下ろして応じる。

「おそらく──ラ・サイア・アルデラミンに対して、何かしら思うところがあるんだろうね、キオカは。アナライ博士を連れてきたことはその表明として見て取れる。同盟を結ぶ上で、何らかの不本意な条件でも吞のまされているのか……あるいはもっと深刻に、裏切りの兆候でもあったのか」

「だとすれば、我々にとってはチャンスなのであろうが……」

　言葉を濁にごすシャミーユと、イクタもまた考えを同じくする。──あの執しつ政せい官かんが、会談の場でそう分かりやすい隙すきを晒さらすとは思えない。

「北域方面戦争では宣戦布告なしで大アラファトラへ攻せめ入いったわけだから、ラ・サイア・アルデラミンは外交的に一度帝てい国こくを裏切っている。長年の国交を思えば、その決断は決して軽々しいものじゃなかったはず。そうまでして確立したキオカとの同盟関係を、今になって自分から揺ゆるがすとは考えづらい。……ただ」

　そう結論付けた上で、イクタはふと根本的な部分に思考を及およばせる。

「ラ・サイア・アルデラミンの立場で『戦後』を考えた時、そこには色々と不安が残ると思う。キオカは技術立国を進めるために科学者を重用する方針のようだし、その発展の過程で旧来のアルデラ教の価値観は少なからず淘とう汰たされていくはず。でなくても、共通の敵を失った後に二国が残ったなら、国力に劣おとるほうは新たな侵しん略りやくの的にされやすいものだからね」

　さっき面識を持ったばかりの教皇の顔を思い出して、イクタは思考をさらに掘ほり下さげる。

「そこまで考えると、より本質的な疑問が浮うかんでくる。──そもそも、なぜラ・サイア・アルデラミンは帝国を裏切ったんだろうか？」

「……うむ。それは、余にとってもずっと疑問であった」

「帝てい国こくとの関係にまったく問題がなかったとは言わない。過去に遡さかのぼれば軋あつ轢れきはいくらでもあった。けれど──国家の維い持じを考えた時、両国の付き合いは相そう互ごにメリットがあったはずなんだ。帝てい国こく側は傍そば付つき精せい霊れいの存在によって王権をより強固に主張することが出来たし、ラ・サイア・アルデラミン側は国教の宗教母体として帝てい国こくから多大な支し援えんを受けることが出来た。加えて──これを僕ぼくが言うのもなんだけど、アルデラ教に対する国民の敬けい虔けんさは、キオカよりも帝てい国こくのほうが確実に上だったはずだ」

　これから大差なくなっていくけどね、と。自分の行っている改革を指して言いつつ、イクタは分ぶん析せきを続ける。

「まぁ一方で、帝てい国こくが滅ほろびに向かって長い坂道を転がり落ちていたのも事実だし、それを早期に見て取ったラプテスマ教皇の政せい略りやく眼がんが優すぐれていたと言うことも出来る。……ただ、それならそれでやっぱり『戦後』についての構想をうかがいたいんだよ。帝てい国こくと違ちがってキオカの政権はアルデラ教による権けん威いの補強を必要としていない。いずれ自分の助けを必要としなくなる相手と、どういう形で今後の関係を築いていくつもりなのか──外交云うん々ぬんを抜ぬきにしても、これは純じゆん粋すいに興味がある」

　教皇への好こう奇き心しんに目を光らせる青年。久しぶりに目にしたその様子に、シャミーユはむ、と口元を曲げる。

「……宗教者は好かぬのではなかったのか？　あの教皇のことになると、そなた、ずいぶんと愉たのしげであるな」

「ん？　ああ、確かに、ずいぶんと魅み力りよく的てきな女性ひとではあったね。僕ぼくが苦手なのは宗教者というよりも思考の硬こう直ちよくで、あの教皇にそういう感じはしなかった。ユーモアを受け止める度量もあったし、なかなか話せる相手だと思うよ」

「であろうな。わざわざ聖典まで引用して口説き文句を捻ひねり出だすくらいなのだから」

　シャミーユが険のある口調でそう言うと、イクタはくすりと笑って口を開く。

「──『やがて、石に躓つまずいた。すぐには手も突つけず、彼かれは胸をしたたか打った。再び起き上がるとは思われなかった。骨と皮ばかりのその足では』」

「──？」

「『しかして。地面とならんだ目が、ここに至り偉い大だいなものをとらえた。それは彼かれからやや離はなれた場所、乾かわいてひび割れた荒あれ地ちを割って根ざし、蒼あおすぎる天を仰あおいで咲さくちいさな花だった。彼かれはおどろいた。草すらまばらなこんな場所で、よく花開いたものだと感心した』」

　杖つえを突ついて寝しん台だいから立ち上がり、詠うたうように言葉を続けながら、青年は少女に歩み寄る。

「『ちいさな花弁に黄金の色を帯びて、その花はうつくしかった。しかし、目を凝こらせばやはり、葉はくたびれ茎くきはしおれていた。彼かれははかなんだ。辺りに仲間もなくただ一輪。この有あり様さまで、いつまでここに咲さいていられるものだろうか。種を落とすまでは到とう底てい、もつまい』」

「…………」

「『そう察したとき、湧わき上あがるような想おもいに彼かれは駆かられた。あそこだ。あの花のもとまで行って果てようと、心にきめた』」

　青年の口にするそれが何であるか、すでにシャミーユも気が付いていた。そっと目を閉じ、まぶたの裏に描えがかれる光景を追っていく。

「『足はまるで動かなかった。だから彼かれは伏ふせったまま両りよう腕うでで這はった。立って歩けばほんの数秒の場所が、この時は果てしなく遠い彼方かなたと思われた。

　だとしても彼かれは這はった。それは彼かれの最後の、そしてもっとも短く長い旅だった。旅は正午に始まり、日が大きく傾かたむく頃ころに決着した。

　あとはもう、最後の仕事だった。弱った茎くきを手た折おってしまわないよう注意しながら、彼かれはその体でちいさな花を包つつみ込こむように地に伏ふした。花弁を横目にほぅと安あん堵どの息をつき、じき静かに息絶えた』」

　花を抱だいて荒こう野やの片かた隅すみに横たわる、ひとりの男の最さい期ごの姿。それが少女の目に浮うかび──だが、イクタは言葉を継ついだ。その光景にはまだ続きがあった。

「『彼かれの体はしだいに腐くさり、その死を享うけた真下の土はわずかに肥えた。そこから滋じ養ようを吸い、明日にも枯かれようとしていた花はしばらく生き長らえた。そして七日後、訪おとずれた雨が大地を潤うるおした。まさにその時、長い乾かわきの時期が終わったのだった。花は多くの水を得て種をなした。そのようにして撒まかれた種もまた、男の亡骸なきがらの上に次々と芽め吹ぶいていった』」

　杖つえを左手に持もち替かえ、イクタは右手を少女の頰ほおに添そえた。目をつむったシャミーユの肩かたがぴくりと震ふるえる。

「『代を重ねるつど花の数は増えていって、やがて一帯を黄金こがね色いろの輝かがやきで満たした。通りがかる旅人たちが時を忘れて立たち尽つくすほどに、その光景はうつくしいものだった。彼かれらはその場所を黄金の地と名付けて心に刻み、行く先々で、多くの人々に語って聞かせた──』」

　言葉はそこで結ばれ。話が終わったことを知ると、シャミーユがそっとまぶたを開く。

「……サリア記16章８節。受難者サリアの最さい期ごを飾かざるエピソードであるな」

「うん。君を花に喩たとえようとした時、真っ先に浮うかぶのはこの話でね。──荒あれ地ちに咲さく花は綺き麗れいだ。時に死にかけた人間さえ突つき動うごかすほどに」

　シャミーユの頰ほおがかすかに熱を帯びる。それを指先に感じながら、黒くろ髪かみの青年は微び笑しようする。

「サリアが最後に見たものは、目の前に咲さく花がその内側に秘めた、未来そのものの輝かがやきだったと僕ぼくは思う。……だから、君は凍こおった時の中にいるべきじゃない。もしまだ凍こおっているのなら、それは僕ぼくが必ず溶とかしてみせる」

　まっすぐ相手の目を見てそう告げる。青年ははにかみ、まぁ聖典の読解は僕ぼくの仕事じゃないけどね、と照てれ隠かくしのように言いい添そえた。シャミーユは息を吞のんだ。彼かれの振ふる舞まいの全てが、狂くるおしいほどに少女の胸を締しめ付つけた。

　たまらず彼かれに向かって手を伸のばしかけた瞬しゆん間かん、室内に控ひかえめなノックの音が響ひびく。

「──なんだ？」

　即そく座ざに確かく認にんするイクタ。まもなく文官の緊きん張ちようした声が返ってくる。

「は、失礼ながら報告を！　──キオカの執しつ政せい官かん殿どのが、おふたりとの面会を希望しておられます！」

　それを聞いたシャミーユの顔に緊きん張ちようが走る。イクタはふむと唸うなって肩かたをすくめた。

「先手を打たれたか。──この様子だと、序じよ盤ばんの主導権は向こうに握にぎられたかな」







　自分の縄なわ張ばりに相手を呼ぶか、相手の縄なわ張ばりに自分から訪おとずれるか。結果として大差ないように思われる選せん択たくも、それが国家間のやり取りとなると複雑な意味合いを帯びてくる。

　相手の思おも惑わくが分からない現状、どちらも選びたくないのがイクタの本音だった。が──それは相手もあらかじめ汲くんでいたようで、面会の誘さそいに添そえて最初から提案があった。

「──これはまた、良い場所があったものですね」

　執しつ政せい官かんの提案に乗ってふたりが向かった先は、互たがいが滞たい在ざいする棟むねのちょうど中間に当たる場所に設けられた談話スペース。廊ろう下かの片かた隅すみを四角く抉えぐるような形で造られており、密談場所というほどの大おお仰ぎようさはない。その一方で、人が近付けば即そく座ざに分かるようにもなっている。

「そう言ってもらえて安心したよ」

　スペースの奥おくでぱちぱちと音を立てて暖だん炉ろが燃えている。揺ゆらめく炎ほのおの光を受けて、紺こん色いろのブレザーとズボンを身にまとったアリオ・キャクレイが、三人の護衛と共にそこに立っていた。

「さて、せっかくの機会だ。若いふたりに、こうした場でのマナーをひとつ教授しようか」

　いたずらっぽくそう言いつつ、ふたりの目の前で、アリオは近くの壁かべに歩み寄る。

「まず、壁かべを叩たたく。初めて訪おとずれる場所では必ずね」

　コンコン、とこぶしで壁かべを叩たたく。音の反はん響きようが、屋内の静かさをさらに際きわ立だたせる。

「強くやり過ぎないのがコツだ。壁かべを傷いためるならまだしも、こぶしを怪け我がしてしまっては面おも白しろくない。いくらか叩たたいて音の反はん響きようが違ちがう場所があったら、そこに向かって大きな声で挨あい拶さつすることを忘れずに。『ご苦労様！　大変な仕事だね！』という具合にね」

　壁かべをひと通り叩たたいて回ってから元の立ち位置に戻もどり、執しつ政せい官かんはさらに言葉を続ける。

「だが、ここではその必要はなさそうだ。他でもないイェナに私がこういう人間だと知れてしまっているからね。この教訓は、また別の機会に生かしてくれると嬉うれしいよ」

「覚えておきます。──しかし、大変な仕事を労ねぎらうにしても、天てん井じようにはなかなか手が届きませんね」

　ずいぶん遠くにある天てん井じようをちらりと見上げるイクタ。アリオは肩かたをすくめてうなずく。

「まったくだ。それで結局、込こみ入いった話は外に出るか、さもなければ筆談で行う羽目になる。必然、ここで交かわす言葉は迂う遠えんなものに終始するわけだね。政治色の強い社交にはままあることだが──君には退たい屈くつかもしれないな、シャミーユ」

　執しつ政せい官かんの視線がすっと女じよ帝ていへ向く。親愛さえこもって見えるそれに、けれど、彼かの女じよは硬かたい表情のまま首を横に振ふる。

「……無用の気き遣づかいだ。そなたを前にして退たい屈くつを感じるほど愚おろかではない」

「知っているさ。けれど、少し緊きん張ちようしすぎと見えるね。まだ先は長い。私と顔を合わせるたびに気を張っていては身がもたないよ？」

　余よ裕ゆうに満ちたアリオの言動。それに空気を支配される前に、イクタが再び口を開く。

「こうした場で悠ゆう然ぜんと振ふる舞まうコツがあるなら、この機会にぜひとも教えていただきたいところですキャクレイ閣下。僕ぼくもシャミーユも、日ひ頃ごろから社交の経験不足には悩なやまされますので」

「光栄だが、君にそれが必要だとは思えないな、ソローク元げん帥すい。時に──いまシャミーユと聞こえたが、彼かの女じよのことはいつもそう呼ぶのかい？」

「ええ。彼かの女じよは僕ぼくの家族ですから、当たり前のことです」

　迷わず応じてのけるイクタ。不ふ遜そんなまでの答えに、執しつ政せい官かんは声を上げて笑う。

「ふふふふふ……！　そこまで図太い振ふる舞まいを意図してやれるなら、今さら私から学ぶことなどありはしないよ。だが、その上であえて忠告するなら、いささか生き急いでいるようには感じるな。気のせいならいいのだが」

　どこか相手を案じるように言いつつ、アリオは近くの椅い子すに腰こしかける。そして手招きした。

「先に掛かけさせてもらうよ。その脚あしで立ち話は辛つらいだろう、君たちも掛かけなさい」

「では、お言葉に甘あまえて」「…………」

　うなずき合うイクタとシャミーユ。こうした場では先に座すわったほうが無防備になるため、率そつ先せんして腰こしを下ろした執しつ政せい官かんの振ふる舞まいは礼に適かなっている。青年はシャミーユと並んで椅い子すに腰こしを下ろした。

「さっきの顔合わせですが。そちらの面々の中に、面おも白しろい顔が含ふくまれていたように思います」

　互たがいに腰こしを落ち着けたところで、イクタはさっそく本命の話題を切り出す。アリオは当然のように、そして大した意味もなくすっとぼけた。

「ジャンのことかな？　何を隠かくそう、私は彼かれの養父でね。昔から自じ慢まんの息子むすこなのだが、こうした場に連れ出せるまでに成長してくれたことは嬉うれしい限りだ。彼かれに興味があるなら、この機会に積もる話をぜひとも──」

「残念ですが、あの顔と出くわすのはきまって状じよう況きようが厄やつ介かいなことになった時でしてね。会って面おも白しろいと思ったことはありません。おそらく向こうも同じだと思いますが」

　言葉を被かぶせて相手の悪ふざけを止めるイクタ。アリオは笑って手を打つ。

「ははは、違ちがいない。この場に連れてきていないから言ってしまうが、彼かれが君の名前を出す時もいつもそんな調子でね。君たちは良く似ている──まるで鏡に映したように」

　その言葉に眉まゆ根ねを寄せずにいるために、イクタには多少の──いや、かなりの努力が必要だった。アリオの顔面を覆おおう完かん璧ぺきな政治家の笑えみからは、今のが皮肉なのかそうでないのかも判断が付かない。これはやりにくい相手だと、その事実を改めて実感する。

　青年があえて何も言わず黙だまっていると、執しつ政せい官かんは根負けしたように苦く笑しようした。

「失礼、別にはぐらかしたいわけではないんだ。──イェナの前にアナライ・カーン博士を連れて来たことについてだね。うん、我ながら実にひどい真似まねをしたと思っている」

「──。あの状じよう況きよう、五年前の僕ぼくなら腹を抱かかえて笑うところなんですが、あいにく今はそこまで素す直なおになれなくて。率そつ直ちよくに伺うかがいますが、なぜ同盟国に対してあのような挑ちよう発はつを？」

　回り道なく尋たずねるイクタ。ふむと唸うなって、執しつ政せい官かんが膝ひざの上で両手を組む。

「ソローク元げん帥すい。ひとつ尋たずねるが、同盟というのはどういう状態で維い持じされるものだと思う？」

「個別の事例でなく一いつ般ぱん論ろんの話なら──同盟によって相そう互ごに利益がある状態、でしょうね」

「正解だ。その観点で見たとき、キオカとラ・サイア・アルデラミンは現時点において確かに同盟関係にあると言える。他でもない帝国きみたちを敵に回している状じよう況きようではね」

　つい最近交かわした覚えのある会話だ。そう思いつつ、アリオが半はん端ぱなところで言葉を切った意図を察して、イクタはその続きを口にする。

「……だからこそ、帝てい国こくが滅ほろんだ瞬しゆん間かんに同盟のメリットは薄うすれるとも言えますね。技術立国を標ひよう榜ぼうするキオカが発展を重ねるほどに、思想と技術の両面から、ラ・サイア・アルデラミンは低い立場へと追おい詰つめられていくでしょう」

　きっぱりと述べる青年。アリオは満足げにうなずく。

「そういうことさ。つまり──長い目で見た時、この同盟はラ・サイア・アルデラミンにとってうまみがないわけだ。

　イェナは聡そう明めいな人だ。その程度のことが分かっていないはずはない。にもかかわらず同盟は結ばれ、現在に至るまで続いている。さて、一体なぜだろうね？」

　またしても自分に回ってきた問いに、イクタは迷わず応じる。

「可能性はふたつほど考えられます。第一に、これから先にキオカを出だし抜ぬくつもりでいる場合」

「それが事実ならとても悲しいが、なるほどあり得る話だ。ただ、その場合はここ数年のラ・サイア・アルデラミンの行動がいささか支し離り滅めつ裂れつになる。今さらキオカを裏切るくらいなら、最初から帝てい国こくを裏切らなければ良かったのだからね」

　こちらも即そく座ざに難点を指し摘てきするアリオ。それを受けて、青年は本命の答えを口にする。

「……第二に考えられるのが、帝てい国こくとの戦争が終わった後に、キオカとの力関係を維い持じないし逆転できるだけのカードを隠かくし持もっている場合」

　沈ちん黙もくが下りる。ぱちぱちと暖だん炉ろの中で薪たきぎの爆はぜる音だけが響ひびく中、執しつ政せい官かんは静かにうなずく。

「私が疑っているのもそれだ。いや、ほとんど確信していると言ってもいい。宗教国家としてのラ・サイア・アルデラミンの秘密主義は今に始まったことでもない。切り札のひとつやふたつは当然に隠かくし持もっているだろうし、その程度はキオカとしても許容範はん囲いではある。

　ただ──それが精せい霊れいに関する『何か』であったような場合は、少々話が違ちがってくる」

　場の空気が重みを増す。思った以上に話が早い──イクタは少なからず驚おどろいていた。彼かれとしては、話がここへ切きり込こむまでに、早くても数日はかかるだろうと踏ふんでいたのだ。

　青年と女じよ帝ていの注視を受け止めながら、アリオは淡たん々たんと話題を掘ほり下さげる。

「これを踏ふまえて、問題はさらに根本へと及およぶ。──そもそも、精せい霊れいとは何なのだろうね？」

「────」

「この疑問を抱いだいたのは比ひ較かく的てき最近だ。それまでは他の多くの人々と同様、私にとっての精せい霊れいは『この世界に当たり前に存在するもの』に過ぎなかった。活用を考えることはしてもルーツに思いを馳はせることはない。……それに変化が生まれたのは、科学者を名乗る老人がキオカに亡命してきてからのことでね」

　暖だん炉ろの火を向いていた執しつ政せい官かんの視線が、そこでふいにイクタへ戻もどされる。

「『人じん工こう精せい霊れい仮か説せつ』は知っているかい？　いや、おそらく君のほうが詳くわしいとは思うのだが」

「……精せい霊れいが人の手になる被ひ造ぞう物ぶつであるとする推測。アナライ博士の唱える『超ちよう古こ代だい文ぶん明めい論ろん』の根幹をなす仮説ですね」

「そう。初めてそれを耳にした時は『そういう発想もあるのか』と感心する程度だったが、時間が経たつごとに捨て置けなくなってね。私自身がもとより信しん仰こうに篤あつくなかったこともあり、精せい霊れいが自然物だとする認にん識しきについて根本的な違い和わ感かんを覚えるようになった」

　そうなるだろうなと、イクタは相手の思考の流れを至って自然に思った。もとより科学者の亡命を受け入れて重用するほどの度量を持つ男だ。アナライ博士の仮説を無視しなかったことは今さら驚おどろくに値あたいしない。

「光、水、風、炎ほのお──人の生活に不可欠な要素を、求められるまま無む償しようで与あたえてくれる。そんな存在は彼かれらの他にはいない。あらゆる家か畜ちくは餌えさを与あたえなければ育たず、全ての作物は水を撒まかなければ実を結ばない、それが当然だ。だというのに、精せい霊れいだけは全てを自分でまかなって我々には何も求めない。従来は『神の愛』の一言で説明されてきたこの事実は、振ふり返かえってみると恐おそろしいまでの不自然さを放っている」

　イクタはこくりとうなずく。そう──森しん羅ら万ばん象しようを並べて眺ながめた時、精せい霊れいの存在は、この世界の中で余りにも不自然なのだ。

「その観点から見ると、精せい霊れいが持つ能力も実に興味深い。例えば玉音放送──あいにくとキオカにはないものだが、あれは人間社会における広域の情報伝達を目的とした『広報機能』として見なせる。卑ひ近きんな例で言うと、新聞と同種のものとすれば分かりやすいかもしれないね」

「…………」

「以上の事実から、精せい霊れいは政治的に高度な知性によってデザインされていると推測できる。しかし、精せい霊れいはそれ自身で政治を行わない。よって彼かれらをデザインしたのは彼かれら自じ身しんではないのだ。彼かれらでも我々でもない、その両方よりも遥はるかに高度な知性──神の一言をしりぞけてその正体を追い求めた時、超ちよう古こ代だい文ぶん明めいという仮定に辿たどり着つくのは、至って自然なことだと私は思う」

　話をそこで一度決着してから、アリオは再び口を開く。

「とはいえ、私はあくまで政治家だ。精せい霊れいの正体を巡めぐるロマンには、実のところそれほど興味はない。捨て置けないのはあくまで、そこから導き出される事実が現在の状じよう況きようにどう影えい響きようを与あたえるか、のほうでね」

「……では。精せい霊れいの正体がアナライ博士の仮説通りだった場合、現状にどのような影えい響きようがあるとお考えですか？」

　興味をもってイクタは尋たずねる。執しつ政せい官かんは淀よどみなく答えた。

「神ならぬ人の手で造られたものだとすれば、精せい霊れいは生き物ではなく器物であり、さらに言えば人間社会に深く食くい込こんだ機構システムだ。我々はその利用者だが、おそらく管理者が別にいる」

　管理者、とイクタは口の中でつぶやく。すかさずアリオは付け加える。

「それを踏ふまえて、考えうる中でいちばん物ぶつ騒そうな例えを出そう。──ある日突とつ然ぜん、世界中の精せい霊れいが一いつ斉せいに停止したらどうなると思う？」

　覚えのある寒気がイクタの背中を這はい登のぼった。……以前にも、彼かれはそれを想像したことがある。今とはまったく違ちがう状じよう況きよう、まったく違ちがう相手と対たい峙じした時に。その時に考えたことを青年は口にした。

「……人間社会は大だい打だ撃げきを受けます。程度の差こそあれ、帝てい国こくもキオカも。数十年の間に人口は激減し、文明の水準は数百年巻まき戻もどるでしょう」

「同感だ。そして──もし、それを可能にする存在が、この世界のどこかにいたなら？」

　捨て置けるはずがない。視線からイクタの答えを受け取って、アリオはこくりとうなずく。

「ラ・サイア・アルデラミンが隠かくし持もっているカードが、この類たぐいのものではないかと私は疑っているわけだ。疑念を抱いだくに足るだけの積み重ねはあるつもりでいる。おそらくは君たちのほうにも」

　かつての狐きつねとのやり取りがイクタとシャミーユの脳のう裏りをよぎる。国内の全ぜん精せい霊れいの停止──トリスナイ・イザンマの保身の切り札は、遅おそかれ早はやかれ彼かれらが克こく服ふくしなければならない障害だ。

「その点が気がかりで、このままではおちおち戦争も出来はしない。だから──どうだい。全てを暴あばくなら、役者が揃そろった今だとは思わないか？」

　その心情の全てを見み透すかしたようにアリオは言ってのける。本当に厄やつ介かいな相手だ──心中でそう毒づきながら、イクタは相手に「話の続きを」と促うながした。







　同じ頃ころ。教皇イェナーシィ・ラプテスマが待機する一室には、執しつ政せい官かんの命を受けた『不眠ねむらずの輝き将しよう』が訪おとずれていた。

「キオカ陸軍少将ジャン・アルキネクスです。イェナ様との面会を願えますか」

　すでに文官を通じて話は通してあったので、彼かれが部屋の中に通されるまでの流れは至ってスムーズだった。やって来た白はく髪はつの将を前に、イェナーシィ教皇はため息をつく。

「……自分で来るのでなく、あなたを送ってよこしますか。わたくしが怒おこりにくい相手と知っていて」

「申し訳ありません。養父に代わって、先刻の無礼を謝罪します」

　率そつ直ちよくに頭を下げる。そこまで想定しての人選だということはジャン自身も承知済みだった。目の前の青年に怒いかりの矛ほこ先さきを向けるわけにもいかず、教皇はため息を重ねる。

「困った男ですね、アリオは。……何が目的なのかはおおよそ察しが付きます。しかし、どうして今なのです？　戦争が終わった後ならともかく、帝てい国こくの脅きよう威いは未いまだに健在。ここで軋あつ轢れきを見せつけて隙すきを晒さらせば、損をするのはお互たがい同じでしょうに」

「今だからこそ二国がかりで圧力をかけられる。キャクレイ閣下はそう仰おつしやっていました」

　取とり繕つくろうことなくジャンは言う。その内容には今さら驚おどろかず、教皇はふむと鼻を鳴らす。

「ということは、アリオは今ごろ帝てい国こくのふたりを口説いている真っ最中ですか。……つくづく性質たちの悪い男ですこと。わたくしを変わらず綺き麗れいだと褒ほめた、その舌の根も乾かわかないうちに」

　軽い冗じよう談だんを交えて彼かの女じよは言う。が、それにユーモアで返すほどの無む謀ぼうさはジャンにもなかった。ひたすら頭を下げ続ける彼かれの前で、教皇は低く凍こごえた声で告げる。

「……良いでしょう。そういうつもりなら、望み通り二国まとめて相手をして差し上げます。ただし──この場所に瀆とく神しん者しやを連つれ込こんだことのツケは高くつきますよ。あの戯たわけにそう伝えておきなさい」

「はっ」

　頭を垂れたまま即そく答とうするジャン。アリオ・キャクレイとイェナーシィ・ラプテスマ──この両名の板いた挟ばさみは、さすがの彼かれをしても肝きもが冷える立場なのだった。







「──道理で、こんな場所までアナライの爺じいさんが来ているわけだ」

　執しつ政せい官かんとの面会を終えて控ひかえの部屋に戻もどった後、イクタとシャミーユはその内容を振ふり返かえっていた。

「キオカは……アリオ・キャクレイは本気で、この場でラ・サイア・アルデラミンの秘密を暴あばく気でいるのであろうか？」

「ここから後には退ひかないでしょう。今さら冗じよう談だんでしたと言ったところで、教皇の前に科学者を連れてきた事実は覆くつがえらないことだし」

　言いながら、脇わきに杖つえを立てかけて寝しん台だいに腰こしを下ろし、青年は思案げに息をつく。

「言うなれば、さっきのは会談の場における共きよう闘とうの誘さそいだったわけで──困ったことに、今のところこっちには断る理由がない。ラ・サイア・アルデラミンの手札を探さぐりたいという一点で、帝てい国こくとキオカは利害が一いつ致ちしている」

「二国がかりでの圧力外交に及およぶ、というわけか。……しかし、今回の三国会談を提案したのは他でもないラプテスマ教皇だ。キオカとの連れん携けいによって、彼かの女じよとの対話の機会を無にしてはしまわないか？」

　イクタの隣となりにそっと腰こしかけつつシャミーユが言う。確かに──見み込こみが高いとは到とう底てい言えないが、ラ・サイア・アルデラミンとの同盟の再さい締てい結けつに向ける期待はゼロではなかった。少女の心情を汲くんでイクタも答える。

「その辺りを調整するために、これから二日の間に教皇とも面会して来なきゃね。別のタイミングでアナライ博士とも会わなきゃならないし、すごく嫌いやだけど白イケメンとも情報交こう換かんの予定があるし……いやはや、たいへん面めん倒どうなことになってきた」

　と言う割には、その口元にかすかな笑えみが浮うかんでいることをシャミーユは見み逃のがさない。アナライ・カーンの登場をきっかけとして、彼かれにはどこかこの状じよう況きように興奮している節がある。

　それを掘ほり下さげようと彼かの女じよが口を開きかけたところで、ふいに部屋の扉とびらがノックされる。

「陛下、ヨルガ殿どのが戻もどられたのであります」

「入れてよい」

　ルカーンティの声に即そく答とうして入室を促うながすシャミーユ。それを受けて、片眼鏡をかけた細ほそ面おもての青年が姿を現した。

「失礼します、お二方。──外交団の働きで、細々とした交こう渉しようは順調に運んでいます。キリのいいところで推移を報告しますので、最終的なご採決はその時に」

　さっそく報告を始めるヨルガ。イクタたちが次の話し合いに向けて準備を進める間も、彼かれらは領土を始めとした外交上の問題について、他二国の外交団と議論を続けているのだった。

「そうか。が、そなたらにとっては外交の初うい陣じんだ。勝手が分からず困ることはないか？」

「瑕か疵しがないとは言えませんが、少なくとも誰だれも萎い縮しゆくはしていません。ヴァッキェが先頭に立って論ろん陣じんを張るので、他の文官たちもあれの勢いに引っ張られているのがひとつ。それと……」

　言いよどむヨルガ。その先を口にするべきかどうか、彼かれの中で葛かつ藤とうがあるようだった。が、やがて思い決めた様子で口を開く。

「……多くの局面で、トリスナイ宰さい相しようが抜ばつ群ぐんの働きを見せています。豊富な経験から他国の狙ねらいや交こう渉しよう上じようの罠わなをあっという間に見み抜ぬくものですから、キオカとラ・サイア・アルデラミンの外交団はやり辛づらくて仕方がない様子でして」

　予想外のタイミングで狐きつねの名前を聞いたシャミーユの眉まゆ根ねが寄る。イクタはあーと唸うなって寝しん台だいの上で顔をのけ反らせた。

「……だろうな。まっとうに外交をやらせておけば、あれはずば抜ぬけて優ゆう秀しゆうな宰さい相しようではある」

　その言葉にこくりとうなずく片眼鏡の青年。首の骨を軽く鳴らして、イクタは今後の指示を口にする。

「そのまま休ませず、せいぜい細々とした仕事で忙ぼう殺さつさせておいてくれ。余計なことを企たくらむ暇ひまを与あたえるな。こっちはこっちで厄やつ介かいな状じよう況きようだ、ここであいつにはしゃがれると持て余す」

「承知しました。その監かん視しも含ふくめて、引き続きお任せください。──どうか委細お任せあれ。この身に宿る叡えい智ちに懸かけて、万ばん事じ恙つつがなく切きり抜ぬけてお見せしましょう」

　恭うやうやしく、というよりも仰ぎよう々ぎようしく会え釈しやくして去っていくヨルガ。「アナライの弟子でし」としてはイクタの先せん輩ぱいに当たる彼かれだが、格好のつけ方に独特のズレがあるのだけは相変わらずだった。イクタは苦く笑しようしてシャミーユに向き直る。

「というわけで、後こう顧この憂うれいも今のところなさそうだ。安心して前面の課題に集中しよう」

「うむ。……しかし、分からぬものだ。あのヴァッキェが外交の現場で活かつ躍やくするとは」

「友好国との会談には間ま違ちがっても連れて行けないよ。でも、今回は幸か不幸か他がふたつとも敵国だからね。ややこしい外交儀ぎ礼れいをこなしてご機き嫌げん伺うかがいをする必要がない。社交の皮を剝はぎ取とった純じゆん粋すいな国益の奪うばい合あいなら、その手の喧けん嘩かであいつの右に出る者はそういないさ」

　言いながら、イクタには目に浮うかぶようだった──弱よわ腰ごしとも物もの怖おじともおよそ無む縁えんのあの妹いもうと弟子でしが、ここぞとばかりに語りに語って他二国の外交官たちを辟へき易えきさせている様子を。それは同時に場の主導権をトリスナイに渡わたさないための配置でもある。

「けれど、こっちの喧けん嘩かはそうシンプルにはいかないだろうね。今のうちにどう布石を打ったものかな──」










　十分ほど相談したところでおおまかな方針が決まり、イクタはシャミーユと共に部屋を出た。まずは誰だれに会いに行くのかと身構える女じよ帝ていだが、青年の足取りがなぜか屋外へ向いたことで、さすがに肩かたすかしを食くらう。

「そ、ソローク、アナライ博士に会いに行くのであろう。なぜ外に出るのだ？」

「逆だよ、シャミーユ。あの爺じいさんが館の中で大人しくしてるわけがないじゃないか」

　冷たい風から少女をかばって歩きつつ、イクタは外交館の周囲を回っていく。すると、数分と経たたないうちに見えてくるものがあった。建物のすぐそばに張られた大きな天幕だ。

「ほら、やっぱりここに巣を張ってた。──イクタ・ソロークです！　アナライ博士かバジン兄かナズナ姉、中にいますかー！」

　天幕の周りには護衛と思おぼしきキオカの士官たちの姿があったが、その存在は意に介かいさず、イクタは彼かれらの頭あたま越ごしに科学者たちへ声をかけた。軍人たちがぎょっとして彼かれのもとへ殺さつ到とうする。

「こ、困ります元げん帥すい閣下。面会を希望されるなら事前に連れん絡らくを──」

「ははは、そんなのいちいち取らないよ。弟子でしが師し匠しように会いに来ただけなんだから」

　横紙破りは最初から承知なので、青年の言動はどこまでもふてぶてしい。士官たちが対処に困っている間に、天幕の垂れ布を引き上げて白衣の老人が姿を現した。

「おお、来たかイクタ！　ちょうどこちらから会いに行こうと思っていたところじゃ！　そこは寒かろう、入れ入れ！」

「あ、アナライ博士!?　困ります、面会ならば執しつ政せい官かん殿どのに許可を……！」

　兵士たちが制止するのだが、老ろう賢けん人じんはそれを無視して堂々とふたりへ歩み寄っていく。その行動が成立しているところから見るに、自分たちの訪問もアリオ・キャクレイにとっては織おり込こみ済みなのだろうとイクタは推測した。自分のいない場で行われる素のやり取りを部下に見届けさせる手て筈はずか──そう考えながら、手招きするアナライの背中を追って天幕へ向かう。

「お邪じや魔ましまーす。さ、シャミーユ、君も中に」

「う、うむ……」

　さすがにイクタほどは開き直れず、シャミーユはどこか後ろめたさを感じながら彼かれの後に付いていく。天幕は天てん井じように吹ふき抜ぬけを設けて中心に火が焚たいてあり、ふたりは暖かい空気と十数人の科学者たちの笑え顔がおに迎むかえられた。

「いやはや、久しぶりじゃのう！　話には聞いておったが、しばらく会わんうちに元げん帥すいなんぞになりおって！　なんじゃその偉えらそうなマントは、似合っとらん！　そんなもんより白衣を着んか白衣を！」

　ハイテンションでイクタの肩かたを叩たたくアナライ。続けて、ふたり分のお茶を手にした助手のバジンがすまなそうな表情で歩み寄る。

「ごめんなイクタ、いきなりで驚おどろいただろ。こっちも出来れば知らせたかったんだけど、スポンサーになってくれてるキャクレイ閣下の手前、さすがに無理でさ……」

　兄あに弟子でしの言葉に笑ってうなずきつつ、渡わたされたお茶にすんなりと口を付けるイクタ。それを見たシャミーユが傍かたわらで目を見開いた。──外交館の中では自前の飲食物以外何ひとつ口にしなかった彼かれが、ここではすっかり気を許している。

　肩かたの力が抜ぬけた青年の振ふる舞まいに、ここが古巣なのだな、と彼かの女じよは思う。かつての彼かれがこよなく愛し──そして今なお愛してやまない、白衣の智ち者しやたちの住処すみか。

「分かってるよバジン兄、それで執しつ政せい官かん殿どのの機き嫌げんを損そこねてここに同行出来なくなったら元も子もない。むしろよく来てくれた。厄やつ介かいなだけだった会談が、おかげで少しは面おも白しろく見えてきたところさ」

　本心からそう言ってのけるイクタ。と、そこにひとりの女性が近付いてきた。かつてバジンと並んで親しく付き合っていた科学者のひとり、ナズナだ。

「……久しぶりね、イクタ」

「ナズナ姉もご無ぶ沙さ汰た。博士とバジン兄のお守り、相変わらず大変そうだね」

「そこは昔通りよ。……聞いてはいたけど。本当に脚あし、悪くしたのね」

　そう言って、ナズナは相手の杖つえと左ひだり脚あしに視線を向けた。ぐっと唇くちびるを嚙かみ、彼かの女じよはイクタを真正面から見つめる。

「これ以上は何も訊きかないわ。ここで何を言ったところで、きっともう何もかも遅おそすぎるだろうから。……でも、でもね。これだけは言わせて」

　両りよう腕うでが伸のばされ、背中に回ったそれが青年を強く抱だきしめる。……今までずっとそれをしてやれなかった我わが身みの不ふ甲斐がいなさ。自分の中で今なお子供の日のままの炎えん髪ぱつの少女の面おも影かげ。胸むねの奥おくから湧わき上あがる多くの感情に身を震ふるわせながら、ナズナはそっと口を開く。

「──ごめんね、何もしてあげられなくて。辛つらかったよね。ほんとうに、辛つらかったよね……っ」

　ぽたぽたと肩かたに落ちる涙なみだの滴しずく。それを通して姉あね弟子でしの思いやりが沁しみていくのを感じながら、イクタは穏おだやかに微笑ほほえみ、そっと相手を抱だきしめ返す。

「……ありがとう、ナズナ姉。でも……大だい丈じよう夫ぶ。もう、本当に、大だい丈じよう夫ぶなんだ」

　答えが涙なみだ声ごえにならずに済んだことに、イクタは心の底からほっとした。そのまま抱ほう擁ようを解いてシャミーユのほうへ一歩下がる。……少しだけ話を急ぐ必要があった。久しぶりの古巣で、感情の箍たががこれ以上緩ゆるんでしまう前に。

「遅おくれたけど、紹しよう介かいするよ。彼かの女じよがシャミーユ──僕ぼくとヤトリがいちばん大切にしている娘こだ。ちょっと頑がん固こなところもあるけど、とても優やさしくて賢かしこい娘こだよ。みんなも良くしてあげて」

「え、あ──」

　皇こう帝ていとしての立場も経歴も完全に端折はしよった紹しよう介かいをされて、シャミーユはとっさに言葉が出て来ない。この場でどう振ふる舞まうべきか戸と惑まどっている彼かの女じよの様子を見て、涙なみだを拭ぬぐったナズナがにこりと微笑ほほえむ。

「──よろしくね、シャミーユちゃん。私はナズナ、イクタの姉あね弟子でしなんだ」

「僕ぼくはバジン、同じくイクタの兄あに弟子でしだ。よろしくシャミーユちゃん」

　ふたりの科学者が並んで手を差し出す。慣れない呼ばれ方に戸と惑まどいながらも握あく手しゆに応じたシャミーユへ、彼かれらはさらに畳たたみ掛かける。

「あ、お腹なかは減ってない？　ちょっと待っててね、いま甘あまいおやつ持ってくるから」

「そうそう。国の要よう請せいでパンの研究をしてた時、うっかり焼やき菓が子しに凝こってさ。いつの間にか店が開けるくらいのが作れるようになっちゃったんだ。よければ一個どうぞ」

　ナズナが切り分けた焼やき菓が子しが少女に渡わたされる。シャミーユは戸と惑まどったが、イクタが笑え顔がおでうなずいたのを見ると、おずおずとそれを口に運ぶ。途と端たんにしっとりと柔やわらかい食感が口中に広がってあっという間に溶とけた。思いもよらない美味に、少女は目を丸くする。

　その姿に出会って間もない頃ころの炎えん髪ぱつの少女を重ね見つつ、イクタは再び口を開く。

「ミルバキエとヨルガはこっちで引き取ったけど、どっちもいい働きをしてくれている。そっちのみんなも重用されてるみたいだし、帝てい国こくにもキオカにも、いつの間にかずいぶん科学者が食くい込こんだもんだね。教団と追っかけっこをしてた頃ころじゃ考えられない」

「じゃから今度は自分から乗のり込こんでやったというわけよ。どうじゃ教皇のあの顔！　痛快じゃったろう！」

　してやったりという表情のアナライ。イクタは苦く笑しようしてうなずく。

「声を上げて笑いたいのを必死に堪こらえましたよ。危あやうく初日から外交相手に大だい顰ひん蹙しゆくを買うところでした。少しは反省してください」

　冗じよう談だん混じりに言って、そこで一度言葉を切り、イクタは場の科学者たち全員を視界に収めた。

「さて、どうせ会談は長丁場だから、積もる話はまた後に回そう。確かく認にんするけど──みんながここに来た目的は、ラ・サイア・アルデラミンが隠かくし続けてきた『精せい霊れいの真実』を暴あばくこと。これで間ま違ちがいないね？」

　当然と言わんばかりにうなずく科学者たち。アナライがにやりと笑って言いい添そえる。

「あるいは答え合わせと言いい換かえてもいいのぅ。わしが提唱した『超ちよう古こ代だい文ぶん明めい論ろん』の、な」

「そこまで攻せめる気ですか。相変わらず強気だ」

　イクタは嬉うれしく思った。子供時代からまるで変わっていない師の探究心を。

「一いつ緒しよに楽しめないのは残念だけど、無ぶ粋すいな横よこ槍やりを入れる気はないよ。──全力でやってくれ。みんなのことだ、どうせ揺ゆさぶりをかけるための材料も色々と用意してあるんだろ？」

　全員の顔に力強い笑えみが浮うかぶ。そんな彼かれらのもたらす結果は、おそらく穏おだやかなものではないだろう。そう察しながらも、イクタにはそれが楽しみでならなかった。







　後うしろ髪がみを引かれながら古巣を後にし、それからおよそ一時間後。予定通り、イクタとシャミーユはラプテスマ教皇との面会に臨のぞんでいた。

「ここまでの経過を踏ふまえて。教皇猊げい下かは、僕ぼくたちにどんな振ふる舞まいをお望みですか？」

　挨あい拶さつが済んで第一声、イクタは相手にそう尋たずねる。教皇は即そく答とうした。

「もちろん、わたくしと一いつ緒しよにアリオを窘たしなめて欲ほしいですね。罰ばち当あたりなことはやめなさいと」

　問題児に手を焼く教師のような顔で彼かの女じよは言う。それを聞いて、イクタはわざとらしく腕うでを組んでみせた。

「悩なやましいところですね。キオカに罰ばつが下るにせよ、その過程で貴国とキオカの仲がこじれるにせよ、僕ぼくたちにとっては得なことと言えてしまいます」

「悩なやむまでもないところ、の間ま違ちがいでしょう？　……でも、それは逃のがしませんわよね。あなたたちにとっては降ふって湧わいた好機ですもの」

　ため息をつく教皇。相手の表情を観察しながら、イクタは言葉を続ける。

「言い訳じみてしまいますが──キオカとの関係がこじれて欲ほしいというよりは、単純に貴国の思おも惑わくが知りたいんですよ、僕ぼくたちは。何を望み、何を嫌きらっているか、それを知りたい。何しろこちらは一度裏切られていますので」

　言葉の最後に棘とげを含ふくめる。少しの沈ちん黙もくの後、教皇は哀かなしげに目を伏ふせた。

「……そう、あなたはあの時に最前線で戦ったのでしたね。恨うらみ言ごとを言われても仕方がありません、か」

　その言葉を呼び水に、大アラファトラ山脈の冷たく乾かわいた空気の感かん触しよくがよみがえり──そこで失った人々の顔をイクタは思い出す。……同じ小隊の仲間だったニニカ伍ご長ちようとシシンディ軍ぐん曹そう。危あやうい場面を二度助けてくれたデインクーン准じゆん尉い。自分と同じ科学の徒、妹いもうと弟子でしと呼んだカンナ・テマリ一等兵──。

「……そうですね。ようやく戦争が終わったと、そう思ったタイミングで追加が来たのは堪こたえました。せめて宣戦布告は欲ほしかったところです」

　全ての感情に蓋ふたをし、完全なコントロール下にある声こわ音ねで、必要最低限の抗こう議ぎをイクタは口にした。それは外交の場において正しい振ふる舞まいと言えたが、教皇の表情はかえって痛ましげに曇くもった。

「……イクタ・ソローク。あなたはよく、わたくしやアリオの前でそうも悠ゆう然ぜんと振ふる舞まえますね」

「……？　失礼、どういう意味でしょうか」

「もっと怒いかりを露あらわにしてもいいと言いたいのです。あなたは国家の思おも惑わくによって人生を翻ほん弄ろうされた側なのですから。……その感情の全てを胸にしまって外交に臨のぞむというのは、あなたの年齢としではいささか厳し過ぎる。見ていて辛つらくなります」

　そう言って目を伏ふせる教皇。この相手からそんな言葉が出るとは思わず、イクタは返事に一いつ瞬しゆん迷った。が、結局は、本音をそのまま口にする。

「恨うらみ辛つらみよりも遥はるかに大事なものが、僕ぼくにはあります。昔からずっと。それだけのことでして」

　声はひどく穏おだやかだった。それを黙だまって聞いているだけの自分に耐たえられなくなり、シャミーユはひとつ深呼吸して口を開いた。

「……弁べん舌ぜつの巧たくみさでは到とう底ていソロークに及およばぬが、本来ならば外交は余が受け持つべき領分だ。ひとつ尋たずねよう、ラプテスマ猊げい下か」

「ええ。何なりと、シャミーユ陛下」

　青年を向いていた教皇の両目が女じよ帝ていを捉とらえる。その風格に負けじと背筋を伸のばし、少女は言葉を口にした。

「傀かい儡らいに過ぎなかった先せん帝ていはすでに死んだ。国家に寄生するだけの佞ねい臣しんどもは片かた端はしから排はい除じよした。最後に残った古ふる狐ぎつねも近く首を刎はねると確約する。──もはや明確に異なるはずだ。そなたが見限った帝てい国こくと、現在の我々が営む帝てい国こくは」

「…………」

「これ以上は何も言うまい。だが──話があるならば聞こう。余にはその準備がある」

　受け入れる姿勢を見せながらも、頑がんとして下した手てには出ない。頭を下げるのはそちら側だと態度で示す。誰だれの目にも、それは一国の君主として不足のない振ふる舞まいであり──それを認めた上で、教皇は静かに目を閉じる。

「……あなたの為人ひととなりについては、まさに予想以上ですわシャミーユ陛下。いえ──予想外とさえ言ってもいい。十年前の我々の予測だと、現時点で帝てい国こくの政体は崩ほう壊かいしているか、良くて完全に軍事政権化していると考えていましたから」

　その予測の妥だ当とうさを、内心では女じよ帝ていも認めざるを得なかった。シャミーユにとって──いや、他の誰だれにとっても、この現状は予測を辿たどって迎むかえた未来では有り得ない。

「あれほど腐ふ敗はいした帝てい室しつが、この瀬せ戸と際ぎわで稀まれに見る賢けん帝ていを輩はい出しゆつする。……いえ、この状じよう況きようだからこそ、なのでしょうか。これだけ齢よわいを重ねてもなお、分からないものですね、歴史というのは」

　嚙かみしめるようにつぶやくと、やがて教皇はそっと目を開いた。その視線をまっすぐシャミーユに向けて、彼かの女じよは毅き然ぜんと言い放つ。

「しかしながら、それでもなお、時計の針を逆回しするには時期が遅おそすぎました。──貴国との同盟の復活を、ラ・サイア・アルデラミンは求めません」

「────っ！」

　女じよ帝ていの胸を衝しよう撃げきが貫つらぬく。決して予想していなかったわけではない、むしろ半ば以上は想定済みの返答ではあったが、それが現実になったことは彼かの女じよにとって軽くなかった。今後も二国をまとめて敵に回し続けるしかないのか──彼かの女じよの認にん識しきがそう固まりかけたところで、イクタがその肩かたにそっと手を置く。

「落ち着いて、シャミーユ。……今のは少し言い方が違ちがいますよね、ラプテスマ猊げい下か。同盟の復活を求めないんじゃない。求められないんだ」

　沈ちん黙もくする教皇。その目の前で、イクタはなおも説明を続ける。

「ここでキオカを裏切って帝てい国こくと同盟を結び直すとすれば、キオカは三国会談の終しゆう了りようと同時に迷わずラ・サイア・アルデラミンへの侵しん攻こうを開始する。それを押おし留とどめるためには一国の防備ではとても足りない。速すみやかに帝てい国こくから援えん軍ぐんを送る必要があるけれど……正直なところ、今の帝てい国こくにそれをする余力はない」

　言葉を切ってじっと相手を見つめるイクタ。長い間を空けて、教皇はこくりとうなずく。

「それもありますし、さらに厳しいことを言うのなら、現時点での帝てい国こくの盛り返しが一時的なものに過ぎない可能性も無視出来ません。……知っての通り、我々は一度帝てい国こくとの同盟を反故ほごにしました。二度目を行うには、その時以上に腰こしが重くなると理解してもらえるでしょう」

　返す言葉が思おもい浮うかばず、シャミーユはぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめる。その様子を好ましげに眺ながめて、教皇は語調を緩ゆるめて話す。

「落らく胆たんさせてしまいましたか。しかし、ひとつだけ言っておきたいのは──ラ・サイア・アルデラミンは、帝てい国こくの民たみにもキオカの民たみにも等しく幸福を望んでいるということです。それだけは変わりません、今も昔も」

　続けて放たれたのは、耳みみ触ざわりが良い代わりに空くう虚きよな、よく言っても宗教国家の建前としか受け取れない言葉。相手が望んで晒さらしたその隙すき目がけて、イクタは迷わず棘とげを突つき刺さす。

「……トリスナイ・イザンマに大司教神官位を与あたえたことについては？」

　す、と教皇の笑えみから温度が消える。さっきまでとは一線を画する為い政せい者しやの顔で、彼かの女じよはその問いに答える。

「──白しろ蟻ありに蝕むしばまれて朽くちかけた家があるとします。番犬のせいで我々には直接手が出せず、すでに修理も難しい段階にある。となれば……蟻ありに餌えさを与あたえて背中を押おすのも、また一手」

「建前はなしですか。戦略として理に適かなっているとはいえ、アルデラ教の品位を落としますよ、そういうやり方は」

「品位というなら、帝てい国こくにおけるアルデラ教のそれはずっと前から底を突ついています。ねぇ、シャミーユ陛下──あなたが刎はねた首の中には、高位神官のそれも多く含ふくまれたでしょう？」

　水を向けられたシャミーユがぐっと眉まゆ根ねを寄せる。その指し摘てき通り、腐ふ敗はい貴族と結けつ託たくして私益を貪むさぼっていた神官たちを、彼かの女じよはこの数年の間に数えきれないほど処しよ刑けいした。それをこの場で非難されることは予想の内だが、教皇の口調はそうではない。

「貴族たちとの癒ゆ着ちやくもあり、アルデラ教団の帝てい国こく支部はずいぶん前から質を落としていました。賄わい賂ろや横領が周りに横行している状態で清せい貧ひんを貫つらぬける者は多くない。……初めから形けい骸がい化かしている地位ならば、あの狐きつねにくれてやったところで惜おしくはありません。形を変えた三行みくだり半はんだったと言ってもいいでしょうね」

　企くわだてを語るその声の冷たさに、女じよ帝ていは息を吞のんだ。必要に応じて同どう胞ほうを切り捨てる非情さ。全ての為い政せい者しやに必要とされるその資質を、この教皇もまた確実に有している。

「……トリスナイ・イザンマの大司教神官位を、これから剝はく奪だつするつもりは？」

「残念ながら、当面はありません。武力で遥はるかに上回られているあなたたち帝てい国こくに対する、あれはわたくしなりの楔くさびであり保険なのです。それを打った時と現在ではすでに期するところが異なりますが、意味は未いまだに失われていません。そう簡単に除くことは出来ませんよ。キオカとの信しん頼らい関係が盤ばん石じやくとは程ほど遠とおい現状ではなおのこと、ね」

　平然と言ってのける教皇。自分もまた同じ冷れい徹てつさをもって対たい峙じするべきだと、シャミーユには痛いほどに分かっていて──だが、彼かの女じよの口からは、押おさえようもなく苦く悶もんがこぼれた。

「なるほど、そなたの思おも惑わくはそうであったろう。だが──肝かん心じんの時に狐きつねを排はい除じよできず、そのために失われたものの果てしない大きさを、余は決して忘れることはあるまい」

　事その件に限って、イクタと同じだけ感情を秘め隠かくしたまま会話に臨のぞむことは、彼かの女じよには不可能だった。それは対面する教皇さえ例外ではなく、彼かの女じよの顔にもまた後こう悔かいの色がにじんだ。

「……その点はわたくしの失策と言えるでしょう。先ほども言った通り、ここ数年で帝てい国こくがここまで持ち直すのは予想外でした。事前にあなたの能力を知り、その即そく位いを予期していたのであれば、わたくしも別の手を打った可能性は否定できない。……謝罪をお望みですか？」

　望まれれば頭を下げる姿勢を示す相手。その意思を見て取って、しかし──当のシャミーユは、どこか虚うつろな面おも持もちで首を横に振ふる。

「いや、求めぬ。……それを聞いてますます、全ては余の力不足がもたらした結果だったと確信出来た」

　そう答えながら、彼かの女じよは思う──自分がもっと前から即そく位いしていれば、クーデターの前から優すぐれた君主たりえていれば、あんなことにはならなかったのだと。それはもはや呼吸のようにたやすく使われる自じ罰ばつの論法。イクタが強い口調で異を唱える。

「そうじゃない、シャミーユ。その論法は明確に間ま違ちがいだ。なぜなら同じことが言える人間が他にいくらでもいる。当時あなたよりも年長で、あなたよりも大きく国の行く末に関わることが出来たはずの人々が。もちろん僕ぼくも含ふくめて──誰だれの目にも、罪はそちらにより強くあるんだ」

　少女の目をまっすぐ見つめて言い切り、それからイクタはきょとんとする教皇に向き直る。

「……失礼、話を止めてしまいました。でも、この娘こがまたおかしな物差しで自分を責め出したら、何を話している最中でも僕ぼくは同じようにします。たとえ国の命運がかかった会談の最中でも。それが僕ぼくにとって最優先でやるべきことなので」

　常に少女のケアを最優先すると、そう憚はばからず宣言したイクタにシャミーユが顔を赤くする。そんなふたりをまじまじと見比べた後、教皇はくすりと微笑ほほえんだ。

「……構いませんよ。アルデラ教の教えでも、時に応じて施ほどこされる説法が理想的とされます。……懐なつかしいですね。昔はわたくしもよく、神しん殿でんに来た子供たちに教えを授さずけたものです」

　遠い目で窓まど越ごしの空を見つめて、それからふたりに視線を戻もどし、教皇は言う。

「ひとつ分かりました。ただ守るのではなく、ただ甘あまやかして慈いつくしむのでもなく。──あなたはシャミーユ陛下を育てているのですね。ソローク元げん帥すい」







　翌日の午前十時過ぎ。腹を括くくった教皇と科学者の間で、ついに戦いの第一幕が火ひ蓋ぶたを切った。

「……ずいぶんと派手に荷物を持もち込こんだものですね。いったい何を始めるつもりですか、『瀆とく神しん者しや』アナライ・カーン」

　かつてなく険のあるイェナーシィ・ラプテスマの声が響ひびく。会場は顔合わせの時と同じ本会議場だが、あの時ほど参加者の数は多くない。帝てい国こくからはイクタとシャミーユ、キオカからはアリオとジャンとアナライたち、ラ・サイア・アルデラミンからは教皇その人とアクガルパ大将──合計して十人と少し。それぞれの外交団は、距きょ離りを置いた別室で他の交こう渉しょうを続けているところだった。

「神とケンカをしに来たに決まっておる。お前さんたちにもらった二つ名の通りじゃ」

　その計らいの理由が、この老ろう賢けん人じんの存在にあることは明白だ。アルデラ教の立場に立てば、今の状じよう況きようそれ自体が許されていいものではない。主神の膝ひざ元もとに瀆とく神しん者しやを立たせ、あまつさえ最高位の神官である教皇と直接言葉を交かわさせているのだから。

「……なるほど。キオカの支し援えんを受けられる立場になったことで増長し、三国会談を絶好の機会と見て私し怨えんを晴らしに来たと。そういうことで間ま違ちがいないのですね」

「意い趣しゆ返がえしの向きもないとは言わんが、そんなくだらんことにばかり時間を使っていられん。わしらはここへ科学をしに来たのじゃ」

　不毛な皮肉の応おう酬しゆうを早々に打ち切り、アナライはひとつ目の問いを投げかける。

「むしろ、わしからも逆に問いたい。なぁ──イェナーシィ・ラプテスマ教皇よ。お前さんはどうしてそこまで科学を嫌きらう？」

「そこに今さら説明が必要だとは思いませんが」

「必要じゃよ。……今の弟子でしたちはもう誰だれも知らんことじゃが、わしは覚えておる、このケンカの始まりを。異い端たん審しん問もん官かんが最初に研究所のドアを叩たたいたその日のことをな」

　中央の円えん卓たくに手を置き、遠い光景のひとつひとつを思い返しつつ、老ろう賢けん人じんは話を続ける。

「あれは、わしがまだ三十代も半ばの頃ころじゃった。弟子でしの数も今と比べればずっと少なく、わしは帝てい国こく西域の一か所に拠きよ点てんを構えて研究の日々を過ごしておった。今のように出資者もなく、周りの住民に読み書きや計算なんぞを教えて生計を立てながらの」

「…………」

「あの頃ころはまだ、地元の神官とも上手うまくやっておった。話の分かる何人かとは茶飲み友達だったくらいじゃ。そのまま穏おだやかに研究を続けられておったなら、わしらの現状も今とはずいぶん違ちがっておったことじゃろう。が……そうはならなかった。教団から視察に訪おとずれた神官の報告によって、わしらは異い端たんの烙らく印いんを押おされた」

　ぐ、とこぶしに力をこめて、アナライは数十年越ごしに憤いきどおりを表明する。

「正直、意味が分からんかったというのが本音じゃ。異い端たんも何も、そもそもわしらは宗教団体ではない。当時の実態はどちらかと言えば私し塾じゆくじゃったし、人々に何かを教える際にも、アルデラ神学の縄なわ張ばりじゃろう倫りん理り・道徳の部分にはあまり触ふれないようにしておった。べつだん藪やぶを突つついて蛇へびを出す気もなかったからのぅ。

　科学の理念の追つい究きゆうそのものがアルデラ教の否定に繫つながると言われれば、それは確かに否定できん。しかし、そう言ったところで、当時のわしらは小規模の私し塾じゆくに過ぎなかったのじゃ。その程度の集団が少々戒かい律りつから外れた物の考え方をしているからといって、宗教裁判さえ抜ぬきで即そく座ざに異い端たん認にん定ていとなると、これはいかにも過か敏びんと言わざるを得ん」

「…………」

「そもそも、アルデラ教は異い端たんにそこまで厳しい宗教ではなかったはずじゃろう。シナーク族の精せい霊れい信しん仰こうが長年黙もく認にんされてきたことからもそれは分かるし、また、過去にあった異い端たん審しん問もんを巡めぐる事例を根こん拠きよとして参照しても良い。終末思想を広めたガノテオ派、国の乗っ取りを企たくらんで武装信徒を教練したテルクネビア派──異い端たんの代表格と言えばこのふたつじゃが、どちらも万単位の信者を抱かかえていたアルデラ教の非ひ公こう認にん宗派じゃ。他の事例を見ても似たり寄ったりで、わしらのような小規模の集団を異い端たん認にん定ていしたケースは他にない。それらの歴史を踏ふまえて──アルデラ教における異い端たん認にん定ていとは、国を脅おびやかしかねない規模の集団に対して処されるものであったはずじゃ」

　自分たちに対する扱あつかいの特異さ。それを順序立てて明らかにしつつ、アナライはさらに根こん拠きよを加える。

「そして、極きわめ付つけが『瀆とく神しん者しや』。──歴史をかえりみても唯ゆい一いつ無む二に、わし個人に与あたえられた負の称しよう号ごうじゃ。精霊との契約を不可能にする呪い……そう言いい換かえても良いのぅ」

　こくりとうなずくイクタ。そう──それこそが瀆とく神しん者しやに対して下された神しん罰ばつ。全ての精せい霊れいはアナライ・カーンと契けい約やくせず、全ての精せい霊れいはアナライ・カーンを直接助けることはない。聖典に記される寓ぐう話わじみたこの話は、しかし紛まぎれもなく現実のものだ。

「わしらに対するそれらの特とく別べつ扱あつかいの理由もまた、長らく解き明かされなかった謎なぞのひとつ。……そしておそらくは、他のいくつもの謎なぞともまったく無関係ではあるまい。なぁ教皇よ」

　老ろう賢けん人じんの両目がぎろりと相手をにらむ。教皇は素っ気なく首を横に振ふった。

「理由ならば知れたこと──あなたたちの存在が主神の御み心こころに沿わなかった、それだけです。全ては聖典に記されているがままに」

「なるほど、主神の御み心こころか。では主神とは誰じゃ？」

　間かん髪ぱつ入いれずに問い返すアナライ。そこから匂におい立たつ不ふ穏おんさに、教皇の眉まゆ根ねがぐっと寄る。

「今の解答は同語反復トートロジーと大差ない。そんな不出来な韜とう晦かいがこの場で許されると思うな教皇よ。わしが知りたいのは聖典に記されない事実──否、聖典が覆おおい隠かくしてきた真実じゃ！」

　その宣告と共に、アナライの背後に待機していた科学者たちが一いつ斉せいに立ち上がる。論ろん陣じんの構築に向けて資料の準備を始める彼かれらを眺ながめやり、教皇は不ふ愉ゆ快かい極きわまりないという視線を聴ちよう衆しゆうのひとりに向ける。

「……あくまでわたくしにこの苦行を続けろというのですか、アリオ」

　そう問われて、執しつ政せい官かんは肩かたをすくめる。

「それはあなたが決めることだよ、イェナ。ただ──本音を言えば、もっとあなたの声を聞いていたくはある。出来るだけ長く、可能な限り深く、ね」

　すっかり開き直った相手の態度に、教皇はじろりとその不徳を責める視線を送る。が、それもほどなく目の前の宿敵によって打ち切られた。

「本題はここからじゃぞ。まずもって──わしは精せい霊れいが人工物であると確信しておる」

　ついにそこへ切きり込こんだかと、イクタとジャンがかぶり付きで身を乗り出す。教皇はさほどの驚おどろきもなく鼻を鳴らしてみせた。

「……ええ、聞きき及およんでいますとも。あなたたちがそうした冒ぼう瀆とく的てきな妄もう想そうを膨ふくらませていることは。過去に放ほう棄きされた研究所からは、その手で精せい霊れいを作り出そうとした痕こん跡せきまで発見されています。これひとつ取っても許しがたい暴挙ですが、あえて問いましょう。──成果はあったのですか？　あなたたちの研究とやらには」

　冷然とした問いかけに、アナライは首を横に振ふってみせる。

「わしらの手で精せい霊れいを再現出来たかということであれば、残念じゃが答えはノーじゃ。あれを作った存在とわしらでは技術の水準が違ちがいすぎる。火を出す仕組み、水を出す仕組み、風を出す仕組み、光を出す仕組み──おぼろげに推測こそ立つものの、完全に解明出来た機能はひとつもない」

「人の浅あさ知ぢ恵えが神の御み業わざに届くわけもなし。当然の結果ですね」

「その結論は早計じゃぞ教皇。確かにわしらには自力で精せい霊れいを作り出すことは出来なかった。じゃが、その試みの過程で得られた手がかりは無数にある。

　わしらが精せい霊れいを人工物だと考える根こん拠きよ──それは第一に、全ての精せい霊れいが統一規格で形作られているということじゃ。全長を始めとして、精せい霊れいたちのサイズには判で押おしたように一ミリのズレもない。これがいかに異様なことであるか、お前さんには分かるかの？」

「分かりませんね。神の御み業わざが人知を超こえている、ただそれだけの話でしょう」

「いいや、まったく逆じゃ。──この世界の草の一本から人間に至るまで、お前さんたちアルデラ教徒に言わせれば全ては神の被ひ造ぞう物ぶつであるのじゃろう。その論に乗るなら、奴やつこさんには創造主クリエイターとして明白な特とく徴ちようがある。すなわち設計の大らかさじゃ。神はわしらを形作る時にいちいち定規を持ち出さん。知っての通り、河原の小石ひとつ取ってもまったく同じ形のものはないのじゃからな」

　老ろう賢けん人じんの背後に待機していたバジンとナズナが、事前に準備してあった大きめの黒石板を持ってくる。図形やイラストを交えて論ろん旨しが書かれたそれをドンと円えん卓たくに置かせて、アナライは発言を続ける。

「対して、寸すん分ぶん違たがわず同じサイズ・形状のものが日常的に作り出される現場がある。鋳ちゆう造ぞうのそれじゃ。同一の鋳い型がたに繰くり返かえし材料を注いで作るがために、その完成品の姿かたちには自然物のような誤差がない。

　鋳ちゆう造ぞう技術の発明それ自体は千年以上も昔に遡さかのぼる。その前からあったのは鍛たん造ぞう──金属を叩たたいて伸のばし、少しずつ形を作っていくやり方じゃ。これにはたいへんな手間がかかる上に、作り手の技量によって仕上がりが大きく左右されてしまう。神の御み業わざと同じじゃよ。わしら人間にも見てくれがいいのと悪いのがいるじゃろう？」

「いいえ。それらは良よし悪あしではなく、全てに意味があることです。人の不ふ手て際ぎわと神の御み業わざを一いつ緒しよにしてはなりません」

「意味か。それは結局わしらが見み出いだすものであり、あらかじめ与あたえられているものではないと思うがの。まぁ良い、話を戻もどす。──鍛たん造ぞうに付きまとう手間の大きさと仕上がりのぶれ、それを克こく服ふくするために生まれたのが鋳ちゆう造ぞうじゃ。最初に鋳い型がたさえ作り上げてしまえば、あとは誰だれが中身を注いだところで出来上がりは同じになる。材料の供給さえあれば『まったく同じものを大量に作る』ことも可能になるわけじゃ。生産の効率化と安定化──どの国でも未いまだ途と上じょうじゃが、これらは人間社会を発展させるために不可欠なものと言ってよいの」

　そこで発言を一度切り、アナライは黒石板をこぶしでドンと叩たたく。

「もう分かるじゃろう。鋳ちゆう造ぞう、統一規格──これらは人の都合から生み出された人の技術であり、そこには少しも人知を超こえたところなどない。むしろ人の営みの最たるものじゃ。自然物から見て取れる神の大らかさとは対照的な、の」

「…………」

「以上の理由から、わしらは精せい霊れいの設計に人じん為いを見て取ることが出来る。より感覚的に言うのなら──『人間』と『精せい霊れい』を並べて見比べた時、前者を自然の造ったもの、後者を人が造ったものだと感じるわけじゃ。どう思うかの、教皇よ？」

　言うべきを言い切って、アナライは相手に発言のターンを回す。教皇はため息をつき、首を横に振ふった。

「……論争の種にすらなりませんね。人が手にした技術ならば、人を造りし神は最初から手にしていて当然。精せい霊れいを創造される際に、我々を創造する時とは異なる方法を神は用いられた。そこにいったい何の不思議がありましょうか？」

「では尋たずねるが──神が我々を作るに当たって定規を用いず、精せい霊れいを作るに当たっては用いた。そこには何の意図があったのじゃ？」

「神の考えを推おし量はかってはなりません。我々はただ、その大いなる意志を信ずるのみ」

　追つい及きゅうの全てを突つき放はなす言葉。それを聞いたアナライの肩かたが、白衣の下で震ふるえる。

「……またそれか。神は万ばん能のうにして不ふ可か侵しん、ゆえに意図を問うことさえ許されぬ──とうに聞きき飽あきた決まり文句じゃというのに、何度聞いてもはらわたが煮にえくり返かえる。この世に数多あまたある詭き弁べんの中でも、それはもっとも恥はずべきものじゃ」

　声に宿る怒いかりが熱量を増していく。やがてそれは弾だん劾がいとなって科学者の口から迸ほとばしった。

「いったいいつまで神を黙だまらせておくつもりなのじゃ、貴様らは！　万ばん能のうなるはずの神から黙もく秘ひ以外の回答がついぞ与あたえられない、それ自体が神の名めい誉よを著いちじるしく損そこなっているとなぜ気付かん！　何も答えぬ神などすでに神ではなかろう！　そんなものは人の思考を阻はばむだけの古びた壁かべでしかない！」

　会議場に響ひびき渡わたるそれは、半世紀以上に亘わたって神と戦い続けてきた人間の叫さけび。聴ちよう衆しゆうが固唾かたずを吞のんで見守る中、老ろう賢けん人じんは一転して低い声で告げる。

「壁かべは信じるものでもなければ縋すがるものでもない。それは乗のり越こえるもの、あるいは打ち破るものじゃ。じゃから──わしはそうさせてもらった」

　アナライの目配せに応えて、科学者たちが三人がかりで一ひと抱かかえほどの包みを持ってくる。円えん卓たくの上に置いたそれの何重にも巻かれた布を解くと、中から不思議な光こう沢たくを帯びた物体が姿を現した。形は整っておらず、より大きな塊かたまりから砕くだけて落ちたような印象を受ける。

「これは何だと思う、教皇よ」

「……分かりませんね。何かの破は片へんのように見えますが、似たものに見覚えがありません」

　正直に答える教皇。アナライはふんと鼻を鳴らす。

「見覚えはなかろうよ。むしろあっては困る。──これは『神しん殿でん』の外がい壁へきの破は片へんじゃ」

　その一言で会議場の空気が凍こおり付ついた。問題の破は片へんを凝ぎよう視ししながら、シャミーユが震ふるえる声を漏もらす。

「まさか──砕くだいたというのか、あれを」

　長い歴史を通じて、誰だれのどんな暴力をもってしても砕くだかれることはなかった『神しん殿でん』の壁かべ。それを壊こわしてのけたと老ろう賢けん人じんは言っている。教皇の表情に一見して変化はない。だが、その内心の動どう揺ようがイクタには見て取れた。長い間を置いて、彼かの女じよの口が言葉を絞しぼり出だす。

「……世迷言よまいごとを」

「そう思うなら自分の手で触ふれてみるがいい。既き存そんのいかなる物質とも異なる質感がはっきりと分かるはずじゃ。いっそ金かな槌づちで叩たたいてみても構わんぞ？　それでも傷ひとつ付かない結果を目にすれば、いかに貴様らでも現実を受け入れるしかなかろう」

「…………っ！」

「今はまだ壁かべの一部分を砕くだいて持ち帰ったに過ぎん。じゃが、わしらは遠からず壁かべの内部に辿たどり着つく。そこで目にするものが何であるか、わしにはおおよそ想像が付いておるぞ」

　未いまだ見ぬそれを思おもい描えがくように目を閉ざし、アナライは朗々と語る。

「それは、四大精せい霊れいの工場じゃ。わしらよりも遥はるかに進歩した技術で設計・構築された生産施し設せつ。──わしらがいずれ必ず追い付くことになる、超ちよう古こ代だいの技術の結けつ晶しようじゃ！」

　叫さけび、かっと目を見開く。瀆とく神しん者しやの無法に耐たえかねて、ここまで状じよう況きようを見守ってきたアクガルパ大将が吼ほえた。

「貴様ァッ！　どこまで神を冒ぼう瀆とくすれば気が済む！」

「決まっておろう！　お前たち教団が人類の頭を押おさえ付つけるのをやめるまでじゃ！」

　一歩も引かずにアナライが切り返す。その眼めには、不退転の意志を示す光が爛らん々らんと輝かがやいていた。







　一時間以上に及およぶ激論の末、双そう方ほうに休きゆう憩けいの必要を見て取ったイクタがそれを提案し、その日の論争はひとまず終しゆう了りようとなった。

「……大変な熱意であるな。アナライ博士は」

「うん。長い付き合いだけど、あそこまで前のめりなあの人を見るのは初めてだ」

　会議場を出たところの廊ろう下かでアナライを待ちつつ、イクタはシャミーユとここまでの感想を話し合う。『神しん殿でん』の外がい壁へきの破は片へんまで持ち出されたことへの驚おどろきは強くあったが、その一方で、女じよ帝ていは腑ふに落ちない顔で腕うでを組む。

「しかし──結局のところ、あの詰きつ問もんに意味はあるのか？　いくら教皇を問とい詰つめたところで、沈ちん黙もくを決きめ込こまれてはどうしようもない。問うという行こう為いは、相手に答える意思があって初めて意味を持つものであると考えるが」

　終始言葉少なだった教皇の様子を思い返すと、彼かの女じよにはどうもそのように思えてしまう。それに半ば同意しつつも、イクタはぽつりと言葉を添そえた。

「確かに、教皇が何か答えるかどうかは分からない。……でもきっと、それ以前に、アナライの爺じいさんは語って聞かせてるんだ」

「聞かせて？　教皇にか？」

「もちろん教皇に。そして──その背後にいる誰だれかに」

　ちらりと天てん井じよう越ごしの空を見上げるイクタ。シャミーユの背中に得体の知れない寒気が走る。──あの老ろう賢けん人じんの目には何が見えているのか？　『何』に語って聞かせているというのか？

「──ふぅ！　こう喋しやべり通しだと、喉のどが渇かわいてたまらんな！」

　と──噂うわさをすれば、その当人が会議場から退出してくるところだった。イクタは目を輝かがやかせて師のもとに歩み寄り、

「「お疲つかれ様さまです、アナライ博士」」

　予期せぬ形で声がぴったり揃そろった。老ろう賢けん人じんを間に挟はさんで立つ、白はく髪はつの将と。

「……ん？」「……んん？」

　視線が真っ向からかち合い、互たがいの表情にたちまち敵意が宿る。ふたりに挟はさまれたアナライが嬉うれしげに声を上げた。

「おお、イクタにジャン！　どうじゃわしらの論ろん陣じんは、なかなか聞き応えがあったろう！」

「控ひかえめに言って、とんでもなく刺し激げき的てきでした。……それはともかく、おいコラ、何の用だ白イケメン。さっさと執しつ政せい官かん殿どののところに帰れよお前は」

「こっちの台詞せりふだよイクタ・ソローク。アナライ博士はこちらの陣じん営えいの人だ。君がここにいる意味こそ、僕ぼくには少しも分からないのだけれど？」

　悪態で互たがいを押おしのけ合うふたり。その様子を眺ながめたアナライがほぉ、と驚おどろいた顔になる。

「なんじゃ、ふたりともすでに知り合いか。新しい仲間を紹しよう介かいする手間が省けたのぅ」

「「……新しい仲間!?」」

　またしても声がぴったり揃そろった。老ろう賢けん人じんは笑ってうなずく。

「かかか──そうとも、いまやお前たちは双そう方ほうともわしの弟子でし。国は違ちがえど、共に科学を探求する同どう胞ほうじゃ！」

　そう言ってバンバンとふたりの背中を叩たたく。長く呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした末、ふたりはほぼ同時にその状態から復帰した。

「……状じよう況きようは分かりました。こいつを弟子でしに取りましたか、なるほど」

「博士！　なぜ、今日までこのことを黙だまって……！」

「？　いや、別に黙だまってはおらんぞ。帝てい国こくにも面おも白しろい弟子でしが大勢いると、少し前に話したことがあったじゃろう。いちいち名前は出さんかったかもしれんが」

　雑な解説に頭を抱かかえるジャン。その様子をじっと見つめた末、何を思ったか、イクタは意地悪げに口元をつり上げる。

「……色々と不本意だけど、それはまぁいい。いま大事なのはそこじゃない」

　言いながら白はく髪はつの将の隣となりに立つ。いぶかしむ相手の肩かたをぽんぽんと叩たたいて、彼かれは最高の笑え顔がおで告げる。

「要するに、だ。いま分かった事実の中で、肝かん心じんなのはたったひとつ。

　──お前は僕の弟弟子。そういうことだよな、白イケメン」

「Ｈａｚｇａｚｅふざけるなッ！」

　脊せき髄ずい反はん射しやのバユシエ語がジャンの口から飛び出した。突とつ然ぜんの大声に耳がキーンとなるのを覚えながら、それでもイクタは頑がんとして愉たのしげに振ふる舞まう。

「んん～？　おいおい、それが兄あに弟子でしに取る態度かぁ～？」

「君に対して払はらう敬意など、爪つめの先ほどもあるものか！」

「なくても払はらってもらわないと──うぉっ!?」

　さらに煽あおりかけたところで、ジャンが衝しよう動どう的てきに青年の杖つえを蹴けり飛ばす。危あやうくすっ転ぶところだったが、そこはイクタも意地で体勢を立て直した。額に冷ひや汗あせを浮うかべながら彼かれは叫さけぶ。

「……っ、この野や郎ろう！　杖つえ蹴けったなお前!?　完全に外交問題発生だろ今の！」
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「ああ悪かったね、じゃあ次はちゃんと顔面を狙ねらおうじゃないか！　そこでは蹴けりづらい、もう少し屈かがみたまえ！」

　売り言葉に買い言葉、もはや両者の頭のどこにも自制の二文字はなかった。罵ば倒とうの応おう酬しゆうから流れるように取っ組み合いへと発展し、そこでようやく双そう方ほうの護衛がハッとして止めにかかる。

「じゃ──ジャン!?　落ち着いてください！　ここは会談の場です！」

「ソローク閣下！　僭せん越えつながら、小官もここで喧けん嘩かはするべきでないと思うのであります！」

　ミアラとルカーンティにそれぞれの体を取とり押おさえられて、イクタとジャンは互たがいを罵ののしり合あいながら引ひき離はなされていく。時を同じくして、騒さわぎを聞きつけた館付きの神官が駆かけ付つけてきた。

「ど、どうされましたか!?　いったい何事で──!?」










「……前ぜん代だい未み聞もんである。前ぜん代だい未み聞もんであるぞ、ソローク」

「…………ごめん」

　およそ十分後。半ば強制的に部屋へ連つれ戻もどされた後、イクタは寝しん台だいの上に正座させられ、シャミーユからのお叱しかりを受けていた。

「三国会談の場で、一国の軍隊を統すべる元げん帥すいが、敵国の少将と……よくもあそこまでくだらない理由で取っ組み合えたものであるな。あまりのくだらなさに止めることも忘れた。ああも低てい俗ぞくな争いだと、向こうも進んで問題にはしないであろうことが不幸中の幸いであるが……」

　そう言いつつ、思い出すだけで肩かたの力が抜ぬけていくのを少女は感じる。その視線の先で、イクタは腕うでを組んでうーむと唸うなる。

「……自分でもびっくりしてる。あいつを全力でからかえるネタが手に入ったと思った瞬しゆん間かん、その考えが丸ごと口から飛び出しててさ……」

「いったいどれだけジャン・アルキネクス少将が気に食わないのだ、そなたは。因いん縁ねんが深い相手なのは分かるが、それにしてもあれは行き過ぎであろう」

「いや、まったく……。せめてあっちの顔面がもう少し崩くずれてくれればなぁ……。ああ嫌いやだ、あの整ったツラをもう見たくない」

　いじけたように寝しん台だいに突つっ伏ぷす青年。その様子に、シャミーユがむっと唇くちびるを尖とがらせる。

「……出会った頃ころから、そなたは事あるごとに顔の良い男への呪じゆ詛そを口にするが。それを聞くたびに、いったい何を言っているのかと余はずっと思い続けている」

「？」

「余には一度もないのだぞ。顔の造作ひとつとっても、そなたが誰だれかに劣おとっているなどと感じたことは。ジャン・アルキネクスだけではない──他の誰だれと比べても、余はそなたの顔がいちばん好きだ。そんなことは当たり前ではないか。物言わぬそなたを後宮で二年眺ながめ続けてきて、それでも今なお少しも飽あきる気がしないのだから」

　湧わき上あがる衝しよう動どうのまま、まくし立てるように少女は言った。言うだけ言ってから自分の発言を振ふり返かえって、たちまち全身が熱くなるのを感じる。

「……──ッ!?　い、いや、今のは──っ!?」

　すかさず立ち上がって手をつかみ、イクタは何も言わせず少女の背中に回った。そのまま軽く相手を抱だいて、子犬にそうするように頭をよしよしと撫なでる。

「うん、さすがに照れた。終始真顔で言われるのは効く。僕ぼくにあるまじき逃にげの抱だっこだけど、今回だけは許して欲ほしい」

「……あ……ぅ……」

「話を戻もどそう。……あいつとの因いん縁ねんはともかく、外交の儀ぎ礼れい上じよう、さっきの一件については早々に手打ちにしておく必要がある。『もう喧けん嘩かはしていない』ってことを対外的に示さないとならないからね。まぁ間ま違ちがいなく向こうも同じ気持ちだろうから、最初に挑ちよう発はつしたことへの詫わびも込こめて、こっちで一席設けるとするよ」

　そこまで一気に言ってしまってから、イクタは優やさしい声で付け加える。

「それと、ひとつだけ仕返し。……さっきのあなたの言葉ね。君が自分のことを悪く言うたびに、僕ぼくもいつも同じような気持ちになっている。それだけは覚えておいてくれると嬉うれしいかな」

　それを聞いた途と端たん、最初から赤面していたシャミーユの顔が熟うれたトマトも同然になる。彼かの女じよが落ち着きを取とり戻もどすまで、イクタはそのまましばらく寄より添そっているのだった。










　同じ頃ころ。自分の控ひかえ室しつに戻もどった教皇は、一星旗の意い匠しょうを前に力なくひざまずいていた。

「……どうすれば良いのですか、神よ……」

　もはや取とり繕つくろうこともなく、その顔には苦く悶もんの色がありありと浮うかんでいる。彼かの女じよは悩なやんでいた。アルデラ教団の頂点に立つ教皇の宿命──誰だれにも打ち明けられない問題を抱かかえて、その重圧に膝ひざが折れそうになるのを必死にこらえていた。

「……どうか、導しるべを。我々の進むべき道を照らしてください……」

　パートナーの精せい霊れいを両手で抱だき上あげ、彼かの女じよはじっと目を合わせる。そこに神の存在を透すかし見ようとするかのように。

「……神よ……」

　待てども答えはなく。澄すんだふたつの瞳ひとみが、憔しよう悴すいした彼かの女じよの顔を残ざん酷こくに映すばかりだった。










　翌日の朝早く、イェナーシィ教皇から「一日だけ間をいただきます」と通達があったため、とっくに準備万ばん端たんで朝の体操までしていたアナライは完全に肩かた透すかしを食らった。が、教皇がこのタイミングで考える時間を求めたということは、他でもない老ろう賢けん人じんの追つい及きゅうが空から振ぶりには終わらなかったことを意味してもいた。

「うん、まぁ、せっかく一日空いたわけだから」

　通達を受け取ったイクタはそうつぶやき、文官のひとりを部屋に呼んで、昨夜のうちにしたためておいた書簡をキオカの陣じん営えいへ運ばせた。十分と待たずに返事が届き、書簡で指定した午前九時──彼かれとシャミーユは、前と同じ暖だん炉ろ前の談話スペースを訪おとずれた。

「おはようございます、ジャン・アルキネクス少将閣下。昨日は大変なご無礼を致いたしました」

　開口一番、棒読みに聞こえないよう最大限の努力を払はらった口調でイクタは謝罪した。それに対してジャンのほうもまた、一晩の間に苦労して張り付けてきた礼節の仮面で応じる。

「こちらこそとんだ失礼を。分別に欠けた振ふる舞まいに及およんだこと、心底から恥はじています」

　それで謝罪の交こう換かんが終わると、イクタが小こ脇わきに抱かかえた将しよう棋ぎ盤ばんを軽く掲かかげてみせる。

「えー、憚はばかりながら盤ばんを持参しましたので、歓かん談だんがてら将しよう棋ぎなど一局いかがかと」

「光栄な申し出、ありがたく承うけたまわります」

　機械的なふたつ返事でジャンがうなずく。そんな彼かれらのやり取りに、彼かれの背後で様子を見守っていたアリオが思わず口を押おさえた。

「……くくくく……」

「執しつ政せい官かん閣下！」

　護衛に付いてきていたミアラが小声で非難する。それでアリオもすっと笑えみを収めた。

「いや、失礼、なんでもない。歓かん談だんがてら将しよう棋ぎ、大いに結構じゃないか。私は大人しく見守らせてもらうよ」

「余もそうさせてもらおう。今日のこれは、勝ち負けにこだわらぬ交流のための将しよう棋ぎであるゆえな」

　釘くぎを刺さすように言いい添そえるシャミーユ。テーブルに置いた盤ばんを挟はさんで、イクタとジャンが椅い子すに腰こしかけた。

「持ち時間は設けず、のんびり指すとしましょう」

「承知しました。では、先手後手を決めます」

　ジャンが両手にひとつずつ駒こまを握にぎり、イクタが右手を選ぶ。開かれた手の中に入っていたのは後手番の駒こまだったので、それで白はく髪はつの将の先手が決まった。互たがいに一礼して対局を始める。

　しばし、無言のまま駒こまを進める音だけが響ひびく。一分、三分、五分が経過し──見かねたシャミーユが声を上げた。

「……こほん。もう少し何か喋しやべってはどうなのだ、そなたら」

　黙だまりこくって指すのでは交流の目的に沿わない。さすがに本人たちにも自覚はあり、イクタは挑ちよう発はつを口にしないよう注意しながら話題を切り出した。

「あー……朝食には、何を食べましたか」

「果物とパンで簡単に済ませました。僕ぼく自じ身しんはさほど食事にこだわる性質ではありませんが、元げん帥すい殿どのはいかがですか」

「そうですね。僕ぼくのほうは、戦場で食べるものは少しでもマシにしたいと常々思っていまして」

「マシに、ですか。軽くて、腹持ちがよく、調理不要──そうした携けい行こう食しよくが軍人の糧りよう食しよくとしては理想だと考えていますが」

「僕ぼくの分類だと、それは行動食に当たります。まともに食事を取っている余よ裕ゆうがない時の当座しのぎですね。もちろん、こちらも美味うまいに越こしたことはありませんが──根本的にはやはり、それを使う回数をいかに減らすかが重要ではないかと」

　和なごやかとまでは言えないものの、どうにかまともな会話が始まって胸をなで下ろすシャミーユ。指す手を心持ち速めながらジャンが言葉を続ける。

「確かに、兵たちは温かい食事を好むものですが、炊すい事じには多くの時間が取られます。そのために進軍が遅おくれることはなるべく避さけたいと、僕ぼくは考えてしまいますね」

「短期の任務ならそれでもいいと思いますが、長丁場になってくると話が違ちがいます。というのも──寸すん暇かを惜おしんで腹に詰つめ込こむ行動食と、きちんと時間を設けて口にする食事では、美味うまい不味まずい以前に本質的な違ちがいがありまして」

　相手に合わせて指す手を速めつつイクタが答える。対局を見守るシャミーユとアリオの前で、盤ばん面めんがみるみる移り変わっていく。

「行動食はあくまでも戦争の一部ですが、そうでない食事は戦争の合間に挟はさまれる余よ暇かです。兵たちの心が戦いを離はなれて癒いやされる時間。これは栄養補給と同じくらい無視できない側面ではないでしょうか」

「たとえ食事中であっても任務の最中には違ちがいありません。兵の意識が戦いから離はなれてしまうのは問題がありませんか。常在戦場こそ軍人としてあるべき心構えだと思うのですが」

　平行線のまま交わらない意見。ふむと唸うなり、そこでイクタが切り口を変えた。

「アルキネクス少将、ひとつお尋たずねしますが──最後に休きゆう暇かを取ったのはいつですか？」

「休日という意味なら、月に二度は取っています。軍規でそう決められていますから。もっとも、そうした日にも何かしら仕事は入れていますがね。やるべきことは、探せばいくらでもあるものです」

　明快に答えるジャンだが、まもなくイクタが問い直す。

「今のは質問の仕方が良くありませんでした。──最後にゆっくり休んだのはいつですか？」

　駒こまを動かす手がぴたりと止まる。が、それもほんの数秒。再び軽快な速度で攻こう防ぼうを続けながら、ジャンは答えた。

「思い出せません。──僕ぼくの異名はご存じでしょう、ソローク元げん帥すい。この体は最初から休みを欲ほつしていないのですよ」

「どうでしょうね。……心も体も、時には自分に噓うそをつくことがありますから」

　その言葉を最後に会話が止やみ、それからふたりは黙もく々もくと、それでいて凄すさまじいスピードで指し続けた。もはや曲芸じみた早指しのそれなのだが──ふとした瞬しゆん間かんに手を止めて、イクタが告げる。

「この局面は、さっきも見ましたね」

「千日手ですね。駒こまを並べ直しましょう」

　同一局面が三回出たことを見て取り、ふたりは相そう互ごの了りよう解かいの上で盤ばん面めんを白紙に戻もどす。シャミーユは目を丸くした──あの速度で指してなお、攻こう防ぼうが拮きつ抗こうしたまま千日手に至る。それがどれだけ異常なことか考えるまでもない。

　そうして始まった第二局。今度はさっきほど長い沈ちん黙もくを挟はさまず、再びイクタから話題を振ふる。

「話は変わりますが。アナライ博士との馴なれ初そめを伺うかがっても？」

「以前、ある反乱を鎮ちん圧あつした際に助力していただきました。それ自体は偶ぐう然ぜんでしたが、お礼を伝えるため、後に僕ぼくのほうから研究所を訪ねまして」

「そういうことでしたか。……不ふ眠みん体質に興味を持ったでしょう、あの人は」

「それについては今も研究中です。すでにいくつか仮説を立ててらっしゃいましたね。あの研究が上手うまく進んで──人間が皆みな、僕ぼくと同じだけ働けるようになれば理想的なのですが」

　深く考えず希望を口にするジャン。瞬しゆん間かん、イクタが駒こまに伸のばした手を止めて頭を抱かかえた。

「……どうしましたか、ソローク元げん帥すい」

「…………いや、失礼、突とつ発ぱつ的てきな頭痛が。もう大だい丈じよう夫ぶです」

　必ずしも比ひ喩ゆではなかったが、どうにか回復を果たしたイクタが対局を再開する。見守るシャミーユがはらはらし始めたが、彼かれは開き直ったように質問を重ねた。

「またまた話は変わりますが。嗜たしなまれている趣しゆ味みなどは？」

「馬術と将しよう棋ぎと兵へい站たん管理と──あとは気球の運用なども」

　ひとつ残らず軍人としての嗜たしなみだった。その返答に、イクタはふと苛いら立だちに混じって懐なつかしいものを感じるが、それは顔に出さず言葉を続けた。

「……軍事への注力には感服します。けれど、いささか禁欲が行き過ぎてはいませんかね」

「そう言われると困ってしまいますね。特別に禁じているわけではなく、最初から欲求の持ち合わせが少ないと思っているもので」

「…………なるほど」

「ソローク元げん帥すいは、その年ねん齢れいでどのように帝てい国こく軍を采さい配はいしてらっしゃるのですか」

　ジャンから質問が返る。黒くろ髪かみの青年は気負わず答えた。

「……シャミーユと過ごす時間の合間に、まぁてきとうに。なるべく手を抜ぬくようにしてます。寝しん食しよく忘れて没ぼつ頭とうできるほど好きな仕事でもないもんで」

　彼かれとしてはごく当然の、しかし一国の軍を率いる者としてはあんまりな発言が飛び出す。ジャンが駒こまに伸のばしかけた手を止めて頭を抱かかえた。さっきのイクタの仕草とまるきり同じだった。

「……Ｙａｈ、さすがは史上最年少の元げん帥すい。たいへん悠ゆう然ぜんと構えておいでだ」

「真似まねしてくれても構いませんよ。その際の趣しゆ味みには昼ひる寝ねをおすすめします」

　気が付けば空気はあからさまに剣けん吞のんとしており、それを引きずったまま対局が再開した。猛もう然ぜんと速まる互たがいの指し手。ほとんど殴なぐり合あいのように駒こまを取っては取られてを繰くり返かえしていたふたりだが、あるところでその手がぴたりと止まる。

「これまた、さっきも見た局面ですが」

「千日手。次へ行きましょう」

　うなずき合い、何の未練もなく盤ばん上じようの駒こまを一いつ掃そうする両者。そんな彼かれらの様子にシャミーユがため息をつく一方で、アリオはうつむいて笑いを嚙かみ殺ころしているのだった。







　指し終えた計三局、いずれも千日手という信じがたい結果でジャン・アルキネクスとの交流を終えて、イクタとシャミーユは居室に向かって廊ろう下かを歩いていた。

「……穏おだやかに話している分、盤ばん上じようで殴なぐり合あっているという印象であったが」

「向こうが可愛かわいげのない手を指すもんだから……ああ、無む駄だに消しよう耗もうした……」

　歩みを止めてがっくりと肩かたを落とすイクタ。彼かれの隣となりに寄より添そう少女に、そこで背後からがばっと不意打ちがかかった。

「シャミーユ、おっつかれー！」

「っ……！　ヴァ、ヴァッキェ!?」

　いきなり抱だきつかれたシャミーユが動どう揺ようして相手の名前を呼ぶ。そんな彼かの女じよのうなじに遠えん慮りよなく顔を押おし付つけながら、科学者の少女が応えた。

「もー、欲求不満ー。せっかくアナライ博士が教皇とどんぱちやってるのにさー、わたしの仕事ってば今回は完全に裏方じゃない？　キオカの外交団はけっこう手ごたえあるけど、この分だとあと二日くらいで議論を戦わせるネタも尽つきちゃいそうだしー」

「そ、それと余に抱だきつくことの間に何の関係が……！」

「特に関係はなーい！　でもでも、わたしは隙すきあらば大好きなシャミーユをぎゅっとしたいのだ！　文句あるか！」

　開き直って抱だきしめる力を強めるヴァッキェ。すっかり困り切った面おも持もちのシャミーユだが、イクタは特に止めないまま妹いもうと弟子でしに話しかける。

「ヴァッキェ。お前、もうアナライ博士と顔は合わせたか？」

「まだだよ。とゆーか、さすがのわたしでも、この状じよう況きよう下かでイクタ兄の許可なしには動きません。トラブルの火種にはなりたくないし、自分がフツーの外交向きじゃないことは自覚してるからね」

「じゃあ、これから挨あい拶さつに行くか。留守はヨルガに預けてあるんだよな？」

「お、いいねー！　そっちはヨルリンがちゃんと見張ってるからご安心。もうしばらくは封ふうじておけるはずだよ」

　暗にトリスナイの監かん視しを指すふたり。その確かく認にんが済むと同時に、この日の次の行動が決まった。







「ここはお通しできませんな、ソローク元げん帥すい殿どの」

「できませんな！」

　前と同じように科学者たちの天幕を訪ねようとすると、その手前で門番のように立ちはだかるハッラーとミタ曹そう長ちょうに出くわした。この上なく当然の対応だったが、イクタの顔には微笑ほほえみが浮うかぶ。

「そう固いことを言わないでくれ、ハッラー少しよう佐さ。こっちは妹いもうと弟子でしを連れて師し匠しように会いに来ただけなんだ」

「名前を覚えててもらったのは光栄ですが、俺おれにもこの図ずう体たいを活いかした壁かべの役割がありましてね。キャクレイ閣下に許可を取った後なら、いくらでもお通ししますぜ」

「しますぜ！」

　ハッラーの言葉に語ご尾びを重ねていくミタ曹そう長ちょう。大小ふたつの壁かべに阻はばまれてしまったイクタは悩なやましげに腕うでを組むが、

「うーん、なるほど。分かった」

　そう言った途と端たん、すぅと息を吸すい込こみ──ふたりが止める間もなく、遠くに見える天幕に向かって声を放つ。

「執しつ政せい官かん殿どの！　アナライ博士への面会の許可をいただけますか！」

　曇どん天てんの下に響ひびき渡わたる声。数秒の間を置いて、天幕の入り口からアリオがひょっこりと顔を出す。

「ああ、構わないよ！　中に入りなさい！」

　あまりにもあっさりと許可が返る。イクタは肩かたをすくめてハッラーたちに向き直った。

「と、いうことらしい」

「……なぜ、閣下があの中にいると分かったんで？」

「昨日の経けい緯いを思えば、今ごろ博士と打ち合わせをしててもおかしくはない。いなければいないで別を探すし、とりあえず叫さけんでみたという次し第だいで」

「はは──なるほど、お見それしました。どうぞお通りを」

　ハッラーが降参の笑えみを浮うかべて道を空ける。シャミーユとヴァッキェと共にそこを通り、彼かれらは再び科学者たちの巣を訪おとずれた。

「博士ー、ひっさしぶりー！」

「む、その声はミルバキエか！　お前さんも大きくなったのぅ！」

　天幕に入るなり突とつ撃げきしていったヴァッキェを、アナライ博士が真っ向から受け止めて抱だき上あげる。隅すみの机で作業に没ぼつ頭とうしていたバジンがぎょっとして振ふり向むいた。

「えっ──うわぁ本当にミルバキエだ！　ごめんナズナ、僕ぼくは逃にげる！」

「逃にがさないっての」

　一目散に駆かけ出だそうとしたバジンだが、その襟えり首くびをナズナが摑つかみ止める。じたばたともがく兄あに弟子でしのところに、ヴァッキェが意地悪い笑えみを浮うかべて近付いていった。

「ちょいちょいバジン兄ー、久しぶりに会う妹いもうと弟子でしにその反応はひどいなー。お化けが出たんじゃないんだからさー」

「ひぃ！　勘かん弁べんして！　お菓か子しあげるから！」

「わーい！　ん、何これ焼やき菓が子し？　しっとりしてておいしいね。シャミーユにもあげるからいっぱいちょうだい」

「それはもはや略りやく奪だつであろう……。余の分は良いから返して差し上げろ」

　横暴を見かねたシャミーユが止めに入ったところで、「はーい」と大人しく引ひっ込こむヴァッキェ。その様子を信じがたい思いで見つめて、バジンは救い主の少女に視線をやった。

「え……シャミーユちゃん、ひょっとしてこいつと仲良いの？　というか言葉通じるの？」

「言葉……まぁ、二割ほどなら辛かろうじて、であるが」

「そりゃもう、疑問の余地なくマブダチだぜぃ！」

　ヴァッキェは被かぶせ気味にそう言い、シャミーユの肩かたを抱かかえて友情を主張する。そんな彼かの女じよらの様子を横目に、ナズナは黒くろ髪かみの青年に声をかけた。

「……で、イクタ。キオカの将校さんとの喧けん嘩かは終わったの？」

「さっき一局指して手打ちにしてきた。なので、もうその話はなしの方向でお願い出来るかなナズナ姉。主に僕ぼくの心の健康のために」

「そうして欲ほしいならそうするわ。ま、あれはしばらく忘れないけどね」

　そう言ってちょっと意地悪な笑えみを浮うかべるナズナ。イクタはため息をつき、それから気を取り直してアナライ博士に向き直る。

「で、博士。昨日言いそびれたんですが──さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれましたよ。きっと何か持ち出すとは思っていましたが、まさか『神しん殿でん』の壁かべを砕くだいて持ってくるなんて」

　イクタがそう口にした途と端たん、バジンたち科学者の空気がぴしりと張はり詰つめた。ただし──問われた当のアナライ博士を除いて。

「おお、その件なら」「わ─────────────っ！」

「博士、ストップ！　います！　そこにキャクレイ閣下がいます！」

　さらりと機密を漏ろう洩えいしそうになった師を弟子でしたちが大おお慌あわてで制止する。彼かれらのただならぬ様子に、イクタは天幕の隅すみで椅い子すに腰こしかけているアリオへ顔を向ける。

「ああ、失礼、別に探さぐりを入れる気はないんです。ここにはただ驚おどろきを伝えに来ただけでして」

「分かっているとも。すまないね、私のせいで話を弾はずみにくくさせてしまって」

　ひとかけらの本音も含ふくまない言葉を応おう酬しゆうする両者。そこで早くも潮時を見て取ったイクタがシャミーユとヴァッキェに目配せする。

「とんでもない、この場に乱入しているのは僕ぼくの側です。では──妹いもうと弟子でしの挨あい拶さつも済みましたので、今日はこの辺りで」

　そう言って天幕から出て行こうとする三人。と、去り際の背中にアリオが声をかけた。

「ソローク元げん帥すい。夜はよく眠ねむれているかい？」

「──ええ。少し寒いですが、毛布にくるまって何とか」

「そうか、羨うらやましいな。やはり若いというのはいい。私はここしばらく寝ね付つきが悪いものだから、寝ね酒ざけの量が増える一方だ」

　しみじみとした声でそんなことを言う。聞いたイクタは微笑ほほえんで「お察しします」と応え、それで今度こそ天幕を後にした。

「……ソローク、あれで良かったのか？　博士とはほとんど何も話していないようであるが」

「うん、知りたいことは大体探さぐれた。おおむね予想通りみたいだ」

「まーそりゃそうでしょ。硬かたいからねー、あれ」

　ヴァッキェが訳知り顔でうなずく。ふたりの間ではそれで意図が通じているようなので、シャミーユは眉まゆ根ねを寄せて考かんがえ込こむ。

「むぅ……何の話なのか、分かっていないのは余だけか？」

「折を見てちゃんと説明するよ。ただ、なるべく口に出したくない内容でもあってね」

　そう仄ほのめかしつつ背後に視線をやり、彼かれは口の中でぼそりとつぶやく。

「……ともあれ。今日は僕ぼくも、少し夜よ更ふかしをしてみるかな」







　その日の夜よる遅おそく。いつもの大馬車の中でシャミーユが床とこに就ついたのを見届けた後、イクタは護衛の兵士たちを連れて闇やみ夜よの中を歩いていた。

「……こちらへ」

　まもなくキオカ側の案内役が合流して彼かれらを導く。外交館の周辺を区分けする形で設けられた両国軍の縄なわ張ばり──その境界にほど近いところに焚たき火びと二脚きやくの椅い子すが置かれ、この夜の場が設しつらえてあった。

「やぁ、来てくれたかい」

「せっかく誘さそっていただきましたので」

　先んじて椅い子すに腰こしかけていたアリオから声がかかり、それに応じてイクタが自前の酒さか瓶びんを掲かかげてみせる。こちらも酒の入った杯さかずきを揺ゆらしつつ、キオカの執しつ政せい官かんはにやりと笑った。

「見ての通り、昼のような堅かた苦くるしい場ではない。まずは座すわってくれ」

　うなずいて椅い子すに腰こしかけつつ、イクタは酒さか瓶びんの口に手をやった。ぽん、と封ふうが開く音が夜よ闇やみに反はん響きようし──その心地ここちよい音を聞き届けたアリオが右手の杯さかずきを掲かかげた。

「では、乾かん杯ぱいといこう。──残念なことに酒は分け合えないが、火ならこうして分け合える。今日のように冷ひえ込こむ夜は、こうして飲むのもオツなものだよ」

「ええ。乾かん杯ぱい」

　そう前置きし、ふたりは同時に酒を流ながし込こむ。酒精の熱が胃いの腑ふへ下っていくのを感じながら、アリオがゆっくりと口を開いた。

「──ふぅ。……お互たがい、子供連れでは喋しやべりにくいこともある。そうではないかな」

「かもしれません。隠かくし事ごとが少ないに越こしたことはありませんが」

　やや重い声でそう応えるイクタ。それで意図が伝わったと見て、執しつ政せい官かんは尋たずねた。

「彼女たちは元気にしているかい？」

　たちまち沈ちん黙もくが下りる。青年は即そく答とうしなかった。……その問いが彼かれにもたらしたものは、第一に自責の念だった。

「……元気、とは言えませんね。少し前に、シャミーユを守って大おお怪け我がを負いましたので」

「──負傷の程度と、治ち療りょうの経過は？」

　すぐさま追求される。その声に本気の憤いきどおりを感じ取り、イクタは必要最低限の情報で答える。

「詳くわしくは話せませんが、順調に回復に向かっているとだけは保証します」

「それは避さけられなかった怪け我がなのかな」

「……いいえ。まず、僕ぼくたちのほうに見み込こみの甘あまさがあり──それを補うために、彼かの女じよたちに頑がん張ばらせすぎました」

　青年の回答に、アリオはふぅと重い息を吐はいた。

「そう簡単に使つかい潰つぶして欲ほしくはないものだ。あれほどユニークな人材は、もう一度見つけようと思っても見つけられるものじゃない」

「だと思います。あなたの他の多くの『作品』と同じように」

　声にはっきりと非難の色を宿して、イクタは言葉を続ける。

「見み込こみのある人材を見つけたなら、また同じような教育を施ほどこすわけですか」

「まるで僕ぼくが洗脳でも施ほどこしているような口くち振ぶりだね。──彼かの女じよたちに関して言えば、僕ぼくは行き場のなくなった子供に社会参加の手段と機会を与あたえた立場だよ。何かを強制したことは一度もないのだから、自分では後ろ暗いところはないと思っている」

「そうですね、洗脳とは質が違ちがう。……あなたはもっとスマートにやっている」
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　焚たき火びの光を受けて陰いん影えいをくっきりとさせたアリオの横顔。それを横目に、イクタは告げる。

「執しつ政せい官かん殿どの、あなたは人の扱あつかいが上手うまい。ひとりの人間が何を欲ほつし、何に憤いきどおり、何を憎にくんでいるか──自覚のない部分まで含ふくめて把は握あくして、それを動機付けに利用してのけている。ベースになるのは相手の中に元からあった感情だから、そこに押おし付つけがましいところはなく……目を付けた相手に、あなたの言葉は抵てい抗こうなく染しみ透とおっていく」

　声が止やみ、ぱちぱちと火の粉の爆はぜる音だけが暗くら闇やみに響ひびく。アリオはふむと唸うなり、杯さかずきの酒を一口舐なめた。

「詐さ欺ぎ師しまがいの甘かん言げんを弄ろうして、私が彼かの女じよたちを誘ゆう導どうしていると──つまるところ、君はそう非難したいのかな？」

　問い返されたイクタは、少しの沈ちん黙もくの後、静かに首を横に振ふる。

「……いいえ。言葉を尽つくして相手を誘ゆう導どうする試みそれ自体は、あらゆる教育にも等しく言えることです。学校教育は社会にとって有用な人材を作り出す試みだし、軍事教練は人間を軍人に矯きよう正せいする行いに違ちがいない。それ自体は非難に当たりません」

「そうだね。人に何かを教えるに当たって、そこに誘ゆう導どうを含ふくめないことはほとんど不可能だ」

「ええ。また、詐さ欺ぎ師しまがいの甘かん言げんを弄ろうして──というのも正しくはない。だって、あなたは相手を騙だましているわけじゃないのだから。誰だれかをスカウトする際に約束したことは可能な限り履り行こうするだろうし、そこで噓うそをついて掠かすめ取とる利益なんかには露つゆほども興味がないでしょう」

　分かってもらえて光栄だ、とアリオは笑う。それとは対照的に固い表情のまま、イクタは言葉を続ける。

「才ある者を見み出いだして育て上げることにかけて、あなたほど卓たく抜ばつした人間は他にいない。『不眠ねむらずの輝き将しよう』、『白はく翼よくの太たい母ぼ』、そして『彼かの女じよたち』──あなたの息がかかった相手とやり合う時は、例外なく背筋が冷えました」

　彼かれが口にした名前に、執しつ政せい官かんはほう、と感心の声を上げる。

「エルルファイ君を抜ばつ擢てきしたのが私であることは、君にはまだ言っていなかったはずだね。彼かの女じよが自分から話したとも思えないが、なぜそう思ったのかな？」

「ニモング港こう沖おきの海戦が終わって間もなく、捕ほ虜りよになった彼かの女じよと、短い時間ですが言葉を交かわす機会がありました。簡単に生おい立たちを聞かせてもらったくらいで、もちろんあなたの名前は一度も出ていません。だけれど……彼かの女じよと話している間ずっと、『不眠ねむらずの輝き将しよう』と対面した時と同じ気配を感じていました。いえ、同じ歪ゆがみ、と言うべきでしょうか」

「辛しん辣らつだね。私の手て掛がけた子たちは皆みな、歪ゆがんでいるというのかい？」

「その理由を、あなたがいちばんよく知っているはずだ」

　イクタの声に、非難を超こえて怒いかりがにじむ。膝ひざの上で握にぎったこぶしがかすかに震ふるえた。

「不毛な戦争で国と知ち己きを失ったジャン・アルキネクスは、キオカの繁はん栄えい、ひいては世界の恒こう久きゆう平へい和わを実現するために昼夜働き続けています。およそ全ての人間に与あたえられているはずの眠ねむりの権利さえ放り捨てて。……だけれど、その過労が報むくわれる日はいったいいつですか？　百年後？　三百年後？　五百年後？　たったひとつ分かるのは、あいつが生きている間には絶対にその仕事は終わらないってことです。自分では決して受け取れない報ほう酬しゆうのためだけに、あいつは人生の全てを使い切ろうとしている。それを良しとするあなたに背中を押おされながら」

「…………」

「同じように天てん涯がい孤こ独どくの身の上で、さらに不ふ妊にん体質に苦しんでいたエルルファイ・テネキシェラ。彼かの女じよは艦かん隊たいの部下たち全てを我わが子こと呼ばわり、深く慈いつくしんで孤こ独どくを埋うめています。……けれど、彼かの女じよが将校であり軍人である以上、戦いが起こるたびに部下の中から死者が出ることは避さけようがない。今のまま生きていく限り、彼女は何度でも我が子を失い続ける。一度でも耐たえがたい悲しみを、これから先も繰くり返かえし味わうことが約束されている。そんな生き方に彼かの女じよを導いたのは、紛まぎれもなくあなただ」

　アリオは黙もくして答えない。それでも構わず、イクタは言葉を叩たたき込こむ。

「劣れつ悪あくな環かん境きよう下かで日常的に虐ぎやく待たいを受けながら育って、その結果に人格を分ぶん裂れつさせた『彼かの女じよたち』。

　信しん頼らいをはぐくむ過程では善意の人格を、それが済んだ後は悪意の人格を──それぞれ切きり替かえて用いることで、恐おそるべきスパイとして暗あん躍やくしていた。……でもそれは、丹たん念ねんに作り上げた砂の城を自分の足で踏ふみつけるにも等しい仕事です。やり遂とげた後には常に焼け野原しか残らない。それを承知で、あなたは彼かの女じよたちに『裏切りを仕事にすればいい』と囁ささやいた」

　その矛む盾じゆんに本人の心がどれだけ軋きしんでいたか、彼かれはよく知っている。あの事件の最後──仲間を手にかける前に自害に及およぼうとした彼かの女じよの姿が、イクタの脳のう裏りにまざまざと浮うかんだ。

「そして──たそがれの帝てい国こくに皇族として生を受けた少女、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク」

　そして青年は口にする。今まさに彼かれが救おうと全力を尽つくしている、その少女の名前を。

「政略上の人ひと質じちとしてキオカに身を置いていた間に、あの子があなたと接せつ触しよくしていたことは聞き知っています。賢かしこい彼かの女じよは、幼い頃ころから自分の立場に思おもい悩なやんでいて──あなたはそこに毒を吹ふき込こんだ。彼かの女じよの存在が後々に、帝てい国こくを滅ほろぼす決定打になりうると見み込こんで」

「…………」

「自分の血は腐くさっていると、最初に出会った頃ころから彼かの女じよはしばしば口にします。……彼かの女じよは何事につけ自分に厳しい性格だし、皇族としての責任感がその傾けい向こうを後あと押おししてもいるでしょう。でも、それだけでは今のようにはならないはずです。あの子の瞳ひとみはかたくなに自分の滅ほろびだけを向いている。帝てい室しつが積み重ねてきた悪政への報むくいを一身に引き受けて、人々に裁かれ罰ばつされることを望んでしまっている。……あなたが呪のろいをかけた通りに！」

　言葉の最後は叫さけびに近くなった。深呼吸を重ねて自分を律してから、イクタはなおも続ける。

「責められるべきはそれだ。ジャン・アルキネクスも、エルルファイ・テネキシェラも、『彼かの女じよたち』も、そしてシャミーユも──ひとりの大人として、あなたは救える立場にあったはずだ。

　……全てを失った少年に、生しよう涯がいを費ついやして遠大な理想だけを追い求めさせるのでなく。

　……母になれなかった女性に、どれほど愛しても死に続ける子供をあてがうのでなく。

　……裏切られ続けてきた少女に、同じ裏切りを生業とさせるのでなく。

　……自分が大だい嫌きらいな少女に、自分自身の滅ほろびを救いと錯さつ覚かくさせるのでなく。

　もっとささやかな温ぬくもりを。手の届くところにある救いを。素そ朴ぼくでありふれた、ひとりの人間にとって必要十分な幸せを──あなたの手なら、彼かれら全員に与あたえられたはずなんだ」

　叶かなわなかった夢を悼いたむように青年が目を伏ふせる。それを受けて、アリオは杯さかずきの中身を一息に飲み干した。

「……素す直なおに驚おどろいているよ。予想よりもずっと深く、私という人間を知られていたことに」

　賞賛の言葉を口にする。だが──その顔面を覆おおう完かん璧ぺきな笑えみは、少しも揺ゆらいではいない。

「確かにそうだ。私は彼かれらを苦境から拾い上げはしても、その心を救うことはしていない。もっと言えば、しようとも思わない。なぜだか分かるかい？」

　自らの内面について相手に問うアリオ。イクタは焚たき火びをにらんだまま淡たん々たんと答えた。

「有用性が損そこなわれるから、でしょう。あなたにとっての」

　少しの逡しゆん巡じゆんもなく放たれた答えに、執しつ政せい官かんはこくりとうなずき、

「満点の回答だ。そう──断言するが、救われた人間ほどつまらないものはない」

　そう、憚はばからず断言した。聞く者がぞっとするほど冷然とした声で。

　ふと視線を夜空に移し、雲に覆おおわれて星が見えないことを残念がりながら、アリオは語る。

「昔の話になるんだがね──かつて、私にも師と仰あおいだ人間がいた。高潔で博識で聡そう明めいで、そして何より人並み外れた行動力を持った、それはもう素す晴ばらしい女性だった。人間としても政治家としても心から尊敬してやまなく──気き恥はずかしいが、きっと懸け想そうもしていたのだろう」

　ずいぶん年上だったんだがね、とアリオは笑う。イクタは眉まゆ根ねを寄せた。相手が相手だけに、話をどこまで真に受けていいものか分からない。そんな相手の感想は百も承知で、男は平然と語り続ける。

「当時の私は薄はつ給きゆうの小役人に過ぎなかったが、その立場のままずっとこの人を支えるのでも良いと思っていた。彼かの女じよの持ってくる仕事は楽ではなかったが、常にやりがいに満ちていた。それに──月並みな動機だが、自分の働きによって人々の暮らしが上向いていくことが嬉うれしかったんだ。……なかなか信じてはもらえないかもしれないが、多くの政治家はそういう気持ちをやりがいにしているものなんだよ。

　中でもいちばん思い出すのは、たびたび氾はん濫らんしては下流の集落を押おし流ながしていた暴れ川に支流を引いて、それ以後の水害を激減させた大事業のことでね。その時の師の働きぶりにはいくら感服しても足りない。年単位に及およぶ計画の立案、膨ぼう大だいな予算の獲かく得とく、良質な建材と人手の確保、関係各所との利害調整、地元住民への根回し──どれひとつ取っても楽な仕事はなく、数年の間にどれだけの人々の間を行き来したか数えきれない。

　彼かの女じよと一いつ緒しよにそんな忙せわしない日々を送りながら、ある日、私は尋たずねてみたんだ。なぜそこまで頑がん張ばれるのかと」

　懐なつかしむ目でアリオは言い、その時の返答をつぶさに思い出す。

「貧しさを知っているからね、と彼かの女じよは答えたよ。貧ひん困こん──それがどれだけ人の可能性を狭せばめるものか、そこから自力で抜ぬけ出だすことがいかに難しいか、彼かの女じよはその生おい立たちからよく知っていた。……村の期待を背負って、という定番の言い回しがあるだろう？　彼かの女じよはまさにそれでね。南海岸の小さな貧しい漁村の生まれだった。村人の大半は自分の名前を書くのがやっとというような場所だったが、それでも特に賢かしこい子供に皆みなで金を出し合い、近くの町の商家へ学びに出すという試みがあった。いずれ富を持ち帰って来てくれることを期待して、ね」

「…………」

「彼かの女じよはそこで、商売を始めとする様々なことを学んだわけだが──世界の見え方がまるきり変わった、と言っていたよ。あらゆることに選せん択たく肢しが生まれたと。そう、君も分かると思うが、選せん択たくの余地とは豊かさのもっとも代表的な一側面だ。貧しい暮らしには得てしてそれがない。食べるもの、着るもの、就つく仕事、結けつ婚こんする相手──かつては選ぶ余地のなかったそれらを、そこではやり方と実力次し第だいで選べるのだと彼かの女じよは知った。それが全ての始まりだったそうだ」

　話しながら、地面に置いてあった酒さか瓶びんを手に取り、そこから新たに一杯ぱいを注ぐ。

「ともあれ、彼かの女じよはそこで努力して財を築いた。ある程度まで金額が大きくなると、その大半を生まれ故郷に持ち帰って村長に渡わたした。これで皆みなの暮らしを良くしてください、と言いい添そえてね。村長は大喜びでそれを受け取り、その資金は実際、彼かれらなりの判断で村の発展のために費ついやされたわけだが──どうなったと思う？」

「……運用が上手うまくいかなかったんですね」

「その通りだ。なにせ素そ朴ぼくな漁村だったからね、村人たちは魚や貝を獲とって売る以外の稼かせぎ方を知らない。もともとそこまで資源が豊かな海域でもなかったから、船や漁の道具を新調したところで取れ高の増加など高が知れていてね。必然、状じよう況きよう改善のためには既き存そんのやり方とはまったく別の路線が必要だったわけだが──彼かれらにはそれが分からなかったんだよ。別の方法を知っていてやらなかったのではなく、そもそも思い付かなかった。彼かの女じよの渡わたした資金は豊かな未来に繫つながらず、結果としていたずらに浪ろう費ひされただけだった」

　その悲しい経けい緯いが、イクタにも目に浮うかぶようだった。アリオはなおも話し続ける。

「数年後に再び故郷を訪おとずれて、その暮らしぶりが昔とまったく変わっていないことを認めた時、彼かの女じよは悟さとった。金があるだけでは人々の暮らしは変わらない。それをどう使うかを考え、的確に判断する人間が必要なのだと。──つまり政まつりごとだ。そうして彼かの女じよは政治家の道を歩み始めた」

　言って、アリオは酒で満たした杯さかずきを高く掲かかげた。かつての英えい雄ゆうの誕生を祝福するように。

「政務に向ける彼かの女じよの情熱はそこから来ていた。要するに、彼かの女じよはかつての自分と同じ境きよう遇ぐうの人々を見ると放っておけなかったんだ。こうすればもっと暮らしが良くなるのに──一度そう思ってしまうと、もう口を出さずにはいられなかった。暴れ川の治水事業もその延長で手を付けたものだったんだよ。当然のように計画は難航し、何度も暗あん礁しように乗り上げかけたが──最終的に、その全てを彼かの女じよの情熱がねじ伏ふせた。あれはまさに英えい雄ゆうの凱がい旋せんを見る思いだった」

「…………」

「そこから大きな名声を獲かく得とくして、彼かの女じよはやがて中央の政界への進出を狙ねらうようになった。そうなれば与あたえられる資金も出来ることも桁けた違ちがいに大きくなるからね。有力者の知ち己きを増やすために方々を訪ねて回り、私も喜び勇んでそれに同行した。暴れ川を治めた時のように、いつか彼かの女じよがさらに大きな舞ぶ台たいで活かつ躍やくしてくれることを心待ちにしてね」

　快活な語り口はそこで終わった。打って変わって平へい坦たんな声で、アリオはその先を語る。

「けれど、それは叶かなわなかった。いや、正確には彼かの女じよの立身出世は叶かなった──しかし、それが進むたびに彼かの女じよの行動力は衰おとろえていった。──加か齢れいによる体力の減少？　いいや、違ちがうさ。衰おとろえていったのは彼かの女じよの情熱だ。……この頃ころになると、彼かの女じよはもう昔のように、貧しい地域に片かたっ端ぱしから突とつ撃げきしていって生活改善の指揮を執とるようなことはしなくなっていた。都会の清潔な区画に快適な拠きよ点てんを構えて、そこを訪ねてくる有力者との会談に明け暮れるばかりだった」

　当時の失望と焦しよう燥そうを思い出したように、アリオはふぅとため息をつく。

「その変化の原因に、もはや手て遅おくれになってから私は気が付いた。──彼かの女じよは貧しさから離はなれすぎたのだと。中央への進出を狙ねらって富ふ裕ゆう層そうの人間とばかり接している間に、彼かの女じよはそれまで常に身近にあった貧しさから余りに遠く距きょ離りを置いてしまった。華はなやかで衛生的な都市部に住む限りは貧ひん困こんの実態など目に入らず──その撲ぼく滅めつに向けた情熱も、彼かの女じよの中で少しずつ薄うすれていったんだ。そうなればもう、安楽な生活をあえて拒こばむだけの理由は残されていなかった」

　目の前で崩くずれ去さっていった英えい雄ゆうの在り方。その苦みを味わうようにして、アリオは酒を口に含ふくむ。

「分かるかい。彼かの女じよは貧しさの中に生まれ、常に貧しさと共にあるからこそ英えい雄ゆうでいられた。その境きよう遇ぐうから完全に救われてしまえば──そこにはもう、安楽に身を委ねたひとりの人間があるだけだった」

「…………」

「もはやかつての彼かの女じよには戻もどれない。その認にん識しきが確信に至った時、私は彼かの女じよを失しつ脚きやくさせてその地じ盤ばんを引ひき継つぐことに決めた。その決断は間ま違ちがっていなかったと今でも確信している。だが──同時に後こう悔かいの念も尽つきない。

　どうして私はもっと早く気付けなかったのか。彼かの女じよが救われてしまう前に、彼かの女じよがどこにでもいるただの人間に堕だしてしまう前に──その魂たましいをかつての苦界に引ひき戻もどせなかったのかと」

　もっと苦しめてやるべきだったと──そう男は言う。貧しさに寄より添そったまま、彼かの女じよはいつまでも戦い続けるべきだったと。そんな彼かの女じよをいつまでも隣となりで支え続けていたかったのだと。

「俗ぞくに、人生にはふたつの悲劇があると言う。ひとつは夢が叶かなわないこと、もうひとつは夢が叶かなってしまうこと。……前者は英えい雄ゆうを生む悲劇だが、後者は英えい雄ゆうを殺す悲劇だ。だから私は、前者を積極的に作り出し、後者だけは実現させないよう常に目を光らせている」

　それこそがアリオ・キャクレイの哲てつ学がく。多くの強敵を通して対たい峙じし続けた宿敵の精神性を、ここに至ってイクタは正しく理解する。同じだけの畏い怖ふと嫌けん悪おと共に。

「ジャンの生き方は、あれでいいのさ。エルルファイ君も、少し前までの『彼かの女じよたち』も、そしてもちろんシャミーユ君もね。──彼かれらは生ある限り安楽に甘あまんじることなく働き続け、その過程でキオカという国家の発展に多大な利益をもたらす。凡ぼん庸ような人間には決して真似まねできない偉い業ぎようを、救われない身であるからこそ成なし遂とげる。それは──なんと尊く美しいことだろうと、君は思わないかい」

　イクタはしばし言葉を選んだ。シャミーユの破は滅めつを望む相手の思想に対して、何一つ譲ゆずらず、ただの一歩も引かずに切り返すために。

「……どこかを目指して走り出した者には、いずれ足を止める時が来ます。それが目的地へ着いた時であれ、道半ばに疲ひ労ろうで足が動かなくなった時であれ。誰だれも永遠には走り続けられない」

「……ふむ？」

「志ある人間の犠ぎ牲せいと献けん身しんは、時にそれを見る者の胸を打つでしょう。でも──それは断じて、本人以外の誰だれかが使つかい潰つぶしていいものじゃない。アリオ・キャクレイ、あなたは本気で思わないのか。あなたが作ろうとしているものは、国のためにいちばん頑がん張ばった人々を灰も残らず燃やし尽つくし、その熱を糧かてとして営み続けられる生いけ贄にえの国家だ。──二年前までの帝てい国こくと何も変わらない。そんなものをキオカの未来に望むのか？」

　青年の問いに、キオカの執しつ政せい官かんは、例の完かん璧ぺきな笑えみを浮うかべたまま受け答える。

「何かのために身を尽つくしている時に、人はもっとも善よく生きられる。私の望むキオカは、そういう人間が絶え間なく生み出される国というだけのことさ。そこに何か問題があるのかな？」

　イクタは迷わない。目の前の火を見つめたまま、芯しんの通った声で返答する。

「その認にん識しきの根本に、僕ぼくは異を唱える。──人は自分が幸せになってこそ、より多くの人間にそれを分わけ与あたえることが出来る。幸福が循じゆん環かんしない国家に先はない。それが答えです」

　この言葉を最後に、両者は沈ちん黙もくし──それ以降はただの一言も交かわされることのないまま、この夜の会合はお開きとなった。










　翌日の午前十時、前回と同じ面々が大会議場に出で揃そろっていた。円えん卓たくの反対側に黙もく然ぜんと佇たたずむラプテスマ教皇に向かって、白衣の科学者たちを率いたアナライ・カーンが声を投げる。

「さて教皇よ。一日待って、神との相談は済んだかの？」

「…………」

　答えはない。一日置いたことで何かしらの変化を期待していたアナライは、それに多少の失望を覚えて肩かたをすくめる。

「わしばかり一方的に喋しやべり続けるのでは張り合いがない。昨日一日かけて言うべきことを考えて来たのではないのかの？　こちらは対話を期待しておるんじゃが」

　そこまで促うながしても、やはり教皇は何の言葉も返さない。無表情で取とり繕つくろってはいるが、その表情には葛かつ藤とうと疲ひ労ろうが色いろ濃こく見て取れた。議論を再開することも出来ず、科学者たちが困り顔になる。

　そんな重苦しい雰ふん囲い気きの中──全員の意識の外で、場内の精せい霊れいが一いつ斉せいに口を開けた。




「「「「「「「「援助規定対象者より情報公開の申しん請せいを受領。許可の条件として援助規定対象者に知性水準の到とう達たつ証明を要求する」」」」」」」」




　場の全員がぎょっとして近くの精せい霊れいを見つめる。ある者は机の上で、ある者は椅い子すの上で、ある者はポーチの中で、憑とりつかれたように虚うつろな目をして一字一句同じ言葉を口にしていた。

「「「「「「「「──繰くり返かえす。援助規定対象者より情報公開の申しん請せいを受領。許可の条件として援助規定対象者に知性水準の到とう達たつ証明を要求する──」」」」」」」」

　机の上でその発言を繰くり返かえすクスを、イクタは顔を近付けてじっと見つめ続けた。──状じよう況きようとしてはクーデター時の玉音放送に似ている。しかし同一の現象では決してあり得ない。玉音放送はあくまで、「帝てい国こくの領土の中にいる帝てい国こくの精せい霊れい」が一いつ斉せいに同じことを語り始めるもの。ここがラ・サイア・アルデラミンの領土である点も、どの国の精せい霊れいも同じ反応を見せている点も、玉音放送のルールとは明らかに食くい違ちがう。

「─────」

　誰だれよりも愕がく然ぜんと目を見開いていたのは、教皇イェナーシィ・ラプテスマその人だった。数分を経て精せい霊れいたちの声が止やみ、大会議場に沈ちん黙もくが戻もどると、彼かの女じよは絞しぼり出だすような声で告げる。

「────…………神が、試練を賜たまわりました」

　列席者たちの視線が一身に集まる。震ふるえを押おし殺ころすように肩かたに手を当てて、教皇はなおも宣告を続ける。

「ただちに旅たび支度じたくを整え、精せい霊れいたちが指し示す地へと向かいなさい。あなたたちが試練を乗のり越こえたならば、神は何らかの答えをもたらすでしょう。──わたくしも同行し、全てを見届けます」

　告げ終わると同時に身をひるがえし、科学者たちの制止も振ふり切きって、彼かの女じよは急ぎ足に大会議場を後にする。アクガルパ大将と神官たちが慌あわててその背中を追い、彼かれらが去った後の場には、帝てい国こくとキオカの列席者だけが残された。

「……キャクレイ閣下。精せい霊れいたちが……」

　と、そこでジャンがひとつの異変に気が付く。時を同じくしてシャミーユとイクタも同じ現象に目を奪うばわれていた。クスを始めとするこの場の全ての精せい霊れいたち──彼かれらが全て、同じ一方向を指さしているのだ。

「ソローク、これは……！」

「……方角は……おおまかに北、か」

　コンパスと見比べてその事実を確かく認にんするイクタ。予想だにしない状じよう況きようの変化に科学者たちがざわめき、色めき立ち──その中心で、老ろう賢けん人じんがにやりと笑う。

「ついに返事をしよったな。──気を引ひき締しめよ、お前たち。どうやらここからが本番じゃぞ」

　その言葉と共に場の全員が直感する。──この催もよおしが、ただの会談では終わらないことを。







[image: 第二章　神の試練]
















　分厚い曇どん天てんの下。軍装の異なる三つの軍勢が、横並びに北を目指している。

　歴史的に見ても、それは極きわめて珍めずらしい事態と言えた。帝てい国こく兵、キオカ兵、アルデラ神兵──この三者が相争うでもなく、あるいは足を引っ張り合うでもなく、同じ目的地を目指して進軍しているという光景は。本人たちの表情に混じる戸と惑まどいからも、それは見て取ることが出来る。

「──ずいぶんと、おかしな成り行きになってきましたね」

　集団全体の東側を進む帝てい国こく軍の隊列。その中心に位置する大馬車の中で、窓から外の様子を眺ながめたヨルガ三等文官がそう口にした。同じ車内に居合わせた全員の、あるいは車外を歩く全ての兵士たちの心情を代表して。

「三国会談を中止して全軍で北上。道みち標しるべは精せい霊れいの導きのみで、先には何があるとも知れない。……ここまで先の予想がつかない状じよう況きようも珍めずらしい」

　そう言って車内に向き直るヨルガ。椅い子すに腰こしかけたイクタが重くうなずく。

「……帝てい国こく、キオカ、ラ・サイア・アルデラミン。三国の所属の別を問わず、あの場の精せい霊れいたちが一いつ斉せいに同じメッセージを発した。これひとつ取っても明らかな異常事態だ。精せい霊れいたちが導く先に『何か』があるのだとしたら、そこにキオカだけを行かせるわけにはいかない」

「というのが、元げん帥すいとしての建前だよね」

　シャミーユと並んで寝しん台だいに腰こしかけたヴァッキェがいたずらっぽく言葉を足した。途と端たんにイクタの表情から張はり詰つめたものが抜ぬけ、妹いもうと弟子でしと共通する不敵な笑えみが口元に浮うかぶ。

「ま、そうだな。──こんな面おも白しろい状じよう況きよう、いち科学者として見み逃のがせるわけがない」

　言い切る青年。先が読めない今の状じよう況きように、彼かれら科学者たちは大いに高こう揚ようしていた。が、彼かれらほど開き直ることの出来ない女じよ帝ていは、その傍かたわらで生き真面目まじめに考かんがえ込こんでいる。

「今の事態もそうだが……ラプテスマ教皇が何を考えているのか、余は測りかねている。『神の試練』とは一体なんなのだ？」

「聖典にはしばしば出てくる単語だね。全体を読んだ印象としては、もっぱら宗教的な重要人物に課される神からの無茶ぶりってところだけど」

「宗教的な重要人物……というと、この場合は」

「個人だとすれば、やっぱりアナライ博士かな。『試練』が始まるまでの状じよう況きようから見るに」

　イクタの推察に、シャミーユは腕うでを組んで考かんがえ込こむ。

「……分からぬ。アルデラ教団において、アナライ博士は『瀆とく神しん者しや』とまで呼ばれる危険人物なのであろう。それが名だたる聖人たちに続いて神の試練の対象となり、教皇もそれを認めたというのか？」

「認めるとか、認めないとか──そういうレベルの反応じゃなかった気がするな、あれは。受け入れる以外にないって様子だった。……そこから考えて、この『神の試練』は、教皇よりも上位の意思によって実行されていると見るべきだと思う」

「アルデラ教のトップに君臨する教皇よりも、さらに上位の──それは一体なんなのだ？」

「その正体を確かめに行くのさ。これからね」

　そう言って、イクタは脇わきのテーブルに視線を移す。そこには彼かれとシャミーユのパートナーである二体の精せい霊れい、クスとシアが並んでいた。玉音放送時のそれに似た自失状態からは脱だつしたが、大会議場での出来事から引き続き、彼かれらはずっと同じ方向を指さしたままだ。

「それに──さっきはアナライ博士に試練が課されたと言ったけど、ひょっとしたら対象は僕ぼくたち全員なのかもしれない。見ての通り、ここにいるクスとシアも北を指しているからね」

　シャミーユが不安げな視線を向ける中、テーブルにそっと顔を寄せて、イクタは精せい霊れいたちに語りかける。

「ねぇ、クス、シア。この先には何があるんだい？」

「ごめんなさい。私には答えられないのです、イクタ」

「…………」

　クスが困り顔になり、シアは無言のまま首を横に振ふる。イクタは笑ってうなずいた。

「いいんだ。ありがとう、ふたりとも」

　問うべき相手は別にいる。そう思いながら彼かれらが指さす方向へ視線をやるイクタに、ヨルガが自制の利きいた口調で話しかける。

「いち科学者として、この状じよう況きように興奮しているのはボクも同じですが……どうか指揮官としても油断はしないでください、閣下。この先にある『何か』の正体次し第だいでは、キオカ及およびラ・サイア・アルデラミン両軍と武力衝しよう突とつをきたす可能性もあります」

「ああ。並んで歩く相手が相手だからね、油断できる理由がないよ」

　注意を促うながされたイクタが、自軍と隣となり合あって進むふたつの軍勢に意識を向ける。──キオカとラ・サイア・アルデラミン。当然ながら、どちらとも完全な協力関係などでは有り得ない。謎なぞ解ときに没ぼつ頭とうして隙すきを晒さらすわけにはいかないが──それはさておきと、青年はヨルガに不満げな視線を向ける。

「というか、ヨルガ──この馬車の中でまで、僕ぼくに対してその口調は保たなくていいって。こっちも気の抜ぬきどころに困る」

「そ、それは分かってる。けど、状じよう況きようが状じよう況きようだから、少しは気を引ひき締しめさせたほうがいいと思ったんだ。……これでも一応、兄あに弟子でしだからな」

　そう言って顔をそむける片眼鏡の青年。ヴァッキェがすかさず口を挟はさんだ。

「ふっふーん。面めん目ぼくを取とり戻もどしたいんだよね、ヨルリンは。だってイクタ兄、他の先せん輩ぱいたちは兄とか姉とか付けて呼ぶけど、ヨルリンだけはずっと呼び捨てじゃない？　地味に気にしてるんだよ本人。出会いがアレだったから仕方ないんだけどさ」

「なっ……！」

　赤面したヨルガが少女の口を押おさえにかかる。イクタは顎あごに手を当てて考かんがえ込こんだ。

「……ヨルガ兄……うわ、ダメだ。口に出した瞬しゆん間かんの違い和わ感かんがすごい」

「呼ばなくていい！　オマエも、コイツの言うことをいちいち真に受けるな！」

　ヴァッキェの頰ほおをむにーと引っ張りながらヨルガが叫さけぶ。黒くろ髪かみの青年は苦く笑しようして言葉を足した。

「ま──ヨルガのことは、昔から兄あに弟子でしってよりも年の近い科学者仲間だと思ってたからさ。別に他のみんなと比べて侮あなどってるわけじゃない。というかぶっちゃけ、目の前でポカやらかした回数ならバジン兄も負けてないし」

「バジン兄はねー。昔っからなーんかこう、会うと小こ銭ぜにとか巻き上げたくなる雰ふん囲い気きあるよねー」

　うんうんとうなずく白衣の少女。イクタがため息混じりにヨルガを見つめる。

「……日常的にこれの手た綱づなを取ってるってだけで、僕ぼくからすればじゅうぶん尊敬に値あたいする。自信をもってくれヨルガ。科学者としても文官としても、ついでに凶きよう暴ぼうな珍ちん獣じゆうの飼育係としても、君は文句なしに優ゆう秀しゆうだよ」

　まっすぐな賞賛を受けたヨルガが目をぱちくりさせる。かと思えば顔をそむけて、片眼鏡に手を当てながら重苦しくつぶやく。

「……ふ、ふん。その程度、我わが叡えい智ちをもってすれば造作もないこと……」

「口元めっちゃ緩ゆるんでるよヨルリン。チョロいなー、相変わらず愛いとおしいほどにチョロいなー！」

　叫さけびながら腰こしに抱だきついていくヴァッキェ。それを振ふり解ほどこうとヨルガがもがいている間に大馬車が停止し、見張りに立っていたルカーンティがノックを経て入室して来る。

「隊列の先頭で精せい霊れいの導きが止やんだようであります。おのおの方、望まれるなら降車の準備を」

　迷わず杖つえを突ついて立ち上がるイクタ。その目に宿る光の強さは、彼かれをずっと眺ながめてきたシャミーユから見ても、やはりいつもの五割増しに思えるのだった。







　五人が大馬車を降りて隊列の先頭に向かうと、そこでは一足早く白衣の科学者たちが動き回っていた。その中で、アナライが周囲の光景をぐるりと見み渡わたす。

「ふむ──ここが試練の地、というわけかの」

　隣となりに立つジャンも同じように視線を巡めぐらせ、その結果に首をかしげる。

「Ｍｕｍ、一見して何もない平野に見えますね。周囲を見み渡わたしても際きわ立だった地形すらありません」

「ナズナ、精せい霊れいたちはどうしておる？」

　アナライが近くの助手に問いかける。彼かの女じよはパートナーの精せい霊れいを抱だきかかえたまま答えた。

「……同じですね。この一帯に入った途と端たんに北の方角を示すことを止やめています。こちらから次の指示を求めて問いかけると──」

　そう言ってパートナーに話しかける。瞬しゆん間かん、例の自失状態に入った精せい霊れいが口を開き、

「円の中心に立て」

　抑よく揚ようのない声でそう告げるのを見届けて、ナズナが師を振ふり返かえる。

「──と、こう答えるだけです」

「ふむ、円の中心か」

　鼻を鳴らすアナライ。同じタイミングで、彼かれらのもとに到とう着ちやくしたイクタが会話に入っていく。

「中心を知るには、まず周しゆう縁えんを知らなければなりませんね」

　第一声にそう口にして、青年も周りをぐるりと見回す。

「人工物も特とく徴ちよう的てきな地形もないなら、現時点で僕ぼくたちの手て掛がかりになってくれるのは精せい霊れいの導きだけです。まずはそれを突つき詰つめてみるのがいいんじゃないでしょうか」

「同感じゃな。ジャン、お前さんはどうじゃ？」

　老ろう賢けん人じんがもうひとりの弟子でしに話を振ふる。じろりとイクタを一いち瞥べつした後、白はく髪はつの将はこくりとうなずいた。

「……Ｙａｈ、同じ意見です。兵を動員して周辺を調べてみましょう」

「その際には同数の兵を、互たがいに武装解除して用いる形でどうだ？」

　すかさず要求を挟はさんでいく黒くろ髪かみの青年。それを受けて、ジャンは少し思案の間を置いた。

「……構わないが、ふたつの部隊が同じ現場で別々の作業をしていては互たがいに混乱する。当座のものだとしても、指揮系統はひとつにまとめておきたい」

「それなら解決策はシンプルだ。総指揮をアナライ博士に預ければいい」

　最初からそのつもりだったと言わんばかりにイクタは提案した。その大だい胆たんさにジャンが鼻白む。アナライ博士の現在の所属がキオカであることなど、最初から気にもしていない。

　国家の枠わく組ぐみを超こえたところで育まれた師し弟ていの在り方を、黒くろ髪かみの青年は今もって疑わず──老ろう賢けん人じんもまた、当たり前のようにその信しん頼らいに応えてのける。

「よかろう。──イクタ、ジャン。お前たちはそれぞれ兵二百を率いて、精せい霊れいたちの挙動が変化する範はん囲いを探さぐるのじゃ！」

「了りよう解かい！」「Ｙａｈ！」

　師し匠しようの指示を受けたふたりが即そく座ざに動き出す。互たがいの捜そう索さく範はん囲いを決め合うと、それぞれ一個中隊に命令を飛ばし始めた。

「パートナーの挙動に注意しながら、合図に合わせて一歩ずつゆっくり近付いてくれ！」

「精せい霊れいがいつもの様子に戻もどったら、すぐにその場で立ち止まるように！」

　ふたりが部隊を動かすやり方はほとんど同じだった。まず広い範はん囲いへ放射状に兵士を展開し、抱かかえたパートナーが指さす方向に向かって彼かれらを少しずつ前進させていく。ある範はん囲いに入ると精せい霊れいは指さすことを止やめるので、そこで兵士にも足を止めさせる。

「ほうほう──なるほど、なるほど」

　それを続けていくうちに、アナライの目には兵士の配置にある種の規則性が見えてくる。ついに全ての兵士が足を止めたところで、老ろう賢けん人じんはふたりの弟子でしに追加の指示を出す。

「ふたりとも。立たせている兵たちの間かん隔かくを、なるべく均等にしてもらえるかの」

　イクタとジャンが即そく座ざに対応して兵を動かす。数分と待たず、精せい霊れいの反応が切きり替かわる境界線上に、両部隊の兵士たちがほぼ等とう間かん隔かくで並び立った。してみると──彼かれらの配置は、意図せずしてアナライを遠巻きに囲む形になっている。人垣が円を形成しているのだ。

「よしよし、綺き麗れいに見えてきたのぅ」

　老ろう賢けん人じんが満足げな笑えみを浮うかべる。兵への指示を終えたジャンがそこに走ってきた。

「上空から俯ふ瞰かんされますか？　必要なら気球も用意出来ますが」

「いや、その必要はなかろう。向こうが円だと言っている以上、これがそうだと考えるのが自然じゃ。中心を得るにはまず──」

　続く言葉を口にしかけたアナライがぴたりと動きを止め、しばし考かんがえ込こむ。

「──いや。ふむ、そうじゃな。──シャミーユ君。君にこの中心が求められるかの？」

「む……？」

　心理的に一歩引いて状じよう況きようを見守っていたシャミーユが、老ろう賢けん人じんから急に水を向けられて戸と惑まどう。彼かの女じよの護衛に付いていたルカーンティが、その代わりに声を上げた。

「？　円の真ん中なら、たぶんこの辺りだと思うのでありますが」

　そう言いつつ、彼かの女じよは兵たちが形作る円の中央辺りを歩いて回る。アナライは腰こしに手を当ててその様子を眺ながめた。

「さて、どうかの？　本当の中心はそこから北に二歩先かもしれんぞ。いやいや、ひょっとしたら南に三歩戻もどるやもしれん。西や東にずれることもあり得るのぅ」

「むむ？　むむむ？」

　言われた騎き士しの娘むすめが腕うでを組んで首をかしげる。老ろう賢けん人じんはからからと笑って言葉を続けた。

「『たぶんこの辺り』では、本当の意味で中心を知ったことにはならんのじゃよ。それを探すには円の性質を知らねばならん。──君ならどうするかの？」

　再び視線を向けられたところで、シャミーユも目の前の問題と向き合ってみた。頭の中に円を思おもい描えがき、その中心を求めることを考え、口にする。

「……これが紙に書いた円であれば、円周上の二点からコンパスで円を描えがき、その二つの交点を通る直線を引くところであるな。この直線は円の中心を通っているから、もう一度同じことを繰くり返かえして引いた直線と交わった場所が、すなわち円の中心となるのであるが……」

「このサイズの円に直接使えるコンパスは、さすがのわしらも持っていないのぅ」

　アナライの言葉に、シャミーユはすぐさま思考を修正する。──机の上と同じ方法ではダメなのだ。今ここで、このスケールでも実行可能な方法を提案しなければならない。

「……兵の位置関係を任意の縮尺で地図上に書き写して……いや、大おお袈げ裟さであるな。ただ中心を求めるだけのことに、そこまでの手間をかける必要はない」

　地形の測量と同じやり方が頭に浮うかんだが、それを口にする途と中ちゆうで、もっとシンプルな方法を思い付く。実じつ践せん上じようの見落としがないかどうか確かく認にんしてから、彼かの女じよはそれを口にする。

「──円周上の三点を頂点とする直角三角形をふたつ描えがく。これは小さくとも直角が分かる道具と、直進性が保証された光ひかり精せい霊れいの凝集光ハイビームがあれば可能なはずだ。光の高度は水すい準じゆん儀ぎを用いて一いつ致ちさせ、線分と線分の交点を求める時だけは長い紐ひもを張って使う。これでどうであるか？」

「うむ、正解じゃ！　賢かしこい子こじゃのぅ！」

　老ろう賢けん人じんの手のひらが女じよ帝ていの頭をわしゃわしゃと撫なでる。突とつ然ぜんのことに驚おどろくシャミーユだったが、不思議とそれを拒こばむ気にはならなかった。イクタの師だと分かっているからか、それとも本人の放つ雰ふん囲い気きのせいか──会って間もない相手だというのに、なぜか優やさしい祖父に褒ほめられているような気持ちだった。

「円周上の頂点Ａから九十度の角度で二本の線分を引き、それぞれが円周と交わるところを頂点Ｂ、頂点Ｃとする。これらを直線で繫つないだ直角三角形ＡＢＣの斜しや辺へんＢＣは必ず円の直径となる。異なる頂点Ｄから同じことをもう一度繰くり返かえすと、これまた円の直径である斜しや辺へんＤＥが描えがかれる。斜しや辺へんＢＣと斜しや辺へんＤＥ──ふたつの直径が交わる場所が、すなわち円の中心じゃ」

　シャミーユが用いた方法をそう説明した上で、老ろう賢けん人じんは周りの弟子でしたちにそれを実じつ践せんさせる。無む駄だのない動きで直径を求めていく科学者たちの様子を、シャミーユは感心して眺ながめる。

「方法は他にもあるが、かかる手間も考こう慮りよすると、最初に試ためす方法としてはこの辺りじゃろう。──それ、もう結果が出たようじゃぞ」

　動き始めてしまえば、それは本当にあっという間だった。全ての工程が終わり、直径を示す二本の紐ひもが交わったところにナズナが立つ。と──その瞬しゆん間かん、兵士たちの抱かかえる精せい霊れいが一いつ斉せいに反応した。

「……！　博士、精せい霊れいたちが！」

「また別の方向を指し示しました！　今度は北西です！」

　イクタとジャンが続けざまに声を上げる。それにうなずきつつも、アナライはフンと鼻を鳴らした。

「第一問突とつ破ぱ、というわけか。なかなか気の利きいた趣しゆ向こうじゃのぅ」

　皮肉げにそう言って、すぐさま移動の準備を始める老ろう賢けん人じんと科学者たち。自分たちも馬車に戻もどらねばと、シャミーユはいちばん近くにいるルカーンティに目を向けるが、

「……陛下。いくら考えても、今の説明がさっぱり分からないのであります」

　彼かの女じよから話しかけるまでもなく、目に涙なみだを浮うかべる騎き士しの娘むすめの顔がすぐそばにあった。







「……であるからな、ルカーンティ。さっき説明した通り、三角形の内角の和は百八十度であるから……」

「うむむむむむ……！」

　再び、移動中の大馬車の中。ルカーンティに円の性質を理解させるという難業にシャミーユが取り組んでいる頃ころ、ほか三人はその様子を眺ながめながら、さっきまでの出来事に思いを馳はせていた。

「……なぁ、イクタ」

「…………」

「オマエと違ちがって、ボクは聖典をちゃんと読んだことがない。だから確かく認にんしたいんだが……神の試練っていうのは、いきなり幾き何か学がくの知識が問われるようなものなのか？」

　ヨルガの素そ朴ぼくな疑問に、イクタは首を横に振ふって答える。

「もしそうなら、神官どもの説法はもう少しマシな内容になってるさ。──アルデラ教における試練ってのは、原則として耐たえしのぐものだ。あれこれ考えて事態を解決しようとする試みは、むしろ人の浅あさ知ぢ恵えとして忌き避ひされる。いや、それが事態をより悪くするように描えがかれていることさえある──」







「──アルデラ教は『人の知ち恵えの進歩』それ自体に対して懐かい疑ぎ的てきであり、否定的だ。その教義にはある種の諦てい観かんと無力感がまとわりつく。賢さかしさよりも愚ぐ直ちよくな忍にん耐たいを尊ぶ思想性──それはどのようにして育まれたのだろうね？」

　ちょうど同じ頃ころ。キオカの外交官たちが乗り合わせる馬車の中でも、執しつ政せい官かんアリオ・キャクレイを中心に、まったく同じテーマについて会話が交かわされていた。

「例えばこうも考えられる。かつて神は一度、あるいは二度三度、とてつもなく大きな挫ざ折せつを味わったのだと。賢さかしいことで逆に自分の首を絞しめてしまうような出来事があったのだと。その詳しよう細さいも、どれだけ前のことなのかも、私には分からないが──ひょっとすると、アナライ博士が『科学』を提唱したその時点で、神にとってそれは初めて目にする概がい念ねんではなかったのかもしれない。神が幾き何か学がくを解すると分かった今はなおさらに、ね」

　そう口にして含ふくみ笑うアリオ。推察というよりは思考の戯たわむれ程度に言っている節があるので、外交官たちは返答に困る。そのうち彼かれらの中のひとりが、もっと身近な疑問を口にした。

「しかし閣下……このような一大事を、帝てい国こく軍との合同調査という形にしてしまって良かったのですか？　アナライ博士の発言がこの状じよう況きようを呼んだというなら、ラ・サイア・アルデラミンとの二国間でも同じことが成立したように思えますが……」

「どうかな。肝かん心じんの神の意図が分からない以上は何とも言えないが、三国の代表者が一堂に会していることも条件のひとつだったかもしれない。現に帝てい国こく側の精せい霊れいにもこちらと同じ変化が認められている。でなくても、一国で詰つめ寄よるのと二国で詰つめ寄よるのとでは、自おのずとプレッシャーも違ちがってくるからね」

　腕うでを組んで考かんがえ込こむ外交官たち。良くも悪くも権益の確保に積極的な彼かれらを、アリオは穏おだやかに諌いさめる。

「成果を独どく占せんしたいのは分かるし、それが出来れば言うことはない。だが──我々が今、まったく未知の存在を相手にしているということも忘れないほうがいい。イクタ・ソローク元げん帥すい率いる帝てい国こく軍は実に頼たのもしい協力者だよ。何より自分からアナライ博士と協調して動いてくれるのがいい。全体の調和を乱さないまま、調査の人手が二倍になったわけだからね」

　まぁ、子供同士の喧けん嘩かは多少あるようだが──と、笑ってそう付け加える。それが養子であるジャンと帝てい国こく軍ぐん元げん帥すいイクタ・ソロークの関係を指したものであることは明らかだったが、その事実をどう考えているのかまでは窺うかがい知しれない。

「何にせよ、ここはすでに科学者たちの戦場だ。我々政治屋はあまり出しゃばらずにいこうじゃないか。──実のところ、あの老ろう賢けん人じんにどれだけキオカへの帰属意識があるかも疑わしくてね。迫はく害がいを受けて亡命して来た頃ころとは帝てい国こくの状じよう況きようもまったく違ちがっていることだし、あまり機き嫌げんを損そこねる真似まねはしたくない」

「だったら、なおのこと放任するわけには……！」

　外交官たちが焦あせりを込こめて反論する。が、アリオはきっぱりと首を横に振ふった。

「逆さ。アナライ・カーンに首輪を付けることは不可能だよ。ここ数年で痛感したが、彼かれの才能は自由と不可分だ。あの老ろう賢けん人じんは自分以外の何物にも由よらない。それを強しいて捻ねじ曲まげようとすれば、あっという間に手の中をすり抜ぬけていく。さながら老ろう獪かいな魚のようにね」

　ひょいと肩かたをすくめてみせるアリオ。──人の本質を見み抜ぬいて誘ゆう導どうすることに長たけた彼かれをして、アナライ・カーンに籠ろう絡らくの隙すきを見み出いだすことはついに出来なかった。付き合いの深い外交官たちが驚おどろく。今の振ふる舞まいは、彼かれの人生において極きわめて稀まれな降参の意思表示だ。

「私たちは彼かれのスポンサーに過ぎない。その立場からするべきことは、彼かれら科学者に国として好こう待たい遇ぐうを保証し続けることだ。これだけがどんな首輪にも勝まさって、彼かれらを末永くキオカに留め置く」

　ひとつばかりの白旗でアリオ・キャクレイの方針は揺ゆるがない。変えられないものは変えられないものとして据すえ置おき、その上で最大限に利用する方法を模も索さくする。政治の要よう訣けつは何かを変えることではなく、変えられない何かを出来る限りの制せい御ぎよ下かに置くこと──多くの経験から、アリオはそれを弁わきまえている。

「自らの手による未知の探求だけを人生の糧かてとし、どんな誘ゆう惑わくも誘ゆう導どうもいっかな受け付けない。──つくづく、私とは相あい性しようの悪い御ご仁じんだよ」

　だとしても利用できる限りは利用する。この懐ふところの広さも含ふくめて、男は骨の髄ずいまで政治家なのだった。







　これ以後、精せい霊れいの導きに従って軍を進めながら、その先々で『神』から課された問題を解き続ける日々が幕を開けた。二問目が出題された直後、アナライは天幕に弟子でしたちを集めて今後の大まかな方針を話し合った。

「──円周率についてはどうしましょう？　僕ぼくたちは普ふ段だん、正九十二角形を用いた証明から三・一四を近きん似じ値ちとして扱あつかってますが」

「現時点でもっとも実用性のある数値じゃ。出題側から文句が出るまではそれでよかろう」

「幾き何か学がくの公式はひと通り把は握あくしているんだろうね、ソローク元げん帥すい。ここまで来て足を引っ張られるのは御ご免めんだよ」

「そういう少将閣下こそ、三角形の面積の求め方ぐらいは分かっていらっしゃるんだろうな。この兄あに弟子でしから優やさしく教えてやってもいいんだぞ？」

　こうなるともう、どこかのふたりには互たがいに競きそうなというほうが無理な話だった。数を重ねるたびに難度を増していく神からの出題に、彼かれらは持てる全知能をもって取り組み始めた。

「アナライ博士！　やはりこことここは相そう似じです！」

「アナライ博士！　線分ＦＧの長さは、やはり高度補正の誤差を受けています！」

　移動が終わるなり馬車から飛び降りて兵を展開し、問題の内容が見えたところで解法を立案、アナライ博士の判断を仰あおいでその場で実じつ践せん。もちろん、その全工程を最速かつ最大効率で。

　回答そのものの正誤はもちろんのこと、そこに辿たどり着つくまでの時間、実じつ践せんする際にかかる手間とコスト、発想の独創性と芸術性──あらゆる基準を節操なく生やして、イクタとジャンは互たがいの優ゆう劣れつを競きそい合あった。それはほとんど頭脳で行う殴なぐり合あいだった。

「その解法は美しくないし無む駄だが多い！　こちらのほうが解として優すぐれているのは明らかだ！」

「図形パズルなんて機械的に解いてナンボなんだよ！　閃ひらめきを待つ時間が惜おしいだろーが！」

「こことここの角度に矛む盾じゆんがある！　君の部下は測量ひとつまともに出来ないのか!?」

「そのくらいの測定誤差はそっちで修正しろ！　机の上でやるお勉強とは違ちがうんだっての！」

　ひっきりなしに罵ののしり合あい、互たがいに対する不満をぶつけ合いながら、彼かれらは他の科学者たちの誰だれよりも早く課される問題を解き続けた。──というより、この争いに割って入ろうという物好きもいなかった。理由はごく単純。高速回転するふたつの歯車の間に飛とび込こめばどうなるか、その結果は誰だれにでも想像がつく。

「……あれだけ口論しながら、よく調査のほうは滞とどこおりなく進むものであるな」

「むしろ加速してるよ。四六時中互たがいに焚たき付つけ合ってるからねー」

「……こうさせないように、自制を促うながしたつもりだったんだがなぁ……」

　シャミーユ、ヴァッキェ、ヨルガの三人でさえ、こうなると一歩引いたところから様子を見守るほかにない。彼かの女じよらに限らず、それはジャンの側近たちも同じだった。

「……わ、私は、どうすれば……」

「どうすればも何も、なぁ。外野が下手へたに口を出さんほうがいいだろ、こりゃ」

　おろおろと所在なげにしているミアラと、すっかり傍ぼう観かんの構えになっているハッラー。それぞれの思いを抱かかえた彼かれらの存在を背後に、ただひとり、アナライだけが心から嬉うれしげな笑えみを浮うかべている。

「くっくっく──ふたりとも、元気いっぱいで何よりじゃ」







　試練の開始から十七日目の夕方。それぞれの部隊ですでに野営の準備も整い、この日も宿敵と存分に打ち合って帰ってきたジャンを、天幕の中で待っていたミアラが立ち上がって迎むかえた。

「お、お疲つかれ様さまです、ジャン。調査の進展は順調なようで──」

「何が順調なものか！　今日もあいつに一問解かれてしまった！」

　言葉をさえぎって苛いら立だたしげな声が飛ぶ。不ふ機き嫌げん丸出しで自分の机についたジャンを、側近のハッラーが肩かたをすくめて見やる。

「おいおい、そうムキにならなくてもいいんじゃないのか？　お前の優ゆう秀しゆうさは今さら証明するまでもないことだし、どっちが問題を解いたところで進むことには変わりねぇだろ」

「いいやニエツト──解いた問題の多さはすなわち、この調査における功の多さだ。それを『神』がどう判断するかはともかく、外交上の影えい響きように限っても無視できない。分かるかいハッラー。僕ぼくはこの先、あいつにひとつの優位だって与あたえたくないんだよ！」

　一応の理り屈くつは付いていたが、それは冷静さの証明には程ほど遠とおかった。会話を打ち切って紙とペンを取り出し、ジャンはそこにここまで解いてきた問題を次々と列挙していく。

「これで十二問。……出される問題の傾けい向こうはそれなりに見えてきている。ここまで来れば多少の予測だって可能なはずだ。見てろソローク、明日からは同じようにはさせない……！」

　宿敵の名前をつぶやきながらペンを走らせる白はく髪はつの将。その背中を眺ながめてお手上げのポーズをし、ハッラーはもうひとりの側近を連れて天幕の外へ出た。

「俺おれたちから何を言ったところでダメだな、ありゃ。イクタ・ソロークと会った時はいつもああだ。──ま、向こうも負けないくらいムキになってる様子じゃあるが」

　そう言って、持ち前の視点の高さから帝てい国こく軍の陣じん地ちを見つめる。一方のミアラは、上官とまともにコミュニケーションが取れず、すっかり意い気き消しよう沈ちんした面おも持もちでうつむいていた。

「そんな顔すんなって。考えようによっちゃいい機会さ。毎日のように顔を合わせてりゃ、ジャンも相手の存在に少しは慣れるだろ。そうすりゃ次に戦場で会う時には冷静に向き合える。三国会談の延長上にこれが起こったのは、俺おれたちにとってはたぶん幸運なのさ」

　鷹おう揚ように構えて状じよう況きようを楽観するハッラー。それもほとんど耳に入らず、ミアラはか細い声で弱音を漏もらす。

「今の状じよう況きようだと……私は何ひとつ、ジャンの役に立てません」

「馬ば鹿か言え。身辺警護、連れてきた兵たちの世話、兵へい站たんの管理──それらをお前に預けているからこそ、ああやってムキになっていられるんだ。じゅうぶん過ぎるくらい役に立ってる」

「そんなのは全部、私じゃなくても出来ることじゃないですか」

「お前とまったく同じようには誰だれも出来ない。書類の書き方や兵の叱しかり方ひとつ取ってもな。良くも悪くも、それがジャンの求めるものだ。そうじゃないか？」

　自然体の賞賛で励はげましを続けるが、それでも相手の表情が晴れないのを見ると、彼かれはミアラの手を引いて夕暮れの野営地を進み始めた。

「なんにしても思おもい詰つめすぎだ、少し息いき抜ぬきをしようぜ。ちょうどいい催もよおしもやってる」

　あちこちで炊すい事じの煙けむりが上がる中を通り過ぎて行くと、まもなく帝てい国こく軍との縄なわ張ばりの境目まで辿たどり着つく。そこには両軍の兵たちの手で広いスペースが設けられていて、武器を手にした大勢の兵士たちが、それぞれの兵科ごとに的を撃うったり剣けんを交えたりしていた。周りの観戦者から野次が飛び、良い結果が出るたびに歓かん声せいが上がる。

「……な、何ですかこれは？　キオカ兵も帝てい国こく兵も入り乱れて、ずいぶん盛り上がっているようですが……」

「ちょっとした余興さ。水を得た魚みたいな科学者連中と違ちがって、兵どもはずっと暇ひまを持て余してるからな。調査の間ずっとそのままにしておくよりは、有志を募つのって親善試合のひとつもやったらいいんじゃないか──昼の間にソローク元げん帥すいがそう提案したらしい」

「なっ……キオカと帝てい国こくは戦争中ですよ!?　親善も何もないでしょう！」

「執しつ政せい官かん殿どのがふたつ返事で許可しちまったからな。ま、カタく考えず、示じ威いを兼かねた探さぐり合あいだと思えばいいんじゃねぇのか。隠かくすもんは隠かくした上で、互たがいの兵士がどの程度の水準にあるかは、これで多少なりとも見て取れるだろ」

　そう言って笑いながらも、帝てい国こく兵の動きを見つめるハッラーの目は鋭するどい。ミアラも意識を向けないわけにはいかなかった。いずれ殺し合う相手が手の内を見せているのだから、この機会に観察しておかない手はない。

　そうやってしばらく様子を眺ながめていたが、そこでふとハッラーが、兵科ごとの盛り上がりに差があることに気付く。

「剣けん術じゆつのほうがえらく盛り上がってるな。見に行ってみようぜ」

「いや、私は──」

「いいからいいから」

　再び同どう僚りようの手を引いて歩き出す巨きよ体たいの将。と──彼かれらの視線の先で、剣けん圧あつに負けて弾はじき飛とばされた木ぼつ剣けんが宙を舞まった。

「──それまで！　勝者、帝てい国こく陸りく軍ぐん大たい尉いルカーンティ・ハルグンスカ！」

　審しん判ぱんが高らかに勝敗を宣言する。途と端たんに帝てい国こく兵士たちから歓かん声せいが上がり、キオカ兵士たちからは落らく胆たんの声が漏もれた。

「いいぞーハルグンスカ大たい尉いー！」「帝てい国こく軍人の意地だ！　やれるとこまでやれー！」

「……強いな。これで八人抜ぬきだぞ」「負けてられるか。次は俺おれだ！」

　仲間の敗退に闘とう志しを燃やしたキオカ兵たちが、控ひかえの中から続々と参加を申し出る。そんな彼かれらの視線の先に、次の対戦相手を待ち構える帝てい国こく兵士の軽けい甲かつ冑ちゅう姿があった。

「おーおー、ウチの連中が連敗食らってんのか。相手は……ありゃ女だな」

「女──!?」

　その一言に顔色を変えてミアラが前に出る。ハッラーの手がその肩かたを摑つかんで止めた。

「落ち着け、見たところ二刀でも炎えん髪ぱつでもない。少なくともイグセムの係けい累るいってわけじゃなさそうだ。女じよ帝ていの周りで何度も見た顔だが……」

　ふたりが見つめる先で、威い勢せいよく斬きりかかっていったキオカ兵士が体ごと吹ふっ飛とばされて地面に転がる。慌あわてて立ち上がったその眼前でぴたりと剣けんが止まり、審しん判ぱんがすぐさま決着を言いい渡わたした。ハッラーが口笛を吹ふく。

「ひゅう、また勝ちやがった。──お？　向こうからこっちに来るぞ」

　いつの間にか相手の視線が彼かれらを向いており、堂々とした足取りでずんずんと距きよ離りを詰つめてくる。そうしてふたりと間近で向き合い、左右の下さげ髪がみをなびかせて、九連勝中の帝てい国こく兵士はびしりと敬礼した。

「お初にお目にかかるであります！　小官は帝てい国こく陸りく軍ぐん大たい尉いルカーンティ・ハルグンスカ、パートナーは水みず精せい霊れいのニキ。おふたりはキオカ軍の将しよう校こう殿どのとお見受けしますが！」

「え、ええ……キオカ陸りく軍ぐん少しよう佐さミアラ・ギンです。パートナーは水みず精せい霊れいのヤオ。こちらは同どう僚りようのタズニヤド・ハッラー」

「名乗りを返していただけて恐きよう縮しゆくであります。さらに質問を重ねてしまうのでありますが──貴き殿でんが腰こしの後ろに差しているのは、もしやヤポニク和刀ではありませんか？」

　そう言って視線を相手の腰こし元もとに向けるルカーンティ。ミアラは目を丸くしてうなずいた。

「……はい、そうです。よく分かりましたね、ほとんど体に隠かくれていたのに」

「やはりそうでありましたか！　独特の柄つかの拵こしらえもさることながら、それを身に帯びる貴き殿でんの足運び、どう見てもただ者ではありませぬ。なので、これが話に聞くヤポニクの剣けん客かくかと！」

　うんうんとうなずいて、自分の目が正しかったことを喜ぶ騎き士しの娘むすめ。が、ミアラは首を横に振ふってみせる。

「至らぬ身なので、剣けん客かくと呼ぶのはよしてください。……つまりあなたは、ヤポニクの剣けんに興味があるのですか？」

「はい！　叶かなうことなら、是ぜ非ひとも一手ご指南を！」

　相手をまっすぐ見み据すえてルカーンティが申し出る。強つわ者ものと剣けんを交えられる期待に目をきらきらと輝かがやかせて、断られる可能性など露つゆほども考えず。

「…………っ」

　ミアラの胸中にふつりと苛いら立だちが湧わく。……どこまでも無む邪じや気きで素す直なおな、およそ悩なやみとは無む縁えんと思える相手の顔。その曇くもりのなさが、多くの葛かつ藤とうを抱かかえた今の彼かの女じよには余りに眩まぶしい。

「…………構いませんよ。そこまで望むのなら、相手をして差し上げます」

　気が付けば、その言葉が口から飛び出していた。後ろでハッラーが何か言うのも耳に入らず、彼かの女じよは騎き士しの娘むすめと一いつ緒しよに立ち合いのスペースへと歩み出ていく。審しん判ぱんに短い得物がないか尋たずね、注文通りに短い木ぼつ剣けんを手て渡わたされると、ミアラはそれを構えてルカーンティと向き合った。

「先手は譲ゆずります。好きに来なさい」

「では、いざ尋じん常じように。──ハァァッ！」

　気勢と共に思い切りよく斬きりかかっていくルカーンティ。それを二に撃げき後退して避さけたところで、ミアラの目がすぅと細められる。

「いい気き迫はくです。が──粗あらい」

「！」

　横よこ薙なぎの斬ざん撃げきをかいくぐった体が騎き士しの娘むすめに肉にく薄はくし、とっさに横へ跳とんだ彼かの女じよの脇わき腹ばらを剣けん先さきが掠かすめていく。一度間合いを取り直したルカーンティが再び斬きりかかるが、ミアラはその一いち撃げきを受け止めると共に手首を摑つかんで引き寄せ、同時に足を払はらって相手の体を舞まわせた。

「──っ！　むぅっ……！」

　技わざの勢いに対して無理に抵てい抗こうはせず、騎き士しの娘むすめは前のめりに転がる勢いのまま斬ざん撃げきの間合いを離り脱だつした。素す早ばやく一回転して立ち上がった彼かの女じよを、ミアラは剣けん先さきを向けて鋭するどくにらむ。

「見事に転がりましたね。足あし技わざには慣れていませんか？」

「そうだったようであります。よもや、そこまでの切れがあるものとは」

　感動を込こめてそう口にするルカーンティ。──二度続けて応おうじ技わざでやられているのだから、普ふ通つうなら受けに回りたくなる場面だが、ここで引ひけ腰ごしになるような彼かの女じよではない。次こそは捉とらえると、突つきから始まる連れん撃げきを繰くり出だし──それを受け流したミアラの剣けんが、続けざまに肩かたと二にの腕うでを掠かすめていく。

「──っ！」

「これで三さん撃げき。……深く入ってはいませんが、真しん剣けんならどれも皮一枚では済まない傷ですね」

　そう言って剣けんを構え直す。今は木ぼつ剣けんだからこそ血も出ないが、本来なら傷からの出血は勝敗に関わる重大な要素だ。血が足りなくなれば動きは鈍にぶり、集中は損そこなわれる。特に長期戦になった場合、その積み重ねで彼ひ我がの優ゆう劣れつはどんどん固まっていくのだ。

「大きく動き回っている分、体力の消しよう耗もうもあなたのほうが激しい。……続ける気なら、この先はますます辛つらくなりますよ」

　応おうじ技わざに徹てっして動きを最小限に留とどめている彼かの女じよは、必然的に体力面でも余よ裕ゆうがある。それを承知で、なおも果か敢かんに斬きり込こんでいくルカーンティだが──ミアラはその全てを無理なくいなし、小さな隙すきを見つけては攻こう撃げきを挟はさみ込こんでいく。

　未いまだ決定打こそないが、戦せん況きようはじわじわと騎き士しの娘むすめにとって不利な方向に進んでいた。それで足を鈍にぶらせてくれればミアラとしても溜りゆう飲いんが下がるのだが、ルカーンティのほうにその気配はない。勝利を目指してまっすぐに挑いどんでくる彼かの女じよの姿に、苛いら立だちを超こえた何かが湧わき上あがるのを感じて、女は衝しよう動どう的てきに口を開く。

「独り言ですので、別に聞いてもらわなくても構いませんが。──私の兄は、私よりも遥はるかに優すぐれた剣けん士しでした。この小こ太刀だちは本来なら二刀を両手で扱あつかうのですが、兄はその達人で。同門の誰だれよりも強く……私はずっと、それを誇ほこりにしていました」

「……二刀の達人で、ありますか。……そう聞くと、小官は、ヤトリ殿どのを思おもい浮うかべる、でありますな」

　間合いが開いたタイミングで、ルカーンティも言葉を返す。彼かの女じよが口にした名前に、ミアラの表情がありありと歪ゆがんだ。

「ええ、そうでしょうね。──兄の人生を敗北によって終わらせたのも、そのヤトリシノ・イグセムです。どのような立ち合いだったのかは想像するほかありませんが──あの兄が負けたということは、ギン一門の積み重ねたものは、イグセムの剣けんを前に完全に打うち砕くだかれた。きっとそういうことなのだと思います」

　あの兄に限ってつまらない負け方をするわけがない。だとすれば、ありったけをぶつけてそれでも及およばなかったのだと──兄への揺ゆるぎない信しん頼らいから、ミアラは真実に近い結論を得ていた。……しかし、だからといって、兄を失った事実の重みが変わるわけでもない。

「同門の兄あに弟子でしの敗北は、妹いもうと弟子でしの私が取り返さねばなりません。……しかし、私の腕うで前まえは兄より遥はるかに劣おとる。ヤトリシノ・イグセムに挑いどむことは自殺を意味したでしょう。私には生きて果たさなければならない使命があり、ひとつの仇あだ討うちに殉じゆんじて死ぬわけにはいかなかった。でも、許される時が来たなら、いつか必ずや──。それを自分への言い訳に、彼かの女じよへ挑いどむことを避さけ続けて来ました」

　言葉を切ると同時に再びルカーンティと斬きり結むすぶ。削けずれた木ぼつ剣けんの破は片へんが塵ちりとなって宙を舞まう。

「けれど──私がそうしている間に、ヤトリシノ・イグセムは死んでしまった。それも剣けんではなく銃じゆうによって。最強の称しよう号ごうにいささかの遜そん色しよくもないまま、二度と手の届かない場所へ勝手に行ってしまった。

　……それは。そんなのは──あまりにずるいでしょう！」

　叫さけびと共に、初めてミアラから斬きりかかり──かと思えば、それをフェイントにした足刀を騎き士しの娘むすめの鳩尾みぞおちに叩たたき込こんだ。軽けい甲かつ冑ちゆう越ごしにも響ひびく衝しよう撃げきが、ルカーンティにたたらを踏ふませる。

「私は、いい。どう足搔あがいても最強などには及およびも付かぬ身です。けれど、兄は──兄の人生は何だったのですか。イグセムに敗れるためだけに、その伝説の一ページを飾かざるためだけに、兄の生しよう涯がいはあったと言うのですか！　そんなことを私に認めろと言うのですか！」

　八つ当たりだと自分でも分かっていた。だが、もう止められなかった。胸の内に溜ためていた思いが余りに多く、それを目の前の無む邪じや気きな少女にぶつけずにはいられなかった。

　ひどい女だと、そうやってミアラが自分を卑ひ下げしているところに──ルカーンティの口元に、まるで場ば違ちがいな微笑ほほえみが浮うかぶ。

「……羨うらやましい、で、あります、な。兄君は……」

「──なんですって？」

　血相を変えて相手をにらむミアラ。その剣けん幕まくにも怯ひるまず、騎き士しの娘むすめは同じ言葉を繰くり返かえす。

「羨うらやましいと、そう言ったのであります。……ヤトリ殿どのと尋じん常じように剣けんを交え、その戦いの中で最さい期ごを迎むかえる。それは──ひとりの武人として、考えうる至上の死に方のひとつであります」

「──っ！　あなたに何が──！」

　相手の口を黙だまらせようとミアラの剣けんが走り、ルカーンティがそれを辛かろうじて受け止める。すでに残りの体力には大きな差があるはず。そう確信したミアラが、剣けんのフェイントを経た足あし技わざからの追つい撃げきで勝負を決めようとし──

「──けれども。己おのが兄を自じ慢まんすることにかけては、小官も負けてはいないのであります！」

　蹴けりを繰くり出だすために片足が浮ういた瞬しゆん間かん、それを狙ねらったルカーンティ渾こん身しんの鍔つば競ぜりによって女の体が弾はじき飛とばされる。相手が体勢を立て直すまでに生じる一いつ瞬しゆんの隙すき──そこに全てを懸かけてルカーンティが斬きり込こんだ。
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「ハァァァァァッ！」

「──くっ！」

　不完全な体勢で大上段の一いち撃げきは受けられない。さりとて躱かわすことも出来ず、技わざを使う余地もない。そんな状じよう況きよう下かでミアラが選んだのは、相あい討うち覚かく悟ごで相手の手首を斬きりに行くことだった。打たれる前に当てる、それしかない。たとえ真しん剣けんだったとしても同じことを選んだだろう。

　互たがいの体を殴おう打だする寸前、びたりと木ぼつ剣けんが停止する。その距きよ離りとタイミングはまったく同じ。観衆が緊きん張ちように息を吞のむ。これが親善試合でなく、あるいは真しん剣けんだった場合の勝敗は、誰だれにも判断が付かなかった。

「あ……相あい討うち……？」

　審しん判ぱんが戸と惑まどいを顔に浮うかべて判定を口にする。それを耳にした瞬しゆん間かん、ふたりはその場にぺたんと座すわり込こむ。集中と緊きん張ちようがいっぺんに解けて、否いや応おうなくそうなってしまった。

　剣けんを交えた相手と改めて向き合い、ルカーンティはまだ途と中ちゆうだった話を再び始める。

「兄は、北域動乱の最中に果てました。聞けば乱戦の中で一いつ瞬しゆんのうちに首の脈を断たたれたと。名めい誉よある戦死でありますが──そちらの兄君に比べると、武人としての華はなにはいささか欠けることも確か」

「…………」

「ところがしかし、うちの兄のすごいところはまったく別なのであります。ヤトリ殿どのが言っておりました──北域動乱の戦場で、兄は誰だれよりも騎き士しらしい振ふる舞まいを貫つらぬき続けたと。カトヴァーナ民族とシナーク族の区別なく民たみを守り、たとえ友軍であろうと一いつ般ぱん人じんへの横暴は許さなかったと。兄は最後まで揺ゆるがず騎き士しであったと、そう聞いているのであります」

　心から誇ほこらしげにそう言って、ルカーンティは立ち合いの前に地面へ下ろしていた水みず精せい霊れいニキに視線を向ける。今は亡なきデインクーンの忘れ形見であるパートナーに、在りし日の兄の豪ごう快かいな笑え顔がおを重ね見る。

「それに加えて──そんな兄の最さい期ごを看み取とったのは、他でもないヤトリ殿どのでありました。騎き士しとして勇ゆう敢かんに戦い、民たみと味方を守まもり抜ぬき、その生き様をあの方に見届けて頂く。これもまた──ひとりの騎き士しとして、考えうる最高の死に方なのであります」

「…………」

「死に方とは生き筋によって導かれるもの。しかしながら、人の生き方は決してひとつきりではないのであります。小官は兄と同じく、騎き士しとして生き、騎き士しとして死ぬことを望むのでありますが──ミアラ殿どのはどうなさりたいのでありますか？」

　そう問われた瞬しゆん間かん、胸の中心を矢で貫つらぬかれたように、ミアラは凍こおりついた。

「──私、は」

　答えなど分かりきっているはずなのに、即そく座ざに言葉が出ない。ジャンを支え、キオカという国家を繁はん栄えいに導く──それが武門の名めい誉よに優先させたミアラ・ギンの悲願だったはずなのに。

　硬こう直ちよく状態にある相手の姿をじっと見つめて、ルカーンティは穏おだやかに微笑ほほえみ、

「名めい誉よよりも使命よりも大切な何かがあることは、何も恥はじることではないのであります」

　そして、優やさしく光を当てる。ミアラがずっと目を背そむけてきた、その胸の内に。

「人は皆みな、自分が心から掛かけ替がえのないと思ったもののために命を賭とすもの。それが武門の誉ほまれでも、帝てい国こく二千万の民たみでも、はたまた愛いとしく思う誰だれかでも──畢ひつ竟きよう同じことだと思うのであります」

　騎き士しの娘むすめの優やさしい言葉に、ミアラは怯おびえる。その考えを受け入れてしまえば、自分の在り方を根本から見直さねばならないから。

「だから。貴き殿でんはおそらく、もっと自分の気持ちに素す直なおになっても良いのであります」

　にこりと笑ってそう締しめくくり、ルカーンティは木ぼつ剣けんを手にその場で立ち上がる。

「今の一戦、まことに有意義な立ち合いであり申した。小官はこの経験を糧かてに研けん鑽さんを積み、いずれ再戦の機会に与あずかることを心より願うのであります」

　そう言って敬礼すると、彼かの女じよは身をひるがえして帝てい国こく軍の陣じん地ちのほうへ歩き始める。その瞬しゆん間かん、ミアラの頭の中でいくつかの事実が劇的に繫つながった。北域動乱、亡霊部隊カラ・カルムが就ついていた任務、騎き士しの娘むすめが語った兄の死に方──全ての要素がひとつの答えを暗示し、

「──待ってください！　あなたの……あなたの兄を殺した相手の名は!?」

　予感に突つき動うごかされるようにして、女はそれを訊きいてしまった。ルカーンティは足を止め、半身だけミアラを振ふり向むく。

「ニルヴァ・ギンという名前の武士もののふだったと人ひと伝づてに。──そう知ったところで、出会う日まで生き長らえてもらえなければ剣けんを交えようもなし。仇あだ討うちとはままならぬものでありますな」

　そう言って困ったように笑い、再び顔を前へ向けると、騎き士しの娘むすめは今度こそ振ふり返かえらず去っていく。その背中を見送るミアラの頰ほおを一筋の涙なみだがつたった。──なんと自分は愚おろかなのか。この境きよう遇ぐうにあるのが、なぜ自分だけだなどと思おもい込こんだのか。

　彼かの女じよは何も言わなかった。誰だれへの恨うらみ言ごとも口にしなかった。自分を責める資格なら、理り不ふ尽じんを嘆なげいて当たり散らす資格なら──それはあの娘むすめこそが持っていたというのに。







　親善試合の様子をひと通り見て回ったところで、イクタは一度シャミーユの待つ大馬車に戻もどった。ジャン同様、昼間は科学者たちと神の試練にかかりきりな上、夜には元げん帥すいとしての職務もあるのだが──それを理由にシャミーユと会う時間を減らす彼かれではない。

「……あー……気温が低いから目立たないけど、さすがに結構汗あせをかいちゃったな。ちょっと体を拭ふいてくるよ」

　室内に入って腰こしを下ろしかけたところでその事実に気が付き、イクタは一いつ旦たん馬車から出て行こうとする。シャミーユが慌あわててその背中を呼び止めた。

「待て、ソローク。それは余がやる」

「ん？」

「外の寒さで汗あせが冷えて、風邪かぜでも引いてしまっては事であろう。それに……覚えているか分からぬが。そなたが床とこに伏ふしていた時期に、数え切れぬほど同じことをしたのだ」

　そう言って青年を室内に押おし留とどめる。……杖つえを突ついて歩く今の彼かれにとっては、馬車の乗り降りもそれなりの手間になる。体を拭ふく程度のことで疲つかれさせたくはなかった。

　少女の提案を受けて、イクタは少し考える。

「……じゃあ、上半身だけお願いしようかな」

「うむ、任された。寝しん台だいに座すわり、服を脱ぬいで楽にしていよ」

　ほっとして青年を座すわらせ、少女は深い器うつわに入ったお湯と手ぬぐいを用意する。準備が整ったところで寝しん台だいに膝ひざで乗り、お湯をこぼさないよう注意しつつイクタの背中に回まわり込こむ。

「…………っ……」

　途と端たん、剝むき出だしの背中を間近に目にして、彼かの女じよの視界がぐらりと揺ゆれた。ただ体を拭ふくだけのこと、二年の間にとうに慣れている──そう思っていたはずの彼かの女じよは、それがあくまでも物言わぬイクタ・ソロークに対しての慣れに過ぎなかったことを思い知った。

　ひとつ拭ふくごとに、布を通して青年の体温と鼓こ動どうが伝わってくる。肌はだに刻まれた古傷のひとつひとつを指先に感じ取り、それを負うに至った経けい緯いに思いを馳はせる。……戦場で負ったと思おぼしき傷もあれば、幼少の時分にやんちゃの代だい償しようで刻まれたと見えるものもある。そこには彼かれの歴史があり、生き様があった。シャミーユは泣きそうになった。ただ体を拭ふくだけのことなのに──続ければ続けるほど、青年への愛いとしさが募つのっていった。

「……お、終わった。もう服を着て良いぞ、ソローク」

「うん、ありがとう。さっぱりしたよ」

　辛かろうじて自制心を保ったまま仕事を終えると、シャミーユはお湯の入った器うつわと手ぬぐいを抱かかえて大急ぎで寝しん台だいを降りていった。自分がどんな表情をしているか分からず、青年に顔を向けることさえ怖こわかった。

　が──テーブルに道具を置いた彼かの女じよがおそるおそる振ふり向むくと、当のイクタはすでに寝しん台だいの上で新しいシャツに身を包んでいる。柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべたまま、彼かれはそっと両りよう腕うでを開き、

「さ、いいよ」

　と、ただそれだけの言葉で、少女を腕うでの中に招いた。シャミーユの息が詰つまる。身動きが取れないまま、彼かの女じよは長くその場に立たち尽つくし──しかしやがて、一歩、また一歩と震ふるえる足を進めていって、青年の肩かたにそっと身を預けた。

　背中に回ったイクタの両りよう腕うでにかすかな力がこもる。以前のそれとはまた違ちがう、包つつみ込こむように優やさしく穏おだやかな抱ほう擁よう。その至福を全身で受け止めながら、シャミーユがぽつりと口を開く。

「…………なぜ、分かるのだ……？」

「ん？」

「なぜ、そなたにはいつも見み抜ぬかれるのだ……。……余が……その……」

「その？」

「…………ぎゅっとして欲ほしいと思っている、頃ころ合あいが……」

　顔を真っ赤にしながら少女が問う。その内容にくすりと笑って、青年は答える。

「実はね、シャミーユ。気付いてないと思うけど……あなたがそういう気持ちになってる時は、きまって耳たぶが赤くなるんだ」

「え──」

　真に受けた少女が慌あわてて耳たぶに手を回す。そんな彼かの女じよと間近で目を合わせて、イクタはそっと舌を出した。

「なんてね、噓うそだよ。──答えは、ちゃんと見てるから。あなたのことなら、そのくらいは普ふ通つうに分かる」

　そして、今度こそ本当の答えを口にする。それを聞いた瞬しゆん間かん、シャミーユは、あぁ──と悲鳴にも似た声を上げる。──知ってしまった。ずっと抱いだいてきた漠ばく然ぜんとした不安に、ここではっきりと答えを得てしまった。

　見抜かれているのだ、何もかも。自分が彼かれに対して抱いだく気持ちの正体を、思し慕ぼと執しゆう着ちやくと劣れつ情じようが入り混じるその感情の泥どろ沼ぬまを、彼かれはとっくの昔に看破している。何一つ隠かくせてなどいない。

　こうした優やさしい抱ほう擁ようも、時に激しい触ふれ合あいも──全ては、少女がそれを求めてやまない時に与あたえられてきた。何かを「して欲ほしい」とは口が裂さけても言えない、そんな彼かの女じよの気持ちを先取りして、青年はその時々に求められている形で愛情を注ぐのだ。時には父のように、時には兄のように、時には恋こい人びとのように。

「でも、うっかり見み逃のがしてしまうこともあるかもしれない。何かして欲ほしい時には、ちゃんと口にしてもらえると嬉うれしいんだけどね」

　そして、とどめのように少女へ告げる。我が慢まんする必要はないのだと。して欲ほしいことがあれば、何も憚はばからず求めてくれればいいのだと。どんな想おもいに根差す欲求であれ、彼かれはそれを拒こばまない。許さないとすればただひとつ──少女が自分自身を傷付けようとする行いだけだ。

「ふー、少し暑くなってきた。そろそろ切り上げたほうがいいかな？」

　あまつさえ。ここまで少女の心を暴いた上で、意地悪な口調でそう言ってのけた。彼かの女じよを包んでいた腕うでの力が少しずつ緩ゆるんでいく。瞬しゆん間かん──シャミーユは相手の背中に手を回し、そのまま両りよう腕うでにあらん限りの力を込こめた。まだ足りないのだと主張した。この二年を通して、それは彼かの女じよが初めて積極的に示した我わが儘ままだった。

「……もう少し……」

「よく言えました」

　微笑ほほえみを浮うかべて、イクタは少女の頭を撫なでる。──焦あせりは決して表に出さず。青年はそうして、少女の心が解ほどけていくのを待つ。







「──あ[image: ～][image: ～][image: ～]、やっと終わったー！」

　解放感に満ちたヴァッキェの声が天幕を震ふるわせる。昼間の調査とはまた別に、文官としての務めである報告書やら日誌やらを同どう僚りようたちと並んで書き終えると、彼かの女じよの今日の仕事はようやく上がりとなった。

「みんなお疲つかれ！　さーて、シャミーユに会いに行こーっと！」

「──!?　お、おい！　ちょっと待て！」

　意い気き揚よう々ようと回れ右する白衣の少女を、こちらはすでに今日の分の仕事を終えていた片眼鏡の青年が慌あわてて引き止める。ヴァッキェはきょとんとして彼かれを振ふり向むいた。

「？　どしたのヨルリン」

「どうしたもこうしたも、陛下には昼間に何度も会っただろう！　ただでさえ図ずう々ずうしく接しすぎなんだから、夜くらいはイクタとふたりで静かに休ませて差し上げろ！」

　至って常識的な感性からそう注意するヨルガ。一いつ拍ぱく置いて、ヴァッキェがその懸け念ねんを理解する。

「あー……そうだね、言われてみれば確かに。いま会いに行くと、たいへん気まずいタイミングで乱入しちゃう可能性もあるもんね。注意ありがと、ヨルリン。うっかりしてた」

　そう言って自分の側頭部をコツンと叩たたく。友人に会いに行けないと分かると、少女はみるみるしょぼくれた。

「とゆーことは、今日はもうシャミーユをぎゅっと出来ないままお休みかぁ……。寂さびしいなぁ……悲しいなぁ……」

「我が慢まんしろ。明日だって調査はあるんだ、話し相手には事欠かないだろ」

「科学者のみんなとは昼間にたっぷりお話ししたもん。わたしはいま猛もう烈れつに、仲良しの女の子と歯はに衣きぬ着きせぬトークがしたいの！　しーたーいーのー！」

　満たされぬ欲求に少女が手足をじたばたと振ふり回まわす。他の文官たちへの迷めい惑わくを見かねて、ヨルガは彼かの女じよを連れて天幕の外に出ていくことにした。夜の陣じん地ちを歩きながら彼かれがヴァッキェの気持ちをなだめていると、少女はいきなりピンと来た顔になる。

「そうだ、ルカちゃんを探しにいこう！　今日の夜は近衛このえの役目もお休みだってゆってた！」

「全力で止めるぞ。たまの休みにまでオマエの相手をさせるのはあまりに酷こくだ」

「んも──────っ！」

　思い付きを即そく座ざに封ふうじられて、ヴァッキェはさらに激しく欲求不満を表明する。ヨルガが忍にん耐たい強づよくその相手をしていると、やがて視界の隅すみに、女じよ帝ていが過ごす大馬車の輪りん郭かくが見えてくる。

「むー、羨うらやましい……。あの中では今ごろ、シャミーユとイクタ兄がくんずほぐれつ……ぬっちょぬちょのぐちょぐちょに……」

「下世話な想像はやめろっていうのに……。……第一、それもどうなんだ？」

　足を止めて大馬車を遠く眺ながめやり、ヨルガはぽつぽつと言う。

「宮仕えを始めてからそれなりに経たった今でもまだ、ボクにはあのふたりの関係が分かっていない。親子のようでもあるし、兄妹きようだいのようでもあるし、恋こい人びと同士のようでもある。……でも、そのどれとも違ちがった雰ふん囲い気きが、いつも拭ぬぐいがたく存在しているような気もする」

　彼かれの口にする印象に、ヴァッキェは唇くちびるに指を当てて思案する。

「んー……今言ったの、ぜんぶ正解だと思うよ」

「はぁ？」

「だからさ、イクタ兄はぜんぶやろうとしてると思う。親の役割も、兄の役割も、恋こい人びとの役割も──シャミーユが必要とする限りは全て」

　予想外の意見に目を丸くするヨルガ。そんな彼かれに向き直り、ヴァッキェは真顔で続けた。

「すっごく当たり前のことを言うけどさ。──シャミーユは、イクタ兄のことが好きなんだよ。それも、そのへんに転がってるような好きじゃなくて、どうしようもなくものすごく好きなの。こうして言葉にするのが躊躇ためらわれるぐらい、あの子は心と体のぜんぶでイクタ兄を求めてる。思し慕ぼも憧しよう憬けいも欲情も罪悪感も何もかもひっくるめて、イクタ兄に応えてもらいたがってる」

　本人は決して口にしない内心を、ヴァッキェは持ち前のストレートな表現で言語化する。その熱量にたじろぐ青年の前で、少女はひとつ憂うれいげな息をつく。

「少し話はずれるけど──シャミーユの人間関係って、実はものすごく狭せまいんだよね。対等に付き合える友達はほとんどいないし、親身になって話を聞いてくれる大人も少ない。たくさんいるのは臣下ばっかりで、その誰だれもが彼かの女じよを畏おそれて一線を引く。女じよ帝ていって立場はそれだけ孤こ独どくなもの。もちろん『騎き士し団だん』の人たちやわたしたちは数少ない例外だと思うけど、それにしたって『こいつとなら何だって話せる』っていうほど気を許されてはいないでしょ」

　ヨルガは複雑な面おも持もちでうなずく。女じよ帝ていの心に近付くことの難しさは、宮きゆう殿でんで過ごす日々の間に、彼かれもすでに痛感していた。

「そんな中で、イクタ兄だけがシャミーユの心に寄より添そっている。ふたりの間にはそうなるだけの理由があったんだと思う。でも……きっと、そのこと自体が奇き跡せきに近くて。あの子が女じよ帝ていであり続ける限り、同じように気を許せる人間はそう簡単に増えたりしない」

　残ざん酷こくな事実を口にして、ヴァッキェは大馬車に視線を戻もどす。

「いちばん辛つらいのはね。それでいて、シャミーユは未いまだに多くの関係性を必要としているってことなんだ。自分に惜おしみなく愛を向けてくれる両親も、他愛ない話をして喧けん嘩かできる友達も、日々の辛つらい想おもいを受け止めて抱だきしめてくれる恋こい人びとも、あの子はずっと望むことさえ許されなかった。なのに、今のシャミーユにはぜんぶ必要。そういう支えなしに続けられるほど、滅ほろびかけた国の皇こう帝ていっていう立場は楽なものじゃない」

　ヨルガは苦い面おも持もちでうなずき、そして思う──シャミーユが担になうものの重さを。二千万の国民を擁ようする国家の命運、その責任を十代半ばの少女が一身に背せ負おい込こんでいるのだ。それ自体が極きわめつけに異常なことだった。

「だから、イクタ兄はぜんぶやる。親の役も、友達の役も、恋こい人びとの役も──その中からどれかひとつを選ぶ余地すらない。

　友達に関しては、新参のわたしにもある程度委ねてくれたと思うけど……そのくらいで楽になったとは到とう底てい言えないよね。でも、こればっかりはすぐに何とかなる問題じゃない。時間をかけてシャミーユが心を許せる相手を増やしていって、依い存ぞんの対象を少しずつ分散させていくしかない。それまではイクタ兄ひとりで頑がん張ばるしかないんだ」

　不ふ甲斐がいなさをにじませて少女はそう言い、はぁ、とため息をつく。

「……で。この上さらに事の難易度を撥はね上あげてるっぽいのが、シャミーユのほうからはイクタ兄を求めたくても求められないってことでさ……」

「──そうなのか？」

「うん……。あの子の中にブレーキがあるんだよ。その大元はたぶん、たまに名前が出てくる『ヤトリ』さんの存在。……いやー、これがね。わたしも色々調べたから、どんな人物だったかぐらいは知ってるんだけどさ。経歴を掘ほれば掘ほるほど、『さすがにこれは盛ってない？』ってレベルの話がいくらでも出てきて。……こう言っちゃなんだけど、本当に実在したのアレ？　資料を漁あさってる間、ずっと神話を読んでる気分だったんだけど……？」

　言いながら乾かわいた笑いを浮うかべるヴァッキェに、ヨルガも内心で大いに同意する。かつてニアミスした時期があったこともあり、ヤトリシノ・イグセムという女性については彼かれも少なからず気になっていたのだが、その経歴を調べた感想は隣となりの少女とまったく同じだった。

「何にしても、シャミーユの中にはそのヤトリさんへの負い目があって、イクタ兄に触ふれたくても触ふれられないジレンマに陥おちいってる。……でもね、それは喉のどがカラカラの状態で『水を飲んではいけない』と自分を戒いましめるようなものなんだよ。生きるためには絶対に飲まなきゃいけない。シャミーユがイクタ兄を求める気持ちは、それくらい切実なんだ」

　強くそう言い切って、やり場のない憤いきどおりを胸に抱いだいたまま、少女はむぅと唸うなる。

「──ってゆーかさ。シャミーユだってお年とし頃ごろなんだから、好きで好きでどうしようもない相手と一いつ緒しよにいれば当たり前に体が反応するよ。これはもうどうしようもないことなんだから、対応を問われるべきはむしろイクタ兄のほう。あの子の欲求にちゃんと気付いてあげなくちゃダメだし、見て見ぬふりはさらに論外。くんずほぐれつとはいかないまでも、それなりの甲斐かい性しようを見せてもらわなきゃ困るわけ」

「そんなの、イクタにどうしろと……いや、どうしてるんだ？　アイツは」

　心配になったヨルガが思わず尋たずねてしまう。ヴァッキェは顎あごに手を当ててふたりの様子を思い返した。

「少なくとも、現時点で行くところまでは行ってない。そうなってたらさすがに空気で分かるから。……だからまぁ、普ふ段だんはスキンシップ多めで過ごして、必要に応じてちょっと際きわどい愛あい撫ぶでシャミーユの気持ちを慰なぐさめてるってところじゃない？　想像だけど、そういうのめちゃくちゃ上手うまいでしょイクタ兄」

　ちゃんとやってる証しよう拠こに、最近はシャミーユも割と安定してるしね──と、少女はそう付け加える。彼かの女じよのそんな分ぶん析せきに、ヨルガは頭を抱かかえた。

「……聞く限り、ひどく歪いびつな関係に思える」

「かもしれない。でも、その歪いびつさを責められる人間は、この世のどこにもいないよね」

　淡たん々たんと言い切るヴァッキェ。それは重々承知しながら、青年はなおも言葉を重ねる。

「……陛下の恋こい心ごころはどうなる。イクタのほうには愛情はあっても恋れん情じようはない。どれだけ触ふれ合あいを重ねたところで、彼かの女じよの想おもいは一方通行じゃないのか」

「悩なやましいところだね。これは私見だけど──愛情と恋れん情じようの区別って、イクタ兄の中では最初からあってないようなものなんだよ。ものすごく達観しているようにも見えるし、子供の頃ころのまま感情が未分化なようにも見える。あるいはその両方かもしれないね。本人の育ちを考えれば分かる気もするんだけど」

「……。ヤトリシノ・イグセムのことはどうなんだ？　今は亡なき彼かの女じよを差し置いてイクタと触ふれ合あうことに、陛下は罪悪感を覚えているんだろう？」

「その罪悪感は、半ば以上シャミーユが自分で作ったものじゃないかな。だって──ヤトリさんが話に聞く通りの人なら、死んだ自分を気き遣づかってイクタ兄と仲良くすることを控ひかえろなんて絶対言わないでしょ。シャミーユにはむしろ逆のことを望んだはずだよ。自責の念に駆かられて、あの子はその遺志を受け止め損そこねてる。イクタ兄はそこから正さなくちゃならない。シャミーユからは求められない分、イクタ兄のほうから触ふれてあげることでね」

　そこまで不ふ遜そんに徹てつするかと、ヨルガは思わず舌を巻いた。──つまるところ、ヴァッキェにとって故人の遺志は問題ではないのだ。直接の交友がなかったヤトリシノ・イグセムの真意など彼かの女じよには最初から知りようがない。なのだから、彼かの女じよはそれをシャミーユにとってひたすら都合のいい方向に解かい釈しやくする。今を生きる友人の心を救うためなら手段は選ばない──良くも悪くも、それがヴァッキェの友情の在り方なのだった。

「……イクタも男だ。触ふれ合あっているうちに自制が利きかなくなることは……」

「え、それ心配する？　筋金入りの熟女好きで、しかも死ぬほど女慣れしてるイクタ兄に向かって？　むしろ逆じゃない？　自制が利ききすぎちゃうことのほうが後々問題じゃない？」

「………………」

　そういう見方ができることも確かだった。ますます悩なやみ込こむヨルガを横目に、白衣の少女は夜空を仰あおぐ。

「ま、そこも踏ふまえて結局──少しばかりえっちなサービスが含ふくまれたところで、どこまでいっても子こ守もりなんだよね。そもそもイクタ兄ってさ、特別な感情がなくても、相手が求めればスキンシップの延長上で身体を重ねるタイプでしょ。行こう為い自体も辛つらそうにしている相手に寄より添そう手段のひとつくらいに思っている気がする。一時期の女遊びもそんな感じだったし」

「…………」

「本当に好きな相手とは、そういうのとはまったく別の繫つながり方をするんじゃないかな。その対象がヤトリさんだったなら──これはもう、シャミーユは早めに開き直ったほうがいい。何をやったところで張り合うのは無理だし、逆に言えば何をやっても裏切りになんてならない。だって愛情の次元が違ちがうんだもん。言っちゃ悪いけど、罪悪感を抱いだくことさえ的外れだよ」

　結論は残ざん酷こくなまでに明快だった。言葉をなくして重いため息をつく片眼鏡の青年に、ヴァッキェはいたずらっぽい笑えみを浮うかべて話しかける。

「……複雑だったかな？　わたしにうっかり手を出しちゃった誰だれかさんからすると特に」

　青年の体が硬こう直ちよくし、自責と悲しみが入り混じったひどく複雑な表情が少女を向く。彼かれが何かを口にする前に、ヴァッキェはその体に思いきり抱だきついた。

「わたし自身がそうだから言うんだけどさ。──幼少期を愛情飢き餓がの状態で過ごした人間は、大きくなってからも愛情に対して貪どん欲よくになりがちだと思うんだ。じゅうぶん親しくなった後は、わたしが図ずう々ずうしく抱だきついてもシャミーユは嫌いやがらないでしょ？　あれもそのひとつ。……ぎゅっとされることの気持ち良さってね、本当なら子供のうちに飽あきるほど味わっておくべきものだから」

「…………」

「優やさしく頭を撫なでて欲ほしい時もあるし、力強く抱だきしめて欲ほしい時もある。どうしようもなく辛つらくて寂さびしい夜には、それじゃぜんぜん足りない時だってある。──あの子を幸せにしたいなら、満たしてあげなきゃダメなんだよ。教えるよりも前に、導くよりも先に、まず満たしてあげなきゃダメなんだ」

　そう断言して、少女は青年の胸にぎゅっと顔を押おし付つける。相手の鼓こ動どうを間近に感じながら、求めを口にする。

「満たされることで人は変わるよ。だから、ヨルガ──ぎゅっとして？」

　拒こばむ術すべなど、青年にあるはずもなかった。二本の腕うでが少女の背中に回り、決して逞たくましいとは言えないそれが驚おどろくほどの力で相手を抱だきしめる。ヴァッキェは陶とう然ぜんと目を閉じてつぶやく。

「──そう、今のこの気持ち。もう失いたくないな。この温ぬくもりがない世界は、すごくすごく寒いところだから……」

　その記き憶おくから逃のがれるように、少女は青年の温かみを貪むさぼり──それから長いこと、ふたりは身を寄せ合ったままでいた。










　最初のうちは確実に一日一問、多い日には二問を解いて先に進んできた科学者たちだが、出題数を重ねるにつれてそう簡単にはいかなくなってきた。単純に難度が上がっただけではなく、数学以外にも地質学や生物学の知識が問われるようになり、また、問題を把は握あくするまでのデータ集めに大きな時間と人手が必要とされることが当たり前になったためだ。

　とはいえ、普ふ段だんからままならぬ自然を相手に学問を行ってきた彼かれらにとって、それはむしろ日常に戻もどっただけのこと。弱音を吐はく者はひとりもなく、白衣の知者たちはさらなる情熱をもって謎なぞ解ときに挑いどんでいたが──、

「…………」

「…………」

　それはそれとして。こうした状じよう況きように置かれることだけは、黒くろ髪かみの青年と白はく髪はつの将、両方にとって予想外だった。

「…………ペースが遅おそい」

「……もっと早く歩けるように見えるか？」

　山道を飛とび交かう不ふ機き嫌げんな声。五体満足のジャンと杖つえ突つきのイクタでは、歩く速度も自おのずと異なる。互たがいに一個分隊を引き連れて、彼かれらは問題を解くための第一段階──設問把は握あくのためのデータ集めにここを訪おとずれているのだった。

「……Ｈａｍ……。……なぜ、こんなことに」

「僕ぼくが知るか。戻もどってからアナライ博士に言え」

　鼻を鳴らして言い捨てるイクタ。その脳のう裏りには、今に至るまでの事の流れが思い起こされていた。







「──どうやら今回は、この一帯を歩き回って手がかりを探さぐらなければいかんようじゃの」

　精せい霊れいの導きが山林の中を指していると分かった時点で、アナライは科学者たちを集めて行動方針の相談を始めた。ここまでは設問の内容にかかわらず見通しの良い地形ばかりだったので、これは初めてのパターンと言える。

「ここ数問で、精せい霊れいの反応がどんどん複雑化しています。兵士たちに任せず、データの収集には我々自身で向かうべきではないでしょうか」

　ヨルガが手を挙げて意見する。ただパートナーを抱かかえて歩き回るだけなら兵士たちにも出来るが、その際の精せい霊れいの反応を解かい釈しやくするには科学者たちの頭脳が必要だった。誰だれからも異論は上がらず、アナライも順当にうなずく。

「そうじゃな。では、探たん索さくを効率よく進めるために、この場の人員を二人組にして分けるとしようかの。まず──ナズナ。お前さんはバジンと行け」

「分かりました。今回はポカしないでよ、バジン」

「が、頑がん張ばるよ」

　いつものふたりを先さき駆がけに、天幕の中の科学者たちがどんどん二人組に分けられていく。ヨルガも当然のようにヴァッキェと組み、アナライの指示する組み合わせは誰だれの目にもおおむね妥だ当とうだった。

「……これで十二組。残ったのはジャンとイクタ、お前さんたちじゃな」

　ただし、それもこの瞬しゆん間かんまでは。すでに自分ともう一人しか二人組からあぶれている人間がいないことに気付き、ふたりの青年が目を白黒させる。

「……待ってください」「博士、まさか──」

「そのまさかじゃ。ふたりで組んで割わり振ふられたエリアの探たん索さくを進めよ。護衛の兵は付けて構わんが、イクタは自分の足で歩き、ジャンも歩調を合わせ、どちらも絶対に単独行動をしないように」

　本人たちに反論の暇ひまを与あたえない采さい配はい。なおも声を上げようとしたふたりに、老ろう賢けん人じんはとどめのように言いい添そえた。

「ちなみに、この指示を破った場合、今後の調査からお前たちを外すからの。──わしからは以上じゃ」







「……失敗した。アナライ博士あのひとが、時に親父おやじ以上の無茶ぶりをしてくる人だってことを忘れてた……」

　頭を抱かかえて独ひとり言ごちる黒くろ髪かみの青年。その少し前を歩きつつ、白はく髪はつの将はフンと鼻を鳴らす。

「まったく理解に苦しむ指示だ。君と組んだところで効率が悪くなるだけだというのに」

　そう言いながら、ちらりとイクタの様子を盗ぬすみ見みる。足場の悪いところでは兵士に肩かたを支えられながらも、どうにか一定の速度を保って歩いていた。

「…………」

　視線を前に戻もどしつつ、ここに来るまでの出来事のひとつを、ジャンもまた脳のう裏りに思おもい描えがく。







「──すみません、閣下。今の命令を、もう一度言っていただけますか」

　ふたりきりの馬車の個室の中、ジャンは震ふるえる声でそう尋たずねる。彼かれの養父である男はよどみなく繰くり返かえした。

「君の口から、イクタ・ソロークを仲間に誘って来なさい。私はそう言ったつもりだよ」

　白はく髪はつの将にとってはおよそ信じがたい内容が再び目の前に示される。心をかき乱されつつ、彼かれは懸けん命めいに相手の内心を窺うかがった。

「……それは……まず、どういう理由で？　次に、何の意図があって？　最後に、なぜ僕ぼくに任せようと？」

「理由は、彼かれが味方になってくれると色々と都合がいいからだね。意図もそれと同じ。君に任せるのは、単に適任だと思ったからさ。──だって君たち、実は似たところが多いだろう」

　またしても絶句させられる青年。その様子に微笑ほほえみつつ、アリオは言葉を続ける。

「共に若じやく年ねんの高級将校で、さらには同じ人間を師と仰あおぐ科学者。これだけでも親近感を覚えるにはじゅうぶん過ぎる共通点だ。加えて、今日までにさんざんやり合ったことで気心も知れてきただろう？　うち一回は取っ組み合いまでやらかしたんだから」

　う、と言葉に詰つまるジャン。自覚のある大失態なので、それを指し摘てきされると彼かれは弱い。失点の分をここで取り返せ──そういう意図がさっきの命令に含ふくまれるのかと思うと、彼かれには首を横に振ふることが難しくなる。

「ソローク元げん帥すいは──あの青年はね、見た目ほどひねくれた人間ではないよ。むしろ根っこの部分はとても真まっ直すぐで純じゆん粋すいだ。ジャン、君に良く似てね。私としては是ぜ非ひとも心を摑つかんでおきたい相手なんだが──あいにくと、彼かれは最初からずっと私を警けい戒かいしている。何を言っても心を揺ゆさぶるのは難しい」

「…………」

「だから君に任せたいのさ、ジャン。彼かれに届くとすれば、それは理り屈くつや打算を抜ぬきにした本心からの説得だ。何も小細工を弄ろうすることはない。君がキオカの未来に対して抱いだく希望を、彼かれの前でそのまま口にすればいい。君がそれを持つに至った経けい緯いと一いつ緒しよにね」

　胸きよう襟きんを開いて話してみろ、と男は言う。不ふ俱ぐ戴たい天てんの宿敵たる敵国の元げん帥すいと。心中に生じた猛もう烈れつな抵てい抗こうにジャンがこぶしを握にぎり締しめている間も、アリオは平然と言葉を加える。

「駄だ目めで元々の誘さそいでは決してないよ。無視できない程度に勝算はある、と私は考えている。なぜなら──結局のところ、彼かれは君のような人間が愛いとしくて堪たまらないのだからね」







「……ッ……。いくらなんでも無理です、閣下」

　全てを思い出した上で、ぶんぶんと首を横に振ふるジャン。──いかに養父の命令とはいえ、出来ることと出来ないことがある。そう心に決めて、彼かれは目の前の調査に意識を集中した。

「……だいぶ歩き回ったが、精せい霊れいの反応がない。もう少し高い位置を探さぐってみよう」

「それなら、悪いがここで一休みだ」

「Ｗｈｉａウィア!?」

「脚あしの痛みが強くなってる。まだ歩けないほどじゃないが、これ以上悪化するとまずい。後々を考えて、ここで休めとくのが得策だ」

　適当な岩を見つけてイクタが腰こしかける。一いつ瞬しゆんそれを無視してジャンは先に進もうとするが、そこでアナライの言葉が頭に思おもい浮うかぶ。──絶対に単独行動をしないように。この指示を破った場合、お前たちを今後の調査から外す──。

「…………くそっ」

　ジャンは苦く渋じゆうの面おも持もちでその場に止まった。──調査における働きが目の前の相手と拮きつ抗こうしている今、ここで自分だけがメンバーから外れるわけにはいかない。それでは自分から帝てい国こくに外交上の優位を与あたえることになってしまう。

「だいたい、君はいつの間に脚あしなんて痛めたんだ。ヒオレド鉱山で会った時は元気に飛とび跳はねていただろう」

「そういうお前は前とぜんぜんお変わりないようで残念だよ。そのツラも相変わらず──」

　いつもの皮肉で返そうとしたイクタの声がふと途と切ぎれる。──木々の合間に差さし込こむ午後の日差しに照らされたジャン・アルキネクスの横顔。そこから生気の大半が失われ、老人のようにか細く老いて見えた。

「────いや。だいぶ老ふけたか？　お前」

　言いながらごしごしと目をこする黒くろ髪かみの青年。ジャンが眉まゆ根ねを寄せて向き直ると、その顔はいつもの彼かれに戻もどっていた。が──一度目にした光景が尾おを引いているのか、その潑はつ剌らつさにも、イクタにはどこか影かげが落ちて見えた。

「……どこを見て出た言葉なんだ？　僕ぼくは何も変わりないさ。部下にだってそう言われる」

　特に自覚がある風ではなくジャンが言う。イクタはかぶりを振ふってため息をつく。

「……だったらいいが。そもそもお前、もう長いこと眠ねむってないんだったよな。詳くわしく訊きいたことがなかったけど、それっていつからなんだ？」

「そんなこと、君に話す謂いわれはないだろう」

「二年前の内戦で流れ矢にやられた」

「？」

「僕ぼくが脚あしを痛めた時期と理由だ。ほら、こっちはお前の質問に答えたぞ」

　先手を打つイクタ。確かにさっき自分で尋たずねたことなので、ジャンのほうにも質問に応じる義理が発生する。口元を歪ゆがめてしばらく悩なやんだ末、彼かれはぼそりと答えた。

「……十五歳さいの時からだ」

「ってことは、もう十年以上か。ずいぶん長い夜よ更ふかしだな」

　イクタが呆あきれ顔がおで感想を述べる。白はく髪はつの将はきっぱりと首を横に振ふった。

「否ニエツト──むしろ短すぎると感じるよ。……僕ぼくが生きて動ける時間のうち、すでに三分の一以上が過ぎてしまった。その年月に足るだけの働きが出来たとは、自分では到とう底てい思えない」

　何の謙けん遜そんでもない本音だった。彼かれの目指す理想に対して、彼かれに与あたえられた時間は余りにも短い。それを今こうして浪ろう費ひしている──そんな苛いら立だちに駆かられつつ、ジャンは目の前の相手をじろりとにらむ。

「もっとも、その何割かは君のせいだけどね。……そろそろ痛みは引いたかい」

「はいはい、歩きますよ」

　ため息混じりに岩から腰こしを上げるイクタ。それで休きゆう憩けいを終えると、兵たちにも小休止を切り上げさせ、ふたりはさっきまでと同じ距きよ離り感かんで山道を歩き始めた。







　一方その頃ころ。同じ山の麓ふもとでは、女じよ帝ていが不安げな面おも持もちで草原に立ち、彼かれらの帰りを待っていた。

「──飲まんかの、シャミーユ君」

　そこに、湯気を立てるお茶を手にアナライがやって来た。それを少女に差し出しながら言う。

「帝てい国こくとは違ちがい、ここは寒い。動かずに立ちっぱなしでは体が冷えるぞい」

　シャミーユは勧すすめられるままそれを受け取り、ちびりと口を付けた。砂糖が多めに入ったそれは甘あまく温かく、冷たい風に晒さらされた体にじんわりと沁しみていく気がした。

「…………アナライ博士」

「ん？」

「……なぜ、ソロークとアルキネクス少将を組ませたのであるか？」

　誰だれもが抱いだいた疑問を、シャミーユはここで老ろう賢けん人じんに問とい質ただす。アナライはふむと唸うなって口を開いた。

「なぁ、シャミーユ君。好意の反対は何じゃと思う？」

「──え？」

　質問に質問で返された女じよ帝ていがきょとんと目を丸くする。アナライはすぐに続けた。

「答えはの、無関心じゃよ。友情や恋れん愛あいの成立に当たって妨さまたげとなる感情は数多あまたあるが、その中でも頭ひとつ抜ぬけた最大勢力を誇ほこるのがこれじゃ。相手に興味が持てない、一いつ緒しよにいても楽しそうじゃない──人はそうした直感で付き合う相手を選えり好ごのみする」

　それはそうだろう、とシャミーユはうなずく。そこで目の前の山に視線を向けて、アナライがにやりと笑う。

「しかしの。イクタとジャンに関しては、それとは程ほど遠とおいと思わんか」

「────」

「あのふたり、見ていて面おも白しろいじゃろ。双そう方ほうともな、普ふ段だんから無意味な喧けん嘩かをするタイプではない。むしろ真逆で、多少の挑ちよう発はつなら笑って受け流すだけの度量を持っておる。それがああして出会った途と端たんにまさしく水と油、互たがいに言葉をぶつけ合わずにはおられんのじゃ」

　楽しげにそう言って、彼かれはこぶしに握にぎった右手と左手をカツンとぶつけてみせた。

「あのような衝しよう突とつを、わしは人格の化学反応と呼んでおる。これは元々わしら科学者の言葉での、ふたつの異なる物質が接した時に起こる反応の総そう称しようじゃ。溶とけ合あってどろどろになることもあれば、カチカチに固まることもあり、はたまた一気に燃え上がることもある。最後の例など、まさにあのふたりの様子じゃとは思わんか」

「……くっつくと反応して燃え上がる。……確かに、その通りであるな」

「反応の現れ方は様々じゃが──それらはいずれも、ふたつの物質が結び付く過程で起こってくるものなんじゃ。興味のない相手との話が弾はずまないように、結び付かない物質同士はそもそも何の反応も起こさん。逆に言えば、反応が起こるのなら結合の見み込こみがある。異なるふたつの要素が結び付いて、そこに新たな何かを生み出す可能性があるということじゃ」

　高こう揚ようした口調で言う老ろう賢けん人じん。その瞳ひとみには、未知への期待がありありと浮うかんでいる。

「あやつらの化学反応の結果を見たい──イクタとジャンを組ませた理由はそれだけじゃよ。いや、そもそも最初から理由など要いらんとも言える。今はふたりとも同じ調査に取り組む仲間なのじゃからな」

　楽しげな語りをそこで収めて、アナライは遠くを見る目になって空を仰あおぐ。

「ああ、しかし──この話をしていて思い出すのは、やはりあの頃ころの記き憶おくじゃな。わしらがバダと共に旭日連隊グラ・メストエリにいた頃ころ、まだ小さかったイクタと、基地へ遊学に訪おとずれたヤトリ君が出会った時のことじゃ」

「…………！」

「あのふたりの反応も、それはそれは劇的じゃった。出会い、触ふれ合あい、互たがいを理解し合い──気が付けば、どんな夫ふう婦ふ兄妹きようだいよりも分かちがたく結び付いておった。そうして出来上がったものは、言うなれば合金じゃったよ。硬かたさと剛つよさとしなやかさを併あわせ持もった、何よりも美しい金属の完成を見る思いじゃった」

　老ろう賢けん人じんの語る一言一言に、シャミーユの心が軋きしみを上げる。彼かの女じよが必死にそれを押おし隠かくしている間も、アナライは懐なつかしげに語り続ける。

「無論、今もそれは失われておらん。化学反応を経て安定した物質はそうそう分かたれることはない。イクタとヤトリ君ならなおのこと──どんな高温の炉ろをもってしても、その結び付きを解くことなど出来はせん。これからもずっと、ふたりでひとつのものとして在り続けるじゃろう」

　そこで一度言葉を切り。一呼吸分の間を置いて、アナライは再び口を開く。

「じゃからな、シャミーユ君。イクタが君を愛しているのなら──それはすなわち、ヤトリ君もまた、同じだけ君を愛しているということなのじゃ」

「！」

　少女の目が見開く。変わらず遠い空を仰あおいだまま、アナライは嚙かみしめるように言葉を紡つむぐ。

「わしから言えることは多くない。じゃが──そのことだけは、忘れないでいてくれるかの。あの子の本当の想おもいを、見誤ることなく受け止めてくれるかのぅ」

　会話はそこで途と切ぎれ。やがて老ろう賢けん人じんが去った後も、シャミーユはずっと、同じ言葉を胸の内で繰くり返かえしていた。







　時刻が夕暮れの一歩手前に差さし掛かかり、そろそろ撤てつ退たいを考えるべき時間になったところで、山中のふたりにもようやく進展があった。

「……！　精せい霊れいが反応した！　やはりこの上だ！」

　斜しや面めんに立ったジャンが変化を見せたパートナーを片手に叫さけぶ。そのまま上へ登って行こうとする彼かれを、後ろに続くイクタが呼び止めた。

「おい、ちょっと待て。一度頂上まで登って地形を把は握あくしたいのは分かるが、この藪やぶを突つっ切きるのはいくらなんでも強ごう引いんだろ。あっち側から迂う回かいしたほうが足場も見通しもいい」

「たかが藪やぶくらいで時間のロスを吞のめというのかい？　足場の悪さが心配なら僕ぼくが歩いた後を付いて来ればいい。藪やぶも切きり払はらっていくから、今の君でも問題ないはずだよ」

「……それならそれでいいけど。つくづく忙せわしない奴やつだな」

　顔に諦あきらめをにじませて、イクタも兵士たちと共に白はく髪はつの将の後に続く。行く手を阻はばむ草木をばさばさと振ふり払はらいながら、ジャンは足早に斜しや面めんを登っていった。

「……っ、思ったより藪やぶが深いな。ソローク！　ちゃんと付いて来ているかい！」

「ああ！　誰だれかさんの背中が無む駄だに目立つもんでな！」

「Ｈａｈ、結構だ！　僕ぼくに先頭を任せてもらえて助かるよ！　もし逆だったら、君の背中を見たくなくて足を踏ふみ外はずしていたかもしれない！」

　皮肉に皮肉で応じながら進んでいくと、ジャンの目の前に大きくせり出した岩がん壁ぺきが現れた。彼かれは舌打ちして左右を目で探さぐる。

「これはさすがに登っていられない。……左から回まわり込こむ！　付いて来てくれ！」

「っ、ああ、分かった……！」

　行く手を阻はばむ草木に苦戦させられながら、ジャンは斜しや面めんを横向きに移動していく。彼かれが藪やぶを払はらっている間にイクタがすぐ後ろまで追い付いて来た。兵の手を借りてはいないが、足取りが少し危なっかしい。

「……さすがに足場が悪い。ソローク、くれぐれも足元を踏ふみ外はずしたりは──」

「──うぉっ!?」

　振ふり向むきざまのジャンの言葉をイクタの声がさえぎる。白はく髪はつの将の視線の先で、黒くろ髪かみの青年が藪やぶの中へと大きく体を傾かたむけていた。

「ソローク！」

　とっさに手を伸のばして腕うでを摑つかむ。が、そこに予想以上の負ふ荷かがかかった。イクタの足はすでに地面を捉とらえておらず、その体は藪やぶの中に潜ひそんでいた縦穴に落ちていく間ま際ぎわだったのだ。

「くっ──」「──ッ！」

　不完全な体勢と危あやうい足場。ふたつの悪条件に見み舞まわれては、さすがの白はく髪はつの将も人ひとりを支えきれず──兵士たちが助けに入る間もないまま、彼かれらは転落の運命を共にした。










「…………おい、生きてるか」

「…………当然だろう」

　暗い穴の底に反はん響きようするふたつの声。それで互たがいの存在を確かく認にんすると、ふたりは負傷を確かく認にんしながらゆっくりと上体を起こす。──多少の打ち身や擦すり傷きずはあったが、幸いにも大きな流血はしていない。

　まもなくふたりのパートナーが同時に周照灯ランタンを灯ともし、周囲の地形がぼんやりと浮うかび上あがる。──半ば予想通り、岩と土の壁かべに囲まれた縦穴の底だ。穴の入り口からは光が差していたが、そこと彼かれらが立っている場所とはずいぶん距きょ離りが開いていた。

「……途と中ちゆうからそこまで急きゆう斜しや面めんじゃなくなったからマシだけど、それでもだいぶ転がり落ちたな。上まではざっと十メートルってところか」

「……Ｍｕｍ。岩の間……というよりも、洞どう窟くつめいた窪くぼみに落ちてしまった様子だ」

　そう言って自分たちが落ちてきた穴を見上げるジャン。上からは兵士たちの声がひっきりなしに響ひびいていたが、助けに降りてくる様子は今のところない。その理由は一目で分かった。入り口から下の足場への落差が長すぎて、一度降りてしまえば登りようがないのだ。

　ひとまず大声で叫さけんで、部下たちへ無事を伝えてから、ふたりは改めて現状を分ぶん析せきする。

「……自力での登とう攀はんは厳しいように見える。上からロープを垂らしてもらえればいいんだが──」

「……残念だけど、こっちの護衛にもその手の持ち合わせはないぞ。兵の荷物は測量道具やら何やらで圧あつ迫ぱくされてたし、一見して岩壁登攀クライミングが必要になるような山じゃなかったからな。僕ぼくの装備もこれだけだ」

　そう言って小ぶりな背はい囊のうを指し示すイクタ。眉まゆを曇くもらせるジャンへ向かって、彼かれはやや苦しげに言いい添そえる。

「さらに悪いことに──さっき転がり落ちた時、岩の出っ張りかなんかに脚あしをぶつけた。数時間はまともに動かせそうにない」

　痛みの程度から、イクタはそう分ぶん析せきする。ジャンが顎あごに手を当てて考かんがえ込こんだ。

「……まとめると、今のこの状じよう況きようは？」

「ロープがなけりゃどうにもならない以上、今すぐ護衛に山を下りさせて助けを呼ばせるのがベストだ。ただ、今の時間からそれをやると、兵たちが麓ふもとに着く頃ころには日が暮れる。暗い中を登り直させるのはリスクが高いから、助けに来させるとすれば明日の朝以降だな」

　肩かたをすくめて岩がん壁ぺきに背中を預ける黒くろ髪かみの青年。白はく髪はつの将が苦々しく顔を歪ゆがめた。

「……なんという失態だ」

「人生こういうこともある。──さすがのお前も、朝までのんびりするしかなさそうだな」

　皮肉げに笑ってイクタが言う。それからもしばらく、ジャンは自力での脱だつ出しゆつ方法を探していたが──やがて見つからないと分かると、盛せい大だいなため息と共に地面へ腰こしを下ろした。







　さらに二時間後。日にち没ぼつと共に、穴の入り口から差さし込こんでいたわずかな日差しもなくなった。

「──よっと！」

　捕つかまえたトカゲの尻尾しつぽを手に持ち、イクタはそれをバシンと岩に叩たたき付つける。完全に息絶えたのを確かく認にんすると、魚と同じ要領で枝を刺し始めた。眺ながめていたジャンが眉まゆ根ねを寄せる。

「……食べるのか、それを」

「？　トカゲなんてごちそうだろ。悩なやむようなもんじゃないぞ」

　そう答えつつ、イクタは火ひ精せい霊れいの上げる炎ほのおでトカゲを炙あぶり始める。──穴の上にいた兵士たちが火・風・水の精せい霊れいを一体ずつ布にくるんで落としてくれたので、一晩をしのぐに当たって不便は少ない。居残りの兵士たちに携けい行こう食しよくを分けてもらうことも出来たが、それで彼かれらに腹を空かせるのも忍しのびないので、こうして自分で食しよく糧りようを確保しているというわけだった。

「……元げん帥すいを務められるほどの知見も、科学者たちに交じって談義出来るだけの頭脳もあるというのに、それがごちそうかい。……今さらだけど、君はどういう育ちなんだ」

　怪け訝げんな面おも持もちで問いを投げる。イクタは首をかしげて思案にふけった。

「……時期によって違ちがいすぎて説明に困る。連隊長の息子むすこに生まれたから軍事については自然と学んだし、周りには科学者のみんながいたから頭の使い方も楽しく覚えた。……その後、なんやかんやで食うや食わずやの時期があって、身の回りの食えるものは大体食った。そんなところか」

「……省略が過ぎる。もっと詳くわしく丁てい寧ねいに話したらどうだい」

「別にいいけど、なんで上から目線なんだコラ」

　少々カチンと来たものの、時間つぶしにはちょうど良いと言えなくもない。ほどよく焼けたトカゲを肴さかなに、イクタは自分の来歴を詳くわしく話してやることにした。

　風変わりな連隊に生まれて科学者たちと共に過ごした日々、やがて訪おとずれた炎えん髪ぱつの少女との出会い。父の投とう獄ごくに伴ともなう逃とう亡ぼう生活とその末の母との死別。孤こ児じ院いんから高等学校に進んだ流れ、そこで果たした彼かの女じよとの再会。最初から受かるつもりのなかった高等士官試験、『騎き士し団だん』の面々との出会い、第三皇女を助けたことで強ごう引いんに押おし付つけられた軍ぐん籍せき。そこから潜くぐり抜ぬけてきた戦争の日々──。

　その全てを聞き終えた頃ころ──ジャンは視界の端はしを動いていたトカゲを指で捕つかまえて、ピシャリと岩へ叩たたき付つける。意外に思ったイクタが声を上げた。

「なんだ、お前も食うのか？」

「ここで一晩しのぐことになるんだ。帰る時に体力が落ちているのは困るだろう」

　そう言ってトカゲの口に小枝を通し、火ひ精せい霊れいの炎ほのおでじりじりと炙あぶり始める。しばらく無言のまま時が過ぎ、やがてジャンはぽつりと口にした。

「…………さっきは悪かった」

「ん？」

「ここに落ちたことについてだよ。先を急ぐあまり、君の脚あしでは厳しいルートを選んでしまったのは僕ぼくのミスだ。謝罪しておく」

　突とつ然ぜんの、そして率そつ直ちよくな謝罪に、黒くろ髪かみの青年は目を丸くする。が──相手が仏ぶつ頂ちよう面づらのまま無言でいるのを見ると、じきに苦く笑しようを浮うかべて首を横に振ふった。

「……ここまで極きよく端たんな地形の変化があるとは思わないし、自分の脚あしの具合を過信していた僕ぼくにも落ち度はある。ま、客観的に見てお互たがい様さまだ」

　どちらかが冷静さを保っていればこの状じよう況きようにはなっていない。イクタもまた、相手と張り合って無理をしていた部分があることは自覚していた。と同時に、今の自分では昔のように動き回ることは出来ないのだと痛感する。──リハビリは続けているが、これはどこまで元に戻もどるのだろうか？

　そんなことをぼんやり考えていると、いつの間にかトカゲはこんがりと焼けていて、ジャンはそれに頭から豪ごう快かいに嚙かみついていった。イメージにそぐわない大だい胆たんな食べ方に、イクタが思わず声を上げる。

「鱗うろこ、割と硬かたいぞ」

「大したことじゃない。……食べるものが乏とぼしい時期なら、僕ぼくにもあった」

　ばりばりと骨や鱗うろこを嚙かみ砕くだきながらジャンが言う。咀そ嚼しやくしたものをごくりと飲み下し──心の準備をするようにしばらく間を置いて、彼かれはゆっくりと口を開く。

「ラオで奴ど隷れいをしていた頃ころがある」
















　バユシエとラオ。昔から犬けん猿えんの仲で知られていた二国だが、両国の戦争が常態化していることは、一時期のキオカにとって頭痛のタネだった。発ほつ端たんはおよそ三百年前、両国の国境にあった銀山を巡めぐる争いに端たんを発するというが──すでに正確なことは誰だれにも分からず、互たがいを蛇だ蝎かつのごとく嫌きらい合あう関係性だけが悪化を重ねて当時に至っていた。

　いっそどちらかに与くみして一方を滅ほろぼしてしまえれば──そう考えた政治家もキオカには少なくないが、それは実行に移せない理由があった。この時点でバユシエ、ラオの両国はキオカと合流する意思を表明しており、キオカの側でも個別にそれを受じゆ諾だくしていた。つまり、取り決め上はこの時点で両国ともキオカ領に属していたのだ。が──それでいて、バユシエとラオは旧来の対立関係をそこに持もち越こしていたのである。

　すでに身内になってしまっている以上、多民族による共存共栄を理念とするキオカには、どちらかを攻せめ滅ほろぼすという選せん択たくは取れない。そんな真似まねをすれば、ただでさえ盤ばん石じやくとは程ほど遠とおい民族間の結束を揺ゆるがしてしまう。となれば両国の仲を取り成す以外に道はないのだが、単純な説得から経済制裁まで硬こう軟なん織り交ぜたそれらの干かん渉しようを、当のバユシエとラオはかたくなに拒こばみ続けた。キオカ共和国の一員にはなったが、この相手と仲間になるなど死んでも御ご免めんだ──そういうことである。

　政治的には不利益しかない対立が延々と続くことによって、バユシエとラオは確実に摩ま耗もうしていった。年中行事のように戦争を行い、国土・国民の取った取られたを繰くり返かえしているのだから当然の結果だ。疲ひ弊へいした両国に対して、キオカも当初は援えん助じよを行っていたが、火に油を注ぐだけだと悟さとったところでそれを打ち切った。「共とも倒だおれになりたくなければ戦争をやめろ」──彼かれらとしてはそういう意思表示のつもりだったが、当の両国、とりわけラオの解かい釈しやくは違ちがっていた。「共とも倒だおれになりたくなければ早くバユシエを滅ほろぼせ」。彼かれらはキオカにそう言われたと思ったのである。




　そんな情勢下で、ジャン・アルキネクスはバユシエ北西部の都市に生を受けた。

　繰くり返かえし戦場となった南の国境付近は惨さん憺たんたる有あり様さまだったが、彼かれの生まれた場所は当時まだ戦火からは物理的に遠かった。国力の減少によって百年前と比べれば生活の水準は確実に落ちていたが、幸か不幸か、富ふ裕ゆうな家の長男として生まれたジャンはそれを意識することなく幼少期を過ごした。

　両親は良くも悪くも保守的な愛国者であり、悪化を続けるラオとの関係を受けて積極的な行動を起こそうとは露つゆほども考えていなかった。国を見限ってキオカのほうへ逃にげていく人々を「忘ぼう恩おんの輩やから」と呼んで冷ややかな視線を送り、ジャンもそういうものかと思いながら育った。まだ両親の言うことに疑いを持たない年頃である。

　頭脳の明めい晰せきさはこの時期から片へん鱗りんを見せており、それを喜んだ両親によって家に教師が招かれた。本人の快活な性格から人にも好かれ、当時の彼かれは家族の愛情と高い水準の教育に恵めぐまれた幸福な日々を送っていたと言える。──十二歳さいの冬、決定的な瞬しゆん間かんが訪おとずれるまでは。







　その日もいつもと変わらず、穏おだやかな夕餉ゆうげのテーブルに、同じ屋根の下に住む五人の人々が揃そろっていた。

「──聞いてください、あなた。ジャンったら、学ぶことをすっかり学んでしまって、もう今の教師の方には教えられることがないそうですよ」

　そう言いながらスープを口にする母の顔には、困こん惑わくと同じだけの誇ほこらしさがある。自分の息子むすこがずば抜ぬけて賢かしこい頭を持って生まれてきたことは、彼かの女じよにとって望外に喜ばしいことであり、同時に尽つきることのない悩なやみの種でもあった。

「本当か──いや、大したものだジャン。お前の頭の良さにはいつも驚おどろかされる」

　同じ感想をもって父もそう言い、隣となりに座すわる息子むすこの髪かみを──明るい茶色のそれをわしゃわしゃと撫なでる。褒ほめられたジャンは嬉うれしく思いながら受け止めたが、彼かれは同時に、親を悩なやませてしまうことへの負い目も感じていた。

「しかし、困ったな──これでもう三人目だ。あれ以上の家庭教師となると街じゅう探してもいるかどうか。どうにか見つけて連れてきたところで、この子のことだ、きっとまたすぐ学び尽つくしてしまうのだろうし……」

　父の顔に苦く笑しようが浮うかぶ。せっかく雇やとった家庭教師がお役御免になってしまう事態は、ジャンにとってこれが初めてではない。教師のグレードを上げる度たびに大きくなっていく賃金も両親を悩なやませたが、雇やとう人材そのものがいなくなるというのは予想外だった。彼かれらの息子むすこはまだ十二歳さいなのだ。

「……すごい、ですね。坊ぼつちゃん……」

　給きゆう仕じに立ってスープのお代わりをよそいながら、家事手伝いを務める女性も言葉少なに言い添そえる。照てれ臭くさく思ったジャンが頰ほおを搔かいていると、隣となりに座すわる彼かれの姉が高らかに声を上げた。

「考えが古いですわよお父様。ジャンほどの頭があれば、もっとすごいところに行けます」

「というと……首都の学院か？　確かにジャンの頭なら飛び級もいけるかもしれんが……しかし、今はあそこも予算削さく減げんでいい話を聞かんしなぁ」

　腕うでを組んで悩なやみ込こむ父に、姉ははぁ、とため息をついて首を横に振ふってみせる。

「その考えが古いというのです。首都は首都でも、ジャンが行くべきはバユシエの首都ではありません。それは──ずばり、キオカの首都ノランドット！　ここしかありません！」

　他の四人が予想もしなかった地名が姉の口から飛び出す。しばらくぽかんとした後、父は慌あわてて反対した。

「バユシエの外に出すというのか？　いかんいかん！　ウチの長男をそのような……！」

「だからこそ、です！　まだ多くの人々が自覚していませんが、元老院がキオカとの合流を受け入れた今、ここもとっくにキオカ共和国なんですのよ？　すでにバユシエの外の話ではありませんの。実力のある者は中央に打って出て当然。学問の水準もこことは比べ物にならないと聞きますし、ジャンを本当に活かつ躍やくさせたいなら断然ノランドットです！」

　椅い子すから立ち上がって弟の背後に回り、その肩かたを両りよう腕うでで抱だきしめる姉。愛情表現の激しさと大おお仰ぎようさは彼かの女じよの持ち味だったが、父は頭を抱かかえてため息をつく。

「妙みような友達とつるんでいると思ったら、またお前はそういう考えにかぶれて……。いい加減にしなさい。だいたい言葉の通じない土地に行って何を学べるというのだ」

「あら、知らないのですか？　ジャンはとっくにキオカの公用語を覚えていましてよ。家庭教師も舌を巻いていましたわ、この子は本当に覚えが早いんですから」

　そんな姉の言葉に、本当か？　と驚おどろきを隠かくせない父。話が思わぬ方向に流れていきそうな気配を感じて、ジャンは向かいに座すわる母親へ不安げに問いかける。

「……母さん。僕ぼく、キオカに出されちゃうの？」

「まさか！　大人になった後ならいざ知らず、今の年ねん齢れいでそんなこと怖こわくて出来ませんよ。ノランドットに知ち己きがいるわけでもなし、行ったところで向こうでの生活をどうするというのですか」

「そんなの後見人を付ければ問題ないですって！　ねぇ、お父様のコネを辿たどればそのくらいいけるでしょう？　話を持ちかければ、ジャンなら引ひく手て数多あまたでしょうし！」

「だからなぁ、わしにその気はないと──」

　押おしの強い姉にたじろぎながら反論する父。そんないつもの光景を横目にジャンが食事を進めていると、ふいに玄げん関かんから扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。彼かれは食事の手を止めて椅い子すを立つ。

「誰だれか来たみたい。僕ぼく、出てくるね！」

　来客を出で迎むかえるのは自分の仕事。子供なりの義務感でそう思っていた少年は、誰だれに言われるでもなく自分から玄げん関かんへ走っていった。廊ろう下かを抜ぬけて家の扉とびらの前に来たところで、おや、と彼かれは目を丸くする。彼かれが迎むかえ入いれるまでもなく、そこには数人の見知らぬ大人たちが分厚い外がい套とうを着き込こんで立っていた。

「？　えーと、どなたですか？」

　鍵かぎをかけ忘れていたのかな──そんな吞のん気きなことを考えながらジャンが尋たずねる。目の前の状じよう況きように対して危機感を覚えるには、この頃ころの彼かれは余りに平和な日々を過ごしすぎていた。壊こわされて落ちた錠じよう前まえが男たちの背後に転がっていることも、人の悪意というものを知る前の少年には気付けない。

「……ここからでいいか？」

「ああ、始めよう」

　ジャンには聞き取れない言葉で短く言い交かわすと、男のひとりが無言で彼かれの襟えり首くびを摑つかむ。ぎょっとする少年をよそに、彼かれらはそのまま全員で家の中へと押おし入いり始めた。リビングの扉とびらを蹴けり開けたところで、異変に気付いた他の家族が椅い子すから立ち上がる。

「な、なんだ貴様ら。勝手に家の中へ──」

　無礼を咎とがめる声を上げようとする父。が、押おし入いった男のひとりが、荒あらい発音のバユシエ語をそこに被かぶせた。

「動くんじゃあないッ！」

　言うと同時に、腰こしから抜ぬいた短刀をジャンの首に突つきつける。穏おだやかだった食しよく卓たくの空気が一気に凍こおりついた。父、母、姉の順に、男たちは値ね踏ぶみする視線を向けていったが──彼かれらと並んで立ちすくんでいる家事手伝いの女性の存在に気付くと、これまでとは違ちがうラオ語で彼かの女じよに話しかける。

「その顔立ち──お前は同どう胞ほうだな。こっちへ来い」

「え、あ、あ──」

「何をしている！　早く来い！」

　戸と惑まどう家事手伝いの女性を、男のひとりが手首を摑つかんで強ごう引いんに連れて行く。彼かの女じよが家の外へ連れて行かれると同時に、男たちは再びジャンたちへ注意を戻もどし、懐ふところから取り出した荒あら縄なわを足元へ投げてよこした。

「貴様らを連行する。その縄なわで互たがいを縛しばれ。拒こばむなら──家族がひとり減ることになる」

　言いながら、ジャンの首にぐい、と短刀の切っ先を押おし付つける。たちまち薄うすい皮ひ膚ふが破れて血がにじみ、母の口から悲鳴が迸ほとばしった。

「き、貴様らっ……！」「お父様、待って！」

　この状じよう況きようを受けて、もっとも冷静に動いたのは姉。激げつ昂こうしかける父を制しながら荒あら縄なわを拾い上げ、父母の背後に回って耳元で囁ささやいた。──言うことを聞かなければ全員殺される、と。

「……っ……！」

　それを聞いた父の体が硬こう直ちよくし、姉はすぐさまその手首を縄なわで縛しばり始めた。──彼かの女じよの対応の迅じん速そくさは、誰だれも知らないところで弟の命を救っていた。もし彼かの女じよらが命令を聞くことを渋しぶった場合、男たちは見せしめに、労働力としての価値が低い子供──ジャンを真っ先に殺すつもりだったからである。

「利口で何よりだ。さぁ──死にたくなければ早くしろ！」

　獲え物ものの物分かりの良さに気を良くした男が叫さけぶ。拘こう束そくされていく家族の姿を、ジャンは呆ぼう然ぜんと見ていた。短刀で抉えぐられた首の痛みも、生まれて初めて向けられる他者の悪意も──彼かれはまだ、それを認にん識しきして受け止めることさえできていなかったのだ。







　戦線から遠く離はなれた彼かれらの街が、こうした突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきを受けることは通常あり得なかった。それが実現したのは、隣りん接せつするキオカ──旧マムラン地域の一部部族が、キオカの政治判断を無視した違い法ほうな取引をラオ軍と行ったためだ。バユシエ占せん領りよう後ごの利権の一部を代だい償しように、彼かれらはバユシエ北西部のもっとも国境警備が薄うすい場所までラオ軍を誘ゆう導どうしたのである。

　国土が広く全体の状じよう況きようが把は握あくしづらい上、部族ごとの独自性が強い旧マムラン地域では、キオカ共和国成立後もこうした暴走がしばしば起こった。これが元来のマムランであればバユシエ側も警けい戒かいを怠おこたらなかったはずだが、皮肉にも、キオカの統治が行き届いているという安心感がこうした悲劇を招くことになった。襲しゆう撃げきを受けた市街・村落の住民は抵てい抗こうすれば殺され、無む抵てい抗こうな者はことごとく連れ去られ──その大半は、彼かれらがもっとも恐おそれてやまない場所へと連行された。

　ラオの奴ど隷れい農場。読んで字の如ごとく、バユシエから徴ちよう発はつした奴ど隷れいたちに強制労働を行わせるための場所だ。れっきとした国営の施し設せつである。戦争の長期化につれて兵士たちは死んでいき、国全体の労働力は減る。ラオはそれを補うために奴ど隷れい制度の発展・肥大に努め──結果として、いまや奴ど隷れい産業はラオの経済の基幹と言えるまでに育ってしまっていた。

「さぁ、持ち場に就け！　楽が出来ると思うな！　怠なまける者がいれば、組の全員もろとも罰ばつを与あたえるぞ！」

　連れて来られた奴ど隷れいたちの行き先は、最初の時点で大きくふたつある。まずは奴ど隷れい市場を経由して一いつ般ぱん人じんに買われること。これがもっともスタンダードで、奴ど隷れいの待たい遇ぐうは買われた先の環かん境きようによってまちまちだ。肉体労働に酷こく使しされるケースが多いが、容姿に優すぐれていたり特別な技能を持っていたりする場合、その点を買われて妾めかけや職人としての待たい遇ぐうを受けることもある。これらも奴ど隷れいには違ちがいないのだが、従順に働く限り、衣食住はある程度まで保証される。

　もうひとつの、そしてバユシエの人々が最悪だと思ってやまない行き先が、ジャンたちの連れて来られた奴ど隷れい農場だった。ここに来た奴ど隷れいたちに約束されるものは大きく四つ──過か酷こくな労働、少ない食事、粗そ末まつな服と住まい、そして厳重な監かん視し。捕ほ虜りよへの粗そ暴ぼうさで知られるラオ軍が直接管理する施し設せつであるため、奴ど隷れいたちの扱あつかいの悪さは言わずもがなだ。

「う、ぐ……！」

「ジャン、無理はおやめなさい！　それは私が持ちます！」

　労働の強度についても当然、子供への手心など望めない。そして何より──市場を経由して買われる場合と違ちがって、彼かれらを監かん視しする軍人たちには奴ど隷れいに対する執しゆう着ちやくがない。これが一いつ般ぱん人じんなら、それなりの金を出して買った奴ど隷れいを、なるべく使つかい潰つぶさないようにする気き遣づかいが望める。が、兵士たちはあくまで奴ど隷れいの管理を請うけ負おっているに過ぎない。自分の持ち物ではない以上、使つかい潰つぶしても懐ふところが痛まないのである。これが奴ど隷れいたちの酷こく使しに拍はく車しやをかけ──農場における彼かれらの扱あつかいは、一言で言って過労死を前提とした消しよう耗もう品ひんとなっていた。

　そんな大人でも耐たえがたい強制労働の日々を、まだ体の未成熟なジャンが長く耐たえ凌しのげるはずもなかった。彼かれは一年と経たたないうちに病気がちになり、彼かれに課された分の労働は、一いつ緒しよに連れて来られた家族たちが担になわざるを得なくなった。

「……父、さん……ごめん……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ジャン。安心して休んでいろ。……こんな場所で、お前を死なせはしない」

　そんな状じよう況きように置かれても、彼かれらは良い家族だった。ジャンが受け持てなくなった分の労働を分担し、自分の食事を削けずってでも彼かれに栄養を取らせた。弱い者から死んでいくという現実に、彼かれらはそうやって懸けん命めいに抗あらがい続けた。それがこの状況下における彼かれらの戦いだった。

「お母様、見て！　蜂はち蜜みつが手に入ったの！　ジャンに食べさせてあげて！」

「……あなた、これ、どうやって……」

「どうでもいいじゃないの、そんなこと！　さ、早く早く！」

　たまに姉が持ってくる出所不明の食べ物について、ジャンがその入手方法を察したのはずいぶん後のことだ。……軍の管理下にある施し設せつで取引できる相手がいるとすれば、それは兵士の他にない。一文無しに等しい奴ど隷れいの立場から、姉がどんな代価を差し出して食べ物を手に入れていたか──それを想像するたびに、ジャンは後々まで胸をかきむしって嗚お咽えつすることになった。彼かれの記き憶おくにある姉はいつも笑え顔がおだった。

　満足に動かない体が、家族のために働けない自分が、ジャンはどうしようもなく歯がゆくて仕方なかった。しばらく休んで小康状態になっては働きに出てまた倒たおれる、その繰くり返かえしのまま二年目を過ごした。日を追うごとにやせ細っていく家族の姿に、「もう僕ぼくのことは放っておいて」と、そう口にしたことも二度や三度ではない。だが──その言葉を聞くたびに、父も母も姉も、必ず微笑ほほえんで彼かれの頭を撫なでるのだ。家族の揺ゆるぎない愛の中、少年は焦あせりに焼かれて日々を過ごした。




　生活は日ひ毎ごとに過か酷こくさを増していき──その先の記き憶おくは、ひどく曖あい昧まいになる。







「────、君──」

　眠ねむりの淵ふちでかすかな声を耳にして、ジャンは思った。──ああ、起きなければ、と。

　家族が働いている。寝ねたきりで何も出来ない自分のために、父と母と姉が身を削けずって頑がん張ばってくれている。自分も行かなければならないのだ。自分が起きないと──あのままではいつか、みんな疲つかれ切きって倒たおれてしまう。

「───るか、君──」

　ああ、分かっている。今すぐに起きるから──そう自分に言い聞かせて、彼かれは鉛なまりのように重いまぶたを懸けん命めいに持ち上げていき、

「──生きているか、君！」

　視界を取とり戻もどして、そこで目にしたのは、まったく見覚えのない軍服姿。ラオの兵とは違ちがう、見知らぬ軍人の顔だった。

「────？」

　状じよう況きようが理解できず、ジャンはきょろきょろと周りを見回す。よくよく見れば、そこは彼かれら家族に宛あてがわれていた小屋ではなかった。造りは同じくらい粗末だが、木材で仕切られたいくつかの空間に藁わらが敷しいてあり、辺りに立たち込こめる獣けものの臭においは厩きゆう舎しやのそれだ。

「よし、生きているな！　──生存者一！　ひどく衰すい弱じやくした子供だ、早く水と食べ物を！」




　彼かれらが必死に命を繫つないでいる数年の間に、状じよう況きようは劇的に動いていた。

　ラオによるバユシエ侵しん攻こうと、その際の旧マムランの一部部族による干かん渉しよう。それらの事実が明らかになり、もはや静観していられる段階を超こえたと見たキオカが、ついに腰こしを上げたのだ。

　軍勢を二分し、バユシエの占せん領りよう地ちを解放に向かう傍かたわら、ラオの本土へと一気に侵しん攻こう──政治中ちゆう枢すうを制圧した後、奴ど隷れい農場を目指して進軍。長年の戦争で疲ひ弊へいしていたラオ軍とその間に戦力増強を重ねていたキオカ軍ではあらゆる面で勝負にならず、結果だけを見れば、歴史上でも稀まれに見る電でん撃げき戦せんでの決着となった。




「──想像より遥はるかにひどい有あり様さまだな、ここは。……が、安心しろ。ここを管理していたラオの兵どもはもういない。奴ど隷れい制を敷しいたラオの政権もすでに崩ほう壊かいしている。君はもう奴ど隷れいではないんだ」

　安心させるように事実を告げるキオカ兵士。が、本人の耳にその内容はほとんど入っていなかった。上体を起こすことさえままならない衰すい弱じやくの中、家族の姿を求めて必死に視線を巡めぐらせる。

「……みんな、は……、父と、母と、姉は、どこに……？」

　切れ切れの声でそう問われて、キオカ兵士はしばらく返答に躊ちゆう躇ちよした。

「……君の家族か。…………彼かれらなら、そこにいる」

　言いながら、そっと視線を背後へ向ける。必死に上体を起こそうとするジャンの背中を腕うでで支えながら、彼かれは言葉を続ける。

「おそらくは、ごく最近……ひとりずつ栄養失調で倒たおれていったのだろう。年配のふたりの体は最初から藁わらの上に並べてあった。……いちばん若い女性は、君に寄より添そう形で息絶えていたのを、私たちが丁てい重ちように横たえた」

　目を閉じて横たわる三人の家族を、少年はそこに目にする。見る影かげもなく瘦やせ細ほそった手足が、こけた頰ほおが、二度と開かれることのないまぶたが──ジャンの目に焼き付いて刻まれる。

「ここが陥かん落らくする間ま際ぎわ、とち狂くるったラオの兵どもが奴ど隷れいを虐ぎやく殺さつして回ったらしい。表には野の晒ざらしの死体が山ほど転がっている。君の家族はその気配を察してこの厩きゆう舎しやに逃にげ込こみ、ずっと息を潜ひそめていたのだろう」

　ジャンは知る。最後の最後まで、父と母と姉は自分を守ったのだと。この農場に連れて来られてからずっと、三人の家族から命を分わけ与あたえられて──それでいま、自分はここに生きているのだと。

「現時点で見つかっている生存者は君だけだ。……すまない、もっと早く来られなくて」

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かんでキオカ兵が頭を下げる。それを見て──羨うらやましいと、ジャンは思った。

　彼かれにはもう、想おもいを伝える相手がいない。感謝することも謝あやまることも、どんなに望んでも叶かなわない。

　この世でいちばん彼かれを愛した人々は──今はもう、彼かれの言葉が届かない場所で眠ねむっている。







　救助された時点で全ての知ち己きを失っていたジャンは、そのまま戦災孤こ児じとしてキオカの養育施し設せつに引き取られた。奴ど隷れい生活のダメージが後を引いて、そのまましばらくは寝ね込こんでいたが──清潔な環かん境きようで栄養と休息がじゅうぶんに取れる日々が続くと、元々の若さもあって、彼かれの体は急速に回復していった。

「……何か、仕事は、ありませんか」

　だが、その回復の過程で心身に異変が起こった。第一が、労働に対する異常なまでの執しゆう着ちやく。何もしないでいるということを、彼かれは極きよく端たんに恐おそれた。炊すい事じに始まり掃そう除じ、洗せん濯たく、はたまた年少の子供たちの世話──そこに仕事さえあれば内容は選ばなかった。手の空いた時間には一いつ瞬しゆんたりとも耐たえられず、ひとつ仕事が終わった次の瞬しゆん間かんには、次の仕事を求めて施し設せつの中を彷徨さまよい歩いた。

「何か、させてください。お願いします、何か──」

　それと並へい行こうして起こった第二の異変が、睡すい眠みんに関する変調。一日を占しめる労働時間が増えるにつれて、ジャンの睡すい眠みん時間は反比例するように減っていった。八時間だったものが六時間になり、六時間だったものが四時間になり、二時間になり、一時間になり──いつしか、彼かれが眠ねむっている姿を誰だれも見かけなくなった。

　働き者の少年という印象を通とおり越こして、職員たちはその姿に常じよう軌きを逸いつした何かを感じ始めていた。彼かれについての噂うわさは施し設せつの外にまで届き、そこから人づてに伝わっていき──やがて、ひとりの男に達した。

「──やぁ、初めまして」

　噂うわさを聞きつけて、男はジャンのいる施し設せつを直接訪ねてきた。一分の隙すきもなく着こなした紺こん色いろのブレザーとズボン、顔面を覆おおう完かん璧ぺきな政治家の笑えみ。その男が自分に何をもたらす存在なのか、初対面の時点でジャンにはまったく想像が出来なかった。ただ漠ばく然ぜんと、底知れないものを感じた。

「私はアリオ・キャクレイという者だ。キオカのしがない政治屋だよ。今日ここに来たのは、君についての面おも白しろい話を聞いたからでね」

　気さくな口調で男は名乗り、ジャンに話しかけた。来訪の目的が自分だと聞いて、箒ほうきを動かす手はそのままに、少年はきょとんと首をかしげる。

「聞くところによると、君はこの一か月、まったく寝ねないまま働はたらき詰づめで過ごしているとか。職員の人々が不思議がっていたよ。眠ねむくはならないのかい？」

「いいえニエツト──眠ねむく、ないです」

　ジャンは即そく答とうして首を横に振ふった。その瞬しゆん間かんから、両の瞳ひとみに異様な光が灯ともった。

「僕ぼくが眠ねむっている間に、みんな死んでしまいました。僕ぼくが何もせず眠ねむっていたせいで、みんな死なせてしまいました。──もう、眠ねむりたくないんです。眠ねむってはいけないんです。誰だれも──誰だれひとり、僕ぼくの代わりに死なせたくないんです」

　憑とりつかれたように喋しやべり続けるジャンの様子に、アリオがすっと目を細める。三つ目の異変がそこにあった。かつて明るい茶色であった少年の頭とう髪はつは、施し設せつに来てからの数か月を経て、すでに一点の混じり気もない白はく髪はつに変じていたのだ。

「僕ぼくは働けます。いくらでも働きます。どんな仕事でも休まずこなしてみせます。

　だから──キャクレイさん。あなたは僕ぼくに、仕事をくれますか」

　目の前の男に向かって、白はく髪はつの少年が問い返す。それを受けて、アリオの笑えみがかつてないほどに深まった。

「なるほど──素晴らしい」

　ゆっくりと歩み寄り、男は少年の肩かたに手を置く。どこまでも自然な所作でありながら、ジャンの肩かたが受け止める力は異様なまでに強い。見み初そめたからには離はなさないとでも言うように。

「ここに来て良かったよ。──そう言ってくれる人間を、私はずっと探していたんだ」

　全てを失った少年を、こうして男は拾い上げた。──自分が手て掛がける数多あまたの「作品」の中で、きっとこの子こそが人生最大の傑けつ作さくになる。その確信に胸を躍おどらせながら。
















「……こうして話してみると。人生の浮うき沈しずみの激しさは、君と似たようなものかもしれないな」

　パートナーのルナの頭を撫なでながら、ジャンはそう言って長い語りを終える。イクタは目をつぶって相手の人生を思おもい描えがき──やがて、まぶたを開けて静かに尋たずねた。

「お前の目標は、多民族による共和制の発展だったよな。──ラオを憎にくんではいないのか」

「憎にくもうにも、相手がすでに滅ほろんでいるのではね。それに──覚えているんだ。バユシエにも大きな奴ど隷れい市場があって。……そこで買った奴ど隷れいを、僕ぼくの家でもひとり雇やとっていた」

　懐なつかしさと後ろめたさが入り混じる記き憶おく。子供時代の幸せな日々の後ろにあった陰かげを、その存在に気付いた今、ジャンはつぶさに想像する。

「ラキ、という名前の寡か黙もくな女性だった。……いや、あれは寡か黙もくなんじゃなくて、言葉をろくに教えられなかったから多くを喋しやべれなかったんだろうね。僕ぼくは彼かの女じよの作る卵料理が好きで、炊すい事じをしているところによく味見をせがみに行った。彼かの女じよはいつも困ったように笑って、それから必ず料理を小皿によそってくれた……」

　ジャンにとって、それは優やさしく温かい思い出のひとつ。けれど──彼かの女じよにとってはどうだったのかと、今となっては考えずにいられない。奴ど隷れいとして買われた先で幸せに過ごす家族を見て、彼かの女じよは何を思っていたのだろうか。

「あの戦争に、正義なんてどこにもなかった。──どこまで行っても不毛な共とも倒だおれだったんだ。だから、僕ぼくが憎にくんだのはその不毛さそのものだよ。同じことを二度と起こさせるまいと誓ちかった。そのために軍人の道を選び、今この立場にいる」

　自らの在り方をそう結論して、ジャンは視線を目の前の青年に戻もどす。

「かつての質問を繰くり返かえそうか。ソローク──君は何のために帝てい国こくを守る？」

「…………」

「さっきの話を聞く限り、君もまた帝てい国こくの悪政を憎にくむべき立場のはずだ。なら、君は国を善よくするために軍人を続けているのか。──それとも、復ふく讐しゆうのためにそこにいるのか？」

　その問いを受けて、イクタは自分自身に問いかけた。──国を救うことか、国を滅ほろぼすことか。自分が望んでいるのは果たしてどちらだろう。思えばそれを追つい求きゆうしたことは今までなかった。シャミーユの望みと分けて考えた時に、イクタ・ソロークは帝てい国こくに対して何を望むのか？

「どちらだとしても、もうその先を見てもいいはずだ。君も歴史を知るなら分かるだろう。貴族の腐ふ敗はいを云うん々ぬんする以前に、帝てい政せいというシステムそのものに先がない。君が女じよ帝ていと共に進めている改革も、次代の賢けん帝ていに恵めぐまれなければ一代でたちまち水すい泡ほうに帰す。それを防ぐためには、制度そのものを根本から変えるしかないんだ」

　その点に関してはイクタも反論はない。国政の健全化に向けて打った様々な手も、現時点では延命措そ置ちの域を脱だつしてはいないのだ。どこかで決定的な転てん換かんが必要になることは疑いない。

「キオカにはそれを行う準備がある。僕ぼくらは侵しん略りやく者しやではなく、失敗した国家を拾い上げて建て直す修復者だ。だから、もし帝てい政せいそれ自体に執しゆう着ちやくがないのなら──我々の干かん渉しようを受け入れてはくれないか。それが君らの未来にも繫つながると、僕ぼくたちはそう確信している」

　行ゆき詰づまった国家に転機をもたらすのが自分の国なのだと、ジャンはかたくなに信じて疑わない。彼かれは最初からずっと、帝てい国こくの民たみを救おうとしている。

「……売うり込こみをかけるにしても、理想と現状を混同するのは感心しない」

　だが、イクタはその提案に待ったをかける。ジャンの表情にぎゅっと苦みが走る。

「いまお前が口にしたのは、キオカ国内でも特に志を高く持った人間だけが共有する『上うわ澄ずみの』思想だろ。そうじゃない連中も山ほどいるはずだ。元々が対帝てい国こくの意志だけで結び付いた集団だからな、不平不満はあちこちで燻くすぶってるだろうさ」

　青年は鋭するどく指し摘てきした。白はく髪はつの将の言葉は、決してそのままキオカの言葉ではない。

「お前の言う干かん渉しようをそのまま受け入れるとすれば、そういう連中もこぞって帝てい国こくに押おし寄よせることになる。新しい土地で無防備な民衆と国土を目にした時、そいつらが何を考えるかな。もう一度戦乱の時代に逆ぎやく戻もどりしてもおかしくない──僕ぼくはそのくらいに予想してるが」

「否ニエツト！　そうした連中に勝手な真似まねはさせない！　共和制の普ふ及きゆうという指針から逸いつ脱だつした行いは、我々の手で厳正に取とり締しまるだけのことだ！」

「お前ひとりで、か？　……残念だけど、お前と志を同じくする人間の数が、キオカの現状に不平不満を抱かかえた連中より多いとはとても思えない。さっきも言っただろ、お前の思想は上うわ澄ずみだって。大たい抵ていの場合、下でどろどろ濁にごってる奴やつらのほうがずっと多いんだよ」

　うつむいて唇くちびるを嚙かみしめるジャン。それを否定するには、彼かれ自じ身しんに背中を狙ねらわれた経験が余りに多すぎた。その表情から内心を察しつつ、イクタはふぅとため息をつく。

「これはラ・サイア・アルデラミンに対してもそうなんだけどな。──僕ぼくが心配してるのは、この戦争よりもむしろ、それが終わった後のことなんだ。これから何やかんやで帝てい国こくが滅ほろびたとして、共通の敵を失ったキオカは瓦が解かいせずにいられるのか？　多民族からなる共和制国家としてのキオカは、現時点でそこまでの結束に辿たどり着ついているか？」

「……っ……」

「僕ぼくが何のために帝てい国こくを守るかといったら──まぁ、表向きの理由はそんなところだよ。こっちの未来を預けてもいいと思えるほど、キオカという国の完成度に信しん頼らいが置けない。だったらまだ当分は自分で賄まかなうさ。制度に手を入れれば少しはマシに出来るし、その間にそっちもマシになってくれるかもしれないしな」

　それを聞いて、ジャンは説得の念を新たにした。──養父ちちの言う通り、決して完全な没ぼつ交こう渉しようではない。最後の一言は、相手がキオカに対して残している期待の表れとも受け取れる。

「……確かに、今の僕ぼくらはまだ頼たよりないかもしれない。一部の人々が共和制の普ふ及きゆうとはかけ離はなれた思想を持っていることも事実だ。帝てい国こくへの干かん渉しように当たって彼かれらの手た綱づなを取りきれないと危あやぶまれるのも、今の段階では仕方がない」

「だろ？　だから──」「それが不満なら！」

　相手の声に被かぶせるように言い放ち、身を乗り出して顔を突つき合あわせ、ジャンは声こわ高だかに叫さけぶ。

「君が協力したらどうなんだ、イクタ・ソローク！　それなら文句はないだろう、僕ぼくの手が追い付かない範はん囲いは君がやれ！　君が率そつ先せんして指揮を執とれば多くの人が付いてくる！　身勝手な欲求を振ふりかざして乱世を呼ぼうとする連中は僕ぼくらが片かたっ端ぱしから押おさえ付つければいい！　これで戦力は二倍になった、それでもまだ手が足りないというのか!?」

「─────」

　その説得に──イクタはしばし、呆ぼう然ぜんとしたまま声もなかった。自分を見み据すえる白銀の瞳ひとみに、その持ち主たる不眠ねむらずの輝き将しように、彼かれが有する心の輝かがやきに、初めて心底からの畏い敬けいを覚えた。

「──すごいな、お前は」

「……？」

「僕ぼくに向かってそれを言えるのか。自分の理想を妨さまたげて足あし踏ぶみをさせた人間に向かって、自分の在り方とは真逆の理念を掲かかげる相手に向かって──そんなにもまっすぐ協力を求めることが出来るのか」
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　その言葉を受けて、ジャンははっきりとうなずく。その瞳ひとみから、敵意はとうに消えている。

「君の為人ひととなりを知り、その過去を知った。僕ぼくもまた同じものを語り、伝え残したことはひとつもない。だとすれば──この想おもいは通じる。そう信じて口にした」

　イクタは太陽を直視したように目を細める。そして思い知った──この青年は信じているのだ。想いは伝わると。自分が正しく在れば、それを見た人々もまた正しく応えると。

　ひとたび自分自身に向けられれば、その光は余りに眩まぶしかった。……なぜなら、それは黒くろ髪かみの青年が持ち得ないもの。あるいはずっと昔に失ったまま還かえらないもの。この世界に生きる名も知らない人間たち、その全てへの素そ朴ぼくな信しん頼らいであり信任。

　つまりはそれが、ふたりの決定的な違ちがいだった。たそがれの国に生まれた将と、あかつきの国に招かれた将。これより日にち没ぼつに向かう者と、これから夜明けに向かう者。その両者を分かつ諦てい観かんと希望の峡きよう谷こく。

「…………っ」

　だが、もし、共に夜明けに向かえたのなら。

　その考えが、抗あらがいがたい魅み力りよくを放ってイクタの頭をよぎり──、

　長く苦しい逡しゆん巡じゆんの末。それ以上の確信をもって、静かに否定される。

「……お前は、いつ休む？」

　ぽつりと、イクタが問いかける。問いの意味が分からず、ジャンは眉まゆ根ねを寄せる。

「戦争の間も、その後もずっと働はたらき詰づめだっていうなら、お前が腰こしを下ろして休めるようになるのはいつだ？　十年後か、二十年後か──あるいはもっと後か」

　それは問われるまでもないことだった。白はく髪はつの将は迷うことなく返答する。

「その権利は後世に譲ゆずる。僕ぼくの命は、キオカの発展に費ついやすと決めているから」

「じゃあ、お前が死んだ後はどうなる。代わって先頭に立つ人間は？」

「誰だれかが必ず後に続く。僕ぼくの背中を見て育った子供が、きっと僕ぼくと同じように──」

　みなまで言わせず襟えり首くびを鷲わし摑づかみにし、イクタは相手の体を思い切り引き寄せた。ガツンと額をぶつけて、腹の底から叫さけぶ。




「──同じように生きさせて、同じように死なせる気か！」




　声が縦穴の中にわんわんと反はん響きようする。その意味を理解できずにいる相手に向かって、黒くろ髪かみの青年はなおも言葉を尽つくす。

「おい、よく聞けよ！　お前が無自覚のままに、あの執しつ政せい官かん殿どのが確信的に作ろうとしているのは、お前みたいな英えい雄ゆうを無限に再生産するシステムだ！　お前がさんざん国のために働いて死んだ後、キオカの政治屋どもはジャン・アルキネクスの生き方を国民の理想像として称しよう賛さんし、後進に向かってその後追いを奨しよう励れいする！　自分の幸せなんて顧かえりみず国に尽つくす──それが人として正しいことだと、したり顔で教育し始めるんだ！」

「────」

「その教えを真に受けた子供たちの中から生まれてくる次代の英えい雄ゆうを、奴やつらは低賃金ローコストで使つかい潰つぶせる人材として存分に活用する！　駒こまとしての使い勝手はそりゃ最高さ！　勤労に報ほう酬しゆうなど求めない、国に尽つくせることがいちばんの喜びだ──自分からそう言ってくれるように初めから教育してあるんだからな！」

　自分の後を追って育つ子供たち──そう言われた時、ジャンの脳のう裏りには否いや応おうなくひとりの少女の姿が浮うかぶ。カーシャ・マスクス。まっすぐで勇ゆう敢かんな少女。大きくなったらジャンのようになるんだと、曇くもりのない瞳ひとみで言ってくれた女の子。

「…………」

　だが、その笑え顔がおが──今の話を聞いた後では、ぐにゃりと歪ゆがむ。

　ジャンは想像する。仮に──大きくなった彼かの女じよが、自分のような軍人を志したとする。そのために多くの努力を費ついやし、才能と運に恵めぐまれた結果、若くして活かつ躍やくの場を与あたえられたとする。そこでも成果を出し、さらなる働きを求められ、国家のために誰だれよりも貢こう献けんし──自分とまったく同じ道を歩んだとする。

　それから、彼かの女じよはどうなる？

　自分を目指した少女は、最後にどこへ辿たどり着つく？

　同じ道だというのなら。──彼かの女じよもまた、言ってしまうのではないのか。




　──休みは要いらない。それは後世に譲ゆずる。

　自分が死んでも、誰かが必ず後に続く、と。




「───ぁ───」

　ジャンの全身を、これまで一度も感じたことのない寒気が押おし包つつむ。

　自分が第一歩を踏ふみ出だそうとしていた見果てぬ道。それが数世代に亘わたる長ちよう征せいなどではなく、終わりのない循じゆん環かん廻かい廊ろうだったことに思い至る。

　国家の発展に際限はない。それは燃料が補給される限り回り続ける非情の機関だ。たとえ戦争が終わったとしても本質は変わらない。戦いだけが人の身を削けずる唯ゆい一いつのものではないのだ。自ら炉ろに身を投じる人間が安定供給される限り、それはいくらでも自己肥大を繰くり返かえす。肥大した機関はますます多くの燃料を必要とする。今さら疑うまでもなく、アリオ・キャクレイはそのような国を目指している。




　だとすれば──いつ、来るというのだ。

　誰だれも譲ゆずらずに済む日は。誰だれもが幸せに暮らせる時代は。

　さっき彼かれが口にした後世は、いつになれば訪おとずれるというのだ。




「────────」

　依よって立つ地面が揺ゆらぐ感かん触しよくに、ジャンは正体を失って立たち尽つくす。

「………………」

　そんな彼かれの変化をじっと見つめて──固く摑つかんでいた襟えり首くびから、イクタはそっと手を放す。

「……国民全体に公共の意識を持たせることは、国家の運営に当たって、確かに必要不可欠だろうさ」

　いくぶん冷静さを取とり戻もどした声でそう告げる。ここで伝えなければならないと、彼かれはそう思った。彼かれの立場から言うことの出来る、もっとも切実な忠告を。

「でも、それは常に個人の幸せとバランスを取っていなけりゃならない。国民に無私と献けん身しんを推すい奨しようする国家なんて、それ自体が詐さ欺ぎも同然の存在なんだ。人を生かすために国が生まれた。断じてその逆じゃない」

　イクタはそう結論し──自分がおおよそを語り終えたことに気付いて、ふっと肩かたの力を抜ぬく。近くの壁かべまで歩いていって寄りかかり、そこから物言わぬ白はく髪はつの将へ話しかける。

「……なぁ、ジャン。お前の周りには、お前が働はたらき詰づめなことに疑問を覚える人間はいないのか？　お前の体を気き遣づかって、きちんと休めと言ってくれる人間は？」

「…………」

「いないことはないだろ。僕ぼくの目には、お前がそこまで人間関係に恵めぐまれていないようには見えない。あの副官の女性──ミアラさんにしたってそうだ。彼かの女じよには何か言われないか？　言われないとしても、何か言いたそうにしていないか？」

　ジャンは答えられない。そんなことは考えたこともない。イクタはため息をついて告げる。

「どうせ気付いてないと思うけどな。……あの女性ひとの顔、会う度たびにどんどん暗くなってるぞ」

「え──」

　ジャンの肩かたがびくりと震ふるえる。悪気なくやった行こう為いを親に叱しかられた子供のような顔。それを見ているのも辛つらくなって、黒くろ髪かみの青年はため息と共に頭上を仰あおぐ。

「……勘かん弁べんしてくれ。ただでさえヤポニク人の特とく徴ちようが強くて、こっちは彼かの女じよを見るたびに母さんを思い出してるんだ。お前が何もしないなら、次はもう迷わず声をかけるからな。よその国の軍人だとかお前の副官だとか、そんなの僕ぼくの知ったことか」

　ふてくされたようにそう言って寝ね転ころがる。それが彼かれなりの気き遣づかいであることは、ジャンにももう理解できる。

「大切な人が生きて隣となりにいる。……自分の命をすり減らす前に、お前はその事実を嚙かみしめとけ。そうすりゃ今より少しは、彼かの女じよの気持ちにもなれるはずだ」

　その言葉を最後に、イクタはごろりと相手に背を向ける。──それから夜明けを迎むかえるまで、彼かれらは一言の会話も交かわすことはなかった。







　明くる朝、救助に来た兵士たちの手で縦穴から体を引き上げられると、ふたりはまっすぐ山を下った。そうして帰り着いた麓ふもとでは、不安で胸をいっぱいにしていたそれぞれの知ち己きが、彼かれらの顔を見るなり走り寄って来た。

「ジャン、ご無事で──！」「ソロークっ！」

　近付いてジャンの手を握にぎるミアラ、イクタに抱だきつくシャミーユ。ふたりはその場でしばらく相手をなだめる。

「ごめんよシャミーユ、ちょっと山道でポカをやっちゃってね」

　そう言って、大事ないことを示すように笑ってみせるイクタ。と、そこにアリオがやって来て、青年の隣となりでぽつりと言った。

「──ウチの子が迷めい惑わくをかけたかな？」

「……いえ。不ふ慮りよの事故で穴に落ちて、一晩一いつ緒しよに明かしただけですよ」

　肩かたをすくめてそう答えるイクタ。彼かれとジャンとの間に、アリオはしばらく見み透すかすような瞳ひとみを行き来させていたが──じきに「割と惜おしいところまで行ったかな」とつぶやいて身をひるがえす。ぎょっとするのを通とおり越こして、青年はもう呆あきれるしかなかった。

「ジャン、ひとまず天幕に入りましょう。服が汚よごれていますし、本当に怪け我ががないか全身を診みておかないと……」

「Ｙａｈ、分かったよミアラ。だからそう強く引っ張らないでくれ、袖そでがちぎれてしまう」

「あ──す、すみません！」

　心配が募つのりすぎて空回り気味の副官と、ジャンは少しテンポのずれたやり取りを交かわしている。それを横目にちらりと眺めてから、イクタはシャミーユと一いつ緒しよにいつもの大馬車へ向かっていった。







「……これで一通り見ました。良かった。多少の擦すり傷きずくらいで、大きな怪け我がはどこにもありません……」

　キオカ軍ぐん陣じん地ちの天幕に入ると、ミアラはまずジャンの全身を入念にチェックした。穴に落ちたという報告を受けていたので、彼かの女じよはずっと怪け我がをしていないか心配でならなかったのだ。それが杞き憂ゆうに終わったことを知ってほっとしていると、ふと上半身裸の上官の目がじっと自分を見つめていることに気付き、彼かの女じよは慌あわてて身を離はなす。

「あ……じゃ、じゃあ私は一度外に出ますね。き、着き替がえはそこに置いてありますので。すいません、過か剰じように心配してしまって……」

「──待ってくれ、ミアラ」

　そそくさと天幕を出て行こうとする副官を、白はく髪はつの将の静かな声が呼び止める。ミアラは足を止めて不思議そうに振ふり向むいた。

「は、はい。何でしょうか」

「気になっていることがあるんだ。そこに座すわって、少し話をしよう」

　かつてなく真しん剣けんな口調でそう言われて、ミアラは胸がざわつくのを感じる。勧すすめられた椅い子すにそっと腰こしかけながら、まさか暇ひまを出されるのか──そんな可能性まで想像してしまって気が気ではない。

　いつもよりも落ち着きのない彼かの女じよと向き合って、一呼吸置くと、ジャンはいきなり本題に切きり込こんだ。

「正直に答えてくれ。……僕ぼくは君を、ずっと不安にさせているだろうか？」

　問われたミアラが一いち撃げきで硬こう直ちよくした。まさか相手から直接それを訊きかれるとは思わず、その場合を想定した受け答えが彼かの女じよの中に存在していなかった。無難な答えで取とり繕つくろうべきかと、彼かの女じよは一いつ瞬しゆんそう考えて口を開きかけるが、




　──貴き殿でんはおそらく、もっと自分の気持ちに素す直なおになっても良いのであります。




　その間際、耳に蘇よみがえる騎き士しの娘むすめの言葉。それに促うながされるようにして──長い躊躇ためらいの末、彼かの女じょは心の奥おくにあった本音をそのまま口にした。

「…………はい。私はずっと、ジャンのことが心配です」

「……それは、なぜ？」

　白はく髪はつの将が重ねて問いかける。途と端たんにくしゃりと顔を歪ゆがめて、震ふるえる声でミアラは答える。

「最近のジャンが──前よりずっと、楽しそうだからです」

　思いもしない回答にジャンが目を丸くする。彼かれの目の前で、ミアラが堰せきを切ったように話し始める。

「アナライ博士と会ってから、ジャンは私の知らない顔をするようになりました。よく怒おこって、よく笑って、政治と軍事以外の話をよくするようになりました。この調査の間もとても自然に活いき活いきとしています。そのことが──私には、ものすごく不安です」

「……それは……僕ぼくの心が、国への貢こう献けんから離はなれているように見えるから？」

　おそるおそる理由を尋たずねるジャン。が、彼かれの副官はぶんぶんと首を横に振ふって「違ちがいます」と否定し、

「ジャンの幸せが、そちらの生き方にあるんじゃないかと思ってしまうからです」

　相手の想像を超こえる、本当の答えを口にした。啞あ然ぜんとするジャンに、彼かの女じよは言葉を続ける。

「今のジャンは輝かがやいています──戦場にいる時に負けないぐらい。義務とも責務とも関係なく、全力で好きなことをやっている……生きることを楽しんでいる。そういう感じがします」

「────」

「あなたがいつも背負っている大きな責任から、科学者たちと話している一時だけは解き放たれている。そういう風に見えるんです。だから……最近は、私が知らなかった顔で笑います。私が知らなかった顔で怒おこって、私が知らなかった顔で悔くやしがります。それを見ていると……私はどうしようもなく、自分の存在がいたたまれなくなります」

　ミアラの目に涙なみだが浮うかぶ。ジャンは混乱しながら必死で首を横に振ふる。

「違うニエツト──待ってくれ、ミアラ。誤解だ。僕ぼくがキオカの未来を想おもわない時間なんて一いつ瞬しゆんもない。今の調査にしてもそうだ。これはあくまでも、政治・軍事の両面において重要な意味を持つから本気で取り組んでいるのであって──」

「それがおかしいと思うようになってしまったんです！」

　強い声で相手の言葉をさえぎるミアラ。その目に浮うかぶのは、すでに不安の感情だけではない。同じだけの憤いきどおりもまた、そこに宿っていた。

「なぜ──なぜいつも、ジャンばかり働いているんですか。なぜあなただけずっと休むことを許されないんですか。なぜ執しつ政せい官かん殿どのはあなたの体を気き遣づかわないんですか。あなたがいちばん頑がん張ばっているのに、あなたがいちばん国を想おもっているのに、そんなの絶対におかしいでしょう！」

　もはや歯止めが利きかず、彼かの女じよはこれまで溜ために溜ためてきた言葉を次々と吐はき出だす。ずっと顧かえりみて来なかった副官の本心に、ジャンもまた動どう揺ようを隠かくせない。

「──なぜ、そんなことを言うんだ、ミアラ。君は知ってるはずじゃないか、僕ぼくの身命はキオカに捧ささげたものだと。僕ぼくの理想を支持してくれたからこそ、君は僕ぼくに付いて来てくれたはずだ。兄君や亡霊部隊カラ・カルムのみんなといっしょに……そうじゃないのかい？」

　震ふるえる声で互たがいの関係を確かく認にんする。ミアラはこくりとうなずいてみせる。

「その通り、です。でも、気付いてしまったんです。今のままだと──理想に辿たどり着つくずっと前のどこかで、あなたは摩ま耗もうしきって死んでしまうって」

　黒くろ髪かみの青年と同様の指し摘てきが、もっとも身近な副官の口から発された。その事実に白はく髪はつの将は愕がく然ぜんとし、彼かれの見つめる先で、ミアラの頰ほおを幾いく筋すじもの涙なみだがつたう。

「ジャン──あなたに生きて欲ほしいんです。理想を目指して突つき進すすむあなたの姿は眩まぶしい。でも、そうやって頑がん張ばった分だけ幸せになって欲ほしいんです。遠すぎる場所にある理想ではなく、あなた自身の幸せを手に入れて欲ほしいんです」

「────」

「そうでないと──あなたが死んだ時、私はきっとキオカを呪のろってしまう。あなたを使つかい潰つぶして殺した国家を恨うらんでしまう。それを後あと押おしした自分も……きっと許してはいられない」

　そう口にして、彼かの女じよは自分の腕うでを摑つかんで爪つめを立てる。湧わき上あがる不安に必死に耐たえようとするかのように。

「最近は、そればかり考えるんです。あなたの亡骸なきがらを前に、泣なき叫さけびながら自分の胸に刃やいばを突つき立たてる……そんな光景を想像して震ふるえているんです。辛つらくて、辛つらくて……今もずっと、辛つらくて……」

「……っ……」

「何より情けないのは──こんなことを言ったところで、私は戦争のほかに何もできない女だということです。軍を離はなれれば、私は何の役にも立ちません。軍人以外の生き方を何も知りません。科学者たちのように、あなたを笑え顔がおにしてあげることも出来ません……」

「み、ミアラ──」

　余りに痛ましい内心の吐と露ろ。それをただ聞き続けることに、彼かれはもはや耐たえられなかった。椅い子すを蹴けって立ち上がり、ジャンは衝しよう動どう的てきにミアラの体を抱だきしめる。──長い付き合いを通して、それは互たがいに初めての抱ほう擁よう。彼かの女じよの両手がすがるように相手の軍服をつかむ。

「……噓うそをついてごめんなさい。不安の原因の半分は、そんな自分自身です……」

「…………」

「あなたのことが何よりも大切だと分かっても、あなたのために何もしてあげられない。そんな自分が情けなくて、歯がゆくて……どうすればいいのか、ずっと分からなくて……」

　ぽたぽたと落ちて軍服の肩かたを濡ぬらす涙なみだ。泣きじゃくるミアラを抱だきしめながら、その一方で、ジャンにはそれ以外に為なすべきことが何ひとつ分からずにいた。

　自分が依よって立つ地面を見失い、ずっと見えていなかった仲間の本心を知り。昨日までとはまったく変わってしまった世界の中で──青年はまだ、最初の一歩さえ踏ふみ出だせずにいる。










　イクタとジャンの事故から二週間後。その間にさらに二問をクリアし──科学者たちは、試練の開始からちょうど百問目に当たる問題と向き合っていた。




「──全ての中心に独り立ち、その名を唱えよ」




　天幕の中に、これまで何度となく耳にしてきた無機質な精せい霊れいの声が響ひびき渡わたる。自分のパートナーが発したそれに、バジンは首をかしげた。

「……うーん。中心に立つ、という部分は第一問を思い出すけど」

「その名を唱えよ、っていうのは今までにないタイプの出題よね。どう捉とらえればいいかしら」

　隣となりに立つナズナも難しい顔でつぶやく。と、その頃ころ合あいで、これまで同様に部隊を展開して精せい霊れいの反応を探さぐっていたイクタとジャンが天幕に帰ってきた。

「ふたりとも、精せい霊れいの反応はどうなっておるかの？」

　すぐさま確かく認にんするアナライ。ふたりの弟子でしが微び妙みような面おも持もちで答える。

「何度か反応はあったんですけど、場所が特定できていません。一いつ瞬しゆんだけ反応したと思ったら次の瞬しゆん間かんには止やんでいる──ということの繰くり返かえしで」

「……Ｙａｈ、こちらも同様です」

　その報告を受けて、老ろう賢けん人じんは顎あごに手を当てた。

「ふむ。一いつ瞬しゆんだけ反応して止やむ──か」

　天幕の中に降りる思し索さくの静せい寂じやく。静けさとは裏腹な熱量を含ふくんだそれを、ヴァッキェが真っ先に破って手を挙げる。

「わたしから仮説をひとつ。──反応が不安定なんじゃなくて、反応地点そのものが動いてるってセンはどうかな？」

　科学者たちの視線が彼かの女じよに集まる。イクタもこくりとうなずいて賛同した。

「僕ぼくもそれに一票だ。根こん拠きよとしては──序じよ盤ばんの問題は平面上の幾き何か学がくだったけど、問題を重ねるにつれて空間図形が扱あつかわれるようになってきた。これは二次元から三次元への変化だ。だから──今回はそこへ、さらにもうひとつ軸じくが加わったと考えると腑ふに落ちる」

　彼かれのその言葉に、思し索さくに没ぼつ頭とうしていたシャミーユがハッとして顔を上げる。

「平面と空間に加えて、さらにもうひとつ──そうか、時間軸じくか！」

「そう。おそらく今回は、時点ごとの反応の位置を把は握あくしなきゃ解けない類たぐいの問題なんだ。反応の探さぐり方にも、今までとは違ちがった工く夫ふうが求められる。

　これまでの観測から、反応地点はかなりの広こう範はん囲いを動き回っている可能性が高い。短時間で全容を把は握あくするには、人手をフルに使う必要があるけど──」

　言いながら、彼かれはジャンのほうへ視線を向ける。その意図を察して、白はく髪はつの将はこくりと頷うなずいた。

「……Ｙａｈ、承知した。探たん索さくのための部隊をさらに増員しよう」

「ああ。まずはそれで、できる限りの広こう範はん囲いに兵たちを展開してみよう」

　すんなりと同意するふたり。山中で遭そう難なんしかけたあの一件以来、彼かれらの衝しよう突とつは奇き妙みようなほどなりを潜ひそめていた。シャミーユは興味と不安が半々の気持ちでその様子を窺うかがっている。──これもアナライ博士が言うところの化学反応の結果なのだろうか？

　なんにせよ、反応が広こう範はん囲いを移動しているという仮定に沿って、彼かれらは可能な限り多くの兵士たちを一定間かん隔かくで平原上に展開し始めた。のみならず、何時の時点でどこの兵士に反応があったか、それまで含ふくめて詳しよう細さいに記録していく。そうして観測を重ねること数日──おぼろげに見えてきたデータの傾けい向こうに、科学者たちは揃そろって眉まゆ根ねを寄せる。

「……イクタ兄、これ、かなりとんでもない範はん囲いを動いてるっぽいよ」

「……みたいだな。万単位で兵を展開しても移動の全容が摑つかみきれていない。……加えて、追わなきゃいけない反応はひとつじゃなさそうだ。精せい霊れいの反応にもいくつかパターンがあるし、複数の反応が地上を同時に動いているらしい」

　書かき込こみだらけの地図をヴァッキェ、シャミーユと一いつ緒しよに眺ながめながらイクタはそうつぶやき、やがて思い切って顔を上げた。

「よし──路線変へん更こう。全容を直接把は握あくするのは諦あきらめよう」

「良いのか？　問題を解く以前に、出題を把は握あく出来ていないのであろう？」

「そこはもちろん、科学的想像力を駆く使しするのさ。ここまでのデータとにらめっこしながらね」

　そう言って地図上の点に指を添そえる。情報過多に見える書かき込こみも、彼かれの中では徐じよ々じよに意味を成しつつあった。

「現時点で導き出せた法則性がひとつある。精せい霊れいの反応が移動するコースは──少なくともその一部は、約一日ごとに循じゆん環かんしているんだ。ある一点で精せい霊れいが反応した場合、およそ二十四時間後にまったく同じ場所で反応がある。仮に、これが反応の見られた全ての場所で共通しているなら、精せい霊れいの反応は同じコースを毎日ぐるぐる回っているのだと考えられる」

　仮定を交えて意見を口にするイクタ。そこにアナライがやって来て口を挟はさむ。

「同じコースをぐるぐる回る運動となれば、真っ先に思いつくのは円運動じゃな。『中心に立て』というメッセージが第一問と共通している点からしても、この問題に円の性質が絡からんでいる可能性は無視できんじゃろう。これまでの問題を振ふり返かえっても、後の問題はそれより前に出された問題を下した敷じきにしている場合が多かったしのぅ」

　出題の意図まで含ふくめてそう推測し、老ろう賢けん人じんはさらに思考を先へ進めていく。

「反応の移動が全て一日単位の円運動だと仮定した場合、これを確かめるには、こちらの予測通りの時間に予測通りの場所で精せい霊れいが反応するかどうかを見み極きわめる必要がある。イメージとしては分度器と時計を持ち出せば分かりやすいの。丸一日かけて三百六十度動くのじゃから、〇時の時点で〇度の位置にあった反応は、六時の時点で九十度の位置、十二時の時点で百八十度の位置になるはずじゃ。途と中ちゆうで速度が変わっている場合はこの限りではないが──少なくとも、ここまでのデータは、反応の移動が常に等速であることを示し唆さしておる」

　促うながされるまでもなく、イクタがその先を引ひき継つぐ。

「検証するなら、まずは観測できた移動コースの中でもっとも小さい円を描えがいていると考えられる反応からです。便べん宜ぎ的てきにこれを反応Ａとしましょう。円運動を予測するためには、その中心を求める必要があり、これには最低でも軌き道どう上の三点が観測されていなければなりません。地図上に円えん弧こらしき軌き道どうが見て取れる反応Ａはその条件を満たしている可能性があります。あくまでさっきまでの仮定が正しければ、ですが」

　意見を交かわした師し弟ていはうなずき合い──その考え方に基もとづいて、複数の予測地点に兵士を回して反応を確かめさせた。数日後、全ての地点で予測された時間に反応が確かく認にんされ、科学者たちは一気に色めき立った。

「予測値と実測値が一いつ致ちした。どうやら当たりだぞ、イクタ！」

　三度目の検算を終えたヨルガが興奮した口調で言う。アナライもこくりとうなずいた。

「以上の検証によって、反応Ａが一日単位で等速円運動を行っていることが証明されたわけじゃな。この円を便べん宜ぎ的てきに円Ａとしよう。すでに円だと判明している以上、これの中心を求めることは難しくない。第一問でシャミーユ君がやった方法を地図上でやればいいのじゃからな。これで反応Ａの移動によって描えがかれる円Ａの中心が求められる」

　そう言って、地図上に新たな情報を書き加えていく老ろう賢けん人じん。科学者たちが身を乗り出して紙面を覗のぞき込こむ。

「反応Ｂ、反応Ｃ、反応Ｄに対してそれぞれ同じ検証をするには、広大な範はん囲いを動き回る反応を観測しなければならん。万単位の人手をもってしても多大な時間を要する作業じゃが──どう思うかの、ジャン。果たしてその必要はあるかの？」

　ふいに白はく髪はつの将へ問いを投げるアナライ。が、ジャンは戸と惑まどわず、少し考えた末に首を横に振ふった。

「……いいえニエツト」

「ほほう。その心は？」

「解かい釈しやくの問題になりますが。精せい霊れいからのメッセージには、『全ての中心に独り立ち』とあります。ここにあえて『独り』という文言が加わっているのは、複数の円に対して、それらの中心がたったひとつだからではないでしょうか」

　それを聞いて、何人かの科学者たちが意表を突つかれた面おも持もちになる。アナライは満足げに笑って地図上を指さした。

「──そう。サイズの異なる全ての円は、それぞれまったく別個の図形ではなく、ひとつの中心を共有する同心円なのではないかと推測できるわけじゃ。これを検証することはさほど難しくない。中心と軌き道どう上の一点が分かれば、円の軌き道どうはすでに丸まる裸はだかじゃからのぅ。これらの反応が全て同心円を描えがくなら、予測されるすべての場所で精せい霊れいの反応が見て取れるはずじゃ」

　科学者たちはうなずき合い、反応Ａの移動コースを検証した時と同様に、再び多数の予測地点へ兵を回した。結果はまさに予想通り──地上を移動する全ての反応は、そのパターンに応じて、同一の一点を中心とする同心円を描えがいていた。

　それが確かく認にんされると、アナライの提案で、科学者たちは地図上に記される同心円の中心に向かって移動を始めた。すでに兵を用いてデータを収集する段階は過ぎたのだと、誰だれもがそう察していた。

「ようやく見えたの。──これが、今回の出題の全ぜん貌ぼうじゃ」

　時刻は午後九時過ぎ。星が輝かがやく夜空の下、草原のど真ん中に大テーブルが設置され、老ろう賢けん人じんはその上に先ほどの地図を置く。

　弟子でしたちの視線が集中する中、アナライはいよいよ、彼かれらの思考を決着へと導き始めた。

「大小いくつもの同心円──と、見たまま判断してはいかんぞ。それは見方が違ちがう。円はあくまでも反応が移動するコースを記録した結果に過ぎんのじゃからな。これらの本質は円ではなく円運動であり──それらの軌き道どうを形作る本体は、時間に応じて平面上を移動する点のほうにある」

　老ろう賢けん人じんはそう言い、科学者たちに向かって「もう一度、例のメッセージを確かく認にんしようかの」と囁ささやく。それを受けたバジンがすぐさまパートナーに語りかけた。

「全ての中心に独り立ち、その名を唱えよ」

　精せい霊れいの口から、再びそのメッセージが告げられる。アナライはこくりとうなずき、

「中心はすでに分かっておる。ここから北に百メートルばかり歩いた場所じゃ。後はそこに独り立ち、その名を唱えるのみ。では──名とはなんじゃろうな？　この中心には、どうも名前があるらしい。こいつは何者じゃ？」

　この場に立ち会う人間全てに向かって、そう問いかける。思し索さくに没ぼつ頭とうする科学者たちの中で、隣となりに立つイクタと共に、シャミーユもまた思考を収束させていく。

「……円の本質は、移動する点……中心を共有し、一日単位で循じゆん環かんする、複数の円運動……」

　思考の暗くら闇やみに舞まい遊あそぶ複数のキーワード。やがて──その全てがパズルのように整然と合がつ致ちしていき、彼女らは一斉に空を見上げた。

「「「「「「「────！」」」」」」」

「そう。それが結論じゃよ」

　正しい思考を経て答えに辿たどり着ついた弟子でしたち。彼かれらの目の前で、アナライは机き上じように置かれた書かき込こみだらけの地図を見つめる。

「これは地に映った天の鏡像。夜空を見上げれば、そこに答えはあったのじゃ」

　そう告げると同時に、老ろう賢けん人じんは北へ向かって独り歩き始めた。固唾かたずを吞のんでその背中を見守りながら、科学者たちは自分たちの思考が結論に至るまでの推移を再さい確かく認にんする。

　約一日で循じゆん環かんする円運動──すなわち日周運動。科学者たちは知っている。自分たちが導き出したその答えは、決して紙上だけに描えがかれる現げん実じつ離ばなれしたものではない。むしろ自然界において日常的に観測されるものだと。

　遥はるかな昔──飽あきることなく星空を見上げ続けた誰だれかが、最初にそれに気が付いた。確かな規則性をもって動き続ける無数の星々と、その中心に座してただひとつ不動の星。コンパスさえ存在しなかった時代から人々の導しるべとなってきた、夜空に輝かがやくその光点の名こそは──。




「のぅ、北極星アルデラミンよ！」




　観測された全ての円運動の中心に立ち、アナライ・カーンは声も高らかにそれを口にした。そして──その瞬しゆん間かんから、劇的な変動が始まった。

「「「「「「「知性水準の到とう達たつ証明を達成。条件満まん了りよう──保管庫の扉を開くゲート・オープン」」」」」」」

　精せい霊れいたちの口が一いつ斉せいにそう告げると同時に、アナライ博士の立ち位置から数十メートル先で、凄すさまじい音を立てて地面が割れた。押おしのけられた土の下から金属の輝かがやきが露ろ出しゆつし、愕がく然ぜんとする人々の前で、せり上がったそれらが新たな足場を形作っていく。

「くく──これはまた、ずいぶんと派手なお目見えじゃのぅ！」

　一歩も下がらず変化を見守るアナライと、その身を案じて師に駆かけ寄よっていく弟子でしたち。彼かれらが見つめる中、露ろ出しゆつした金属の足場の中心から何かが突つき出だした。中サイズの天幕ほどのサイズを持つ円えん筒とう形の物体だ。入口らしき部分に設けられた窓から、その内部は中空だと分かる。

　全体に金属の光こう沢たくを帯びたそれが出現したところで、地形の変化はどうやら終わりを迎むかえた。地面の奥おくから伝わってくる震しん動どうもなりを潜ひそめ──それらに代わって、精せい霊れいたちが再びメッセージを発する。

「「「「「「「アナライ・カーン、イクタ・ソローク、ジャン・アルキネクス、イェナーシィ・ラプテスマ──以上の四名を代表者とし、保管庫への立ち入りを許可する。なお、入場を希望する場合、昇しよう降こう機きへの搭とう乗じよう期限は七十二時間以内とする」」」」」」」

　四人へ向けた名指しでの通達。それを耳にしたところで、アナライはぽつりと口を開く。

「イクタ、ジャン、それに教皇よ。──一時間で良いな？」

　首を横に振ふることは誰だれにも出来なかった。それ以上は待てないと──老ろう賢けん人じんの背中が、その声に帯びる熱が、何よりも雄ゆう弁べんに語っていた。
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　昇しよう降こう機きに乗って地中深く下降すること数分。到とう着ちやくを報しらせる柔やわらかい音と共に、アナライたちの目の前で滑すべるように扉とびらが開いた。その向こうに四人が目にしたのは──青白い光に照らし出された廊ろう下かが、いくつかの分ぶん岐きを伴ともなって奥おくへと続いている光景だった。

「中は清潔そのもの、床ゆかにチリひとつない、か。これでは遺い跡せきと呼ぶことさえ憚はばかられるのぅ」

　昇しよう降こう機きから足を踏ふみ出だし、未知の素材から成るだろう壁かべや床ゆかに、アナライはさっそく手を這はわせる。彼かれの後に続いて廊ろう下かに出たイクタとジャンもまた、注意深く歩き回って周囲の様子を調べ始めた。そんな彼かれらの様子を、ラプテスマ教皇だけが無言のまま後ろから眺ながめている。

　と──廊ろう下かの先を探さぐっていた白はく髪はつの将が、ふいに異様なものを見つけて足を止める。昇しよう降こう機きから十メートルほど離はなれた壁かべの窪くぼみに、彼かれらのよく知る形のものが、明らかに異なるサイズをもって収まっていた。

「なんだこれは。巨きよ大だいサイズの精せい霊れい……？」

「ふむ。眠ねむっておるようじゃのう」

　そこにあったのは、実に十歳さいの子供ほどもある巨きよ大だいな光ひかり精せい霊れい。ジャンとアナライが近付いても触さわってみても、目を閉じたまま動く気配はない。が──イクタが歩み寄っていくと、その腰こしのポーチでクスが声を上げた。

「イクタ、イクタ」

「ん？　どうしたんだい、クス」

「お願いがあります。私の魂こん石せきを抜ぬいて、その精せい霊れいのうなじに入れてください」

　予想外の提案に目を丸くするイクタ。その意図には何となく察しが付いたが、いくら本人の提案でも、長年のパートナーの魂こん石せきをそう軽々しく扱あつかうことは出来ない。彼かれは腕うでを組んで悩なやむ。

「……危険はない？」

「はい、あくまで一時的なことです。安心してください、私はずっとイクタのそばにいます」

　クスがいつも通りの優やさしい口調でそう請うけ合あったので、黒くろ髪かみの青年もそれを信しん頼らいすることにした。腰こしのポーチからパートナーを抱だき上あげて、そのまま一度床ゆかに下ろす。

「分かった。行っておいで、クス」

　許可を得ると、クスは目を閉じてカクンとうつむき、そのうなじから小さな石版のような「魂こん石せき」を排はい出しゆつする。イクタは慎しん重ちようにそれを手に取り、巨きよ大だい精せい霊れいのうなじへと近付けていった。

　つまんでいた魂こん石せきが、精せい霊れいの内部にするりと吞のまれていく感かん触しよく。直後──青年の目の前で、巨きよ大だい精せい霊れいの両目がパチリと開いた。

「起動シークエンス完かん了りよう。──おはようございます、皆みなさん」

　イクタのよく知る口調でそう挨あい拶さつし、むくりと起き上がって窪くぼみから出てくる巨きよ大だい精せい霊れい。ジャンはやや警けい戒かい気ぎ味みに後ずさった。

「……そうだとは思ったが、やはり動くのか」

「君は、クス──なんだね？」

「はい、イクタ。驚おどろかせてしまってすみません。これは接客用の機体でして、ここから先は私が皆みなさんの案内を務めます」

　にこりと微笑ほほえむクス。その返事にほっとしつつ、イクタは床ゆかに残った小さいほうの体を大事にポーチへしまう。それが済むと、急に大きくなったパートナーへ尋たずねた。

「君はここを知っているの？」

「はい。情報ロックが解除されましたので、施し設せつの内部構造については把は握あくしています」

「君以外にも誰だれか、ここにはいるのかな？」

「現時点で起動している個体は私だけです。順番に説明しますので、こちらに付いて来てください」

　クスが四人を先導して歩き出す。いくつかの分ぶん岐きを経て歩き続けると、ほどなく天てん井じようの高いゆったりとした部屋に辿たどり着ついた。丸い机を囲む形で四つの椅い子すが置いてあり、空間を照らし出す照明は廊ろう下かのそれと違ちがって温かみのある色合い。他にも用よう途との分からない機械類が壁かべ際ぎわを埋うめていたが、少なくとも人がくつろぐための部屋だということは全員に伝わった。

「ここが応接間になります。ただいま飲み物をお持ちしますので、皆みなさんどうぞくつろいでください」
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　そう言って部屋の奥おくに消えていくクス。それからの反応は四者で様々だった。アナライはさっそく部屋の中のあれそれを観察し始め、イクタは勧すすめられた椅い子すにどっかりと腰こしかけ、ジャンはここで気を抜ぬいていいものか分からず入口前に佇たたずんだまま。ラプテスマ教皇は少し悩なやんでからイクタの隣となりに腰こしかけた。

「お待たせしました」

　ジャンが観念したように椅い子すへ座すわった頃ころ、クスが人数分の杯さかずきを持ってきてテーブルに置く。透とう明めいだがガラスとは違ちがった質感のそれは、内部にふつふつと泡あわが立たち昇のぼる真っ黒な液体をなみなみと湛たたえている。目の前に置かれたそれを凝ぎよう視しして、白はく髪はつの将が露ろ骨こつに眉まゆ根ねを寄せた。

「……ここまで毒としか思えない飲み物にはお目にかかったことがない」

「何事も、まずは先入観を排はいして取り組むもんだ」

　そう言って杯さかずきを手に取り、口をつけていきなり深い角度で傾かたむけるイクタ。ぎょっとするジャンの前でごくりと喉のどが鳴り──口の中を通とおり抜ぬけた未知の衝しよう撃げきに、黒くろ髪かみの青年は目を見開いた。

「おっ──なるほど、こう来るか」

「実は正気じゃないのか君は!?」

「落ち着けって。ここに入った時点で袋ふくろのネズミなんだ。あっちの目的がそれなら何をしたって始末されるさ」

　開き直って肩かたをすくめる青年。室内設備の観察を切り上げて戻もどってきたアナライも、椅い子すに座すわりながらうなずく。

「そうじゃの。第一、ここまで手間をかけて招いておいて、その上でわしらを殺すというのも筋が通らん。ここは素す直なおにもてなされてやっても良いじゃろう」

　そう言って自分の分の杯さかずきに口をつける。はらはらした面おも持もちで見守るジャンの前で、老ろう賢けん人じんは感かん嘆たんの声を上げた。

「む、これは美味うまいのぅ。口の中で弾はじけるこの刺し激げき、これは炭酸水か？　独特の香かおりと相まってえも言われぬ清せい涼りよう感かんがある。暑い地域で売り出したら流行はやりそうじゃな」

「博士、何となくあれに似てませんか？　ほら、だいぶ前に試作したコカの葉の飲み物。あれを水じゃなく炭酸水で割ったらこんな感じになりそうですけど」

　さっそく飲み物について意見を交かわし始めるふたり。それを見ていたジャンも次し第だいに好こう奇き心しんが抑おさえられなくなり、しばらく躊躇ためらった末に思い切って口をつけた。ちびちびと慎しん重ちように舌の先で味わって、彼かれはやがて感想を口にする。

「……確かに、味わったことのない美味おいしさだ」

「だろ？　クス、これのお代わりはもらえるかい？」

「もちろんです、イクタ。皆みなさんも好きなだけどうぞ」

　空になった杯さかずきを持ってクスは部屋の奥おくに戻もどっていき、さっきよりも心もち足早に飲み物を持ってきた。再びそれを配りながら口を開く。

「皆みなさんの口に合って良かった。これは私たちが造られた時代に全世界でＮｏ．１のシェアを誇ほこった飲み物です。ここまで来てくれた皆みなさんに、せっかく供するならこれだと思いまして」

　さらりと口にした言葉にも重大な情報が含ふくまれている。アナライはすかさず指し摘てきした。

「私たちが造られた時代。──聞きき間ま違ちがいでなければ、いま確かにそう言ったかの？」

「そう言いました、アナライ博士。あなたの仮説は大筋で正しい。私たち四大精せい霊れいは、今より遥はるかな昔、この星に繁はん栄えいした文明によって造られたものです」

　あっさりと──本当にあっさりと、クスはそれを認めた。しんと沈ちん黙もくが下りた部屋の中、アナライはふむと鼻を鳴らす。

「まずそこを認めたか。もう少しもったいぶられるかと思ったがの」

「ここまで招き入れた相手に真実を隠かくす意味はありません。むしろ知ってもらうためにお呼びしました。──色々と質問したいことはあると思いますが。まずは私の説明を聞いていただけますか？」

　話す準備があると、問われる前にクスは自分からそう切り出す。それを聞いたイクタとジャンが顔を見合わせ、黙だまり込こんだままのラプテスマ教皇をちらりと見やった後、ふたり同時にアナライ博士を見つめた。

「拝はい聴ちようするとしようかの。せっかく座すわり心地ごこちのいい椅い子すまで用意してもらったことじゃ。長い話になっても一向に構わん」

　のんびりとそう言って、アナライは肘ひじ掛かけ付きの椅い子すに深く腰こしかける。どのような素材で出来ているのか、それでも骨組みが軋きしむ音さえ聞こえない。他の全員から異論がないことを確かく認にんすると、クスはこくりとうなずいた。

「では、始めましょう。皆みなさんはこれを付けてください」

　宣言したクスが、部屋の片かた隅すみから眼鏡としか思えないものを持って来て全員に配る。四人がそれぞれの反応を見せながらそれを顔に取り付けると、途と端たんに部屋の照明が落ちた。とっさに腰こしを上げかけるジャンだが──続く瞬しゆん間かん、その視界に、これまでとはまったく別の光景が広がる。

「遥はるか昔の──今はもう、精霊わたしたち以外は誰だれも憶おぼえていない時代のお話です」

　クスの語りが響ひびき渡わたり。そうして彼かれらの意識は、遥はるかな時を超こえた過去へと遡さかのぼっていった。
















　──西せい暦れき２２６７年。東京都千代田区霞かすみが関せき、株式会社テクニカ本社ビル十六階。

「博士！　入りますよ！」

　扉とびらに面と向かって網もう膜まく照合のセキュリティをクリアしつつ、その間に強めのノックを二回。中からの返答など期待もしないまま、女は勢いよくドアを開け放つ。想像を上回る室内の荒あれっぷりが目に入り、彼かの女じよは思わず膝ひざから崩くずれ落おちそうになった。

「……き、きのう掃そう除じしたばかりなのに……！」

　床ゆか一面に精密機器やら工具類、果ては使い切った液えき体たい窒ちつ素その容器まで転がっている惨さん憺たんたる有様の中を、彼かの女じよは足でかき分けるようにして進んでいく。中には蹴け飛とばすとまずいものも含ふくまれているかもしれないが、今はそんなことを気にしている場合ではなかった。

「博士！　返事をしてください、立たち花ばな博士！」

　混こん沌とんとした室内を見み渡わたしながら相手の名前を呼ぶ。と、視界の中のがらくたがうずたかく積まれた一角がごそりと蠢うごめき、その中からよれよれの白衣を着き込こんだ何者かが姿を現した。

「おー、どうしたんだいサプナ君。そんな風に血相を変えて」

　顔に付けた拡張現実ＡＲグラスを持ち上げて、その人物──立たち花ばな博士と呼ばれた白衣の女性はとぼけた顔で相手を見つめる。およそ身だしなみという概がい念ねんからかけ離はなれたその姿に、彼かの女じよの助手であるサプナは頭痛を覚えて声を上げた。

「どうしたんだい、じゃありませんよ！　今日の午後一時から企き画かく会議だって言ってあったでしょう!?　なんでまだここにいるんですか、開始まであと十分しかないんですよ！」

　言われた立たち花ばな博士が、白衣のポケットから携帯情報端末ＰＤＡを取り出して時刻表示を確かく認にんする。作業に集中してＡＲグラスのほうには時計すら表示していなかったらしく、みるみるうちに両目が見開いた。

「おお──!?　もうこんな時間か、いやぁすまない！　プレゼンの資料を精査していたら没ぼつ頭とうしてしまってね！」

「分かってますから早く身み支度じたくしてください！　今回はスポンサーも交えた会議なんですからね、いつもみたいにしわだらけの白衣じゃ通りませんよ！」

「任せてくれ、知っての通り早はや着き替がえは私の特技のひとつだ！　そーれそれ！」

　スポポポーン、と身に着けた衣服を景気よく脱ぬぎ捨すてていく立たち花ばな博士。サプナはそれらを阿あ吽うんの呼吸でことごとく受け止めて一か所に集め、さらに室内の給湯器に走り寄って程ほどよい温度のお湯を洗面器に注ぐ。そうやって助手が忙せわしなく動いている間に、スポーツブラとショーツだけの姿になった博士は自分のデスクへ歩み寄った。

「いよいよ君たちのお目見えだ。今日はよろしく頼たのむよ」

　そう言ってデフォルメされた人型をした四種類の「それら」をひとつずつ撫なでていく。気が済んでから振ふり向むくと、その鼻先になみなみとお湯を湛たたえた洗面器が突つき付つけられた。

「次は顔を洗ってください！　終わったらそこに座すわって、私が三分で化け粧しようを整えます！」

　手のひらにちゅるりと液えき体たい石せつ鹼けんが垂らされる。助手に言われるまま、立たち花ばな博士は洗面器のお湯で洗顔を始めた。芋いもでも洗うような手て際ぎわでそれを済ませて椅い子すに座すわるが、化け粧しよう道どう具ぐを手に気合を入れる助手を前に、彼かの女じよはふと疑問を覚えて話しかける。

「別にすっぴんでも良くないか？　見てもらうのは私の顔じゃなくて資料のほうだよ？」

「資料といっしょに顔も見られるんです！　これから始まるのは会議という名の戦いですよ、あなたは鎧よろいも着ないで戦場に出るつもりですか!?」

「な、なるほど。確かに鎧よろいは着たい」

「分かったら座すわって気を付けっ！」

　反論を一いつ蹴しゆうして作業に取とり掛かかるサプナ。自分の見た目にとんと執しゆう着ちやくのない相手に、彼かの女じよはそうして手早く丁てい寧ねいに鎧よろいを着き込こませていくのだった。







「皆みなさん、本日はご来場ありがとうございます！」

　そして十分後。助手の努力の甲斐かいあって、立たち花ばな博士は時間に遅おくれることなく、隙すきのないスーツ姿で会議室に立っていた。傍かたわらに佇たたずむサプナは心からほっとする。室内に居並ぶ面々は三十人ほどだが、うち半数はテクニカの大株主なのだ。服装でひんしゅくを買うわけにはいかない。

「本日発表を務めます当社エンジニアの立たち花ばなです。それではさっそくプレゼンを始めますので、お手元のＡＲグラスを起動してください」

　案内に従って眼鏡型の端たん末まつを身に着け、起動させていく出資者たち。プレゼンにＡＲやＶＲを利用することはすでに常識になった。空間に浮うかび上あがる各種資料を、彼かれらは立たち花ばな博士の導きに従って参照していく。

「ご存じの通り、ここ数十年、ユーラシアの国際情勢は悪化の一いつ途とを辿たどっています。人口に対する食しよく糧りよう不ぶ足そくが紛ふん争そうの激化を呼び、それによってさらに食しよく糧りようが不足する悪あく循じゆん環かん。加えてＢＣ兵器の使用による土ど壌じよう汚お染せんが深刻となり、安全に飲める水の確保さえ一部地域ではままならない状じよう況きようです。具体的にはこのように」

　そう言って短い動画を次々と表示してみせる。どう見ても衛生的ではない濁にごった水を口にする人々、残飯を求めてごみ箱を漁あさる子供たち──そういった光景が映し出されるが、出資者たちの大半は眉まゆを動かすこともない。今さら驚おどろくまでもない現実だからだ。

「二十三世紀を迎むかえた今この瞬しゆん間かんも、このような近代以前の生活水準で暮らさざるを得ない人々が大勢います。一部に残っているのではなく、時を追うごとに増えているのです。彼かれらに対する支し援えんの在り方を求めて、我々は前々から議論を重ねて来ました。貧ひん困こんは放置すれば無む秩ちつ序じよを呼び、人身売買を始めとする様々な犯罪の温おん床しようとなります。あらゆる国家にとって、それが根絶すべき害悪であることは言うまでもありません」

　ＡＲの表示から映像が消えていき、続いて貧ひん困こん地域に対する既き存そんの支し援えん方法を表したフローチャートが表示された。立たち花ばな博士はその問題点を指し摘てきする。

「物資の輸送や人材の派は遣けんによる支し援えんは言わずもがな。しかし、政権の統一すらままならない紛ふん争そう地域では、届いた物資がそれを必要とする人々まで行ゆき渡わたるかどうかは運うん否ぷ天てん賦ぷです。人を送おくり込こむ場合はここへさらに負傷・誘ゆう拐かい・死亡といったリスクが加わります。身辺警護のために雇やとう民間軍事会社のエージェントもコスト面を圧あつ迫ぱくします」

　どん、どん、どん、と落ちてきては積み重なるコストの立方体。視覚的に表された「金の無む駄だ」に資本家たちが渋しぶい顔をする。投じた金が利益を上げないまま消えていく──資本主義社会を生きる彼かれらにとって、これ以上に不ふ愉ゆ快かいなことはない。

「そこで我々が考えてきたのが、人ではなくロボットを送おくり込こむことです。これなら人材派は遣けんに伴ともなう保安上のリスクは基本発生しません。しかし──人道支し援えん用ようのロボットはすでに多くが開発されていますが、一体一体が精密機器の集合体であるため、おしなべてハイプライスです。費用対効果を論じる以前に、この面が貧ひん困こん地域に送おくり込こむ際には大きな問題となります」

　これまでに発売された他社のロボットがその価格と並べて表示される。出資者のひとりがため息混じりに言った。

「……解体バラされて売うり払はらわれてしまうわけだな。他でもない現地の人々によって」

「お察しの通りです。低い生活水準で暮らす人々にとって、金属はそれ自体が高い価値を持ちます。希少金属ならなおのこと。ロボットがパフォーマンスを発揮している間はまだ大だい丈じよう夫ぶなのですが、故障して動かなくなったりするとすぐ解体に回されてしまいます。その場に技術者がいればすぐに直せる程度の故障でも、知識のない人々にはどうしようもありません」

　技術基き盤ばんが整っていない地域に高度な機械を持もち込こんでも長持ちしない。発はつ展てん途と上じよう国こくを支し援えんする上での常識となる事実を再さい確かく認にんした上で、立たち花ばな博士はその先を口にする。

「このジレンマを解決すべく我々が打ち出した方針が、『ロボットの低価格化』と『循じゆん環かんシステムの確立』です。ひとつ目の低価格化──これは希少金属を始めとする高価な部品を一いつ切さい使わずにロボットを作るということです。近年の機械工学における代用技術の進歩によってこうしたことが可能になりました。製造に用いるのは安価な人工レアメタル等であり、これなら売ってもお金にならないのでさっきの問題が起こりません。

　ふたつ目の循じゆん環かんシステムの確立ですが、これは要するに現地に工場を置いてロボットをリサイクルしてもらうということです。先に述べた低価格化ともリンクしていまして、売っても金にならないが直せばまた使えるというなら、人々はロボットを修理したがると予想出来ます。工場の建設に際しては人員の派は遣けんが必要になりますが、これはランニングコストとして許容できる範はん囲いだと試算が出ています」

　そう言ってＡＲ上に具体的な数字を出して見せる博士。それらの妥だ当とう性せいを確かめつつ、出資者たちは彼かの女じよに遠えん慮りよなく質問を浴びせていく。

「現地の工場が襲おそわれるリスクは？　工場である以上、そこにも人が常じよう駐ちゆうするのだろう？」

「今から説明させていただきます」

　表示される映像が切きり替かわり、出資者たちの視界に、直方体の構造物が実体さながらの存在感をもって出現した。

「このように、現地に置く工場は完全にシェルター化して人間の立ち入りを不可能にします。外部に向けて開かれているのは原料とロボットの搬はん入にゆう・搬はん出しゆつに使われる部分のみで、そこも人が忍しのび込こむことは不可能な設計になっています。内部の管理・修しゆう繕ぜんも含ふくめて工場を自律させるので、いわゆる作業員は存在しません。警備の人員のみ現地の人間を雇こ用ようすることを考えていますが、理論上は完全に無人でも稼か働どう可能です。

　ただひとつ、施し設せつの大型化だけは避さけられませんが──ここで注目していただきたいのが、工場を稼か働どう・維い持じするための機能のほぼ全てが、この施し設せつそれ自体によって賄まかなわれているということです。従来の工場の多くは外部から取り寄せた部品を用いて製品を造っていましたが、この工場は製造工程で必要になる全ての部品を自力で作り出します。これは近年における汎はん用よう造型機、いわゆる３Ｄプリンターの進化によって可能になったことです。外部に委い託たくするのは原材料の調達と搬はん入にゆうのみで、これには何ら特別な技術を必要としません。この自じ己こ循じゆん環かん型がたのシステムそのものが革新的であることもご理解いただければ幸いです」

　直方体の内部が透すけて生産ラインが表示される。ひとりの作業員もないまま稼か働どうし続ける工場──この時代、人類の文明はそれを実現可能とするレベルに達していた。出資者たちも納なつ得とくして話を次に進める。

「なるほど、コンセプトについては分かった。──で、肝かん心じんのロボットはどのようなものなのだね？」

　それが肝かん心じん要かなめの部分。立たち花ばな博士はにやりと微笑ほほえみ、ＡＲグラスの表示を一度全て消した上で、傍かたわらの助手に目配せした。

「ご覧ください。──これが、当社で現在開発中の量産型人類援えん助じよロボット。

　Ａｓｓｉｓｔａｎｔアシスタント　Ｅｌｅｍｅｎｔｓエレメンツシリーズの完成品です」

　サプナが机の上に置いた容器の中からそれらが顔を出し、よちよちと歩いて博士の前に横一列になって整列する。その外見は予想外だったのか、出資者たちが驚きよう愕がくと困こん惑わくのないまぜになった表情を浮うかべた。

「……ずいぶんと小さい」

「ロボットというよりも何かのマスコットのようだが、これらは何の役に立つのかね？」

　当然といえば当然の疑問が彼かれらの口を突ついて出る。立たち花ばな博士は再び口を開いた。

「それをお話しする前に、まずＡＥシリーズについて、これは貧ひん困こん地域の人々の生活水準を底上げボトムアツプする──もしくは一定のところで維持キープするためのものだということを理解していただきたく思います。安心して水が飲める、空気が吸える、いつでも火が使える、明るい場所で夜を過ごせる、寂さびしいときに話し相手がいる──そういった人が求める最低限の利便性を保証するものであって、それ以上の何かを直接もたらすものではありません」

「それはつまり、大したことは出来ない、ということか？」

「悪く言えばそうです。すでにお話ししたコンセプト、低価格化と循じゆん環かんシステムの確立を踏ふまえると、彼かれらに持たせられる機能には自おのずと限界が生じることはご理解いただけると思います」

「それは分かるが──だからといって、役に立たないものを送おくり込こんでも始まるまい」

　いぶかしげに指し摘てきする出資者たち。立たち花ばな博士の口元に不敵な笑えみが浮うかぶ。

「彼かれらが役立たずであるかどうかは、この先の説明を聞いてから判断していただけると良いでしょう」

　そう言ってから、彼かの女じよはいちばん右みぎ端はしに立つ赤い個体に「エン、君の出番だ」と声をかけた。それを受けた小型ロボット──火の精せい霊れいがバンザイするように両手を掲かかげる。

「第一に火ひ精せい霊れい──彼かれらは大気中及および摂せつ取しゆした任意の物質から、その性質に応じた燃料を作り出すことが出来ます。例えば菜種を食べさせれば菜種油を作るわけです。油分を含ふくんだ柔やわらかいものなら何でも油を抽ちゆう出しゆつ出来ますし、大気中の酸素を溜ため込こんで燃やしたり、はたまた飲んだ水から水素を分ぶん離りすることも可能です。彼かれらがいれば、火にはそうそう困りません」

　博士の説明と同時に、火ひ精せい霊れいの両手の「火か孔こう」からボウッと青い炎ほのおが立ち上がる。さらにサプナが生のオリーブを取り出して食べさせると、ほどなく炎ほのおの色合いが明らかに変わった。燃料の精製を体内で行っているのだ。

「第二に水みず精せい霊れい──彼かれらに特有の機能は水の抽ちゆう出しゆつ・濾ろ過かのふたつです。汚お染せんされた水から有害物質を濾こし取とる浄じよう水すい機能を始めとして、火ひ精せい霊れいと同じように、水気を含ふくんだ柔やわらかいものから水を抽ちゆう出しゆつする機能も有します。さらに、湿しつ度どが完全にゼロでなければ大気中の水分を集めることも出来ます。集水の効率は後に説明したものほど悪くなりますが、日中の砂さ漠ばくのど真ん中でもない限り、安全な飲料水の確保にはまず困りません」

　続いて紹しよう介かいを受けた水みず精せい霊れいに、サプナは一目でそれと分かるほど濁にごった水を取り出して口に含ふくませる。その胴どう体たいにある「水すい口くち」から、見る間に澄すみ切きった水が流れ出した。博士はそれを紙コップで受け止めてごくごくと飲んで見せる。彼かの女じよお得意の実演だ。

「第三に風かぜ精せい霊れい──彼かれらの特技は空気の浄じよう化かと風の制せい御ぎよです。大気汚お染せんが深刻な地帯ではもっとも必要な機能になるでしょう。対応している有害物質は表示されている一覧にある通り。現代のＢＣ兵器に使用されている成分はほぼ網もう羅らしており──さらに、これは役に立つ機会がないことを願いたいですが、放射能汚お染せんに対しても一定の効果を上げます。また、出力の無段階調節が可能な送風機能、吸すい込こみ機能、空気圧縮機能を有し、これらは除じよ染せんの多くのシーンで役立ちます。彼かれらは自分の判断で歩き回る掃そう除じ機きでもあるのです」

　風かぜ精せい霊れいの「風かざ穴あな」が、小さな体にしては驚おどろくほどの出力で空気を吸すい込こみ始める。そこに汚お染せん大気になぞらえた色付きのガスを吹ふきかけると、それはたちまち精せい霊れいの体内へと吸収されてしまった。しばらく吸引を続けた後、風かぜ精せい霊れいは口からぺっと小さな塊かたまりを吐はき出だす。サプナが手に受け止めたそれは、大気中の汚お染せん物ぶつ質しつを漉こし取とって固めたものだった。

「第四に光ひかり精せい霊れい──彼かれらの担当は文字通りの灯あかりです。シンプルですが、これも人間の生活において欠かすことの出来ない機能です。電気の通らない地域や通っていても安定しない地域は未いまだ地球上に多くあり、インフラが壊かい滅めつ状態にある紛ふん争そう地域もそのひとつです。彼かれらはそうした場所でも夜間に取り回しのいい光源を提供し、それによって人々の生産性を大きく高めます。よく使われる例えですが、ろうそくの灯あかりを頼たよりに勉強している子供たちにとっては何よりの助けになるでしょう」

　光ひかり精せい霊れいが「光こう洞どう」から強力な光を放つ。出力と絞しぼりは自由自在。必要に応じて体全体が発光する周照灯ランタンモードにもなる。重ねて便利なのは、光ひかり精せい霊れい自身が自らの光で照らし出す方向を調節出来ることだった。これによって最小限のエネルギーを最大効率で運用することが出来る。

「これらの機能に用いる動力は全て、彼かれら自じ身しんが行う太陽光発電によって賄まかなわれます。すでにお気付きと思いますが、精せい霊れいたちがもつ機能はおおむね既き存ぞんの技術の応用であって、それら自体は特に目新しいものではありません。しかし──このサイズのロボット四種類の機能にそれらを結集させたのは、紛まぎれもなく当社独自の成果であると言いい添そえておきましょう」

　開発者としての自負をもって立たち花ばな博士は言い切る。実用性を維い持じしつつ機体サイズをコンパクトにまとめたことは、他社製品にはないＡＥシリーズのセールスポイントの一つだ。

「また、種類に関係なく、全ての精せい霊れいがもつ大切な特とく徴ちようがあります。それは彼かれらが人間の良き話し相手になれるということです。先に述べた条件から搭とう載さいできるＡＩの精度には限界がありますが、それでも犬いぬ猫ねこなどに比べれば遥はるかに高度な意い思し疎そ通つうが可能です。例えば、両親が働いている間、彼かれらに代わって子供たちに読み書きを教える──といったことも可能でしょう」

　そう説明してから、立たち花ばな博士は目の前の精せい霊れいたちといくつかの言葉を交かわす。簡単な計算があり、歴史に関する質問があり、たわいもない会話があったが、彼かれらはその全てに対して素そ朴ぼくながらもじゅうぶんな答えを返してのけた。出資者たちが何より驚おどろいたのは、その会話にＡＩと人間が話している時にありがちな違い和わ感かんが少ないことだった。不思議なほど人間味がある──これはＡＥシリーズに限らず、立たち花ばな博士が作るＡＩの全てに共通する特とく徴ちようだ。

「また、これは機能というよりも制限なのですが──開発側として非常に重要に見ているのは、精せい霊れいの使用者側はひとりにつき一体の精せい霊れいとしか契けい約やくできない、という制約です。なぜこうしたかお分かりでしょうか？」

　ここであえて聞き手の側に思考を促うながす。案の定、海千山千の出資者たちはたちまち答えに辿たどり着ついた。

「なるほど──少数による独どく占せんを防ぎつつ、使用者たちに協調を促うながす目的か」

「その通りです。先ほど紹しよう介かいした様々な機能をわざわざ四種類の精せい霊れいに分けて持たせたのもそれが理由です。全ての精せい霊れいがひとつのコミュニティに揃そろうことで生活の利便性は大きく増す。ならば、互たがいにいがみ合うよりも協力したほうがメリットはよほど大きい──そう思える環かん境きようを作り出すための試みなのです。これは使用者たちの間で将来起こりうる紛ふん争そうに対しても一定の歯止めをかけ得ると考えています」

　生活に必要な機能をそれぞれが持ち合い、必要に応じて力を貸し合う。そうした協力関係の形成まで視野に入れた計画なのだと理解し、出資者たちはその実現性を検討し始める。

「ふむ……。何にしても、モノは工場とセットで販はん売ばいする大きな商品だ。個人が対象のちまちました商売にはなるまい。顧こ客きやくとなるのはもっぱら貧ひん困こん地域を抱かかえる国家かね？」

「直接にはそうですが、間接的には国連機関に売うり込こみをかけるのも手でしょう。そうすることで不ふ払ばらいのリスクを減らすことが出来ます。とはいえ、それは最初の成功例が広く世に知られた後の話。そこまでは自力で辿たどり着つかねばなりません」

　そう言いながら、立たち花ばな博士はＡＲグラスでのプレゼンを再開する。出資者たちの視界に見慣れた世界地図が映り、さらにその中の一部分が拡大して表示された。

「以上のことを踏ふまえて。最初の修理工場建設地、すなわちＡＥシリーズのデビュー戦の舞ぶ台たいとして私が見み込こんでいるのは──皆みなさんもよく知る、この国です」

　示されたのは、海に面したユーラシア大陸の一角。一世紀ほど前に経済成長のピークを迎むかえ、それ以後は緩ゆるやかな国力の減少を続けている、世界第三位の人口を擁ようする国だった。
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「……これが君たちの成り立ちなんだね、クス」

　ＡＲグラスに表示される歴史の一いつ端たんを眺ながめながらイクタがつぶやく。クスはこくりと頷うなずいた。

「はい。いまご覧になった通り、私たちＡＥシリーズは貧ひん困こん地域で厳しい生活を送る人々を援えん助じよするために造られました。最初に投入されたのは、現在で言うカトヴァーナ帝てい国こくに当たるここ──当時はインドと呼ばれていた国です。二十一世紀末に中東から起こった戦争の爪つめ痕あとが強く残り、政治的にはある程度安定していながらも内部に多くの貧ひん困こん地域を抱かかえる、最初のテストケースとしては相応ふさわしい条件の国でした」

「うむ。いきなりメインの紛ふん争そう地域へ送おくり込こむ前に、比ひ較かく的てき安全なところで実用性を証明するわけじゃの。しかし、それ以前に、金のある人間を集めて発明の利点を説いて聞かせ──か。商売のやり方は今とさほど変わらんのぅ」

　やや皮肉げに言ってのける老ろう賢けん人じん。じっと映像に見入っていたジャンが口を開いた。

「……ひとつ疑問なのだけど、この計画を主導しているのは国家なのかい？　もしくはそれを超こえた規模の何らかの組織なのかな？」

「いえ、彼かれらは日本という国の民間企き業ぎよう──市場を介かいした利益追求を目的とする組織の従業員とスポンサーです。先ほど私たちＡＥシリーズは人々を援えん助じよするために造られたと言いましたが、それは私たちの販はん売ばい・普ふ及きゆうによって製造・流通に費ついやしたコスト以上の利益が還かん元げんされることを前提としています」

「つまりは金もうけが目的なのか？　貧しい人々を援えん助じよすると謳うたいながら……？」

「この時代の倫りん理りで語るなら、それらはどちらも正しいのです。良質な商品が多く売れることによって製造元が潤うるおい、彼かれらの提供するサービスはより高品質になり、活性化した市場は富の流動性を高めて多くの人々を豊かにする。一定のルールの範はん囲いにおいて利り潤じゆんを追求する行いは社会全体に利益をもたらす──この当時はそうした考え方が浸しん透とうしていたと考えてください」

　クスの説明に、ジャンは腕うでを組んで唸うなる。彼かれの不満を察しつつ、イクタが肩かたをすくめた。

「僕ぼく的には割としっくり来る考え方だけど──それはともかく。クス、今日はすごくよく喋しやべるんだね」

「はい、イクタ。情報ロックの解除に加えて、この大型機体そのもののスペックが私の思考を補助しています。考えるところが大きくなった分、いつもよりずっと頭が冴さえていると考えてください」

「なるほどね。何だか嬉うれしいよ。今まで知らなかった君の一面を、今日はたくさん見られるわけだ」

　ＡＲグラス越ごしにパートナーへ優やさしい視線を向けるイクタ。そんな彼に、クスも笑顔で応える。

「では、お話を続けましょう。──ＡＥシリーズの開発者にして母たる人物、立たち花ばな博士。再び彼かの女じよらに視点を戻もどします」
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　──西せい暦れき２２６９年。インド中央部の貧ひん困こん地帯。

「──もっと近くに寄ってー！　もう少し右に……はい、いい感じです！」

　炎えん天てん下かに響ひびき渡わたるカメラマンの声。精せい霊れいを抱かかえた現地の住民たちと並んで、立たち花ばな博士が弾はじけるような笑えみを浮うかべていた。

「…………」

　少し離はなれた場所からサプナも様子を見守っている。ここでの取材を始めてからすでに三時間。撮とっているのは宣伝のための素材だが、立たち花ばな博士の表情に作ったようなところは少しもない。地球上のどこにいても彼かの女じよはそうだった。誰だれよりも快活に動き回り、それを見る全ての人々に活力を与あたえてしまう。

「──お疲つかれ様さまです、博士。飲み物をどうぞ」

　やがて撮さつ影えいが終わり、戻もどってきた立たち花ばな博士に、サプナが口を開けたペットボトルの清せい涼りよう飲いん料りようを手て渡わたす。彼かの女じよはそれをごくごくと飲んだ。

「ぷはっ──ありがとう、サプナ君。大したことはしていないから、別に疲つかれてはいないんだけど。ただ──やはり暑いね、こっちは」

　シャツの襟えり元もとをぱたぱたと扇あおぎながら博士が言う。汗あせばんだ胸むな元もとが覗のぞき、サプナはとっさに周囲へけん制の目を向けた。本人は気にした様子もない。

「もっとも、君にはそうでもないかもしれないな。どうだい、久しぶりの祖国は？」

　何食わぬ顔で博士が尋たずねる。少しの間周囲を見回して、サプナは首を横に振ふった。

「……好きになれない国です。昔からずっと」

「ふむ」

「とりわけここは良くない。二度と帰りたくない故郷を思い出しますから。……ここよりは少しまし、という程度の場所でしたね。今にして思うと」

　自分が生まれ育った環かん境きようを思い出しながらサプナは言う。と──そんな彼かの女じよらを、いつの間にか何人もの子供たちが取り巻いていた。

「お姉さんたち、お金持ちでしょ！　何かちょうだい！」

「くすりを買うお金をください！　お母さんが病気なの！」

　そんなことを口々に言いながら、子供たちは立たち花ばな博士に椀わんを差し出す。が、彼かの女じよが何らかの反応を見せる前に、サプナのほうが苛いら立だたしげにポケットから小こ銭ぜにを取り出した。彼かの女じよはそれを全ての椀わんに等分に投なげ込こんでやり、

「もう何もあげない！　家に帰りなさい！」

　と叫さけぶ。子供たちは蜘蛛くもの子を散らすように逃にげていった。サプナは辟へき易えきしたようにため息をつく。

「手慣れたものでしょう。──親から習うんですよ、物もの乞ごいのやり方を。こんなものにも上手うまい下手へたは歴然とありましてね。もっと人口密度の高い場所になると、ほとんどひとりの稼かせぎで家族を養っている場合もあります。物もの乞ごいがですよ？　おかしいでしょう」

　それが単なる皮肉でないことは、立たち花ばな博士の目にも明らかだった。走り去っていく子供たちの背中を眺ながめながら、サプナの顔にははっきりと自嘲が浮うかんでいるのだから。

「私は、苦手なほうでした。──というよりも、嫌いやで嫌いやで仕方なかった。道行く人にすがりついて施ほどこしを求めるあの真似まねが。それだから愛あい嬌きようを振ふりまくのも同情を買うのも下手へたで……当時はいつも、一家の足手まといだったと記き憶おくしています」

「けれど、数字の扱あつかいは誰だれよりも上手うまかった。そうだろう？」

「それが物もの乞ごいよりも稼かせげる技能だと知ったのはずいぶん後になってからです。……あるＮＰＯが世情調査のためにやっていた貧ひん困こん児童向けの知能テストがありましてね。何の気なく受けてみたそれで、頭ひとつ抜ぬけた結果を出したことが人生の転機でした」

　額に汗あせが浮うかぶ暑気の中、自分の内側から襲おそってきた寒気にサプナの体がぶるりと震ふるえる。──その機会に恵めぐまれなかった自分を想像して。

「そんな偶ぐう然ぜんでもなければ、誰だれも貧しさのループから抜ぬけ出だせはしない。……ここもきっとそういう場所です。でも、どうでしょうか。私たちがＡＥシリーズをもたらしたことで、彼かれらのそうした状じよう況きようは少しでも上向くでしょうか？」

「そう信じて制作したつもりだよ。少なくとも──君のような才能の持ち主が、四則演算さえ学ばないまま育っていくという事態は避さけることが出来るはずさ。それはとても大きな違ちがいだろう？」

　そう言って相手の肩かたをぽんぽんと叩たたく。サプナはこくりとうなずいた。……全身に絡からみつくような無力感は、博士の言葉で少しだけ薄うすらいでいた。

「……ねぇ。それ、なぁに？」

　と、ふいに背後から幼い声がかかる。ふたりが振ふり向むくと、まだ七～八歳さいといった年とし頃ごろのあどけない少女がそこに立っていた。さっきの子供たちとは違ちがって物もの乞ごい目的ではないらしく、手には何も持っていない。代わりに博士の顔を指さしていた。

「ん、ＡＲグラスのことかな。これはあげられないけど、試ためしてみるかい？」

　いくらか表示をいじると、眼鏡型の機器を顔から外して少女に差し出す。相手が持もち逃にげを図はかったらすぐにでも取とり押おさえようと警けい戒かいするサプナだが、少女はその場でＡＲグラスを装着した。途と端たん、視界一いつ杯ぱいに表示される情報に驚おどろきの声が上がる。

「わ──なんか、たくさんみえる！」

「子供向けのニュースサイトを表示してある。何か興味を引く記事はあるかい？」

　そう言われて、少女はトピックのひとつにある映像──月面上に置かれた大きな構造物を指さす。

「えっと……この変な形の、なに？」

「お、いい目の付け所だ。それは人類が外宇宙進出に向けて開発している最新技術、ベルトラム動どう力りよく炉ろを搭とう載さいした宇宙船の試作一号機だよ」

「がいうちゅう？」

「空の向こうの、そのまた向こう──まだ誰だれも行ったことがない場所さ。すごく遠くてね、この世界でいちばん速い乗り物でも何億年もかかってしまう。だからもっともっと速い乗り物が必要なんだ。君もすぐ近くの場所には歩いて行けるけど、遠ければ自転車を使うし、もっと遠ければ車が要いるだろう？　宇宙でも同じことなのさ」

「わたし、まだじてんしゃのれない。お兄ちゃんとれんしゅうちゅう」

「良いことだ。そうやって頑がん張ばれば、そのうちもっとすごい乗り物にだって乗れるようになる。例えばこういう外宇宙探たん索さく船せんなんかにもね」

　大真面目な口調で言ってのける博士。子供向けのリップサービスには聞こえない。自転車の延長線上に宇宙船を感じさせてしまう──それがこの人のすごいところなのだとサプナは改めて思った。立たち花ばな博士の隣となりにいると、人は夢見ることを忘れずにいられる。

　それからひとしきり未知の情報を満まん喫きつすると、少女は満足して端たん末まつを博士に返し、両親らしき大人のもとへ元気よく走り去っていく。再び装着したＡＲグラス越ごしにその背中を見送りながら、その一方で、博士は自分が普ふ段だん巡じゆん回かいしているニュースサイトの情報をチェックし始めた。

「しかし──宇宙開発を巡めぐる情勢も変わらずきな臭くさいな。試作機の完成が近付くほどにほうぼうからブーイングの嵐あらしだ。あいにく合衆国ステイツの計画と直接の関わりはないけど、いち科学者としては複雑な気分になる」

「空の上で未知の動力機関を開発しているのですから、そこに脅きよう威いを見て取られるのは避さけられないでしょう。人類にはただでさえ原子力という前例がありますから」

「原理的にそっちと比べても安全だと言えないのは確かだ。でも、だからこそ地球上ではなく月面上での建設なわけで、それを秘密主義だとか陰いん謀ぼうだとか邪じや推すいされても困るじゃないか。国連の承しよう認にんだってちゃんと取っているわけだし、月がダメなら火星で造れば彼かれらは満足なのかい？」

「それならそれで文句を付ける建前が変わるだけですよ。宇宙開発に対する期待はずいぶん前から落おち込こむ一方ですからね。そんな予算があるなら自分たちに回せと考える人々もいますし、未知の技術をことごとく宗教的タブーとみなす方々も昔からいます」

「増え続ける人口を、今後とも地球ひとつで養っていけるならそれもいいけどね。事実として、ベルトラム機関が実用化してテラフォーミングを筆頭とする宇宙開発が躍やく進しんしないことには、二世紀後には世界中で三十億人以上が餓が死しすることになる。この数字から目を背そむけるのは得策じゃないと思うんだけどなぁ」

　腰こしに手を当ててむぅと唸うなる立たち花ばな博士。その仕草が可愛かわいらしくて、唇くちびるを尖とがらせた顔をもっと見ていたくて──サプナはついつい余計な皮肉を口にしてしまう。

「そうなればＡＥシリーズの需じゆ要ようは増えますよ。開発者の立たち花ばな博士は救世主扱あつかいかもしれません」

「救い損ねた世界でかい？　ぞっとしない話だね」

　不満げにそう言って肩かたをすくめる博士。くるくると表情が変わるその横顔を、サプナは飽あきることなく隣となりから盗ぬすみ見みているのだった。
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「──これはつまり。当時の人々は、別の星への移住を目指していたということなのか？」

　自分なりに情報を整理したジャンが質問を挟はさむ。クスはうなずいて答えた。

「目指していましたし、その必要に駆かられてもいました。人口の過多か過少──この当時に存在した国家はほぼ例外なくどちらかの問題を抱かかえていて、さらに地球規模では人口が増える一方でしたから。出生率の調整は、彼かれらの間で最後まで解決を見なかったテーマのひとつです」

　厳しい面おも持もちで腕うでを組むジャン。今とは比ひ較かくにならない技術水準に支えられた世界も、理想郷とは程ほど遠とおいらしい。それを知らされた彼かれが思案する隣となりで、早くもＡＲグラスの操作に馴な染じみつつある老ろう賢けん人じんが、停止した映像の一部を拡大表示しながら声を上げる。

「少し逸それても良いかの。──見たところ、技術を云うん々ぬんする前に、わしらとは根本的に違ちがう動力を用いていたようじゃが？」

「電気文明の成り立ちについては後ほど説明します。近い将来にあなたたちが向き合うものですから。ただ──それ以降の技術に関しては、残念ながら情報ロックが解除されていません。仮に解除されたとしても、前提となる知識が不足し過ぎていて、現段階では概がい要ようの説明さえ不可能だと判断します」

　申し訳なさそうにクスが言う。が、それはそうじゃろうのと、アナライは意外に納なつ得とくげだった。──この映像に登場する科学技術は、彼かれらが生きる世界のそれと遠く隔へだたり過ぎている。その距きよ離りがそう簡単に埋うまらないことを、老ろう賢けん人じんは察していた。

「それでも今のシーンをお見せしたのは、この先の歴史を語る上で欠かすことの出来ない要素を多分に含ふくんでいたからです。ＡＥシリーズの開発から十年後──彼かれらの受難が始まります」

　クスの語りが再開する。前のシーンから時間が飛び──彼かれらはそこに、ひとつの文明が終わりへ向かう光景を目にした。
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　──西せい暦れき２２７７年。地球・衛星軌き道どう上、新型宇宙船「オデュッセイア」操縦室。

「……ああ。ついに、ここまで来たか」

　前面のモニターに映し出される青い星を見つめて、この船の記念すべき処女航海で舵かじを預かる男は大きく感かん嘆たんの息を吐ついた。並んでシートに着いた同どう僚りようたちも皆みな、同じ面おも持もちでいる。

「長かった……。本当に、長かったな」

「ええ──。正直、訓練だけで終わることも覚かく悟ごしていました」

　乗員クルーのひとりが震ふるえる声でそう応える。計画の初期から乗船メンバーとして抜ばつ擢てきされ、宇宙飛行士として厳しい訓練を重ねてきた彼かれらだが、その努力が水すい泡ほうに帰きす可能性も大いにあった。政治や経済にまつわる様々な問題から、このベルトラム機関搭とう載さい宇宙船「オデュッセイア」の建造が道半ばで頓とん挫ざしかけたことは一度や二度ではない。その全てを乗り切って今日という日を迎むかえられた幸いを、彼かれらは心から感謝していた。

「──む、船長コマンダー。感かん慨がいに浸ひたっているところに悪いんですが、我々の船に向かって大規模な宇宙塵デブリ群が接近している模様です」

「ああ、ここ二世紀の間にぐんと増えたからな。まぁ気にするな。よほど大きなものでもない限り、特別な対処は不要だ。この船のシールドの信しん頼らい性せいは身に染しみているだろう？」

「分かっちゃいますがね。誰だれだって嫌いやなもんですよ、ピカピカの新車にコインでひっかき傷を付けられるのは」

　ＡＲヘルメットを被おおった乗員クルーのひとりが、デブリ群が映った三次元レーダーを眺ながめてそうぼやく。と、そこでまた他の乗員が声を上げた。

「さて、そろそろ地上に向けて放送が始まります。デブリ群の通過とほぼ同時ですね」

「髪かみ型がたを整えるなら最後のチャンスというわけだな。全人類に向けて恋こい人びとを募ぼ集しゆうするまたとないチャンスだが──皆みな、やり残しはないか？」

　そう尋たずねた船長に、乗員たちから視線とうなずきが返る。まもなくそのひとりがカウントダウンを開始した。

「来ますよ。３、２、１──。こんにちは、地球の皆みなさッ──」

　全人類に向かって放たれようとした第一声は、しかし──同時に襲おそってきた激げき震しんによって、その半ばで打ち切られた。

　──同年同日。株式会社テクニカ、インド・ハイデラバード支社ビル地下三階。

「……つっ……！」

　昏こん睡すいから目覚めた立たち花ばな博士が真っ先に感じたのは、全身を襲おそう不可解な鈍どん痛つうだった。

「う……ぐ……！」

　状じよう況きようが分からないまま、冷たい床ゆかに両手を突ついて起き上がる。頭痛と眩暈めまいにふらつきながら周りを見回すと、同じ室内では大勢の同どう僚りようたちが気を失って倒たおれていた。すぐ隣となりに見慣れた助手の姿を見つけて、彼かの女じよはまずその肩かたを揺ゆさぶる。

「サプナ君……！　大だい丈じよう夫ぶか、サプナ君！」

　ほどなくパチリと目を開けて、サプナはその場にゆっくりと上体を起こした。彼かの女じよもやはり頭痛に襲おそわれたらしく、額を押おさえて顔をしかめる。

「……今の声で目が覚めました。ご無事ですか、立たち花ばな博士」

「ああ。どこかの骨にヒビくらいはあるかもしれないけど、とりあえず動けないことはない。何にしても早く救助を呼んで──む？」

　半ば反射的にポケットからＰＤＡを取り出す博士だが、その画面には通信可能エリアを示すアンテナのアイコンが立っていない。サプナも自分の端たん末まつを取り出して確かく認にんした。

「私のＰＤＡもオフラインです。……博士。意識を失う前に見た映像、覚えていますか」

「……あぁ。本当に一いつ瞬しゆんだったから、できれば見み間ま違ちがいだと良かったんだけど」

　ふたりの間で少しずつ、今に至るまでの出来事が思い出されていく。そう──彼かの女じよらは今日、インド支社の同どう僚りようたちと共に人類史の一大イベントを見届けるはずだった。月面上でついに完成したベルトラム動どう力りよく炉ろ搭とう載さい宇宙船の凱がい旋せん。宇宙船の燃料効率に革命を起こし、無限にも等しい距きよ離りを超こえて外宇宙へと乗り出すポテンシャルを秘めた船。それが地球の上空にやって来て悠ゆう然ぜんと留とどまる姿を、それぞれの端たん末まつを通して興奮の中で見守っていたのだ。

　だが。人類の希望そのものとも言える、その船が──爆ばく発はつした。全世界の百億人以上が見つめる中で、意図的な切り離しパージなどではあり得ない異様な砕くだけ方をしたのだ。画が面めん越ごしに起こったその出来事を、人々はただ絶句して見届けるほかになかった。

「……事故か事件かはともかく、あれは地球の上空で分解した。それからすぐにＰＤＡからアラートが響ひびいて、ビルの三階にいた私たちは地下のフロアに駆かけ降おりたんだった」

「それでも気を失うほどの揺ゆれが来ましたから、襲おそってきた衝しよう撃げきは相当のものです。確率的には相当低いですが、船の破は片へんがよほど近くに落ちたんでしょうか？」

「それならまだしも、私たちが不運を嘆なげけば済むんだが──」

　ふたりが話している間に、他の社員たちも次々と起き上がり始めていた。彼かれらに大きな怪け我がや失調がないか確かめて回りつつ、彼かの女じよらは部屋の入口に設置されている固定端たん末まつに辿たどり着つく。いつもはＡＲグラスと連動して作動するのだが、今回はそれが機能しなかった。やむなく本体のタッチパネルを操作して状じよう況きようを確かく認にんする。

「よし、予備電源と社内の回線は生きてる。使用不能なのは無線通信だけのようだね。カメラの映像で上階の状じよう況きようを確かく認にん出来そうだ」

　そう言って、自分の権限から監かん視しカメラの情報へアクセスするが──そこに映し出された光景に、ふたりは同時に息を吞のんだ。

「……ひどい……」

　サプナが震ふるえる声でつぶやく。生き残ったカメラが映し出すそこかしこに、あらゆる物が散らばって戦場のようになった室内の光景と、血を流して倒たおれ伏ふす人々の姿があった。

「上の階に破は壊かいと死傷者が集中している。しかし……これはどういう衝しよう撃げきに襲おそわれたんだ？　ただ熱風にやられたのとは様子が違ちがう。まるで強力なマイクロ波でも照射されたような……」

　一目で絶命していると分かる上階の人々、その死体の異様な損そん壊かいぶりに、立たち花ばな博士は眉まゆ根ねを寄せる。──間近に爆ばく弾だんが落ちてもこうはならない。二十一世紀半ばに戦せん術じゆつ核かくが落とされた街の映像を見たことがあるが、それともまた様子が違ちがう。彼かの女じよがまだ目にしたことのない惨さん状じようがそこには広がっていた。

「何にしても、地下に逃にげたのは間ま違ちがっていなかったらしい。ただ、これでは社内と建物周りの様子しか分からないな。もっと広い範はん囲いを俯ふ瞰かんで見られれば被ひ害がいの規模が分かるんだが……」

　どうにかならないかと、博士はなおも端たん末まつの操作を続ける。と、後ろでその様子を見守っていた同どう僚りようのひとりが、はたと気付いて声を上げた。

「あ──博士。おれ、自律型の飛行ドローンを持ってます。通信が利きかないならライブ中ちゆう継けいは出来ないけど、飛ばして動画を撮とって戻もどってくるだけなら多分──」

「ナイスだ！　頼たのむ！」

　間かん髪ぱつ入いれずにうなずいてみせる博士。それを受けた男性エンジニアは自前のドローンをＰＤＡと繫つないで指示を入力し、薄うすく開けた部屋の入口から地上へ向かってそれを飛ばす。

「行って来い！　頼たのむからしくじるなよ……！」

　自律飛行ソフトの判断によって目的地との間を往復する手て筈はずだが、途と中ちゆうの道が塞ふさがっていたりすると手て詰づまりになる。そうならないことを願いながら待ち続けること十分余り──人々の期待に応えて、無事任務を果たしたドローンが彼かれらのもとに帰り着いた。

「よくやってくれた！　すぐに映像を出せるかい!?」

「大だい丈じよう夫ぶです！　ちょっと画面は小さいですが……！」

　早口にそう言って、男性エンジニアは自分のＰＤＡにドローンが撮とってきた動画を表示する。地上までの通路をくぐり抜ぬけて建物の外へ飛び出し、そのまま一直線に上空へ昇のぼっていく飛行ドローン。まもなくその視界に市街が一望し、

「──あ……」

　そうして彼かの女じよらは目にする。住み慣れた街の全域に刻まれた破は壊かいの痕こん跡せきと、そのあちこちから上がる火の手を。

　どこが被害の中心とさえ言えない。ドローンの視点から見渡す限りの地表で数えきれないほどの建物が倒とう壊かいし、道路が分断されている。……どれほど高度を高く取り、視界を広く確保しても一向に変わらない。その事実を認めるまでに、彼女らは長い時間を要ようした。

「……は、博士……」

　サプナの口から震ふるえる声が漏もれ出す。立たち花ばな博士は固く唇くちびるを嚙かむ。

「……破は片へんが近くに落ちてこうなったなら、まだいい。それならまだ、都市規模の災害で済む」

　こわばった喉のどから声を絞しぼり出だすのに苦労した。万単位の死者が出るだろうその予想ですら、希望的観測に過ぎないと知っていたから。

「だが──そうでないなら。最悪の場合、被ひ害がいは地球規模だ」





＊






「──何がどうしてこうなるんだ!?」

　立たち花ばな博士らが遭そう遇ぐうした大災害。その惨さん状じようを正しい規模で見せつけられながら、ジャンが悲鳴に近い叫さけび声ごえを上げる。彼かれの視界に表示されている地球の３Ｄモデルは、すでに真っ赤な破は壊かいの波動によって覆おおい尽つくされていた。

「ベルトラム動どう力りよく炉ろが作動したまま地球上に落下したことによる影えい響きようです。これらは太平洋の一か所と大西洋の二か所に落ちたのですが、全ての落下地点で直後に強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はを発しました。それが災害の第一波となって地表の人々を襲おそったのです」

　内容が苛か酷こくさを増すほど、クスの語りは逆に淡たん々たんとしたものになっていく。アナライの肩かたがぴくりと動いた。

「……今、第一波と言ったかの」

「はい。被ひ害がいの大きさとしては、これから始まる第二波のほうがさらに上です。さっきのは大気中を伝わる衝しよう撃げき波はでしたが、こちらは文字通りの波──動どう力りよく炉ろの落下地点を中心に生み出された津つ波なみが、地球上のあらゆる沿岸部を襲おそいました。この時点で死者は五億人を超こえていたと推測されます」

　告げられた数字は彼かれらの想像を遥はるかに超こえていた。死者五億人。カトヴァーナ帝てい国こくの総人口がおよそ二千万人として、その二十五倍もの人間がわずか数時間の間に命を落としたことになる。しかもそれは災害の初動における犠ぎ牲せいに過ぎないのだ。

「しかし、人類にとって最大の痛打となったのは、この瞬しゆん間かんから始まった世界の分断です」

「分断？」

　破は滅めつの幕開けをまっすぐ見み据すえながらイクタが声を挟はさむ。クスがうなずいて説明を補足した。

「情じよう報ほう網もうの寸断と言いい換かえてもいいでしょう。──この日まで、地球上のあらゆる国家はウェブと呼ばれる高速の通信手段によって結ばれていました。どの瞬しゆん間かんに地球上のどこで何が起こったのか、手元に端たん末まつさえあれば、極きわめて少ないタイムラグで確かく認にんすることが可能だったのです。過去の大災害では、それを利用して無事な地域から必要な支し援えんを送ることが出来ました」

　そのネットワークの速さ、連れん携けいの緻ち密みつさこそ、かつての人類が手にしていた最大の強み。しかし──彼かれらを襲おそった災さい厄やくは、第だい一いち撃げきでそれを機能不全に陥おとしいれた。

「海中深く没ぼつしてなお、ベルトラム動どう力りよく炉ろから発せられる強力な電磁波は世界中の通信をかき乱しました。この災害の被ひ災さい者しやは全人類に及およびましたが──その状じよう況きようを互たがいに伝える手段がないため、全ての被ひ災さい地ちはその場にいる人々だけで対処することを強しいられたのです。これは広い国土を有する国家の内部でも同様でした」
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　──西せい暦れき２２７８年。インド、テランガーナ州北部の避ひ難なんキャンプ。

　精せい霊れいたちを生産・修理するための工場を中心に、所ところ狭せましと林立するテントとバラックの群れ。大墜落ザ・フオールと呼ばれるあの宇宙船の落下事件から八か月余りが経たち、ここには災害によって生活基き盤ばんを失った人々が続々と詰つめかけていた。

「……まさか、二世紀待たせてすらもらえないとはね」

　工場のすぐ近くに腰こしを下ろし、避ひ難なん民みんたちの様子を眺ながめながら、立たち花ばな博士がそうつぶやく。……精せい霊れいを求めて押おし寄よせる人々。人口爆ばく発はつの解決策が講じられないまま時が経たてば、ＡＥシリーズの需じゆ要ようはさらに増える──かつてサプナが口にしたそのブラックジョークが、時計を大きく早回しする形で実現していた。

　彼かの女じよがそんなことを考えていたところに、ちょうどサプナが走はしり戻もどって来きて隣となりに立つ。

「……生存者からの証言を集めて、やっと確かく認にんが済みました。海岸沿いにあって水すい没ぼつしたものを除けば、我々の造った工場は全て生き残っているようです。シェルター化していたおかげで衝しよう撃げき波はにも耐たえ切きり、今はそれらを中心に避ひ難なんキャンプが形成されていると」

「そうか……。とりあえず、活用してもらえていることを喜ぶべきかな」

　複雑な感かん慨がいを覚えながら、立たち花ばな博士はとりあえずそう口にする。それからしばらく沈ちん黙もくが流れ──やがて、彼かの女じよの助手が言いにくそうに口を開いた。

「……すみません博士。日本の知ち己きとの連れん絡らくは、まだ……」

「ああ、いいさいいさ。こっちの沿岸部の被ひ害がいを聞いたからね。四方を海に囲まれた我わが祖国がどうなったかは想像がつく」

　乾かわいた笑えみを浮うかべて手を振ふってみせる博士。その目で確かく認にんするまでもなく、今日までに収集した断だん片ぺん的てきな事実から、彼かの女じよは遠い故郷の現状を読み取ってしまっていた。

「まぁ、まず間ま違ちがいなく東京は壊かい滅めつだ。政府機能を内陸のどこかに移すことも出来ているかどうか。……重ねてまずいことに、あれが起きたのは国会の会かい期き中ちゆうだったと思うんだよ。閣かく僚りようや議員が何人生き延びているか、そこからまず怪あやしい」

「……っ……」

「こうなると、やはり内陸部の大きい米中露に速すみやかな対応を期待したいところなんだが──今の時点ではまだ、どこも自国のことだけで手て一いつ杯ぱいだろうね。私たちも当分はここでサバイブしなきゃいけないわけだし」

　そう言いつつ、水みず精せい霊れいに濾ろ過かしてもらった井い戸ど水みずで口を湿しめらせる。インフラの復旧は遅ち々ちとして進まず、多くの人々がそうやって当座を凌しのいでいた。

　昨日よりもテントの数がさらに増えているように見えて、サプナは不安げに背後の工場を振ふり返かえる。

「精せい霊れいを求めてやって来る人が日に日に増えています。生産と修理は追い付くでしょうか？」

「当分は大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、パンクしそうになったら別の工場に誘ゆう導どうしよう。地域人口を鑑かんがみても、他はここほど賑にぎわってはいないはずだ」

　冷静にそう判断する立たち花ばな博士。──生き残りの同どう僚りようたちともども会社を出た後、都市部のインフラの崩ほう壊かいを見て取って、彼かの女じよはすぐさま工場を中心とした避ひ難なんキャンプの設立に取とり掛かかった。それは行き場に困った多くの人々を救ったが、彼かれらが元の生活を取とり戻もどす筋道は未いまだに見えていない。

　人々の様子を眺ながめながら、博士は何気なく白衣のポケットに手を入れてＰＤＡを取り出す。精せい霊れいを介かいした充じゆう電でんで機能は保っていたが──無意識のままメールやＳＮＳのチェックをしようとしたところで、もはや何度目とも知れず、今はそれが叶かなわないことを思い出す。

「またこれだ。繫つながらないと分かっているのに、手て癖くせはなかなか抜ぬけないものだよ。……端たん末まつひとつで誰だれとでも繫つながれた時代が、今となっては遠い夢のようだね」

　空を仰あおいで博士はそうつぶやく。サプナは何も言えず、そんな彼かの女じよの隣となりに腰こしを下ろした。










　災害直後から避ひ難なん民みんたちの援えん助じよに尽じん力りよくした立たち花ばな博士は、ＡＥシリーズの活かつ躍やくと合わせて、それを知ったインド政府と正式な協力関係を結ぶことになった。時の経過と共に情報を求める各国の飛行機も頻ひん繁ぱんに空港へ降り立つようになったが、その中には彼かの女じよを目的とした者もいた。

「博士！　合衆国ステイツからの来客が、立たち花ばな博士をご指名です！」

　助手のサプナがそう声をかけた時、当の博士は避ひ難なんキャンプの人々と精せい霊れいたちの交流を記録している真っ最中だった。ＰＤＡの仮想キーボードを叩たたく手を止めて彼かの女じよが振ふり向むくと、サプナの後ろに立っていた軍服の男性が嬉うれしげな声を上げる。

「おお！　君がエレメントの開発者、ドクター・タチバナか！　驚おどろいたよ、写真よりもずっと可か憐れんな女性じゃないか」

「その手のジョークを聞くのも久しぶりです。合衆国ステイツの方ですね。ミスター、お名前を伺うかがっても？」

「フレドリックだ。見ての通りの軍人だよ。色々と話したいんだが、ここじゃまずい。我々の飛行機まで来てくれるか？」

　そう言って親指で空港のほうを指し示す。博士はいちおう釘くぎを刺さしておいた。

「構いませんが、そのままさらっていかないでくださいよ。大した人間ではありませんが、ここでは色々と必要にされていますので」

「人さらいの真似まね事ごとはしないさ。ただ──君の能力は、ここに限らず全世界が必要としている。つまりじゅうぶん過ぎるほどに大した人間だ。それだけは覚えておいてくれ」

　大真面目な顔でそう言ってのけるフレドリック。そこに一いつ片ぺんのリップサービスも感じられないことが、かえって立たち花ばな博士の心をざわつかせた。







　助手のサプナともども車に乗って空港まで送られると、外交上のいくらか面めん倒どうな手続きを踏ふんだ上で、立たち花ばな博士はフレドリックが乗ってきた合衆国の小型飛行機に招き入れられた。座席の一部を取とり払はらって応接用のスペースが設けてあり、そこで初老の男性が彼かの女じよを待っていた。

「初めまして、ドクター・タチバナ。会えて光栄だ。……初対面がこれというのは、我ながら情けない限りだがね」

　開口一番に自じ嘲ちようめいたことを口にする男性。その顔を目にした瞬しゆん間かん、立たち花ばな博士は驚おどろきに目を剝むいた。

「──ドクター・ベルトラム？　まさか、ご本人ですか!?」

「そう、そのベルトラムだ。こちらから訪ねておいて飛行機まで足を運ばせた無礼についてはどうか勘かん弁べん願いたい。……いつどこで袋ふくろ叩だたきにされてもおかしくない立場なのでね」

　疲つかれ切きった面おも持もちでベルトラムは言う。立たち花ばな博士は息を吞のんだ。宇宙船の動どう力りよく炉ろとして考案され、実用化と共に人類の未来を切り開くはずだったベルトラム機関──目の前の男性はその開発者たる人物だ。だが、いま人類が置かれている状じよう況きようは、彼かれが企き図としたものと真逆だった。

「あなたに会ったらずっと訊ききたいと思っていました。あれは──あれは事故だったんですか？　それとも事件だったんですか？　いったい何がどうしてこうなってしまったのか──」

「結論から言えば、そのどちらでもある。直接の原因は、衛星軌き道どう上じようの極小デブリに超ちよう小こ型がた爆ばく弾だんを織り交ぜるというまったく新しい手法のテロだった。どこの誰だれの仕業かまでは断定出来ていないが、でなければあんな物ぶつ騒そうなものが宇宙をさまよっているわけがない。ただ──」

「ただ？」

「……テロの可能性自体は、低いながらも常に想定されていた。それによって機関部が甚じん大だいなダメージを負う事態もシミュレートされてはいた。だが……そうなった場合の万を超こえる崩ほう壊かいパターンの中に、指で数えるほどの『不測の事態』が含ふくまれていた。我々はそれを引いたのだ」

　苦すぎる塊かたまりを吐はき出だすようにしてベルトラムは言った。さらに専門的な説明がその後に続き、十分ほどかけてそれを聞き終えた末に、立たち花ばな博士はおおよその内容を口頭でまとめる。

「……つまりは。政治面での焦しよう燥そうが計画の前まえ倒だおしを促うながし、それが安全管理の不ふ徹てつ底ていを呼び、そこに新しい手法のテロが重なったことで未み曾ぞ有うの災害に至ったと──そういうことですか」

「その通りだ。……今となっては何の言い訳にもならないが、いま挙げたような不安要素については私から事前に指し摘てきしてあった。万ばん全ぜんを期すなら実行は一年後にすべきと具ぐ申しんしてもいた。だが──だが、受け入れられなかった！　誰だれもが焦あせっていたのだ！　世論に負けて予算が打ち切られてしまえばベルトラム機関は二度と実現しない！　そうなる前に結果を出さねば人類に未来はないと、我々は余りにも焦あせっていた……！」

　後こう悔かいに頭をかきむしるベルトラム。今の、そして開発当時の彼かれらの心境を思うと、立たち花ばな博士にはもはや何も言えなくなった。

　彼かの女じよは知っている。……その実現が切り開くことになる可能性とは裏腹に、ベルトラム機関は崖がけっぷちの発明だったのだ。宇宙開発が各国で下火になっていく時勢に、彼かれの発明はその最後の灯ともし火びと表現されることもあった。世論の向かい風を受けて刻々と予算が削けずられていく中で、彼かれらは奮ふん闘とうし続けた。それはひとえに、三十億人が餓が死しする未来を覆くつがえすために──。

「…………っ」

　その努力が勇み足を呼び、冷たい世情が彼かれらにさらなる焦あせりを促うながし、そこに悪意ある何者かのテロが重なり──こうなってしまったというのか。そう考えた瞬しゆん間かん、彼かの女じよは唇くちびるを嚙かみしめた。余りに、余りにやり切れない事の顚てん末まつだった。

「……ドクター・タチバナ、君のことはよく知っている。ＡＩに関する論文は特に読よみ込こませてもらった。そして何より──専門とする分野は違ちがえど、人類の未来を救おうとする志には共感していた。そんな君に自分の尻しり拭ぬぐいを押おし付つけてしまっていることが、今は本当に情けなくてならない……」

　うつむいたベルトラムの口から弱々しい声が漏もれ出だす。それ以上は言わせず、立たち花ばな博士は両手で力強く相手の肩かたをつかんだ。

「未来の話をしましょう、ドクター・ベルトラム。あなたはわざわざ私に会いにここを訪おとずれた。それには相応の理由があるはずです」

　過去にどれほどの悔くいがあろうと、人は先を見なければならない。彼かの女じよはまっすぐな視線で相手にそれを伝えた。ベルトラムは顔を上げ、ここで初めて真っ向から立たち花ばな博士と向き合った。

「そう、まさにそれだ。私は君に未来の話をしに来た。とても……とても暗い、人類の未来の話だ」

　そう前置きして話し始める。──その内容に、立たち花ばな博士は今度こそ震ふるえを禁じ得なかった。

　曰いわく──大前提として、海中に落ちたベルトラム機関はこれから数千年に亘わたって制せい御ぎよ不能のまま稼か働どうし続ける。破は壊かいや回収の手段は存在せず、迂う闊かつに手を出せば大墜落ザ・フオールと同規模の二次災害を呼びかねない。

　暴走状態の炉ろ心しん部ぶが発する種々の特とく殊しゆな電磁波──総そう称しようしてベルトラム波と呼ばれるものは、地球規模の通信障害だけではない恐おそろしい悪あく影えい響きようをもたらす。気候変動、海面上じよう昇しよう、それらに伴ともなう生態系への干かん渉しよう──数え上げればキリがないが、人類にとってもっとも直接的な打だ撃げきとなるものがある。それが児童生存率の激減だ。ベルトラム波は外圧に対する抵てい抗こう力りよくに乏とぼしい子供たちにとって最大の脅きよう威いとなり、彼かれらの多くを成長前に死に至らしめてしまう。研究に基もとづく予測値によれば、今の環かん境きよう下かで生き残って成人する子供は二十人にひとりしかいない──。

　一時間以上かけて全ての話を聞き取った後、立たち花ばな博士はさらに詳しよう細さいな資料を含ふくむデータを相手の端たん末まつから自分のＰＤＡに受け取った。さすがの彼かの女じよもすぐには言葉が出ない。人類の置かれた境きよう遇ぐうが自分の予測した最悪よりもさらに下回っていた、その事実に愕がく然ぜんとするばかりだ。

「……私に出来ることは？」

　何度か深呼吸して、辛かろうじてそう口にした。その問いに、ベルトラムは質問で返す。

「ＡＥシリーズの工場は、これからでも増やせるだろうか？」

　立たち花ばな博士はうなずき、ポケットから取り出した小型の記録装置を相手に差し出した。

「持ち帰ってください。精せい霊れい個体から工場まで、全ての設計図が入っています。この判断も、本来なら本社の指示を仰あおぐべきなのでしょうが……今日まで何の連れん絡らくもないのでは、おそらく待つだけ無む駄だでしょう」

　すでにいち企き業ぎようの利益を考こう慮りよして動ける状じよう況きようではない。ベルトラムは丁てい寧ねいな所作で記録装置を受け取るが、手の中のそれを見つめてひどく悲しげな顔をする。

「ありがとう。だが──正味のところ、ここ以外でＡＥシリーズが普ふ及きゆうする見み込こみは薄うすい」

　立たち花ばな博士の目が丸くなる。わざわざ自分に会いに来た以上は、てっきり精せい霊れいたちを国に持ち帰ることが彼かれの目的だと思っていたので、この発言には意表を突つかれた。

「必要ない、ということですか？　合衆国ステイツではすでに国家機能がそこまでの回復を？」

「だったらいいのだが、現状はここと似たり寄ったりだよ。そうではなく、問題はむしろ人の心でね。あの墜つい落らくから我わが国くにの政治の流れがどうなっているか、君にも想像が付くだろう？」

　重いため息がベルトラムの口からこぼれる。立たち花ばな博士の表情が沈しずんだ。これだけ多くの人命が失われた出来事について、人々がその責任の所在を問わないはずもない。

「世論は反科学一色だよ。終末論者たちが今ほど勢いを得る時代も他にない。彼かれらの槍やり玉だまに挙げられながら、我々科学者は発言権を維い持じすることに必死だ。元げん凶きようの私などはいつ火ひ炙あぶりにされてもおかしくない」

「…………」

「見み込こみがあるとすれば、すでに君の顔が知れている地域だろう。工場はアジアを中心に増やしていきたまえ。精せい霊れいに恩おん恵けいを受けた人々の口コミは何より強い」

　そう言いながら、ベルトラムは背後に直立不動で佇たたずんでいたフレドリックへ片手を上げて合図を送る。それに応じて、軍人は一ひと抱かかえほどのスーツケースを持って来た。

「我々からも渡わたすものがある。……新型人類の種子だ」

　ベルトラムの手を経由して差し出されたそれを、立たち花ばな博士はいぶかしげな面おも持もちで見つめる。相手の顔に苦く笑しようが浮うかんだ。

「別にフランケンシュタインの子供が入っているわけじゃない。これは要するに人間のハードウェアを更こう新しんするための改修キット──遺伝子をいじって人の身体機能を変化させる変へん異い誘ゆう発はつ剤ざいだ。こういう事態に備えて我わが国くにでも研究はしてあった。倫りん理り的てきな問題で大っぴらにはやれなかったが──あの事件がなくとも、地球規模の環かん境きよう変へん動どうは昔から予想されていたからね」

「遺伝子操作、ですか」

「そうだ。さっき説明した環かん境きようの変化を乗り切るためには、地下深くへ逃にげるか体を改造するかの二に択たくになる。……我わが国くにの主流はひとまず前者に流れそうでね。今は地下都市の建設に向けて各地で予算を組んでいるところだ。それを選民だとする人々からは反発も絶えないが」

　ひとまずスーツケースを受け取りつつ、立たち花ばな博士は複雑な面おも持もちで考かんがえ込こむ。

「限られた人々だけが地下で生き延びるか、遺伝子を組くみ替かえて環かん境きように適応した人々だけが生き延びるか。……二に者しや択たく一いつだとすれば、どちらがより選民的であるかは難しいところです」

「少なくとも、この国では後者のほうが現実的であることは確かだ。人々にそちらを選ぶ気があるようなら、まだしも余力のあるうちにその誘ゆう発はつ剤ざいを量産したまえ。処方は簡単だ。妊にん娠しん三か月までの妊にん婦ぷに接種すれば、その子供は極きわめて高い確率で環かん境きように適応した体を得る。むろん、それ以降の子孫たちも」

　それはつまり、一代限りの治ち療りようや改造ではなく、種としての人類に手を加えるということだ。そこまでしなければ人類はこの状じよう況きように耐たえることさえ出来ないとベルトラムは言っている。事の深刻さを重ねて思い知らされながら、立たち花ばな博士は相手に問う。

「工場を増やすことと、今後の環かん境きようの変化に耐たえられる新型人類を増やすこと。……地下へ逃にげるのでなければ、リミットまでに打てる手は大きくこのふたつですか？」

「他にもあるかもしれないが、私には思い付かなかった。これから他の国でも同じことを伝えて回るつもりだ。信じてもらえるかどうかは分からないが」

　自じ嘲ちようを上回る責任感がベルトラムの顔ににじむ。彼かれは立たち花ばな博士に深く頭を下げ、ほとんど祈いのるように告げた。

「どうか人々を生き延びさせてくれ、立たち花ばな博士。考えたくはないが、他の国々がことごとく打つ手を誤った場合──ともすれば、ここが人類の最後の砦とりでになるかもしれんのだ」







　ベルトラムとの面会が終わると、彼かの女じよらは車で送られてインド政府にあてがわれた官舎に戻もどってきた。自室でサプナと二人きりになったところで、車内ではずっと考かんがえ込こんでいた立たち花ばな博士が久しぶりに口を開く。

「……工場の増設はともかくとして。問題は変異誘発剤こつちのほうだね」

　そう言ってベッドの上に置いたスーツケースを指さす。彼かの女じよだけでなくインド政府にも直接渡わたされているはずだが、だとしても人類の今後を左右する重要極きわまりない品物であることは変わらない。博士は腕うでを組んでそれを見つめる。

「合衆国ステイツが開発してベルトラム博士が手ずから持ってきたモノだ。中身はもちろん検証するにせよ、効果には期待がおけるだろう。けれど──人々に接種させるためには前例が必要だ」

　つまりは最初に人体実験が要いる。そう認めた上で、彼かの女じよはあっけらかんと告げた。

「仕方ない。適当に婿むこでも取って子供を産むかな」

「────!?　ちょ、何言ってるんですか！」

　サプナがいつになく慌あわてふためいて相手に詰つめ寄よった。立たち花ばな博士はきょとんとして尋たずね返かえす。

「何を言っているも何も、誰だれかが先せん陣じんを切らなければ始まらないだろう。この状じよう況きようだと、それは私とその子供であるのがもっとも自然だと思うんだが」

「さ、させませんっ！　いま博士が妊にん娠しんして動けなくなったりしたら、工場の増設のほうは誰だれが働きかけるんですか!?　あなただけは走り回れる体でいてくれなきゃダメでしょう！」

「それはそうだが、変へん異い誘ゆう発はつ剤ざいのほうもやはり──」

「だめですっ！　絶対にだめっ！　あなたに産ませるぐらいだったら私が産みますっ！」

　かたくなに首を横に振ふって、ほとんど絶ぜつ叫きようじみた声で言ってのけるサプナ。その両目に浮うかぶ涙なみだに、前のめりになっていた立たち花ばな博士の思考に急激なブレーキがかかる。

「……すまなかった、サプナ君。極きよく端たんに考えすぎたようだ。互たがいに少し落ち着こう」

　肩かたに手を置いて相手をなだめる。サプナはしばらく過呼吸ぎみだったが、やがて落ち着きを取とり戻もどすと、手で涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「……焦あせる必要は、ないと思います。ここインドでも以前から、富ふ裕ゆう層そうの間に遺伝子調整児デザイナーベビーを設ける風潮はありました。今の状じよう況きようが改善するどころか悪化していくと分かれば、『子供の体を強くする薬』には向こうから群がって来ますよ」

「使用者を増やしたいのは山々だが、私としてはなるべく冷静な判断を促うながしたいんだ。個人の信しん仰こうや思想信条とも絡からんでくる。これで手を加えた遺伝子が子々孫々まで残るのだからね」

「だとしても、それと向き合うべきなのは当の使用者たちです。立たち花ばな博士はベルトラム博士からモノを預かっただけで、別にそれの開発者でも何でもありません。先せん陣じんを切る義務なんてないんですから、過か剰じように責任を負わないでください」

　ほとんど相手をにらみ付けるようにしてそう告げるサプナ。その意見にうなずきながらも、立たち花ばな博士は心のどこかに残る引ひっ掛かかりを振ふり切きれない。

「……私もベルトラム博士と同じ科学者のひとりだ。ベルトラム機関についてはその発明を支持してもいた。人類のこの境きよう遇ぐうについて、責任の一いつ端たんがないと言えるのかな？」

「あるとしても、責任の取り方はＡＥシリーズの普ふ及きゆうであるべきです。そうじゃありませんか？」

　助手の返答はあくまでも揺ゆるぎない。立たち花ばな博士は苦く笑しようした。これから自分がどうあるべきか──それを自分以外の誰だれかに教えられるのは、いつだって背中がむず痒がゆいものだった。







　ベルトラムの予測はことごとく当たった。世界規模の通信障害は一向に回復する兆きざしがなく、大型の台風が異常な頻ひん度どで発生しては被ひ災さい地ちを襲おそい、物資の行ゆき渡わたらない地域では続々と暴動が起こり──そして何より、世界中の子供たちが原因の不ふ明めい瞭りような疾しつ患かんで次々と死んでいった。

　悪化し続ける状じよう況きように比例して、ＡＥシリーズの需じゆ要ようは留とどまるところを知らなかった。ユーラシアのあちこちに工場が増設され、時の人となった立たち花ばな博士はさらなる精せい霊れいたちの普ふ及きゆうのために各地を駆かけずり回まわった。同時期にベルトラム博士がもたらした遺伝子改造薬も脚きやつ光こうを浴び、我わが子この死に怯おびえる大人たちは我先にとそれを求めて病院に長ちよう蛇だの列を作った。

「人々の需じゆ要ように対して変へん異い誘ゆう発はつ剤ざいの生産量がまったく追い付かない！　ドクター・タチバナ、何か良い考えはないのか!?」

「どうしようもありません。これ以上の増産に入るだけの人手も設備もないんです。ただでさえベルトラム波の影えい響きようで、シェルター化していない施し設せつは劣れつ化かしていく一方ですから……。まだ作れるうちに、ひとりでも多く投とう与よするしかありません」

　インドを始めとする各国政府に知ち恵えを求められることも多々あったが、科学者たちをバックアップする社会そのものが弱っている状じよう況きようでは、彼かの女じよに出来ることも限られていた。ベルトラム波は生物のみならず建築物の耐たい久きゆう性せいにも影えい響きようを与あたえており、特別な処理のない建物は時を追うごとに異常な早さで劣れつ化かしていった。長い年月を通して保存されてきた世界遺産も次々と倒とう壊かいした。それを防ぐために費ついやすだけの予算は、すでにどこの国にも残っていなかった。

　インドの状じよう況きようも刻々と変わっていった。ＡＥシリーズが無む償しようで配布されるという話を聞きつけて、周辺地域から避ひ難なん民みんが押おし寄よせていたからだ。これは大墜落ザ・フオール前に工場が多く建設されていた他の地域にも言えることだった。

「──ずいぶん色々な人種が目につくようになったね。アジアや中東、ロシアは地続きだから当然としても、ヨーロッパやアメリカ、アフリカのほうからも流れて来ているようだ」

　数年の間に様変わりした避ひ難なんキャンプの光景を眺ながめながら立たち花ばな博士が言う。サプナもうなずいて言葉を継ついだ。

「ＡＥシリーズの噂うわさを聞きつけて貧ひん困こん地域からやって来ているようです。自国よりもこっちのほうがマシな生活を送れると考えているのでしょう。だから──というのも気が引けますが、日本から生き残りもやって来ていますよ」

「ああ、直接話を聞いたよ。やはり東京は壊かい滅めつだそうだ。私たちの本社も海に沈しずんだ。ついにお互たがい無職であることが判明してしまったわけだが、これからどうしようねサプナ君」

「今の肩かた書がきはインド政府の顧こ問もん科学者とその助手でいいでしょう。就労ビザの更こう新しんをうるさく言う輩やからもいませんし、ある意味前より出世したとも──ごほっ！　ごほっ！」

　急に言葉が途と切ぎれたと思うと、サプナは口を押おさえて激しく咳せき込こんだ。立たち花ばな博士が血相を変えて彼かの女じよの肩かたを抱だき、注意深くその場に座すわらせる。

「……大だい丈じよう夫ぶ、血は吐はいていません。ただ、このところ体のあちこちがおかしいですね。ここだけの話、生理も長いこと止まっていまして」

　懸けん命めいに呼吸を落ち着けながらそう打ち明けるサプナ。以前よりずいぶん肉付きが薄うすくなったその体を、立たち花ばな博士は両りよう腕うででぎゅっと抱だきしめる。

「私も似たようなものさ。……ベルトラム波の大人に対する影えい響きようは未知数なところが多い。自覚のある症しよう状じようはなるべく詳しよう細さいに記録しておいてくれ。それが後の世代に対する私たちの義務になる」

　覚かく悟ごのにじむ声で博士は言い、サプナも重くうなずいた。……自分たちが長生き出来ないだろうことは、今さら確かく認にんし合うまでもなかった。







　さらに数年が経たつと、人々の考え方にも明確な傾けい向こうが表れ始めた。復興の目め途どが立たない中、彼かれらの不安の受け皿となった諸もろ々もろの宗教が力を増し、それらの多くは大墜落ザ・フオールを超ちよう常じよう存そん在ざいによる人類への罰ばつだと受け止めていた。浅あさ知ぢ恵えを捨てて神にひれ伏ふし、その意志に恭きよう順じゆんせよ──そうした主張を掲かかげて、彼かれらはたびたび政府の前でデモを行った。

「反科学の思想……。合衆国ステイツで猛もう威いを振ふるっているとは聞いていたが、ついにこっちまで流れて来てしまったか」

「こっちにも最初から火種はありましたから、合流したと言ったほうが正しいでしょう。ただ、想像したよりもさらに宗教色が強いですね。人は自らの傲ごう慢まんによって罰ばつされた、今こそ穢けがれた知ち恵えを捨てて自然の意思に従うべき──だそうですよ、彼かれらによると」

「まぁ、うん、特にコメントはないよ。気の長い自殺だとは思うが、自分の生き方を決めるのは究極的に彼かれら自じ身しんだ。ただ──私の目がおかしいのかな？　彼かれらの大半は私の作った精せい霊れいを連れているように見えるんだけど」

「科学を非難の対象として思い定めたとしても、それを完全に放ほう棄きする覚かく悟ごのある人は少数でしょう。結果、自分にとって役立つものは見て見ぬふりをするわけです。責める相手がいないのは困りますが、生活が不便なのも困りますからね」

　官舎の窓に並んでデモの様子を眺ながめ続けながら、そこでふとサプナが話題を変える。

「それはそうと、ウチの環かん境きよう学がく者しやが興味深い推定を出しました。海中に落下したベルトラム機関が完全に停止するまでに要すると見られる年月なのですが、お聞きになりますか？」

「聞くよ。君がその声のトーンで『興味深い』と言う時は、ろくな話じゃないと分かっちゃいるけどね」

「ご賢けん察さつです。──推定によれば、機関の完全停止は西せい暦れき７５００年前後。人類がこの境きよう遇ぐうから解放されるのは、今から五千年以上先になります」

　さらりと口にされた数字に、立たち花ばな博士は口元をぎゅっと引き結んで空を仰あおぐ。

「五千年──五千年、か。……ちょっとだけ長いね」

「半減期はもっと早く訪おとずれます。それでも数百年は後ですが」

　一世代や二世代では状じよう況きようの劇的な改善は見み込こめない。人類の未来に約束された長い暗黒期を直視して、立たち花ばな博士はため息と共に再びデモを見やる。

「……以前のような科学文明の復興は、もう難しいのかもしれないね。技術的にもそうだし、当の人々がそれを望みそうにない。──これから長い間、人は天に対して頭を垂れて生きていくことになるんだろう」

　その事実を受け入れると同時に、彼かの女じよの瞳ひとみにはひとつの決意が宿っていた。両のこぶしを握にぎり締しめ、彼かの女じよは助手に向き直って告げる。

「だとしても、人類から科学を失わせるわけにはいかない。今日まで積み重ねたものを無にすることだけは。──最後のひと足搔あがきをしようと思う。手伝ってくれるかい、サプナ君」

　サプナは苦く笑しようしてうなずいた。この先、自分がどう生きて死ぬにせよ──それを誰だれの隣となりで行うかだけは、彼かの女じよはとっくの昔に決めていた。







　テランガーナ州に建てられた記念すべき第一号の工場。真夜中にそこを訪おとずれたふたりは、限られた関係者のみが知る隠かくし扉とびらの認にん証しようをクリアし、内部の空間に足を踏ふみ入いれていた。

「幸いと、というのは変だけど。科学文明が遠くなった後も、ＡＥシリーズは生活の良きパートナーとして人々の間に残り続けるはずだ。けれど、私たちは今のうちに決めなければならない。彼かれらに指示を残せるのは今だけだからね。今後、ともすれば数千年──精せい霊れいたちはどのように人類を支えていくべきだろうか？」

　光ひかり精せい霊れいの灯あかりを頼たのんで暗い通路を歩きながら、立たち花ばな博士は語り続ける。それは会話というよりも、思考をそのまま言葉にしているに等しい。

「生活を助けながら見守る──結局はそれしかないと思う。人類の未来は彼かれら自じ身しんが選ぶものなんだ。科学はそこにより多くの選せん択たく肢しを与あたえるけれど、究極的に何かを選べと強制はしない。統計や合理性に反した選せん択たくを行う自由も、人間には常に残されていると私は思う」

　その言葉に、サプナはふっと微笑ほほえんだ。──事態がこうなった今でも、立たち花ばな博士は人類の未来へ強権的に干かん渉しようしようとはしていない。人々は科学を憎にくむようになったが、そんな人々を彼かの女じよは憎にくんでいなかった。彼かれらの未来により良い分ぶん岐きを残せるようにと──ただそれだけを思っている。

「その上で、私たちに出来ることがあるとすれば、それはもちろん知識を遺のこしておくことだ。人々が再び科学を必要とした時のために。私たちが唯ゆい一いつ地下に造っているシェルターは、人ではなく人類の智ち慧えを保存するための場所になるだろう」

　彼かの女じよの言うそれはインド国内ではなく、ヒマラヤ山脈の北側で今まさに同志たちが進めている計画だった。千年単位で秘ひ密みつ裏りにシェルターを維い持じするのなら、その建設地は人里から離はなれた場所であるほうが望ましい。付近に工場がまったくないのも困るが、幸いにもヒマラヤ以北の一部地域には、大墜落ザ・フオール以前からＡＥシリーズが普ふ及きゆうしていた。遠い未来、そこに住む人々は守り人のような立場になるのかもしれない。

「それと、もうひとつ。全ての工場が持つ余よ剰じようリソースについても、すでに使い道は固まっていてね」

「どうなさるんですか？」

「やはり記録に使おうと思う。こちらは過去ではなく、これから紡つむがれていく未来のために。長い雌し伏ふくの時期を耐たえていく人々の様子を、可能な限り克こく明めいに記録しておきたいんだ」

　迷いなくそう言って、立たち花ばな博士は両手に抱だいた精せい霊れいを見つめる。

「精せい霊れいの目に映った光景は映像として記録することが出来る。精せい霊れいたちの記録容量はそれほど多くないが、工場に来れば記録の引き取りが可能だ。ベルトラム波が半減期を迎むかえた後は通信も少しずつ復活していくはずだし、そうなれば精せい霊れいたちの見聞きした情報はオンラインで工場に送られるようになる。重要度の高いものを取しゆ捨しや選せん択たくすることにはなるだろうけれどね」

　話している間に通路のいちばん奥おくへ辿たどり着つき、彼かの女じよはそこで足を止める。

「ただ、それだけでは資料映像が残るに過ぎない。私はもっと歴史の本質的な部分を保存しておきたいんだ。過去の歴史で言うなら、大きな変革に関わった偉い人じんたち──例えばカエサルや織お田だ信のぶ長ながが何を思い、どんなことを考えていたか。後世の解かい釈しやくに左右されてしまう彼かれらの人となり、思考の流れとその発展、すなわち英雄と呼ばれる人々の人間性。そこに明確な答えが残せるとしたら、それは既き存そんのあらゆる歴史資料に勝まさるものになる」

　言いながら、彼かの女じよは目の前の壁かべのあちこちに手を置いたり撫なでたりする。いったい何をしているのか分からず首をかしげるサプナに、立たち花ばな博士は背中を向けたままさらに続ける。

「そこでひとつ質問しよう。私の卒論の研究テーマは何だったかな？」

　暗い空間に問いが反はん響きようする。わけもなく背筋が寒くなるのを感じながら、サプナは告げた。

「──『人間精神の情報化とその保存』。人体というハードウェアから独立した人格、すなわち魂の科学的な再現です」

　完かん璧ぺきな答えが返り、立たち花ばな博士は不敵な笑えみを浮うかべて助手を振ふり向むく。

「そう。『ＡＩに人間味を持たせる』試みも私はずっと研究してきたが、それと表ひよう裏り一いつ体たいのアプローチだったわけだ。近年になって脳の状態をスキャンする技術が格段に向上したものだからね。こいつから神秘のベールを剝はぎ取とるのは今だと、私はそう思ったわけさ」

　こんこん、とこぶしで自分の額を叩たたいてみせる博士。サプナは怪け訝げんに思いながらうなずいた。

「存じていますが、なぜ今その話を──」

　そう言いかけた瞬しゆん間かん、立たち花ばな博士の背後からびゅうと風が吹ふいた。それは密閉された空間との気圧差によって生じたもの。継つぎ目めひとつなかったはずの壁かべが左右に開いていき、やがて内部を覗のぞかせ──そこには、厳重に梱こん包ぽうされた得体の知れない機材がぎっしりと並んでいる。

　予想だにしない光景に啞あ然ぜんとする助手を前に、立たち花ばな博士は立てた親指で背後を指さす。

「これが、人間精神を情報化して保存する人格スキャナーの試作品だ。部品に分けてあるがね。こことは別の工場の分も含ふくめて、全部で百台分ある」

　堂々と言ってのける彼かの女じよ。その告白を受けて──サプナが次に口を開くまで、たっぷり数分の間が必要だった。

「……問とい詰つめたいことが多すぎて、逆に言葉が出てきません。ですが、まず──なぜ工場の中に保管してあるんですか？　あの大墜落ザ・フオールを事前に予想していたとでも？」

　懸けん命めいに自制を利きかせた助手からの質問に、立たち花ばな博士はしかつめらしく腕うでを組んで答える。

「今だから話せるんだが──これを作り上げた当時、お上から研究に待ったをかけられてしまってね。ほら、あの頃ころは医い療りよう分野のほうでも脳機能の分析が進んでいただろう？　それと私の研究を組み合わせることで、社会に重大な混乱を招きかねないと危惧されたのさ」

　自分の知らないところでそんな経けい緯いがあったのかと驚おどろきながら、しかしサプナは同時にどこか腑ふに落ちた思いでいた。人間精神の情報化──優すぐれた頭脳でもって学生時代から追つい究きゆうしてきたそのテーマを、彼かの女じよがそう簡単に手放すはずがなかったのだ。

「そんなわけで、この技術に関する情報は、政府の保管分を除いて全て破は棄きするよう命じられていた。すでにスキャナーの試作品まで出来ていたというのに、国内での研究継けい続ぞくは事実上不可能になってしまっていたわけだ。そこで私は一計を案じて──まぁ、後はだいたい分かるだろう？」

　言こと葉ば尻じりを濁にごす立たち花ばな博士に、サプナは渋しぶい顔でうなずく。……確かに、それ以上は聞くまでもなかった。

　日本国内で禁じられた研究の命脈を繫つなぐために、彼かの女じよはＡＥシリーズのアジア展開を利用したのだ。政府の目を盗ぬすんで造れるだけ造って持ち出したスキャナーの現物をインドの工場に隠いん匿とくし、以後は秘ひ密みつ裏りに研究を進めるつもりだったのだろう。設計図に留とどまらず現物を大量に造って持ち出したのは、日本国外では製造不可能な部品が多々あるからに違ちがいない。いくつかの法には確実に抵てい触しよくしただろうが──結果として、シェルター化した無人施し設せつは金庫としてもこの上なく有用であり、そこに収められた発明を大墜落ザ・フオールから守ることに繫つながったわけだ。

「もっとも、お上の心配はほとんど杞き憂ゆうだったんだけれどね。これはあくまで人格の保存技術であってそれ以上のものじゃない。再現に繫つなげるにはまだ二つか三つのブレイクスルーが必要になったはずだし──おそらく、その過程で原理的な行ゆき詰づまりに出くわす可能性のほうがずっと高い」

　確かめたかったなぁ──と、立たち花ばな博士は寂さびしげにそうつぶやく。サプナは言葉を詰つまらせた。……これらのスキャナーはあくまで研究の途と中ちゆう経過に過ぎない。だが、人類の科学文明が滅ほろびに向かう今、彼かの女じよが待ち望んで止やまなかった研究の再開はもはや叶かなわないのだ。

「何にしても、ここにあるスキャナーを各地の工場に配れば、将来的に生まれてくる英えい雄ゆうたちの人格情報を保存しておけるわけだ。具体的には工場周りの所定の場所に来てもらって、そのまま十分ほどじっとしてもらえればいい。ちなみに死体からでもスキャン可能だよ。じゅうぶんに新しん鮮せんで、かつ脳に損傷がないものに限るけどね」

　表情に口くち惜おしさを覗のぞかせたのは一いつ瞬しゆん。すぐにいつもの調子に戻もどって、立たち花ばな博士は助手に向き直る。その瞳ひとみの輝かがやきは、大墜落ザ・フオールの前と後で少しも変わらない。

「何にしても、これらを運び出して他の工場へ設置する必要がある。輸送中のベルトラム波の影えい響きようを最小限に抑おさえる形でプランを組まないとね。

　というわけで──頑がん張ばろう、サプナ君！」

　無む邪じや気きな笑え顔がおでそう言ってのける立たち花ばな博士。喉のどまで出かけていた文句をどうにか引ひっ込こめて、ため息混じりにサプナはうなずく。そして思った。──この人には最後まで、こうやって振ふり回まわされるんだろうなと。







　ひとりでも多くの人々を助けるために、ふたりは大陸中を奔ほん走そうし──そして迎むかえた数年後。

　めっきり体調を崩くずしがちになったサプナがほとんど外を出歩けなくなり、立たち花ばな博士がその看病をしているところに、追い打ちをかけるようにひとつの報しらせがもたらされた。

「……すまない、ドクター・タチバナ。もう君たちを官舎に住まわせておくことは出来ない」

　そう告げる男性は、当時のインドの政界における立たち花ばな博士ら科学者たちの最大の支持者だった。今までずっと彼かの女じよらの活動を支え、励はげましてきた彼かれの口から、その日々の終わりが告げられていた。

「議会に私の席があるのも今月限りだろう。すでに議席の大半は自然回帰主義者たちに埋うめられてしまった。……彼かれらの侵しん食しよくに歯止めをかけられなかったことが、本当に無念でならない」

　うつむいてこぶしを握にぎり締しめ、男は言う。サプナの額を濡ぬれた手ぬぐいで拭ふいてやりながら、立たち花ばな博士は微笑ほほえんで首を横に振ふる。

「閣下は今日までよく私たちを守ってくれました。恩義に感じこそすれ、不満に思うことなど何もありません」

　いずれこうなることは、彼かの女じよたちにも予想できていた。その日までにどれだけのことが出来るか──彼かの女じよたちの戦いは最初からそういうものだったのだ。そして今、立たち花ばな博士の顔に未練の感情はなかった。男はやりきれない面おも持もちで奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「……大恩あるＡＥシリーズの開発者を魔ま女じよも同然に追い出す。それがどれほど愚おろかなことか、どんなに人として情けないことか、奴やつらにはもう分からんのだ」

　かつては英えい雄ゆうともてはやされた彼かの女じよたちの扱あつかいも、反科学主義の蔓まん延えんに伴ともなって低くなっていく一方だった。官舎の一室さえ取り上げられた今は完全な末期である。人々はもはや、政治に科学者を関かん与よさせたくないのだ。

「住む場所を失って、君たちはこれからどうするつもりなんだね？　もし当てがないなら、せめて私の家に来てくれればいい。部屋は余っているし、優やさしい妻と妹たちが一いつ緒しよだから、居い心地ごこちはそう悪くないはずだ。ゆっくり休めば彼かの女じよの体調もきっと……」

　せめてもの罪つみ滅ほろぼしにとそう提案する男。しかし、立たち花ばな博士は静かに首を横に振ふる。

「ありがたい申し出ですが、私たちの存在で閣下の立場をこれ以上悪くするわけにはいきません。お気持ちだけ受け取らせていただきます」

「……っ、では、どこへ行くというのだ。君たちの顔は広く知られている。迂う闊かつに出歩けば身の危険もあるのだぞ」

　心配を顔に浮うかべて男が尋たずねる。すると、立たち花ばな博士はいたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「それに当たって、ひとつだけお願いがあります。──頑がん丈じような車を一台と、それにガソリンを都合していただけますか？」







　彼かの女じよたちが街を出るとなると、それを惜おしむ人々は大勢いた。政府の方針と人々の感情は必ずしも一いつ致ちせず、ここまで人類のために尽じん力りよくしてきたふたりは多くの尊敬を集めていた。それは旅の先々でも同じで──自主的に護衛を買って出た人々に守られながら、彼かの女じよたちは目的地を目指して車で走り続けた。

「仕事以外で旅をするのは久しぶりだね。こういう車旅となると、ひょっとしたら大学の時以来かな？　今でも昨日のことのように思い出すよ。あの時は賑にぎやかだったなぁ」

　誰だれ憚はばかることなく大音量で音楽を流しながら、ふたりは左右に過ぎ去っていく景色をぼんやりと眺ながめ続ける。体への負担が少ないよう、サプナは倒たおした助手席に身を横たえていた。その腕うでにはパートナーの水みず精せい霊れいを抱だいている。

「……博士が……いえ、先せん輩ぱいがいちばん賑にぎやかでしたよ。……車の中でも、旅先でも……」

　弱々しい声で、けれど皮肉っぽくそんなことを言う。立たち花ばな博士はうなずいてアクセルを踏ふみ込こむ。

「反対に、あの頃ころの君はまだ大人しかったね。留学に来て間もない時期だったから無理もない」

「……無口で無愛想な留学生なんて、普ふ通つうは誰だれも近付かないものじゃないですか……。なのに、あなたと来たら……」

「最初の発表で私とペアになったのが良くなかったね。こっちが振ふった人工知能関連の話題にことごとく付いて来たのも迂う闊かつだった。とりわけ致ち命めい的てきだったのは、そんな私とうっかり友達になってしまったことだ」

　思い出される学生時代。立たち花ばな博士は笑い、サプナは恥はずかしげに唇くちびるをとがらせる。

「よく憶おぼえているよ。初めて私と話した時、君の意見は実に辛しん辣らつだった。『ＡＩに人間味を持たせようなんて最悪ですね。そういう無む駄だを省けるのがＡＩのいいところなのに』──どうだい、一字一句間ま違ちがっていないだろう？」

「……忘れてくれませんよね、それは……。……あの頃ころの私は、人との関わりそのものに疎うとましさを感じていましたから。機械いじりの間は、それを忘れていられることが心の救いで……なのに、あなたはそこにわざわざ、人間の煩わずらわしさを持もち込こもうと言うんですから……」

　出会った当初は対立していたふたりの思想。互たがいの間で何度となく交かわした激論を思い返しつつ、立たち花ばな博士はぽつりと口にする。

「接していると愛を感じる。そういうＡＩが、私の目指す到とう達たつ点てんだったんだ」

「……はい。もちろん、存じています」

「うん。愛──常にあり続ける需じゆ要ように対して、人間社会がついに安定的に供給出来なかったもののひとつだ。それはどんなものなのか？　どのようにして生み出されるのか？　人間関係に恵めぐまれた人々にしか手に出来ないものなのか？　このやっかいな概がい念ねんを巡めぐるいくつもの命題について、過去の哲てつ学がく者しやたちがそうであったように、私もずっと考え続けてきた。

　人はただ機械に奉ほう仕しされるだけでは愛を感じない。それを認めるためには、相手に自分と同じような『心』があるという確信が不可欠なんだ。この相手は自分を見てくれている、自分を愛してくれている──そう感じられるだけのコミュニケーション能力がなければ、ＡＩは本当の意味で人のパートナーにはなれない。私が目指した人間味とはそういうものだよ」

　サプナはうなずく。その思想に基もとづくからこそ、立たち花ばな博士の中でＡＩの発展と人間精神の情報化は表ひよう裏り一いつ体たいの目標で在り続けた。ＡＩを人の精神に近付け、人の精神をＡＩの方向から再さい解かい釈しやくし──両者の区別が曖あい昧まいになり、やがて融とけ合っていく未来を彼かの女じよは想像したのだ。

　ふぅと息をつき、サプナは腕うでの中の水みず精せい霊れいを抱だきしめる。

「……なら。このコたちの愛は、立たち花ばな博士の愛でもありますね……」

「うん？」

「人類愛ですよ、博士自身の。……昔からずっと、あなたは誰だれか特定の個人ではなく、人間という種そのものを愛している。でも、その愛が大きすぎて、自分の体ひとつではぜんぜん表現しきれないんです。だからＡＩを研究したんでしょう？　より多くの人々に愛が伝わるように……」

　そう言って、サプナは抱だいている精せい霊れいの頰ほおをいとおしげに撫なでる。彼かの女じよもまた、その愛に魅みせられた人間のひとりだ。

「これから長く、人類にとっては辛つらい時期が続きます。でも──ＡＥシリーズがいる限り、人々の間にはあなたの愛が満ちている。それはなんて贅ぜい沢たくなことだろうと、私は思うんです」

　確信に満ちたサプナの言葉。それを聞いて、立たち花ばな博士は気き恥はずかしげに微笑ほほえんでいたが──長い沈ちん黙もくの後、やがてぽつりと告げた。

「……願わくば。ねじを巻くようにあって欲ほしいと、そう思うんだ」

「……？」

「人類の文明は一度止まる。動力を使い切った骨董品アンテイークのオルゴールのように。それを再び動かすには、再びねじを巻かなければならない。音を奏かなでていた間よりも、ずっと長い時間をかけてね」

　そう言って、彼かの女じよはちらりとサプナのパートナーに目を向ける。

「とてもとても根気のいることだ。けれど……精せい霊れいたちは決して投げ出さない。倦うまず飽あかず、人々が再び美しい音色を奏かなで始めるその日まで、揺ゆるぎない愛情をもって背中のねじを巻き続ける」

　永遠に生きられない私に代わって──と、胸の中だけで立たち花ばな博士はそう結ぶ。サプナの顔に柔やわらかな微笑ほほえみが浮うかんだ。

「人間のねじを巻くロボット、ですか。……ふふ、あべこべですね」

「いいのさ。ロボットであると同時に、彼かれらは精せい霊れいだからね。靴くつを作る妖よう精せいだっているんだ。ねじを巻く精せい霊れいがいてもいいだろう？」

　そんな軽口を叩たたいて、立たち花ばな博士はさらにアクセルを踏ふみ込こみ──ふたりを乗せた車は、まっすぐ道を進んでいった。







「──さぁ、着いたよサプナ君。ここが私たちの終ついの住処すみかだ」

　インドを出てヒマラヤ山脈を迂う回かいし、数週間に及およぶ長旅を経て、彼かの女じよたちが辿たどり着ついた場所。ふたりの仲間が秘ひ密みつ裏りに作り上げたそこは、地下深くに作られた人類の知ち恵えの保管庫──遥はるかな未来に文明を伝えるためのシェルターだった。

「おお！　どうなっていることかと思ったけど、なかなか良いい感じに仕上げてくれたじゃないか。ほら、この椅い子すなんか実に快適そうだよ。リクライニングも出来るし、ベッドメイクが済むまで座すわっていたまえ」

　昇しよう降こう機きから降りてリビングに入るなり、立たち花ばな博士ははしゃぎながらそう言って助手を座すわらせた。サプナはくったりと椅い子すに体重を預ける。弱った体に長旅の疲ひ労ろうが響ひびいていた。

「物資の備び蓄ちくも、私たちふたりが生きる分にはじゅうぶんすぎるほどだ。旅の疲つかれが癒いえたらパーティーをしなきゃね。ほらほら、君の好きなビールもあるよ」

「……楽しみ、ですね……」

　保存食を次々と見せびらかされて、サプナはかすかな笑え顔がおで応える。立たち花ばな博士の体にも深刻な不調はあったが、彼かの女じよはそれを感じさせないまま明るく振ふる舞まい続けていた。弱り切った助手の体を支えてシャワー室へと移動し、長旅の汚よごれを丁てい寧ねいに落としてやり──それから寝しん室しつへと場所を移す。

「久しぶりにお湯を浴びてすっきりしただろう。今は廃すたれつつあるけれど、かように文明とは素す晴ばらしいものさ。さぁ、気持ちの良いうちにベッドに入ろう」

「……はい……」

　言われるまま、サプナは清潔なシーツの上に身を横たえる。その呼吸が穏おだやかになるまで、立たち花ばな博士はベッドの脇わきに座すわり、ずっと相手の手を握にぎっていた。

「気分は落ち着いたようだね。……寝ねる前に少し、話をいいかな？」

「……？　……話、ですか……？」

　きょとんとした目を向けるサプナ。と、そんな彼かの女じよの眼前に、立たち花ばな博士は何かを包つつみ込こんだ両手を差し出し、

「君に結けつ婚こんを申もうし込こむ」

　そう告げて、手の中の小箱をパカリと開いた。同じデザインの指輪がふたつ──銀と緑柱石アクアマリンの澄すんだ輝かがやきを放って、ちんまりと中に収まっていた。

「いやはや、このご時世に質のいい宝ほう飾しよく品ひんを見み繕つくろうのは難なん儀ぎだったよ。でも、その甲斐かいあって満足いく品物が用意できた。こういうデザインは私も君も好みだろう」

　言いながら、立たち花ばな博士は自分の右手に指輪の一方を嵌はめていく。サプナはその顔を呆ぼう然ぜんと眺ながめてつぶやく。

「……いつから……」

「ん？」

「……いつから気付いて、いたんですか。……私が、同性愛者だって……」

　心の動どう揺ようをそのまま表す彼かの女じよの瞳ひとみを、立たち花ばな博士はまっすぐ見返した。

「信じて欲ほしいんだが、その点は私にとってさほど重要じゃない。ただ──私のほうから君に返せるものがないことが問題だった。君の感情に気付いた時からずっと」

「…………」

「ここまでの道中で君にも指し摘てきされた通り、私は特定の個人に執しゆう着ちやくしたことがない。いい関係になった相手も過去にはいたけど、私のそういうところに気付くと自分から身を引いていった。私自身の目的や理想と比べた時、どうしても彼かれらをいちばんに愛することは出来なかったんだ。いちばん好きな相手が、自分のことを二番目以下にしか大切にしてくれない──多くの人にとって、それはとてもとても悲しいことだろう？」

　寂さびしげな笑え顔がおで博士は言い、それから改めてサプナの顔を見つめる。

「だからね。もし私が誰だれかをいちばんに愛せる時が来るとすれば、それは自分のやるべきことを全てやり遂とげた時だと思ったんだ。……でも、きっとそんな時は来ないだろうとも諦あきらめていた。だって私は科学者だからね。人々が技術の発展を必要とする限りはそれに応えたくなってしまう。そんな私の気持ちを、君は人類愛と呼んでくれたけれど──それはひょっとしたら、永遠に実らない片思いと何も変わらなかったのかもしれない」

　ふぅ、とため息がこぼれる。人々の笑え顔がおを糧かてに駆かけ抜ぬけてきた年月が、立たち花ばな博士の脳のう裏りをよぎっては消える。

「でも、その日々は終わったんだ。ＡＥシリーズは望める限りの規模で人々の間に根付いた。私は科学者としてやるべきことをやり終えて、人々は私にこれ以上のお節せつ介かいを求めていない。いくら図ずう々ずうしい私でも、私を求めていない相手にまで愛を押おし付つけることは出来ないのさ」

　そう言って肩かたをすくめる彼かの女じよに、サプナは胸が詰つまるような切なさを覚えた。立たち花ばな博士は真顔で言葉を続ける。

「分かってくれるかな。今、私は生まれて初めて、科学者としての理想からも責務からも解き放たれている。ひとりの人間として、自分をずっと愛してくれた誰だれかの気持ちに応える準備が出来ている。後は──この求愛プロポーズを、君が受け入れてくれるかどうかだけだ」

　両手に指輪を捧ささげ持もったまま、立たち花ばな博士は相手からの返答を待つ。長い葛かつ藤とうの末に、サプナはおずおずと左手を差し出し──その薬指に、博士はそっと指輪を嵌はめてやる。

「……おかしいです、博士……」

　愛の証あかしをまとった左手を見つめて、サプナが震ふるえる声でつぶやく。立たち花ばな博士は笑え顔がおで尋たずねる。

「なぜだい？　よく似合っているよ」

「いいえ、おかしいです。……今は、どうしようもなく辛つらい時代なのに。大勢の人々が死んでいって、住む場所も食べるものもどんどん減っていって、このまま人類が滅ほろびてしまうかもしれないのに。

　なのに、そんな世界の片かた隅すみで──なんで私は、倖しあわせになってしまっているんでしょう」

　もはや留とどめようもなく、サプナの両目から涙なみだが溢あふれ出だした。その全てを受け止めるようにして相手を抱ほう擁ようしながら、立たち花ばな博士はどこまでも優やさしい声で答える。

「たとえ明日世界が滅ほろぶとしても、人が幸福を追い求めてはいけない理由にはならないからさ」

　そう言って、相手を抱だきしめる力を強くする。……肉が削そげてすっかり細くなってしまったサプナの体。それはそのまま、ずっと自分の無茶に付き合い続けてくれた証あかしに他ならず。

「伝わるだろうか。今、私は確かに──他の何よりもいちばん、腕うでの中の君が愛いとおしいんだ」

　胸の内にある感情のまま、立たち花ばな博士はそう告げた。サプナの口から嗚お咽えつが漏もれる。──誰だれに咎とがめられることもない静かな場所で、ふたりはずっと抱だき合あい続けた。
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「……ここで、亡なくなったんだね」

　ＡＲグラスに表示されていた映像が途と切ぎれると、イクタは周囲を見回してそうつぶやいた。クスはこくりとうなずいて口を開く。

「ふたりがこの世を去った後も、地上に遺のこされた私たちＡＥシリーズは人々と共にあり続けました。そして──以後数百年に亘わたって人口が減り続ける中、彼かれらはやがてひとつの信しん仰こうを作り上げます」

　その前置きと同時に、イクタたち四人の視界に星空が映し出される。

「およそ五千年──海底のベルトラム機関が完全に停止するまでに要した年月ですが、この数字に特別な意味を見み出いだした人々がいました。過去の天文学者の推定によれば、それは当時から数えて三度目の北ほつ極きよく星せいの交代の時期だったからです。ポラリスに始まり、エライ、アルフィルクを経て、やがてアルデラミンへ──その変へん遷せんを、神の怒いかりが鎮しずまっていく過程として彼かれらは捉とらえました。そうした意味付けなしに耐たえ凌しのぐには、五千年という年月は余りに長すぎたのです。ベルトラム波を原因とする地磁気の乱れによって、方位を知るために人々が再び星を頼たよるようになったことも、北ほつ極きよく星せいの神格化を後あと押おししました」

　続いてＡＲグラスが映し出したのは、不動の星を仰あおいで祈いのりを捧ささげる人々。遥はるかな過去の光景ではあっても、その信しん仰こうの在り方は、イクタたちにとって馴な染じみのあるものだった。

「こうして生まれた信しん仰こうが、皆みなさんの知る現在のアルデラ教の原形です。成り立ちから反科学の思想性を色いろ濃こく含ふくむために、その教えは当初、自然回帰と保守の方向に大きく傾かたむきました。それは大墜落ザ・フオールという巨きよ大だいな失敗の反動であると同時に、科学文明の復興が遠のいた状じよう況きようで人々を納なつ得とくさせるための苦しい方便でもありました。もはや戻もどらない繁はん栄えいの時代を思い出して羨うらやみ続けるよりは、科学それ自体を『ろくでもないもの』としたほうが、まだしも人々を前向きにさせやすい──当事者たちはそう考えたのです」

　その経けい緯いを聞いて、アナライはため息混じりにつぶやく。

「……手の届かないところに実っているなら、そのぶどうはすっぱいに決まっている──か」

「そういうことです。『禁きん忌きに手を出したことで神に罰ばつされる人間』という宗教的モチーフは昔からありましたから、そうした考え方は当時の人々にとって比較的受け入れやすいものでした。しかし──この時を境に、人々は矛む盾じゆんを抱かかえるようになります」

「Ｓｙａｈ。……君たちの存在だね」

「はい。私たちＡＥシリーズは紛まぎれもなく科学が生み出したものですが、反科学の風潮が高まってからもなお、当時の人々は私たちを手放そうとはしませんでした。生活のために手放せなかった、というのが正しいでしょうが──いずれにせよ、この事実はそのままでは反科学の理念と衝しよう突とつしてしまいます。そこで彼かれらが考えたのが、私たちを人ではなく神の造りしものだと見直すこと──文字通りの『精せい霊れい』だと再定義することでした」

　クスは語る。あの時代にあって、それは彼かれら自じ身しんが求めた欺ぎ瞞まんだったのだと。

「初めは誰だれもが首をかしげるような方便に過ぎませんでした。しかし、科学文明の名残なごりが日に日に失われていく世界の中で世代を重ねるほどに、人々の間でその認にん識しきは真実味を帯びてきたのです。反科学の教えのもとで科学技術に関する知識はごく一部を除いて封ふう印いんされ、私たちＡＥシリーズの構造を理解出来る人間はどんどん減っていきました。科学文明の面おも影かげを振ふり切きろうとする人々の心情もそれを後あと押おしします。宗教からの勧すすめに従って、彼かれらの多くは『精せい霊れいは神が地上に遣つかわしたものである』と自分の子供に教え、子供たちは最初からそれを事実と認にん識しきして育ちました。こうして私たちＡＥシリーズはアルデラ教という宗教体系の中に組くみ込こまれていったのです」

　科学に依い拠きよしながら科学を否定する宗教。その歪ゆがみが生み出された過程を知って、イクタとジャンはそれぞれに厳しい表情を浮うかべた。

「この過程の中で、科学者と呼ばれる人々は不ふ可か避ひ的てきに絶ぜつ滅めつしていきました。精せい霊れいにまつわる真実を暴いてしまいかねない存在を許容するわけにはいかなかったからです。すでにお察しと思いますが──アルデラ教があなたを迫はく害がいしてきた理由もそれです。アナライ・カーン博士」

　名前を呼ばれた老ろう賢けん人じんが、ＡＲグラスをずらして視線を隣となりに向ける。

「なるほどのぅ──腑ふに落ちるわい。わしら科学者とアルデラ教の因いん縁ねんの始まりは、今より五千年以上も昔まで遡さかのぼるというわけか。なぁ、教皇よ」

「…………」

　教皇は押おし黙だまったまま答えない。クスの視線が彼かの女じよを向く。

「教団のトップに立つ人間には代々、私たちの口から真実を伝えてきました。……あなたにとっては、それが多くの葛かつ藤とうに繫つながっていたと思います。ラプテスマ教皇」

　ぴくりと肩かたを揺ゆらし、少しの間を置いて、アルデラ教団の長はゆっくりと語り始めた。

「……教団の頂点に立ったその日に、教義の根本に偽いつわりがあることを知らされました。神官としてのわたくしは、あの日に死んだと思っています」

　ジャンが息を吞のんだ。旧知の教皇の顔に、これまで一度も見せることのなかった自じ嘲ちようが浮うかぶのを目にして。

「賢さかしさは人の悪あく業ごう、極きわまれば必ずや悪あしき結果を招く──アルデラ教ではそう教えられます。しかし、それなら四大精せい霊れいはどうなのでしょう。紛まぎれもない人の智ち慧えの産物である彼かれらは、五千年の時を超こえた今もなお人間を支え続けています。それを神の愛であると聖典が教えるのなら──彼かれらを生み出した科学を、どうして悪あしきものだと決め付けられるのでしょうか」

　真実を知ってしまった以上、もはや敬けい虔けんな信徒ではいられない。イクタもまた悟さとる。他のアルデラ教徒たちとは決して共有できない悩なやみを、彼かの女じよはずっと抱かかえ続けて生きてきたのだと。

「その一方で、アルデラ教の倫りん理り観かんには窮きゆう地ちにあった人類を五千年生き延びさせたという功績もあります。……あの大墜落ザ・フオールのような大災害を二度と招かないためなら、科学の発展に蓋ふたをすることは正しいとも思いました。かつてのような繁はん栄えいと引ひき換かえだとしても」

　言葉を挟はさまず、アナライはその独白に耳を傾かたむける。教皇は淡たん々たんと続ける。

「けれど、その努力が限界に近付いていることも察していました。大墜落ザ・フオールの影えい響きようから解き放たれつつある世界で、いくら教団の力をもってしても、人々の中から自然に生まれてくる科学の芽を全て摘つむことなど不可能だったからです。その末に、アナライ・カーン──あなたという特大の徒花あだばなが咲さいた。……否いや応おうなく悟さとりました。長い雌し伏ふくの時期を越こえて、人類は再び歩き出そうとしているのだと」

　大きなため息がこぼれる。歴代の教皇たちと比べても、彼かの女じよがその位に就ついた時期は特別だった。古い倫りん理りが葬ほうむられて新たな価値観が台頭する──今はそういう歴史の節目なのだ。

「より大きな視点で転機を感じたのは、帝てい国こくが制度の腐ふ敗はいによって衰おとろえていく傍かたわらで、新興のキオカ共和国が技術立国を掲かかげて繁はん栄えいし始めたことです。……キオカはその始まりから、アルデラ教の倫りん理りに基もとづく平和を越こえたところに発展の道筋を求めていました。帝てい国こくの傍かたわらでしたたかに立ち回って国力を増していくキオカを見るにつけ、わたくしは痛感せざるを得ませんでした。ああ、未来は彼かれらのほうにある──と」

　それを認めてしまった瞬しゆん間かんの彼かの女じよの気持ちを慮おもんぱかれる者は、この場はおろか、おそらく世界のどこにもいない。誰だれとも分かち合えない悲ひ哀あいを背負って、教皇はなおも語り続ける。

「あくまで帝てい国こくと協調し、キオカを攻こう撃げきする選せん択たくもあったでしょう。……しかし、それは誰だれも幸せにならない結果を招くだけだと思いました。キオカとの戦争の結果がどうあれ、帝てい国こくはもはや滅ほろびに向かって転がり落ちるだけだと目に見えていたからです。今にも朽くちて倒たおれんとする大樹に人類の未来を預けたままでいる──たとえ反科学の価値観が守られるとしても、それが正しい選せん択たくだとは、わたくしにはどうしても思えませんでした」

　そこで一度言葉を切り、教皇は視線を老ろう賢けん人じんに向ける。

「ですから、アナライ・カーン──わたくしの目もく論ろ見みとしては、あなたには早く帝てい国こくを見限ってキオカへ移って欲ほしかった。そのために帝てい国こく内での居場所をなくそうとしたのですが……こちらの意図に反して、あなたはずいぶん帝てい国こくで粘ねばってくれましたね」

「……ほう。『瀆とく神しん者しや』の認にん定ていも、異い端たん審しん問もん官かんの派は遣けんも、わしらをひっ捕とらえて処しよ刑けいしようとしたわけではないと？」

「首しゆ尾びよく身み柄がらを捕とらえることが出来たなら、国外追放の名目でキオカに引ひき渡わたすつもりでいましたよ。……バダ・サンクレイがスポンサーに付いたことでそれも困難になりましたけどね。いくら教団の権力をもってしても、帝てい国こく内で軍の決定に異は唱えられません」

　忌いま々いましげにそう漏もらして、教皇は目を伏ふせる。

「恥はじを忍しのんで打ち明けるなら。今も昔も──あなたの近きん況きようを聞くたびに、わたくしは妬ねたましくてならないのです。……なぜ、あなたは囚とらわれないのか。このままならない世界の中で──どうしてあなただけが、そんなにも自由でいられるのか」

　熱を帯びていく声。長年の自制に致ち命めい的てきなヒビが入り、その内側に渦うず巻まく感情が覗のぞく。

「わたくしは、こんなにも不自由なのに。神に縛しばられ、国に縛しばられ、人類の未来に対する責任に縛しばられ──次に踏ふみ出だす一歩さえ、思し慮りよに思し慮りよを重ねて恐おそる恐おそる足元を探さぐらねばならない。それでもいつだって過あやまちに怯おびえている。なのに──なぜ、あなただけが。あなただけが……！」

　膝ひざの上で震ふるえるふたつのこぶし。その姿から、アナライは自分がずっと敵に回してきた相手の正体を知る。

「……そうか。お前さんも、たったひとりで重すぎるものを背負ってしまったクチか」

　目の前の人物に対する敵意は、老ろう賢けん人じんの中ですでに薄うすれていた。一方──それぞれの人生を歩んできたふたりの年長者を横目に、イクタは自分から口を開く。

「クス、いくつか訊ききたい。──さっきの映像に『変へん異い誘ゆう発はつ剤ざい』というものが出てきたけど、あれは今の僕ぼくたちにまで影えい響きようを及およぼしているのかな？」

「はい。遺伝子──というのはあなたたちにとって未知の概がい念ねんですが、あなたたちの体がもつあなたたち自身の設計図のようなものだと考えてください。あの薬やく剤ざいはそこに直接干かん渉しようして、子孫がもつ肉体的性質に永続的な変化をもたらしています」

　説明に伴ともなってＡＲグラスに概がい要ようが表示される。未知の情報が多分に含ふくまれたそれを、イクタは食い入るように見つめる。

「変化は多た岐きに亘わたりますが、厳しい環かん境きよう下かへの適応を図はかるために、従来の人類とは大きく違ちがっている部分も多くあります。例えば妊にん娠しん期間の短縮──かつての女性は、現人類の三倍以上の月日をかけて出産に至っていました。しかし、大墜落ザ・フオール後の不安定な環かん境きよう下かでは妊にん娠しん期間の長さはそのままリスクの増加に繫つながるため、この仕組みには大おお幅はばに手が加えられています。急激な人口減に歯止めをかけるためにも、妊にん娠しんに伴ともなう母体の負担を減らすことは必ひつ須すでした」

　ジャンの顔に驚きよう愕がくが浮うかんだ。過去の文明では、人間の体の仕組みに対してそこまでの干かん渉しようが可能だったのかと。

「これは後々の社会構造の形成にも繫つながっています。というのも──帝てい国こく・キオカ共に、現在の文明レベルに対して、女性の社会進出率が非常に高いのです。これはアルデラ教の倫りん理りがその在り方を是ぜとしたこともありますが、妊にん娠しん期間の短縮によって女性が動き回れる時間が保たれたことが大きく影えい響きようしています。また、性別による役割分業という考え方もあなたたちの間では薄うすいはずです。両国共に軍人の三割が女性であることからもそれは見て取れますし、中には女性が主導権を握にぎるシナーク族のような例も散見されます」

「ということは、前は違ちがったのかな？」

「はい。かつての人類史で女性の社会進出が本格的に始まったのは、社会が高度に発展した近代と呼ばれる時代に突とつ入にゆうしてからです。それまで女性の役割はもっぱら子供を産み育て家を守ることとされていて、社会活動の大半は男性によって行われていました。しかし──変へん異い誘ゆう発はつ剤ざいを開発した科学者たちは、大墜落ザ・フオールを経て人々の倫りん理り観かんがその時代に逆行してしまうことを拒こばんだのでしょう。たとえ文明が中世の水準まで逆行しようとも男女の立場に大きな差が生じないよう、妊にん娠しん・出産以外の部分にも多くの手が加えられています」

　クスは言う──居場所をなくしていった科学者たちの、それは最後の抵てい抗こうだったのだと。人間という種に手を加える、その行い自体が倫りん理りに抵てい触しよくしうると知りながら、それでも彼かれらは人々の思想が文明もろとも逆行することを止めようとしたのだと。イクタは唸うなった。倫りん理りに背そむいて倫りん理りを守る──その行いが善であったか悪であったか、いったい誰だれに判断できるというのだろう。

「それとは反対に、文明の後退に伴ともなって旧来の思想を再興させようという動きもありましたが、アルデラ教が宗教として確立するまでにおおよそ軟なん化かするか淘とう汰たされていきました。当時の人々の努力に加えて、私たちＡＥシリーズがそうした思想に与くみしなかったことも理由のひとつです。私たちの設計理念のひとつに人々の共存共栄がありますから、極きよく端たんな差別意識の持ち主に対しては能力使用に制限を設けたり、時には契けい約やくを拒こばんだりしていました。さっき説明したように、当時の私たちはすでにロボットではなく神の遣つかいとみなされつつありましたので──私たちのその行動を、人々はそのまま神の意志だと考えたようです」

　皮肉な話だ、とイクタは思った。神の遣つかいとして宗教体系に組くみ込こまれたことで、ＡＥシリーズはその立場をますます揺ゆるぎないものにしていったというのだから。

「もっとも──そんな私たちの倫りん理り基き準じゆんにも、自主的な修正はたびたび加えられています。私たちが造られた時代の倫りん理り観かんを、そのまま現在のあなたたちに当てはめることは出来ないからです。共存共栄は私たちの設計理念ですが、人口の回復に伴ともなって複数の国家単位が出来ることまでは止められませんでしたし、そうなるとそれぞれの国家における人々との最良の関わり方を模も索さくしないわけにはいきませんでした。戦争における私たちの利用も含ふくめて、です」

　クスは言う──時代に応じて無数の試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえして、自分たちは今の形に至るのだと。うなずくイクタを横目に、そこでジャンが質問を加えた。

「……精せい霊れいたちが普ふ及きゆうしなかった地域の人々はどうなったんだ？　さっきの映像を見る限りでは、世界中に大勢いたんだろう？」

「ＡＥシリーズの援えん助じよがない地域における文明の復興は、今日に至るまで確かく認にんされていません。大墜落ザ・フオールからしばらくは、合衆国ステイツを始めとする遠方の国家とも連れん絡らくが取れていたのですが、それも遥はるか昔に途と絶だえたままです。地下都市への移住を始めとして、彼かれらにもそれぞれの生存戦略があったはずなので、どこかで命脈を繫つないでいる見み込こみもゼロではありませんが──ここまで長く接せつ触しよくの事例がない以上、全ぜん滅めつしてしまった可能性のほうが高いと見るべきでしょう」

　無情な回答に、ぐっと口元を引き結んでうつむくジャン。そこまでの説明を受け止めて、アナライは重くうなずいた。

「なるほど、お前さんたちの来歴は理解できた。では──この『神の試練』は何を意味するのじゃ？」

　同時に、話の核かく心しんへと踏ふみ込こんでいく。クスは即そく座ざに応じた。

「その質問にお答えする前に、これが少々イレギュラーな事態である、ということをお伝えしておきます」

「──ほう？」

「当初の予定としては、この『保管庫』の扉とびらが開かれた時から、ここに保存されている情報の開示が始まるはずでした。すでに皆みなさんへ話したこともその一部ですが、本命は科学技術に関する知識──皆みなさんの社会に多大な影えい響きようを及およぼすであろう先進技術の詳しよう細さいです。

　しかし。結論から言うと、現時点でそれを皆みなさんにお伝えすることは出来ません」

　場の空気に緊きん張ちようが走る。顎あごひげに手を当てつつ老ろう賢けん人じんは尋たずねた。

「ふむ……。テストの結果が悪かったかの？」

「いいえ、知性水準の到とう達たつ証明は必要十分な形で果たされています。問題はそれとは別の部分──あなたたちの社会が現在置かれている状じよう況きようにあるのです」

　そこで一いつ拍ぱく間を置いて、クスは改めて口を開く。

「『保存情報の開示は、対立関係にない全主要国家が、共同して知性水準の到達証明を果たすことを条件とする』。──これが、私たちの設定したハードルです」

「「────！」」

　イクタとジャンの顔が同時に険しくなる。それで意図が伝わったことを知りながらも、クスは丁てい寧ねいに説明を加えた。

「後半は問題ありません。しかし、問題は前半──帝てい国こくとキオカが戦争状態にあることなのです。お分かりと思いますが、戦争中の二国にそれぞれ新技術をもたらせば、直接にせよ間接にせよ争いの激化を招きます。ともすれば共とも倒だおれにも繫つながりかねない以上、技術開示のタイミングとしては不適切と言わざるを得ません。

　もちろん、これは私たちの不ふ手て際ぎわでもあります。互たがいに友好国ではない、それも戦争中の国家同士が協力して探たん索さくに臨のぞむ今回のようなケースは、私たちにとって想定外のものだったのです。何も反応せず済ませることも可能でしたが──この機会に真実を伝えておくことには意味があると考え、皆みなさんへ『試練』を課すに至りました。先進技術の公開とはまた別に、です」

　そこまで語ったところで、クスはアナライに視線を移す。

「加えて──ラ・サイア・アルデラミンに対するキオカの外交姿勢を放置できなかったことも、この場を設けた理由のひとつです。本当に『神しん殿でん』の壁かべを壊こわしたわけではないと分かっていますが──その事実を知る術すべがない多くの人々にとって、あの行動は挑ちよう発はつ的てきに過ぎました。無意味な混乱を座して見守るよりは、この時点で真実を明かしたほうが良いだろうと考えたのです」

「なんじゃ、バレておったか」

「はい。あの壁かべの破は壊かいは、今のあなたたちでは技術的に不可能ですから。──大墜落ザ・フオールの直後、前の文明の兵器がまだ残っていた時期に、『神しん殿でん』が攻こう撃げきされて壁かべが破損したことは何度かありました。なので、その破は片へんが発はつ掘くつされる可能性も想定してはいました。キオカがああした形で外交に利用してくるのは予想外でしたが」

　それがつまり、キオカと科学者たちが組んで行ったペテンの正体だった。最初から見み抜ぬかれていたと知ったアナライは腕うでを組んでうなる。……結果的として効果を上げはしたが、それは精せい霊れいの善意によるものなので、上策だったかどうかには疑問が残る。

　思案げな老ろう賢けん人じんを横目に、ジャンは相手のスタンスを再さい確かく認にんする。

「……つまり。どんな形であれ、戦争を終わらせないことには情報を開示できないと？」

「そうなります。加えて──一時的な停戦ではなく、恒こう久きゆう的てきなものでなければなりません」

　はっきりと言ってのけるクス。それを受けて、イクタは椅い子すの上で伸のびをしながらジャンに話しかけた。

「らしいけど。──やめるか、戦争」

「不可能だ」

　白はく髪はつの将は即そく答とうした。そう口にするまでに、思案の間さえなかった。

「現時点で戦略的優位にあるキオカにとって、この段階での講和にはデメリットしかない。新技術の流入によってパワーバランスが覆くつがえる恐おそれすらある。検討の余地さえない」

「……ま、そうだよな」

　何ら疑問を覚えることなく、イクタもその結論を受け入れる。そしてクスに視線を戻もどした。

「つまり、これは戦争をやめろと言われているわけじゃない。そうだよね、クス」

「…………はい、イクタ。その提案が現実的でないことは、私たちも理解しています」

　こくりとうなずいて述べるクス。相手に皆みなまで言わせず、イクタは結論を口にする。

「さっきの条件を満たすために、僕ぼくたちが取るべき行動はひとつ。──さっさと戦争を済ませることだ」

　ジャンと教皇の顔に苦く渋じゆうが浮うかび、クスもまた詫わびるように顔を伏ふせる。そんな相手の様子に、イクタは苦く笑しようを浮うかべた。

「そんな顔をしないで、クス。……君が望んで戦争をけしかけているわけじゃないことは分かってる。君はむしろ、僕ぼくたちに戦後を見み据すえた理性的な行動を促うながしたいんだろう？」

　精せい霊れいの本質が人を助けることにある点は疑いがない。だが、利害が複雑に絡からみ合あった人間社会を相手にする以上、その行動は必ずしもシンプルではなくなる。彼かれらに代わって、イクタはその意図を説明した。

「勝つにせよ負けるにせよ、新技術の開示がその後に待っている。つまり──戦争の長期化によるメリットを両国から削そぎ取とった形だ。加えて、講和そのものが技術開示の条件である以上、敗勢の側にも交こう渉しようの余地が残る。『これ以上は粘ねばらず降参するから、その代わりに戦後の扱あつかいについていくつか条件を飲め』──といった具合にね」

「……Ｙａｈ。おそらく技術開示も段階的に行う手て筈はずだろう。その度たびに同じ条件を僕ぼくらに課すことで、再び戦争を起こすメリットを失わせるつもりなのじゃないかな」

　ジャンもまた、精せい霊れいたちの試みを理解した上でそう述べる。クスはふたりに向かってうなずいた。

「おっしゃる通りです。帝てい国こくが勝つにせよ、キオカが勝つにせよ、私たちはその統治に基もとづく平和と発展を後あと押おしします。ただひとつ願ってやまないのは、そこに至るまでの過程で生じる犠ぎ牲せいが最小限に留とどめられることです」

　話がそこまで進んだところで、白はく髪はつの将が椅い子すから立ち上がった。他の三人をぐるりと見回してから、彼かれは硬かたい声で尋たずねる。

「……内容が内容だ。ここから先は、個別に話させてもらえないだろうか？」

「はい、そのつもりでした。ジャン・アルキネクス──あなたは部屋を出て最初の曲がり角を左に折れてください。突つき当あたりの部屋に接客用の大型機体がもう一台置いてあります。あなたのパートナーの魂こん石せきを入れることで起動しますので、話の続きはそちらから聞いていただければと」

「Ｙａｈ。承知した」

　同意を得るなり、ジャンは身をひるがえして指示された通りの場所へ向かっていく。彼かれが部屋から出ていくと、今度はクスが動き始めた。

「イクタ、ＡＲグラスを持って付いてきてください。私たちも別室に移ります。アナライ博士とラプテスマ教皇も、お望みなら個別の部屋へ案内しますが──」

　ふたりに気を遣つかってそう尋たずねるクス。が、教皇は何も言わず、アナライは静かに首を横に振ふってみせる。

「いや、ここで構わんよ。……今後、腹を割って話せる機会はそうなかろうからな。長年の仇きゆう敵てき同士、いま少し言葉を交かわしておくことにする」

　ずっと敵視していた相手との相そう互ご理解の機会として、アナライは今の状じよう況きようを捉とらえているようだった。負の感情をいつまでも引きずらないところは、実にこの人らしい──イクタはそう思って微笑ほほえみを浮うかべる。

「分かりました。では──行きましょう、イクタ」

　彼かれを先導して移動を始めるクス。だが──その背中に付いていく青年の胸中は、決して冷静なものではなかった。
















「──技術開示の件とは別に。ひとつ、気になっていることがあるんだ」

　案内された別室へ踏ふみ入いって扉とびらを締しめ切きると同時に、イクタはそう口にした。そこには彼かれらしからぬ焦あせりが見て取れたが、クスはいつもと同じように穏おだやかに応えた。

「はい、イクタ。どうぞ尋たずねてください」

　許可を得ると、今度は青年のほうが逆に発言を躊ちゆう躇ちよしてしまう。それで思考が前のめりになっていることを自覚し──意識的に言葉を整理した上で、イクタはゆっくりと話し始めた。

「……話は、今からずっと前。あのクーデターの終わりにまで遡さかのぼる」

　そうして、口にしながら思い出す。青年の人生における、もっとも辛つらい時期の記き憶おくを。

「彼かの女じよが息を引き取った直後、僕ぼくは指揮能力を喪そう失しつしていた。疲ひ労ろうと負傷の影えい響きようもあって、実を言うと今でも記き憶おくが曖あい昧まいなところがある。……ただ、そんな中でも、自分が取った行動についてはひと通り覚えている。

　まず僕ぼくたちは、氷を敷しき詰つめた棺ひつぎの中に彼かの女じよの遺体を収めた。その上で、僕ぼく自じ身しんも含ふくめた重傷者と一いつ緒しよに岩石地帯を脱だつ出しゆつした。馬車に乗って向かった先は最も寄よりの『神しん殿でん』。あれには医い療りよう施し設せつが併へい設せつされていることが多いから、そこは最初から帰き還かんルートに含ふくまれていて──現地に辿たどり着つくと同時に、僕ぼくたちは『神しん殿でん』の建物のすぐそばにヤトリの遺体を運んだ。……そう、確かに運んだんだ。もともと葬そう儀ぎは『神しん殿でん』で行うものだし、高級将校が亡なくなった際の段取りとしては間ま違ちがっていない。──でも」

　繰くり返かえし記き憶おくをなぞり。その上で、イクタはひとつの事実をクスに問う。

「あれらの行動は全て、君とシアに促されたことだった。──そうだよね、クス」

「……はい。その通りです、イクタ」

　肯こう定ていの返事と共に青年を見つめるクス。声が震ふるえるのを感じながら、イクタは言葉を続ける。

「それを確かく認にんした上で、さっきの映像について尋たずねたい。──人間精神の情報化。魂の科学的な再現。立たち花ばな博士が話したそれらの言葉が、いったい何を意味するのか」

　そこまで口にしたところで、イクタは自分から言葉を切った。──あまりに迂う遠えんすぎる。外そと堀ぼりから埋うめていくような言い回しが、持ち前の饒じよう舌ぜつさが、今ばかりはどうしようもなく耐たえ難がたく、

「いや、もう、この期に及およんで言葉を選ぶことはしない。たったひとつ教えて欲ほしい。

　──彼女はここにいるのか？」

　何の飾かざりもなく。ただ震ふるえる唇くちびるで、その是ぜ非ひだけを彼かれは問うた。

「……ある意味においては。いえ、ごく限られた意味においては、そうとも言えます」

　熟考の末に、クスはそう告げた。青年の眼差まなざしを受けながら、なおも説明を続ける。

「彼かの女じよの──ヤトリシノ・イグセムの人格情報は、確かにここに保存されています。体組織から採取した遺伝情報と一いつ緒しよに。──さらに言えば、あなたのものも。これは人類への援えん助じよと並へい行こうして行われる私たちの務めであり、後世へ遺のこす人類史の記録の一いつ環かんです。──そう、あくまでも記録なのです」

　突つき放はなすようなクスの言い方に、イクタは奥おく歯ばを嚙かみしめる。そう──あの映像の中で、彼かの女じよたちは確かに同じことを言っていた。

「人格の再現にまつわる立たち花ばな博士の言げん及きゆうは、あの時点におけるひとつの仮説に過ぎません。それも医い療りよう分野における複数の技術革新を前提としたものです。脳の状態を情報化して保存し、それを一種の設計図として、存命時の人格が再現されるよう肉体を再構成する──という架か空くうの技術に関する仮説。いえ、ひとつの夢物語と言ってもいいでしょう」

「……続けてくれ」

「はい。その理由としては、第一に──立たち花ばな博士の人格の情報化に関する理論と、それを基もとに造られた人格スキャナーがどの程度の精度を持つか、そこに対する検証がじゅうぶんになされていない点です。彼かの女じよの発想はあの時点で時代の最さい先せん端たんを行っていましたが、それゆえに彼かの女じよの正しさを測れる人間は誰だれもいなかった。ここに保存されている人格情報が単なるデータの羅ら列れつに留まらず、本当の意味で魂たましいと呼べるものなのかどうか──確証はどこにもありません。私に言えるのは、それがひとりの人間の人格に関する極きわめて詳しよう細さいなデータの集積であるということだけです」

　こぶしを握にぎりしめて立ったまま、イクタはパートナーが語る事実をひとつひとつ聞き届ける。青年が抱いだいてしまった淡あわい期待を、それらは容よう赦しやなく削そぎ取とっていく。

「第二に、医い療りよう分野における技術革新もまた、あの時点での予想に過ぎなかったという点です。遺伝的にまったく同じ個体を人じん為い的てきに生み出すことは、二十世紀の時点ですでに可能になっていました。しかし、人格の再現──脳の状態を再現した事例はひとつもありません。脳機能に関する研究それ自体が、医学における最大の難関として残されていました。よって──仮に立たち花ばな博士の理論が正しかったとしても、それを蘇そ生せいに繫つなげるまでには、彼かの女じよの専門とは別領域の問題が絡からんできます」

　クスは重ねて根こん拠きよを述べる。青年にも疑いを挟はさむ余地はない。それは映像の中で立たち花ばな博士自身も認めていたことだった。

「第三に──ある意味で、これがもっとも現実的な問題と言えるのですが。ここまでに述べた全てを試みる、あるいは実現性を検証するとして。そのためには『大墜落ザ・フオール』直前の水準をさらに上回る文明レベルが必要になるということです。これが何を意味するか──イクタ、あなたなら想像できるでしょう」

　そこまで聞いた時点で、イクタは息苦しさに耐たえかねたように天てん井じようを仰あおいだ。クスの言わんとするところを余さず理解し、彼かれは自分の胸に突つき刺さすようにそれを口にする。

「……何千年かかるか分からない、か」

「はい。さらに言えば、以前と同じ水準まで文明を引き上げられるかどうかも分かりません。……知識や技術こそ遺のこされていますが、過去の文明が消費してしまった分、今の地球には発はつ掘くつ可能な埋まい蔵ぞう資源の量が乏とぼしいのです。必然、あなたたちには前のパターンとは違ちがった形での発展が求められます。かつてあった産業革命からの爆ばく発はつ的てきな進歩と比べて、それは遅ち々ちとした歩みになるかもしれません」

　イクタは沈ちん黙もくする。……そう、言われるまでもなく実感していた。あの映像の中にあった文明と、現在の自分たちの生きる文明の水準は、あまりにも遠くかけ離はなれている。長い時間をかければいずれ再び辿たどり着つけると──そう信じることさえ難しいほどに。

「他にも、倫りん理りや哲てつ学がくに関する諸問題を上げていけばキリがありませんが。それら全てを踏ふまえた上で、結論として述べるなら──ヤトリシノ・イグセムの蘇そ生せいは、その実現性において、現段階では空想科学サイエンス・フイクシヨンの領域を出ないと言えます」

　青年の期待にとどめを刺さすように、クスはその言葉で話を締しめくくった。が──その瞬しゆん間かん、イクタの肩かたがぴくりと動く。

「──？」

　説明の最後に耳を打った不思議な単語。ひどく興味を惹ひかれて、彼かれはその言葉を繰くり返かえす。

「……いま、とても面おも白しろい言葉を使ったね。空想科学サイエンス・フイクシヨン？　なんだい、それは」

「以前の文明で確立していた文芸の一ジャンルです。まだ実現していない技術や、それが実用化されている未来の世界、あるいは異なる星の未知の文明──そういったものを想像して楽しむジャンルと言えば伝わるでしょうか」

「そんなものがあったのかい。子供向けのおとぎ話ではなく？」

「もちろん子供に向けても多くの作品が作られましたが、ジャンル全体の愛好者には大人が多かったはずです。完全に読み解くために科学者並みの知識が必要とされる作品もざらでしたから。作者自身が科学者であるというケースも珍めずらしくなく──実現性を高く見み込こまれる技術や、それが実用化された後の世界を精せい緻ちに描えがき出だし、未来への示し唆さとして受け止められた作品も多くあります」

　その説明に、イクタの心臓がとくんと高鳴った。未いまだ実現しないもの、未み踏とうの技術によって示し唆さされる未来──遥はるかな過去には科学者でさえそれを楽しみ、時に自ら思おもい描えがいたという。

「……そうか。なら──それは」

　その事実を知った瞬しゆん間かん、青年の口元には自然と笑えみが浮うかんだ。それは彼かれが久しく感じていなかった認識転換パラダイム・シフト。初めて触ふれる概がい念ねんが沈しずんだ心を揺ゆり動うごかし、

「──それは、科学者の見る夢だね」

　ぽつりと、イクタはそう口にした。──自分にもそれが許されるのだと、遙はるかな過去の人々に教えられた。

　かつて父は言った──全ての子供には夢を見る権利があると。その権利は、大人になるにつれて人々の中から失われていくのだろうか？　いや、そうではない──ただ、難しくなるのだ。多くの厳しい現実を見てきた大人の目は、自おのずと夢を跳はね除のけてしまう。

　だから、大人にはより強い夢が必要になる。……例えば宗教もそのひとつ。信しん仰こうとは大勢で共有することによって力を増した夢の形だ。敬けい虔けんな信徒たちなら、きっと最さい期ごの瞬しゆん間かんまで死後の世界を夢見ることができるのだろう。

　けれど、彼かれはそうではない。神の手による救きゆう済さいを、死後の世界という理念を、イクタ・ソロークという人間はどうしようもなく信じられない。父母の死から今日に至るまで、神の不在を確信したまま生きてきたのだから。

「……ああ。でも──」

　そんな彼かれにも、遠い未来を思おもい描えがくことならできる。今より遥はるかに進歩した技術に支えられた世界と、そこに生きる多くの人々を想像することならば。……それは死後の世界を夢想するのと何も違ちがわないじゃないかと、そう笑う人もきっといるだろう。けれど、イクタにとっては大きく違ちがうのだ。彼かれは科学を信しん頼らいしている。だから科学の進歩に希望を抱だける。神を信じる人々が、神の手による死後の救済を信じられるのと同じように。

「────」

　まぶたを閉じ、青年は思おもい描えがく。──遙はるかに遠い未来。人類の文明が太古のそれを上回るまでに発展し、戦争が過去のものとなった世界。そこに炎えん髪ぱつの少女がひとりの人間として再び生を受けることを。その人生を縛しばっていた炎色の宿しゆく業ごうはもはやなく、彼かの女じよは心の赴おもむくままにどこへでも向かうことができる。自分自身の望むまま、広い世界をどこまでも生きていく。

　あるいはそれは、炎えん髪ぱつの少女によく似た他の誰だれかに過ぎないのかもしれない。ここに残されている彼かの女じよの魂たましいが完全なものでなければ、そこから生み出されるのは彼かの女じよと似た特とく徴ちようを持つまったくの別人になるのかもしれない。クスの話を聞く限りは、その可能性のほうが遙はるかに高い。文明がそこまで辿たどり着つけない可能性に至っては、それよりもさらに。

　けれど──それでもじゅうぶんだと、イクタは思う。その「誰だれか」の人生はきっと、炎えん髪ぱつの少女の生しよう涯がいと繫つながっている。彼かの女じよに由来を持つ誰だれかが、彼かの女じよが生きられなかった人生を生きてくれるというのなら──その期待がゼロでないのなら。彼かれが遠い未来に望む夢は、ただそれだけでいい。

　ふっと体が軽くなったような感覚を覚えながら。静かにまぶたを開けて、イクタは尋たずねる。

「……保存されているヤトリの情報を、今ここで見ることは出来るかな」

「はい、参照するだけなら可能です。ＡＲグラスをかけてください」

　クスに促うながされてＡＲグラスを装着する。その視界に、再び多くの情報が浮うかび上あがる。

「人格情報そのものは現状だと扱あつかいようがありませんが、それに添そえて、閲えつ覧らん可能な形で彼かの女じよの来歴が記録されています。私たちの目から見た映像も含ふくまれますが、目を通してみますか」

「うん、お願い」

　要よう請せいを受けたクスが表示を操作する。続く瞬しゆん間かん──青年の目の前に仮想窓が広がり、そこに在りし日のままの彼かの女じよの姿が映し出された。

『──そこまでよ、イクタ。女漁あさりはまたの機会にしなさい』

「……っ……」

　再生されたのは、高等士官試験会場へ向かう船の中での会話。生き生きと喋しやべり、動き、感情を表す炎えん髪ぱつの少女──久しく目にしていなかったその姿に、イクタはどうしようもなく胸を詰つまらせる。

　声もなく映像に見入る彼かれに、クスは静かに言い添そえる。

「──ヤトリシノ・イグセムという人物は、早そう逝せいだったこともあり、必ずしも歴史に名前を残すとは限りません。しかし──私たちの観察に基もとづく限り、彼かの女じよの総合的な能力は歴史上においても屈くつ指しであり、人間性の面でも極きわめて優すぐれた調和に至っていました。存命だったなら多くの偉い業ぎようを成なし遂とげていただろうことは想像に難かたくありません。すでに歴史に名を残しているあなたの人生との密接な関わりとも合わせて──このアーカイブに保存する人物として、何ら不足はないものと判断しています」

　その言葉をもって、彼かの女じよの人生に対する惜おしみない敬意の表明に代える。まばたきすら惜おしんで映像を見つめながら、イクタはぽつりと尋たずねる。

「……立たち花ばな博士とサプナさんの人格も、ここに保存されているのかな？」

「いいえ。……記録できる情報には限りがありますから。自分たちの人格情報でデータベースを圧あつ迫ぱくしてしまうことを嫌きらって、彼かの女じよたちはそれをしませんでした」

「……そうか。……うん。何となく、そんな気はしていた」

　そうつぶやいて、ＡＲグラスに映った彼かの女じよの輪りん郭かくを、イクタは指先でそっとなぞる。

「ありがとう。あなたたちのおかげで、僕ぼくは──遠い未来に夢を見ることができる」

　今はもういないふたりへ向けて、青年は嚙かみしめるように感謝を口にした。この場に自分が来られたことを、心から幸いに思いながら。

「……またね。ヤトリ」

　短くそう告げると、イクタはクスに目配せし、いつまでも見続けていたかった幸せな記き憶おくと別れを告げた。顔からＡＲグラスを取り外して両目を閉じ、しばらく沈ちん黙もくして──やがて、彼かれは静かにまぶたを開く。

「──ずいぶん脇わき道みちに逸それてしまったね。話を戻もどそうか、クス」

　いつもの口調で、青年はそう切り出す。その声はもう、どんな感情にも震ふるえてはいない。

「分かっているつもりだよ。どんな未来に繫つなげるためにも、どんな夢を見続けるためにも──僕ぼくたちはまず、この現在いまを生きなければならないんだと」

　確かな意志をもって、イクタは自分のパートナーと向き合い。そうして──彼かれとクスは再び、近い将来に迫せまった戦争についての話を始めた。
















　昇しよう降こう機きに乗って他三人と共に地上に戻もどったイクタは、ひとまずシャミーユ、ヨルガ、ヴァッキェの三人のみを大馬車に集めて、地下で知ったことの大半を彼かの女じよらに打ち明けた。

「……全て、本当なんだな？」

　相手が噓うそを言っているとは露つゆほども思わないが、内容が内容だけに、ヨルガは思わず確かく認にんしてしまう。たったいま耳にしたのは、控ひかえめに言っても歴史がひっくり返るような事実なのだ。イクタは真顔でうなずいた。

「何にしても、この真実を帝てい国こくに持ち帰って検討しなくちゃならない。一いつ般ぱん民衆への情報開示は当然ずっと先だ。今の段階だと世情不安を巻き起こすだけだからね」

　君たちも内密に頼たのむよ、と唇くちびるに人差し指を当てて見せるイクタ。それは当然のこととして納なつ得とくしつつ、女じよ帝ていは腕うでを組んで考かんがえ込こむ。

「……外交への影えい響きようはどうなのであろうか？　この真実を踏ふまえて、キオカやラ・サイア・アルデラミンは今後、どのように動き方を変える？」

「ラ・サイア・アルデラミンが傍ぼう観かんに徹てつする以外、おそらく大きくは何も変えて来ないよ。……さっきも言ったように、精せい霊れいたちによるロストテクノロジーの開示が始まるのは二国間の戦争状態が解消した後だ。それはつまり、この戦争の勝者がより有利な形で未知の技術を受け止めるということでもある。あの執しつ政せい官かん殿どのに倣ならえば、これで安心して戦争に集中出来るようになったってところさ」

　状じよう況きようが明るくなったのは互たがいにプラスだが、その分だけ外交については選せん択たくの余地が減った。地下で知った多くの事実は、そのどれもキオカにとって戦争を避さける理由にはならない。

「もちろん互たがいに準備期間は要いる。これから具体的に調整するけど、利害が一いつ致ちするのはせいぜい二年ってところだろうね。それより早ければ互たがいに時じ期き尚しよう早そうだし、それより遅おそければこれまでの戦いで獲かく得とくしたアドバンテージが無む駄だになる。……何にしても、帝てい国こくとキオカの関係は決戦に向けて秒読みを始めた。それは間ま違ちがいない」

　青年はそう言い切る。が、周りの三人が張はり詰つめた表情を浮うかべると、その肩かたから力を抜ぬかせるようにいつものくだけた口調に戻もどった。

「ま、それはさておき。──予想外のことが立て続けに起こって振ふり回まわされたけど、今回の三国会談はとても大きな意義を持つイベントだった。新しん鮮せんな出来事が目め白じろ押おしで、僕ぼくなんか終始楽しんでたくらいでね。新たに分かったことを今後どう活いかすか──僕ぼくたちが考えるべきはそこで、悲観的になる理由は何もない」

　三人に対する励はげましであると同時に、それは紛まぎれもない彼かれの本音でもあった。イクタはふと寂さびしげに微笑ほほえむ。

「たったひとつ名残なごり惜おしいのは──僕ぼくがいち科学者でいられる時間が、もうじき終わっちゃうってことかな」










　往路よりも遥かに少ない日数で外交館まで帰り着き、さらに数日かけて今後の予定を話し合ったところで、初日から波乱続きだった三国会談はやっと終わりを迎むかえようとしていた。すでに引き上げの準備を終えた両軍だが、その真ん中に両りよう陣じん営えいの科学者たちが集まっている。彼かれらがいずれも寂さびしげな面おも持もちでいる中、老ろう賢けん人じんの顔にだけは不満が露あらわだった。

「なんじゃ、もうお開きか？　むしろここからが本番じゃろう！　超ちよう古こ代だい文ぶん明めいの存在が確かく認にんされた今、わしら科学者が考えることはいくらでもあるぞ！」

　イクタ、ヨルガ、ミルバキエら三人の弟子でしが帝てい国こくに帰ってしまうという事実に、アナライはいたくご立腹だった。その傍かたわらに立ったナズナが老ろう賢けん人じんを諌いさめる。

「博士、あんまり無理を言っちゃダメでしょう。イクタにもシャミーユちゃんにも帝てい国こくでやることが沢たく山さんあるんです。名残なごり惜おしいけど、いつまでも私たちと遊んでばかりはいられません」

「なぜいられんのじゃ？　生ある限り智ち慧えと戯たわむれ探究の野に遊ぶ、それこそわしら科学者の正しい生き様じゃろう！　わしの弟子でしたる者がそれを躊躇ためらってどうする！」

　自分の立場も相手の立場も完全に度外視してアナライは憤ふん慨がいする。かと思えば、そのままイクタに大おお股またで歩み寄り、耳元に口を寄せていたずらっぽく囁ささやきかけた。

「……のぅ、イクタよ。いっそこのままキオカに来んか？　いま帝てい国こくに帰ったところで、どうせやることは益体もない戦争の準備じゃろう？　せっかくの人生をそんなことに費ついやすのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいではないか。シャミーユ君もヨルガもミルバキエも連れてこっちに来れば良い。科学はこれから楽しくなるぞ──なにせ未知の技術の開示が近い将来に控ひかえているのじゃからのぅ！」

　悪あく魔まの誘ゆう惑わく──というよりも、悪童の誘さそいじみた言葉。イクタがくすりと笑っていると、アナライは自分の中でさらに思考を飛ひ躍やくさせ始める。

「いや、キオカに来させるまでもなく、わしらのほうから帝てい国こくに拠きよ点てんを造り直せば良いか。そっちでも教団はもううるさく言って来ないわけじゃろう？　キオカに加えて帝てい国こくの支し援えんも受けられればわしらの研究はさらに加速する！　なんじゃ、こちらのほうが良いことずくめではないか！」

　両手をぽんと打ち鳴らす老ろう賢けん人じん。その発言がすでに囁ささやき声ごえではなくなっていたので、バジンが大おお慌あわてで駆かけ寄よって背後を指さす。

「ちょ、博士……！　それ無理です絶対無理です！　っていうか聞かれてます！　後ろで官かん僚りようたちがめっちゃ目をつり上げて聞いてます……！」

「知ったことか！　こうなった以上は戦争なんぞ中止じゃ中止！　戦いはここ百年の間にいくらでもやってきたじゃろう、そんなもの五千年越ごしに再開した科学の探求に比べればいかほどのものじゃ！　いい加減に力を注ぐべき場所を正しく見定めんか！　それさえ誤らなければ、わしら人類は空の向こうすら目指せるのじゃぞ！」

　自重するどころか、アナライは逆に開き直って官かん僚りようたちに説教を始める。イクタはついに我が慢まんできず噴ふき出だした。

「あはははっ……！　……変わりませんね、アナライ博士。あなたって人は……本当に、昔から少しも変わらない」

　笑え顔がおのまま、イクタは目め尻じりに浮うかんだ涙なみだをそっと指で拭ぬぐう。師を見つめるふたつの瞳ひとみに、敬意と羨せん望ぼう、あらん限りの憧しよう憬けいが浮うかんでは揺ゆれた。そして、




「最初に出会った日から。僕ぼくはずっと──あなたのような大人になりたかった」




　誘さそいへの返事に代えて。叶かなわなかった夢を、ここに告げた。

　神に嫌きらわれ、自由に愛された科学者。社会にも理想にも屈くつせず従属せず、己おのれの欲ほつするところを一心に追い求める精神の奔ほん放ぽうさ。同時にその結果をもって人々を豊かにしてのける大だい胆たんさと大らかさ。……多くの不自由な天才たちを惹ひきつけてやまない、アナライ・カーンの人間性。

　いつか自分もそうなりたいと、かつての少年は夢見た。

　もう自分はそうはなれないのだと、現在いまの青年は受け入れた。

「────」

　だから──この瞬しゆん間かん、イクタの表情には、ただ一点の曇くもりもない。

　叶かなわなかった夢を抱だきしめて先へ向かう。師とは異なる道を──己おのれ自身の意志と、己おのれの内にある炎えん髪ぱつの少女の意志と共に進んでいく。

　すでに子供ではなかった。彼かれはもう、ひとりの大人だった。

　だから──その立場から。彼かれはただ、師に向かって感謝を告げた。

「ありがとうございます、今日まで変わらずにいてくれて。幼い頃ころに僕ぼくが憧あこがれたあなたのままでいてくれて。……弟子でしたちと一いつ緒しよに、これからも元気でいてください。何物にも縛しばられず囚とらわれず──どうか、いつまでもどこまでも、あなた自身の望むままに」




　青年がそう告げた瞬しゆん間かん。

　その隣となりで微笑ほほえむ彼女の姿を、アナライは確かに目にした。




「………………そうか…………」

　老ろう賢けん人じんは悟さとった。目の前の相手が、すでに自分の生き方を思い決めていることを。

「…………」

　引き留める言葉はいくらでもあった。それらを口にしたい気持ちは胸の中に溢あふれ返かえっていた。

　だが──その全てを飲のみ込こんで、アナライは静かに微笑んだ。

「……わしのことなら、心配はいらん。この通り絶好調での。向こう五十年は現げん役えきでいくつもりじゃ。

　じゃから──お前さんこそ元気でのぅ、イクタ。シャミーユ君と仲良くな。無理をしてはいかんぞ。辛つらい時にはヨルガやミルバキエにもきちんと頼たよるのじゃぞ」

　そうして口にする。もはや自分の道を歩いている弟子でしへ向かって、師の立場から与あたえられる最後の忠告を。それを受けて、イクタは微笑ほほえんだままうなずく。

「安心してください。ここだけの話、今の帝てい国こくには僕ぼくを怠なまけさせてくれる頼たのもしい仲間がたくさんいましてね。居い心地ごこちはぜんぜん悪くないんですよ」

　強がりでなく青年は答えてみせる。そんな彼かれの姿に、アナライは細めた目をしばたたかせる。

「そうか。……それなら、確かに帰らねばならんのぅ。……惜おしいのぅ」

　嚙かみしめるように呟つぶやくうちに、抑おさえきれなかった未練が一滴てき、口くちの端はからこぼれて落ちた。いくらか時間をかけて胸の内を整理し、やがて、老ろう賢けん人じんはいつもの笑え顔がおで青年に向き直る。

「イクタ・サンクレイ──我わが弟子でしにして無二の親友の息子むすこよ。お前さんたち親子に出会えたことは、わしの人生においてもっとも幸運な出来事のひとつじゃった。……ありがとうよ、わしの元に学んでくれて。わしと同じものに価値を見み出いだしてくれて」

　そう口にして、アナライは相手に向かって両りよう腕うでを伸のばす。イクタはうなずき、自ら踏ふみ出だして師の抱ほう擁ように応えた。共に過ごした旭きよく日じつの日々が師し弟ていの頭をよぎる。……眩まぶしく、温かく、幸せな記き憶おく。もう戻もどることの叶かなわない、けれど決して喪うしなわれることのない人生の輝かがやき。

「さらばじゃ、イクタ。──お前さんの未来に、精せい霊れいの加護があらんことを」

　かつて人の造りし精せい霊れいに、この時初めて、科学者はそう願った。……五千年の間変わらず在り続けた彼かれらの愛情。それが、これから弟子でしの歩む道を最後まで照らしてくれるように。







　──この別れを最後に。彼かれら師し弟ていが再び出会うことは、二度となかった。





〈了〉
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あとがき




　今年はなるべく昼間起きて過ごしたいと切に思う。こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　ともあれ、十二巻です。いよいよここまで来たかという気持ちです。

　すでに読まれた方には分かっていただけたと思いますが、今回は「天鏡のアルデラミン」の世界を把は握あくする上で極きわめて重要な巻となっています。今までの物語における謎なぞめいた部分は、この巻を通しておおよそ解き明かされると言っていいでしょう。

　それを踏ふまえて、次の巻から、いよいよ物語は決着へと向かって動き始めます。ここまで付き合っていただいた皆みなさんには、願わくば、このまま最後まで見届けていただければ幸いです。




　ここから先は、お世話になった方々にお礼の言葉を。

　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生。今回もクオリティの高いイラストをありがとうございます。ジャンとアナライの絵を特に多く描かいていただき、個人的にとても嬉うれしい巻になりました。

　コミック版作者の川かわ上かみ先生。電でん撃げきマオウでの長きに亘わたる連れん載さい、本当にお疲つかれ様さまでした。原作をしっかり読よみ込こんだ上で最後まで丁てい寧ねいにまとめていただけたこと、心からありがたく思っています。今後ともいち読者としてご活かつ躍やくを見守らせていただきます。

　担当編集の黒くろ崎さきさん。私の筆の遅おそさから、今回も本当にご迷めい惑わくをお掛かけしました。おかげさまでシリーズも終しゆう盤ばんに差さし掛かかりましたが、今後ともお力ちから添ぞえをいただければ幸いです。




　そして、最後に──この本を手に取ってくださった貴方あなたへ、一筆入にゆう魂こんの感謝を捧ささげて、この巻の結びとさせていただきます。
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